SLK-CLASS 


取扱説明書 






Mercedes-Benz 


お客様へ 


このたびはメルセデス-ベンツをお 
買い上げいたださ、あ0びと5ござ 
し、ます。 

この取扱説明書は、車の取り扱い方法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避ずるた 
めの情報、万一のとさの処置などを記 
載しています。 

車をご使用になる前に、本書をおずお 
読み < ださい。 


• 取扱説明書は、いつでち読めるよ5 
におず車内に保管してください。 

• この取扱説明書には、日本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作方法な 
どび含まれている場合びありまず。 

-装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラス h び、お買い上 
げいただいた車とは異なることび 
ありまず。 


-スイッチなどの形状や装備、操作方 
法などは予告な<変更されることび 
ありまず。 


• オーディオやナビゲーシヨンに関し 
ては、別冊の「マルチファンクシヨ 
ンコント□ーラー取扱説明書」を 
お読み < ださい。 


• オプションや仕様により異なる装備 
には*マークびついていまず。 

• 操作手順などは、文頭に►を記して 
いまず。 

• 関連ずる内容び他のページにをある 
場合は、該当ぺージを （3 -已 0) の 
よ5なかたちで示していまず。 

-車を次のオーナーにお譲りになる場 
合は、車と一緒にずベての取扱説明 
書と整備手帳をお;度しくだごい。 

• ご不明な点は、お買い上げの販売店 
まには指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 


メルセデス-ベンツ日本株式会社 
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表記と記載内容について 


警告 A 

重大事故や命にかかわるけびを未然 
に防ぐために必ず守っていたださた 
し、ことでず。 

ま意！ 

けびや事故、車の損傷を未然に防 
ぐため、必ず守ってし''たださたし、 
ことでず。 

知識 

知っていると便利なことや、知っ 
ておいていたださたいことでず。 

m m ^ 

環境保護のためのアドバイスや 
守っていたださたし^ことを記載し 
ています。 


環境保護について 


ダイムラー社では、大気ミち染の抑制、 
資源の有効利用をはじめとずる環境保 
護対策に取り組んでいまず。環境保護 
のため、お車をご使用になるとさは政 
下の点にご協力 < ださい。 

-タイヤの空気圧が適正であることを 
確認してください。 

. 停車したままの暖機運転は必要あり 
ません。 


-急発進や急加速は避けて < ださい。 

-エンジン回転数がその車の許容限度 
の S /3 (許容限度が6,000回転 
のとさは約4,0日日回転）を超えな 
いよ5に運転して < ださい。 


-不必要な荷物を載せたままにしない 
で < ださい。 

-スキーラックやルーフラックが必要 
でないとさは、車から取りがしてく 
ださい。 


-長時間の停車時は、エンジンを停止 
して < ださい。 

-指定サービスエ場で適切な時期に点 
検整備を受けて < ださい。 

m m ^ 


ダイムラー社は、資源を有効活用ず 
るため、リサイクル部品を積極的に 
導入しています。 


警告 A 


車両には警告ラベルび貼付されてい 
ます。警告ラベルには危険な状況を 
回避ずるための情報をはじめ、車を 
安全に使用ずるための情報び記され 
ていまず。 

警告ラベルは絶対にはびさないでくだ 
さし、 
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. を全のために 


駐停車ずるとを 1-10 

雨降りや濃露時の運転 1-1 1 

才ートマチック車の取り扱い 1-1 吕 
こんなことにちま意 1-14 



ま全のために 


有ずる前に 


を巧ず。刖に 


点検と壁備 

曰苗点検や定期点検は、使用者自身の 
責任において実施ずることび法律で養 
務付けられていまず。これらの点検項 
目については、別冊の r 整備手帳」を 
お読み < ださい。 


夏季の取り扱い 

-夏を迎える前にエアコンデイシヨ 
ナーの;令媒に不足びないか、指定 
サービスエ場で点検を受けて<だ 
さい。 

•才ーバーヒートの予防策として、し、 
つをより頻繁Iこを却水量を点検して 
<ださい。 


日ごろの状態と異なるとを 

エンジンをかけたとき、いつちと異な 
る音やにおいを感じたり、駐車してい 
た場所に水やオイルの跡び残っている 
とさは、ずみやひに指定サービスエ場 
で点検を受けてくだごい。 


ドアを開<と 

ドアを開くと、一部の装置び自動的に 
動さ始め、作動音などび聞こえること 
びありまずび、異甫ではありません。 


タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あ 
り、タイヤに損傷や異甫な摩耗びなし、 
ことを点検してくだごい。タイヤの空 
気圧びほかったり、損傷したタイヤで 
走行すると、タイヤび破裂したり、乂 
災び発生ずるなど、事故を起こずおそ 
れびあ0まず。 


シートベルトは必ず着用 

走行を開始ずる前に、ずべての乗員び 
シートベルトを着用してください。 


運おお足元に注意 

• 運転席の足元には、物を置かない 
でください。 ブレーキ ペダルやア 
クセルペダルの下に物び乂ると、 
ペダルを操作でをな<なるおそれ 
びありまず。 

• フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車に合ったちの 
を使用しないと、ペダル操作びでさ 
な < なるおそれびありまず。 


1-2 






車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死!!!ずるお 
それびありまず。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び付 
かない5ちに吸い込んでいるおそれび 
ありまず。 


ウオー云ングアップ（暖機運転） 

エンジンび;ちえているとさでち、停車 
しにままでの暖機運転は必要ありませ 
ん。エンジンの始動後は、急加速を避 
けて車をウオーミングアップしてくだ 
ごし、。 


ま全のために 


走巧ず 


燃料の給油 

-燃料は無鉛プレミアムガソリンを使 
用して<ださい。有鉛ガソリンや粗 
悪なガソリン、指定 1;( がの燃料（高 
濃度アルコール含有燃料など）を使 
用したり、添加剤などを混入ずると、 
エンジンなどを損傷ずるおそれがあ 
りまず。 

. 目的地まで余裕を持って走行でさ 
るよラに、十分な量を補給して< 
ださい。 

-燃料給油口には、純正品政がの 
キヤップを使用しないで< ださい。 


-セルフ式のガソリンスタンドなどで 1 
給油するとさは必ず(下の点を守— 
り、安全に十分ま意して作業を行 
なって<ださい。身体に静電気を帯 
びていると、放電による火花で燃料 
に引火した0、火傷をずるおそれが 
ありまず。 

クエンジンを停止して、ドアやド 
アウインドウなどを閉じて<だ 
さし、。 

ク燃料給油口を開くことからはじ 
まる一連の給油作業は、必ずひ 
とりで行なってください。 

ク給油作業をずる人(列は燃料給 
油口に近付かないで < ださい。 


ク給油作業をする人は、作業の前 
に金属部分に触れるなどして身 
体の静電気を除去して < ださい。 

身体に静電気を帯びていると、 
放電による火花で燃料に引火し 
た0、火傷をずるおそれがあ0 
ます。 
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ま全のために 


走た r す々目"し 

◊作業中は車内に戻らないでくださ 
しん帯電するおそれびありまず。 

◊キャップの取り外し/取り付け 
(3-36) は確実に行ない、火気を 
近付けないよ5にして < ださい。 

◊燃料び塗装面に付着しないよ5 
にま意して< ださい。塗装面を 
損傷するおそれびありまず。 

◊給油ノズルは給油□の奥まで確 
実に差し込んでください。 

◊給油び自動的に停止したら、そ 
れ liLh は給油しないでください。 
燃料漏れのおそれや、エンジン 
び不調になったり停止ずるおそ 
れびあ0まず。 


◊手動で給油しているときは、状 
況を見なびら、給油の勢いを強 
くしないでゆっくりと給油して 
ください。燃料び吹さこぼれる 
おそれびあ0まず。 

◊気化した燃料を吸い込まないよ 
ラにミ主意して < ださい。 

◊給油作業をずる人し U 外は燃料給 
油□にお付ひないでくだごい。 

◊ガソ U ンスタンド内に掲示され 
ているま意事項を遵守してくだ 
さし、。 


燃えるちのは積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスフ 
レーをなどを積まないでくだごい。 
万一のとさに引乂や爆発のおそれび 
ありまず。 


荷物を積むとを 

-荷物はでさるだけトランクに積んで 
<ださい。 

• 車内に荷物を積むとさは、動かない 
よラに確実に固定してください。急 
ブレーキ時などに荷物び放り出さ 
れ、乗員びけびをずるおそれびあ0 
9 〇 

• □ールバー周辺に荷物を置かないで 
<ださい。急 ブレーキ 時や急八ンド 
ル時または事故のとさ、荷物び前方 
に放0出され、乗員びけびをずるお 
それびあ0まず。 

• 鋭いちのあるをのは、角の部分に必 
ず カバーを して < ださい。 

-荷物をシートのバックレストより高 
<積み上げないで < ださい。 
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ま全のために 


子供を柔せると定 


子供にち必ずシートベルトを着用 

• モ供であってち、シートベルトを正 
しく着用し、シートやヘッドレスト 
が正しし M な置になっていることを大 
人が確認して<ださい。正し<シー 
トベルトが着用でさないルさな子供 
は、チヤイルドセーフテイシートを 
使用して < ださい。 

-乳児やモ供を抱いたり、膝の上に乗 
せて走行しないで<ださい。急ブ 
レーキ時や事故のとさ、大人と車の 
間に挟まれて重大なけがをずるおそ 
れがありまず。 


ルさな子供にはチャイルドセーフテイ 
シート 

6歳未満の子供にはチャイルドセーフ 
テイシート （2-15) を使用すること 
が法律で義務付けられていまず。 


子供は助手席に 

モ供を助手席に座らせるとさは、シー 
卜を最後部にし、正し<座らせて<だ 
さい。エアバッグの作動時に大さな衝 
撃を受けるおそれがありまず。 


子供には操作させない 

ドアやパリオルーフ、ドアウインドウ 
やリアクォーターウインドウは大人が 
開閉して<ださい。モ供が操作ずると、 
身体を挟んだり、けがをずるおそれが 
ありまず。 


子供を柔せるとを 

ドアウインドウやバリオ ルーフの 開 □ 1 
部か5身体を出さない — 

子イ其びドアウインドウや U アクオー 
ターウインドウ、パ' U オルーフの開 
□部から身体を出さないよ5にま意 
して<ださい。けびをずるおそれび 
ありまず。 


車か5離れるとを 

テ供だけを車内に残して車から離れな 
いでください。運転装置に触れてけび 
をしたり、事故の原因になることびあ 
りまず。 

また、炎天下では車内び高温になり、 
熱中症を起こずおそれびありまず。 
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ま全のために 




慣らし運転 


新車の場合、エンジンなどの機械部分 
び馴染むまで r 慣らし運転」ずること 
をお勧めしまず。 

新車時に十分な慣らし運転を行な5こ 
とにより、将来にわたって安定した性 
能を維持することびでさまず。 

知識 

新車時の高速走行後など、エンジ 
ンルームからわずかに白煙び出た 
り、独特の臭いびずることびあり 
まず。これは防鐘保護ワックスび 
加熱されて発生ずるちので、故障 
や異常ではありません。走行距離 
扫巧曽ずと臭いはなくなりまず。 


最初の1，已 00km までは Li (下のま意 

事項を守ってください。 

-エンジン回転数び許容限度の2/3 
(許容限度び已,000回転のとをは 
約4,000回転）を超えないよ5に 
運転して < ださい。 

-エンジンに大さな負担のひかる運転 
は避けてくだごい。 

-いつち一定のエンジン回転数で走 
行ずるのではなく、負担のかから 
ない範囲で回転数と速度を変えて 
<ださい。 

• キックダウンや過度のエンジンブ 
レーキは 避けてください。 

-ギアレンジ位置およびギア位置 
— 、 U、 丽画は山道などをほ 
速で走行ずるとさだけ使用してくだ 
さい。 

• でをるだけ、走行モードを C モー 
ドにして走行^してください。 

走行距離び]，已〇 0km を超えたら、 

エンジン回転数を徐々に高回転まで上 

げて < ださい。 


知識 

• SLK 已已 AMG は、じ(下のま意 
事項を守って < ださい。 

◊走行速度び ]40 km/h を超 
えないよ5にして < ださい。 

〇エンジン回転数び4,已〇〇回 
転を超えた状態で長時間走行 
しないで < ださい。 

-エンジンや駆動系部品の分解や 
交換をした後ち、慣らし運転を 
行なってください。 

. キックダウン： 走行中にアクセ 

ルペダルをいっぱいまで踏み込 
むと、自動的にほいギアに切り 
替わり、エンジンの回転数び上 
びって素早く加速しまず。これ 
をキックダウンといいまず。 

-エンジンブレーキ：走行中、ア 

クセルペダルを戻したとさに発 
生ずるエンジンの内部抵抗を利 
用した減速をエンジンブレーキ 
といいます。ほいギアのとさほ 
ど効をび強< な0まず。 
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安全のために 




走行ずるとを 


アクセルペダルはおだやかに操作 

-発進や加速ずるとをは、タイヤを空 
転させないよ5におだやかにアクセ 
ルペダルを操作してください。タイ 
ヤを空転させると、タイヤだけでな 
くトランスミッションや駆動系部品 
を損傷するおそれびありまず。 

-車間距離を十分に確保し、不要な急 
発進や急加速、急ブレーキを避けて 
<ださい。 


横風び強いとを 

横風び強く、車び横方向に流されそラ 
なとさは、ステア U ングをしつひりと 
握り、いつをより速度を下げて進路を 
保って < ださい。 


トンネルの通過 

トンネルに進入ずるとをは、ヘッドラ 
ンプを点灯して<ださい。内部照巧び 
暗いトンネルでは、進入直後に視界び 
悪くなることびありまずので、十分ま 
意してください。 


エンジンブレーキのミき用 

下りあび続くとさは、エンジンブレー 
キを活用して くだごい。 ブレーキぺダ 
ルを長時間踏み続けると、ブレーキ 
ディスクび過熱してブレーキの効さび 
悪 < なるおそれびあ0まず。 

知識 

エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部抵抗を利用した 
減速をエンジンブレーキといいま 
す。ほいギアのとさほど効さび強 
<なりまず。 


滑0やずい路面 

滑りやずい路面では、シフトダウン操 
作による急激なエンジンブレーキを効 
かせないで < ださい。 


自動車電話、携帯電話 

運転をは、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないでください。道路交 
通法違反にな0まず。なお、八ンズフ 
U —機能は使用でさまずび、ま意力び 
散漫にな0事故の原因になるおそれび 
ありまず。ま全な場所に停車してから 
使用してくだごい。 
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ま全のために 


走巧ずるとさ 
水たまりの通過後 

水たまりの通過後や洗車直後は、ブ 
レーキの 効さが遅れたり、悪<なるこ 
とがあります。このよラなとさは、後 
続車にま意しながら低速で走行し、ブ 
レーキの 効さが回復ずるまで ブレーキ 
ペダルを数回軽<踏んで<ださい。 


スタック（立ち往生）したとを 

-めかるみなどでタイヤが空転したり 
脱輪した状態から脱出ずるとさは、 
タイヤを高速で空転させないで<だ 
さい。脱出直後に車が急発進し、事 
故を起こずおそれがありまず。 

また、タイヤを高速で空転させると 
異常な過熱が起こり、タイヤの破裂 
や火災などの事故が起さたり、トラ 
ンスミッシヨンを損傷ずるおそれが 
ありまず。 

-スタックした状態から脱出ずるとき 
は、タイヤ前後の±や雪などを取り 
除いたり、タイヤの下に板や石など 
をあてがラと効果的でず。 


道路冠水や車び水没したとを 

-冠水した道路を走行ずるとさに許 
容されている最大水深は約 ] 2 cm 
でず。 

• 波び立たないよ5な速度で走行して 
<ださい。 

-豪雨などで道路び窗水し、マフラー 
に水び入ったとさはみしてエンジ 
ンを始動しないで<ださい。その 
ままエンジンを始動ずると、エン 
ジンに重大な損傷を与えるおそれ 
びありまず。 

• 車び水あした場合は、水び引いた後 
でちエンジンを始動せずに、指定 
サービスエ場に連絡してください。 
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ま全のために 


走行中に異常を感じた 


警告なが点なしたとをやマルチフアン 
クションディスプレイに故障/警告 
メッセージび表示されたとを 

ただちにま全な場所に停車してエンジ 
ンを停止し、本書に従い対処してくだ 
さい。それでを警告灯や故障/警告 
メッセージび消灯しないとさは、指定 
サービスエ場に連絡してください。そ 
のまま走行を続けると、事故を起こし 
たり、車に重大な損傷をちえるおそれ 
びありまず。 


ボディ下部に強い衝撃を夏けたとを 

ただちにま全な場所に停車してボディ 
の下部を点検し、ブレーキ液や燃料な 
どび漏れていないか確認してくださ 
し、。漏れやボディ下部に損傷を見つけ 
たとをは、運転を中止して指定サービ 
スエ場に連絡してください。損傷を放 
置したまま走行を続けると、事故を起 
こずおそれびあ0まず。 


走行中に異常を感じた5 

走行中にタイヤびパンクしたり、破裂 1 
したとを — 

あわてずにしっかりステア U ングを支 
えなびら、徐々に減速してま全な場所 
に停車して<ださい。急 ブレーキや 急 
八ンドル操作をずると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こずおそれび 
ありまず。 
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ま全のために 


|| I I 


駐停車ずるとを 


駐車ずると去の注意事項 

• マフラーは 非常に高温になりまず。 
周囲に枯れ草や紙<ず、油など燃え 
やすいちのがある場所には駐停車し 
ないで <ださい。 

-同乗者がドアを開くときは、周囲に 
危険がないことを運転者が確認して 
<ださい。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では駐 
車しないで <ださい。 

-炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度が非常に高<なりまず。ステア 
U ングやセレクターレバー、シート 
などに触れると、火傷をずるおそれ 
がありまず。 

-炎天下に駐車ずるときは、ウインド 
ウにカバーをしたり、ステアリング 
やセレクターレバー、シートなどに 
カバーやタオルをかけて、温度の上 
昇を抑えて < ださい。 

-炎天下に駐車した後は、乗車ずる前 
に換気をずるなどして、車内各部の 
温度を下げて < ださい。 
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雪び降っているとをは 

車の周囲び雪で覆われているとをは、 
雪を取0除いてからエンジンを始動し 
てください。積雪により マフラーび 面 
ごびれ、排気ガスび車内に侵入ずるお 
それびあ0まず。 


急な坂道では 

急な坂道で駐車ずるとさは、セレク 
ターレバーを ra に 入れ、 パーキン 
グブレーキを確実に効かせてくだご 
し、。さらに輪止めをしてください。 


おおずるとを 

やむを得ず車内で仮眠ずるとをは、ま 
全な場所に駐車して必ずエンジンを停 
止してください。無意識のラちにセレ 
クターレバーを動ひしたり、アクセル 
ペダルを踏み込むと、車び動さ出して 
事故を起こずおそれびありまず。 

また' アクセルペダルを踏み続けると、 
エンジンや マフラーび 異甫過熱して乂 
災の原因にな0まず。 


後退ずるとを 

後方視界び十分に確保でをないとさ 
は、車から降りて後方の安全を確認し 
て < ださい。 







ま全のために 


雨降0や濃露時の運転 


雨降りや濃露時の注意事項 

雨び降っていた0、濃露び発生して 
いるとさは、路面び蕭れて滑りやず 
<視界を悪<なりまず。(下の点に 
ま意して、いつちより慎重に運転し 
て < ださい。 

-路面び滑りやずいので、タイヤの接 
地力び大きくほ下し、通甫より制動 
距離を長< な0まず。 

また、見通しび悪いので歩行をや障 
害物の発見び遅れびちになりまず。 
いつちより速度を下げ、車間距離を 
十分にとってください。 

-肅れた路面では急激なエンジンブ 
レーキを効かせないで<ださい。滑 
りやずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、ス1」ップして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こずおそれびあ0まず。 


-路面び謡れているとさは、クルー 
ズコント□ールは使用しないでく 
ださい。 

• 水たまりの通週後や激しい雨の中で 
長時間ブレーキを使用しないで走行 
しているとさは、ブレーキの効さび 
悪くなることびありまず。このとさ 
は、後続車に注意しなびらほ速で走 
行し、ブレーキの効さび回復ずるま 
でブレーキペダルを数回軽く踏んで 
<ださい。 

-安全な視界を確保ずるため、必要に 
応じてデフ□スターや1」アデフォッ 
ガーを作動させてください。または 
エアコンデイ シヨ ナーを作動させて 
車内を除湿してくだごい。 


雨降りや濃露時の運転 

• 雨降りや濃霧時は、自分の車の存在 1 
を周囲に知らせるため、へッドラン— 
プやフォグランプを点灯して < ださ 
し、。ただし、へッドランプを上向き 
にずると、丽や濃露に反射して視界 
を損なったり、対向車を較惑ずるの 
で、下向さで点口して<ださい。 

-濃露のとさはフォグランプを点口 
し、速度を落として走行して<だ 
さい。危険を感じるとさは、霧が 
晴れるまで安全な場所に停車して 
<ださい。 
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ま全のために 


才ートマチック車の取り扱い 


才ートマチック車の取り扱い 


運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上の注意を理解し、正し<操 
作してください。「オートマチック車 
の運転」ちあわせてお読み<ださい 

(5-16)。 


オートマチック車の特性 

クリープ現象：エンジンがかかって 
いるとさ、セレクターレバーが ra、 
miu がに入っていると、動力がつ 
ながった状態になり、アクセルペダル 
を踏み込まな < てち車がゆっ < り動さ 
出します。これをクリープ現象といい 
ます。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
に低いギアに切り誓わり、エンジンの 
回転数が上がって素早<加速しまず。 
これをキックダウンといいまず。 
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エンジンの始動前 

-ブレーキ ペダルは必ずち足で操作 
してください。不慣れな左足で操 
作ずると、事故を起こずおそれび 
ありまず。 

-ブレーキ ペダルを踏み込んだとさ 
に、ペダルび一定のところで停止ず 
ることやぺ夕Vレの踏みしろの量を確 
認してください。 


エンジンの始動 

セレクターレバーび EI に入ってい 
ることを確認して、ブレーキペダル 
を確実に踏んでエンジンを始動しま 
ず。アクセルペダルを踏む必要はあ 
りません。 


発進 

-エンジンび適正なアイド U ング回転 
数になっていることを確認してくだ 
さい。 

• セレクターレバーを眶 U、 眶 j に 
入れるとさは、必ず ブレーキ ペダル 
を十分に踏み込んでください。 

-アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動ひごないで< 
ださい。車び急発進ずるおそれび 
ありまず。 

-急な上り坂で発進ずるとをは、パー 
キングブレーキを効かせたままアク 
セルペダルを静かに踏み込み、車び 
わずかに動さ出ずのを確認してから 
ノ V’ーキングブレーキを解除して発進 
して < ださい。 






ま全のために 


走巧中 

-走行中はセレクターレバーを El 
に入れないで<ださい。エンジンブ 
レーキ扫 S まった<効かないため事故 
につなびったり、トランス S ッシヨ 
ンを損傷ずるおそれびありまず。 

-滑0やずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、ス1」ップして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こずおそれびあ0まず。 


停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをし 
ないでください。万一、セレクター 
レパーび走行位置に入ると、車び 
急発進して事故を起こずおそれび 
ありまず。 


-急な上りあなどでは、アクセルぺダ 
) レの踏み加減によつて停止状態を保 
たないで< ださい。トランス S ツ 
シヨンに負担びかひり、過熱や故障 
の原因になりまず。 

• 完全に停車ずる前に、セレクターレ 
バーを E1 に入れないで < ださい。 

トランスミツシヨンを損傷ずるおそ 
れびありまず。 


才ートマチック車の取り扱い 

駐車 1 

. 駐車時や車から離れるとさは、おず~~ 
セレクターレバーを EI に入れ、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止して<ださい。 

• 後退したあとは、ずぐにセレクター 
レバーを I ミ I か D1 に戻ずよラ 
にむびけてください。 wm に入っ 
ていることを忘れてアクセルペダル 
を踏み込むと、車び後退して事故を 
起こずおそれびありまず。 
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ま全のために 


こんなことにちミち意 


こんなことにち注意 


運転ずるとさのま意事項 

-服用後の運転が禁止されている薬 
や、酒類を飲んだ後は絶对に運転し 
ないで < ださい。 

. ライターを車内に放置し ないで <だ 
さい。炎天下の車内は非常に高温に 
なるため、ライターが発火したり爆 
発するおそれがあ0まず。 

-ペダル操作の妨げになるよラな靴 
(厚底靴など）やサンダル履さで運 
転しないで < ださい。 

-ウインドウなどに吸盤を貼り付けな 
いで<ださい。吸盤がレンズの働さ 
をして、火災が発生ずるおそれがあ 
りまず。 
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違法な造はしない 

-違法改造はしないでください。違法 
改造や純正でない部品の使用は、保 
証の適用外になるだけでな <、事故 
の原因にな0まず。 

-定期交換部品などは純正品だけを使 
用し、燃料や油脂類などは指定品を 
使用してくだごい。 

• 承認されていない燃料やオイルの 
添加剤などは一切使用しないでく 
ださい。故障の原因になることび 
ありまず。 


-無線機や、オーディオなどの電装 
品を取り付けたり取り外ずときは、 
指定サービスエ場におたずねくだ 
ごし、。 


ナビゲーシヨンシステムは走行中に操 
作しない 

ナビゲーシヨンシステムの操作は、で 
さるだけ走行中を避け、安全な場所に 
停車してから操作して<ださい。走行 
中に画面を見るとさは、必要最ル限（約 
1秒じ(内）にとどめてくださし、。 


きびしい条件下での運転 

発進、停止を繰り返ず市街地走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい条 
件下での走行び多いとさは、タイヤや 
エアクリーナー、オイル、フィルター 
類の点検整備や交換を、定期的な交換 
時期よりち早 < 行なラことび必要にな 
りまず。 







正しい運転姿勢 2-2 

シートベルト 2-3 


SRS エアバッグ 
チヤイルドセーフテイシート 


2-9 

2-15 



ま全装備 
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正しい運転姿勢になるよ5に上記の 
点に注意してシートを調整して<だ 
さし、。 


« S 公 


-運転席の乗員は必ず運転前に自 
分の運転姿勢に合った正しい 
シート位置に調整して<ださい。 
運転中に調整して操作を誤ると、 
車のコント□ールを失い、事故 
を起こずおそれがありまず。 

-バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとさ、 
けがをずるおそれがありまず。 

• シートのバックレストを大さ< 
傾けた状態で走行しないで<だ 
さい。急ブレーキ時や衝突時な 
どに身体がシートベルトの下を 
抜けてベルトの力が腹部や首に 
かかり、致命的なけがをずるお 
それがあ0まず。 


注意！ 

. シートを調整しているときは、 
シートの下や横に身体を入れた 
0、作動部に触れないで<ださ 
し、挟まれてけがをずるおそれ 
がありまず。 

-シートの一部が身体や物に当 
たったとさは、それ 1；( 上操作し 
ないで < ださい。 

-誤ってシート調整スイッチに触 
れるとシートが動さ、乗員がけ 
がをずるおそれがあ0まず。子 
供を乗せているとさは十分注意 
して < ださい。 


※車種や仕様によ0シートの形状などは異な0ます。 
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シートベルト 


シートベルトは、万一の衝突時などに 
乗員が受けるけがの被書を軽減させる 
乗員保護装置であり、急ブレーキや衝 
撃などを感知ずるとシートベルトを 
□ックして乗員がシートから放り出さ 
れないように拘束します。 

シートベルトの効果を十分に発揮させ 
るためには、走行前に正し < 着用し、 
正し<取り扱5ことが必要でず。 



※車種や仕様によ0シートの形状などは異な0ます。 
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ま全装備 


—トベルト 


①ベルトループ 
©プレート 
通)解除ボタン 
©バックル 


シートベルトを着用ずる 

► プレート © を持ってシートベルトを 
ゆっくり引き出しまず。シートべル 
卜が□ックして引さ出せないとさ 
は、シートベルトをかし戻してから、 
再びゆっ < り引さ出しまず。 

► シートベルトにねじれがないことを 
確認し、プレート®の先端をバック 
ル④に差し込みまず。 

► 腰を通るベルトは腰骨のでさるだけ 
低い位置にかかるようにして、ベル 
卜にたるみがないよラに身体に密着 
させます。 

► 肩を通るベルトが肩の中央にかかっ 
ていることを確認しまず。 

警 S A 


ベルトループ①を通るシートベルト 
に、ねじれびないことを確認してく 
ださい。事故のとさに致命的なけび 
をするおそれびありまず。 



シートベルトの着用 


シートベルトをがず 

►手でプレート③を持ち、バックル④ 
の解除ボタン③を押して、シートべ 
ルトをゆっくりきき取らせまず。 

知識 

ベルトループ①にシートベルトを 
通して使用ずると、シートベルト 
び着用しやず <なりまず。 
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安全装備 


« S ム 


• すべての乗員びシートベルトを 
着用してください。シートべル 
h を正し<着用していなかった 
り、シートベルトのプレートび 
パックルに確実に差し込まれて 
いないと、急ブレーキ時や衝突 
時などに身体を車巧に激しくぶ 
つけたり、車外に放り出されて 
致命的なけびをずるおそれびあ 
りまず。 


. シート ベル トの機能び十分発揮 
でさるよ5に、(下の点にミ主意 
して正しく着用してください。 

◊バックレストをできるだけ重 
直の位置にしてください。 

◊コートなどの厚手の巧類は着 
用しないで < ださい。 

◊シートに深く腰かけてくだ 
さい。 


◊肩を通るベルトを脇の下に通 
ごないでください。上体を固 
定でさず、衝突したとさなど 
に頭や首、肋骨や腹部に強い 
衝撃を受けまず。 


◊腰を通るベルトは腰骨のでき 
るだけほい位置にかけてくだ 
ごい。腹部にかけると衝突し 
たとをなどに腹部び強 < 圧迫 
されます。 

◊シートベルトびねじれた状態 
で着用しないでください。衝 
撃を分散でさな < な0まず。 


シ—卜べん卜 

〇1本のシートベルトを2人 LU 
上で共用したり、シートべル 
卜と身体の間にパツグなどを 2 

挟み込まないでください。 — 

◊シートベルトク U ツプなどを 
使用してシートベルトにたる 
みをつけないで < ださい。 

◊モ供び着用ずるときは、着用 
状態を運転者び確認して< だ 
さし)。 また 、正しく着用でさ 
ない体格の子供は適切なチヤ 
イルドセーフテイシートを使 
用してください。 

◊モ供を膝の上に柔せて走行し 
ないで< ださい。急 ブレーキ 
時や衝突時などに身体を車巧 
に激しくぶつけたり、車外に 
放り出されて致命的なけびを 
ずるおそれびありまず。 

◊着用前に、シートベルトやバツ 
クルにミちれや損傷びないかお 
認してください。 
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シートベルト 
ま意！ 

. シートベルトを正し<機能させ、 
損傷を防ぐために iU 下の点にま 
意して < ださい。 

クドアに挟んだり、鋭利な部分 
に当てない 

クたばこの火など、熱いものを 
近付けない 

クバックル部分に異物を入れ 
ない 

〇ペンや眼鏡など、衣類のポ 
ケットに入れたとがった物や 
こわれやすい物にかけない 

ク分解や改造などをしない 

-衝突後やシートベルトが大さな 
衝撃を受けたとさは、指定サー 
ビスエ場で新品と交換し、関連 
部品の点検を受けて < ださい。 

-純正部品 iU がのシートベルトは 
使用しないで < ださい。 


-妊娠中の方やけがの治療中のち 
は、医師に相談の上、シートべ 
J レトを着用して < ださい。 

. シートベルトの強度が低下し、 
乗員保護機能が損なわれるので、 
清掃ずるとさは iU 下の点にミ主意 
して < ださい。 

〇強い酸性やアルカリ性洗斉 IJ 、 
有機溶剤などを使用しない 

〇乾燥時にドライヤーや直射曰 
光を当てない 

◊シートベルトを漂白したり、 
染色しない 


シート ベル ト テン シヨナー 

シートベルトテンシヨナーは、車の前 
後ち向から大さな衝撃を受けたとさに 
シートベルトを引さ込み、シートべル 
卜の効果を高める装置でず。 

シートベルトテンシヨナーは、シート 
ベルトがバックルに差し込まれている 
とさに作動しまず。 

助手席には乗員検知機能を装備してお 
0、助手席に乗員がいないと判断した 
ときは助手席のシートベルトテンシヨ 
ナーは作動しません。 


ベルトフオースリミツター 

ベルトフ オース U ミツターはシー トべ 
ルトに一定政上の荷重がかかったとさ 
に作動し、乗員の胸にかかる力を軽減 
しま'§。 


2-6 




安全装備 


シートベルト 


ミち意！ 

• シートベルト テンシヨナーが作 
動すると、シートベルトに強く 
締め付けられることがありまず。 

. シートベルトに強く締め付けら 
れている状態でシートベルトを 
列すとさは、シートベルトのプ 
レートを確実につかみながら 
バックルの解除ボタンを押して 
<ださい。シートベルトの張力 
により、解除したプレートが跳 
ね返0、けがをずるおそれがあ 
りまず。 

-パックル部分に作動の妨げにな 
るよ5なちのがないことを確認 
して < ださい。 


• 作動したシートベルトテンシヨ 
ナーは、必ず指定サービスエ場 
で新品と交換して < ださい。 

-助手席に人が乗っていないとさ 
は、シートベルトをバックルに 
差し込まないで<ださい。事故 
などのときに、シートベルトテ 
ンシヨナーが作動ずることがあ 
りまず。 


知識 

-シートベルトテンシヨナーが作 
動ずると、エアバッグシステム 2 
警告灯が点灯しまず。 — 

-助手席に重い荷物などを積んで、 

シートベルトをバックルに差し 
込んでいるとさは、助手席シー 
トベルトテンシヨナーが作動ず 
ることがありまず。 

• ドア□ックスイッチや車速感応 
ドア□ックなどにより車が施錠 
されていてち、シートベルトテ 
ンシヨナーやエアバッグが作動 
ずると、自動的に解錠されまず。 
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ま全装備 


シートベルト 


シートベルト警告灯 

エンジンスイツチを 2 の位置にずる 
と点灯し、数秒後に消灯しまず。 

点口しないとさは警告灯の異常でずの 
で、ずみやかに指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 

エンジンがかかっているときに乗員が 
シートベルトを着用していないとき 
は、シートベルト警告灯が点灯しまず。 


シートベルト警告音 

運転席の乗員がシートベルトを着用せ 
ずにエンジンスイツチを 2 の位置に 
するかエンジンを始動ずると、警告音 
が数秒間鳴り、シートベルトの着用を 
促します。 


走す5中のシートベルト警告 

走行速度が約2目 km / h 1；(上になった 
とさに、乗員がシートベルトを着用 
していないかシートベルトをバック 
ルからがしたとさは、シートベルト 
警告灯が点滅して、断続的な警告音 
ち鳴りまず。 

そのままの状態で約6日秒間走行ずる 
か、または停車したとさは警告灯は点 
灯に変わり、警告音ち鳴り止みまず。 
ただし、シートベルトを着用しないま 
ま再び走行を始めて速度が約2曰 km / 
h Li (上になると、この警告は繰り返し 
行なわれまず。 


知識 

助手席に重い荷物などを積んでい 
ると、エンジンがかかっていると 
さにシートベルト警告が行なわれ 
ることがありまず。 
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ま全装備 



エアバッグは、シートベルトの効果を 
補助する装置です。 


エアバッグの効果を発揮させるために 
は、シートベルトの正しい着用が条件 
になりまず。 

衝突時のよ5に車が強い衝撃を受ける 
と、収納されているエアバッグが瞬時 
にふ< らんで乗員の前面や周囲にエア 
クッションを作り、乗員への衝撃を分 
散-軽減します。 

衝撃を受ける状況によって、作動ずる 
エアバッグが異なりまず。 


運転席/助手席エアバッグ 



ち八ンドル車 
①運転席エアバッグ 
ステアリングパッド部 
©助手席エアバッグ 

助手席ダッシュボードノてネル部 


SRS ェァバッグ 

前方からの強い衝撃を受けると作動 
し、乗員の頭部や胸部への衝撃を分散- 
軽減します。 

2 

運転席/助手席エアバッグは、シー— 
トベルトを着用しているとさに作動 
し 〇 

ただし、衝撃の強さにより、シートべ 
ルトを着用していないとさち作動ずる 
ことがありまず。 

助手席には乗員検知機能を装備してお 
0、助手席に乗員がいないと判断した 
とさは助手席エアバッグは作動しま 
せん。 


知識 

SRS は Supplemental 
Restraint System (乗員保護補 
助装置）の略でず。 
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ま全装備 


^^ SRS エァバッグ 

へッドソラックスサイドバッグ 



③へッドソラックスサイドバッグ 


シートのバックレスト側面 



ドアやその付近に横ち向からの強い衝 
撃を受けると、衝撃を受けた側のへッ 
ドソラックスサイドバッグが作動し、 
上体への衝撃を分散-軽減しまず。 

へッドソラックスサイドバッグは、 
シートベルトを着用しているとさに作 
動します。 


ただし、衝撃の強さにより、シートベ 
ルトを着用していないとさち作動ずる 
ことがありまず。 


助手席には乗員検知機能を装備してお 
0、助手席に乗員がいないと判断した 
とさは助手席のへッドソラックスサイ 
ドバッグは作動しません。 


SRS 


エアバッグシステム警告な 


エンジンスイッチを1の位置にずる 
と数秒間点灯しまず。また、吕の位置 
にずると点灯し、エンジン始動後に消 
灯しまず。 


点灯しないとさや点灯後に消灯しな 
いとさ、エンジンびかかっているとさ 
に点灯したとさはエアバッグシステ 
ムやシートベルトテンシ ヨナ—、 助手 
席検知機能/チャイルドセーフティ 
シート検知システムの故障でず。ただ 
ちに指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 


知識 


エアバッグび作動ずると、エアバッ 
グシステム警告灯び点灯しまず。 
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安全装備 


« S 公 


-エンジン始動後ちエアバッグシ 
ステム警告口が点口ずるときは、 
事故などの衝撃があってちエア 
バッグやシートベルトテンシヨ 
ナーが作動しないおそれがあり 
ます。また不意に作動ずるおそ 
れちありまず。ずみやかに指定 
サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

-運転席シートは正しい位置に調 
整し、助手席シートはでさるだ 
け後方に動かし、エアバッグと 
の間隔を確保してください。間 
隔が狭ずざると、エアバッグが 
作動する衝撃でけがをずるおそ 
れがありまず。 


-運転中はステアリングのパッド 
部を持ったり、身体をステアリ 
ングやダッシュボードにのせな 
いで < ださい。 

-ウインドウやドアの周囲にアク 
セサ U —などを取り付けないで 
<ださい。 

• ステア U ングのパッド部やエア 
バッグ収納部に、バッジ、ステッ 
カー、 U モコンなどを貼付した 
り、市販のカップ ホルダー やア 
クセヴリーなどを取り付けない 
で < ださい。 

•シートに市販のシートカバーを 
使用しないでください。ヘッド 
ソラックスサイドバッグの作動 
が妨げられるおそれがありまず。 


SRS ェァバッグ 

-エアバッグ収納部やその近<に 
物を置かないで < ださい。 

-エアバッグ作動範囲と乗員の間 2 

に、ぺットや荷物を置かないで 
<ださい。 

-ルーム S ラーに市販のワイドミ 
ラーなどを取0付けないで<だ 
さい。 

-ドアの内張りに寄りかからない 
で < ださい。 

• 衣服のポケットなどに重い物や 
鋭利な物を入れないで<ださい。 
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を全装備 


^^ SRS ェァバッグ 

注意！ 

-エアバッグは高温のガスにより 
み <らむため、ず0傷や乂傷、 
打撲などをずることびありまず。 

-エアバッグの作動後はエアバッ 
グや関連部品に身体を触れない 
で< ださい。部品び熱<なって 
お0、乂傷をずるおそれびあ0 
ます。 

-エアバッグび作動した後は、お 
ず指定サービスエ場で新品と交 
換してください。 

-エアバッグを取り外したり、 
関連部品や配線などを改造し 
ないで<ださい。誤作動でけ 
びをした0、正し <作動しな 
<なりまず。 


知識 

. 車の前方からの衝撃び弱いとさ 
は シー トベルトテン シ ヨナーだ 
けび作動し、運転席/助手席エ 
アバッグは作動しないことびあ 
りまず。 

-運転席/助手席エアパッグは、 
車び横転したとさに作動ずるこ 
とびありまず。 

-助手席に重い荷物などを積んで、 
シートベルトをバックルに差し 
込んでいるとさは、助手席エア 
バッグおよびへッドソラックス 
サイドパッグび作動ずることび 
ありまず。 

• ドア□ックスイッチや車速感応 
ドア□ックなどにより車び施綻 
ごれていてを、エアバッグやシー 
トベルトテンシヨナーび作動ず 
ると、自動的に g 军蟲されまず。 

-エアバッグの作動時に爆発音び 
聞こえまずび、通甫では聴力へ 
の影響はあ0ません。 


-エアバッグび作動ずると非常点 
滅灯び自動的に点滅しまず。自 
動的に点滅した非甫点滅灯を消 
灯させるとさは、非苗点滅灯ス 
イッチを押します。 

-エアバッグの作動時にわずか 
なびら白煙び発生ずることび 
ありまずび、乂災のむ配はあ 
りません。 

また、ぜんそ<などの呼吸疾患 
のある方は一時的に呼吸障害を 
起こずおそれびありまずので、 
ま全を確認のラえ車がへ出るか、 
ドアやドアウインドウを開き換 
気を行なってください。 

-ボディの部位によって受けた衝 
撃を吸収ずる度合いび異なるの 
で、損傷の大ささとエアバッグ 
の作動は必ずしち一致しません。 

-未作動のエアパッグを廃棄ずる 
とさは、廃棄専用の処置び必要 
です。指定サービスエ場、また 
は専門業者に依頼してくだごい。 
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SRS ェァパ'; 


運転席/助手席エアバッグび作動ず 
ると定 


へッドソラックスサイドバッグび作 
動ずるとを 


運転席/助手席エアバッグび作動し 
ないとを 


正面街突など車の前ち左も 
巧30度し U 巧の方向から強 
いお g を受けたとさ 


1-； — の〇- 巧 O.-T] 

\H 作巧巧固 ry 

W 



客室部分にお方向から強いおおを 
受けたとき 



をろか6お突されたとさ 
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ま全装備 




運転席/助手席エアバッグび作動し 
ない場合びあるとを 



へッドソラックスサイドバッグび作 
動しない場合びあるとき 

斜め方向から*おを受けたとさ 



客室し U 外の側面に巧巧を受けたとさ 



、つ 


I 

R 

■ 


いずれかのエアバッグび作動ずる場 
合びあるとき 
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ま全装備 



シートベルトは身長]目日 cm (上の 
乗員が使用ずることを前提にしてい 
まず。シートベルトが正し < 着用で 
さない体格の子供などは、適切なチャ 
イルドセーフテイシートを使用して 
<ださい。 

チャイルドセーフテイシートの取り扱 
いや装着ち法については、製品に添付 
されている「取扱説明書」をお読み< 
ださい。 

知識 

チャイルドセーフテイシートに関ず 
る注意事項を記載したステッカーが、 
ヴンノ（イヴーに貼付されていまず。 


警告 公 


. シートベルトが正し<着用でさ 
ない体格のモ供などは、チヤイ 
ルド セーフ テイシートを使用し 
ないと、急ブレーキ時や衝突時 
などに身体を車内に激しくぶつ 
けたり、車がに放り出されて致 
命的なけがをずるおそれがあり 
まず。 


-目歳未満のモ供を乗車させると 
さは、チャイルドセ ー フテ イシ ー 
卜を使用することが法律で義務 
付けられてし^まず。 

-目歲 Li (上のモ供でち、シートべ 
ルトが正し<着用でさないモ供 
は、チャイルド セーフテイ シー 
卜を使用してください。 

-身長]曰日 cm 未満の子供はチャ 
イルド セーフ テイ シー トを使用 
して確実に身体を固定してくだ 
さし、。 


チャイルドセーフティシート 

-モ供の体格に適合したチャイル 
ドセーフティシートを使用し、 

子供を正しい姿勢で座らせ、身 2 
体をシートベルトで確実に固定 — 
して < ださい。 

. シートベルトが正し<着用でさ 
ない体格のモ供が、そのままシー 
トベルトを着用ずると、首を締 
め付けたり、腹部を強<圧迫し 
て致命的なけがをずるおそれが 
ありまず。 
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チヤイルドセーフテイシート 


• 後ろ向きに装着ずるタイプの 
チヤイルドセ ー フテ イシ ートを 
装着するとさは、 iu 下の状態を 
確認して < ださい。 

◊チヤイルドセーフテイシート 
がセンサー付さ純正チヤイル 
ドセーフテイシートであり、 
助手席エアパツグオフ表示灯 
が点口していること 

または 

〇助手席の乗員の体重が一定 
下であり、シートベルトのバツ 
クルを差し込んだとさに助手 
席エアパツグオフ表示口が点 
灯していること 

後ろ向きに装着ずるタイプの 
チヤイルド セーフテイシ ートを 
装着して助手席 エア パツグ オフ 
表示口が点口しないとさは、チヤ 
イルド セーフテイ シー トを装着 
しないで<ださい。助手席 エア 
ノ（ツグが作動ずる衝撃で致命的 
なけがをずるおそれがありまず。 


前向さに装着ずるタイプのチャ 
イルドセーフテ イシー トを装着 
して助手席エアバッグオフ表示 
口が点口しないとさは、助手席 
シー トをちっとち後ろの位置に 
して < ださい。 

チャイルド セーフ テイ シー トは 
確実に装着して<ださい。急ブ 
レーキ 時などに、チャイルド セー 
フテイシートが放り出されてけ 
がをずるおそれがあ0まず。 

チャイルド セーフテイシー トの 
下にクッションなどを置かない 
で<ださい。チャイルド セーフ 
テイシー トが確実に装着され な 
し、おそれがあ0まず。 

チ ャイルド セーフテイシー トが 
損傷しているときは新品と交換 
してください。大さな衝撃を受 
けたり、損傷したちのはモ供を 
保護でさません。 

チャイルド セーフ テイ シー トの 
クッションカノ（一が損傷したと 
さは、純正の物に交換してくだ 
さし、。 


• チャイルドセーフテイシートを 
使用しないとさは、車から取り 
列ずか、確実にシートに装着し 
て < ださい。 

• チャイルドセーフテイシートは 
直射日光に当てないでください。 
炎天下では車内に置いたチャイ 
ルドセーフテイシートが高温に 
なり、子供が火傷をずるおそれ 
があります。 

-子供だけを車内に残して車から 
離れないで < ださい。 

ク運転装置に触れてけがをずる 
おそれがあ0まず。 

ク誤ってドアを開き、事故の原 
因になることがありまず。 

ク炎天下では車内が高温になり、 
熱中症を起こずおそれがあり 
9 〇 

ク寒冷時には車内が低温にな 
り、命にかかわるおそれがあ 
りまず。 
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助手席エアバッグオフ表示な 



①表示な 


助手席エアパッグの機能び解除されて 

いるとをは、助手席エアバッグオフ表 

示灯①び点灯しまず。 

助手席エアノ（ッグオフ表示灯①は1;!下 

のとさに点灯しまず。 

-センサー付さ純正チャイルドセーフ 
テイシートを装着して、エンジンス 
イッチを1か吕の位置にしたとさ 
(チャイルドセーフテイシート検知 
システム） 

または 

-一定(下の体重の乗員び助手席に乗 
車して、シートベルトをバックルに 
差し込み、エンジンスイッチを1 
か吕の位置にしたとさ（助手席検 
知機能） 

詳しくは（吕 - 18、吕 0) をご覧くださし、。 


チャイルドセーフティシート 
注意！ 

チャイルドセーフティシート検知 
システムまには助手席検知機能び 2 
作動していないとさに、エンジン— 
スイッチを1ひ吕の位置にずると、 

助手席エアパ' ッグオフ表示灯び点 
灯し、数秒後に消灯しまず。 

点灯しないとさや点灯後に消灯し 
ないとさは、システムの故障でず。 

ずみやかに指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

知識 

助手席エアバッグオフ表示灯①び 
点灯して、助手席エアバッグの機 
能び解除されてち、ヘッドソラッ 
クスサイドバッグとシートベルト 
テンシヨナーの機能は解除されま 
せん。 
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を全装備 


チャイルドセーフティシート 

« S 么 


チャイルドセーフティシート検知シ 

ステムに関ずる警告 

-センサー付さ純正チャイルド 
セーフティシートを装着したと 
さは、必ず助手席エアパッグオ 
フ表示灯が点口ずることを確認 
して < ださい。 

-センサー付さ純正チャイルド 
セーフティ シー トを装着してち 
助手席エアパ'ッグオフ表お口が 
点口しないとさは、助手席エア 
バッグの機能は解除されていま 
せん。助手席エアパッグが作動 
する衝撃で致命的なけがをずる 
おそれがありまずので、(下の 
点にま意してください。 

ク後ろ向きに装着ずるタイプの 
チャイ J レドセーフティシートは 
装着しないで<ださい。また、 
タイプにかかわらずチャイルド 
セーフテイシートを後ろ向さに 
装着しないで <ださい。 


クチャイルドセーフテイシート 
を装着するとさは、必ず前向 
さIこ装着ずるタイプのみを使用 
して、助手席シートをちっとち 
後ろの位置にして < ださい。 

クすみやかに指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

助手席検知機能に関ずる警告 

• チャイルドセーフテイシートを 
装着してモ供を乗車させるとさ 
は、助手席エアパッグオフ表お 
口が点口していることを確認し 
て < ださい。 

• チャイルドセーフテイシートを 
装着して子供を乗車させたとさ 
に助手席エアパッグオフ表示灯 
が点口しないとさは、助手席エ 
アバッグの機能は解除されてい 
ません。エアバッグが作動ずる 
衝撃で致命的なけがをするおそ 
れがありまずので、 Li (下の点に 
注意して < ださい。 


ク後ろ向きに装着ずるタイプの 
チャイルドセーフテイ シー トは 
装着しないで<ださい。また、 
タイプにかかわらずチャイルド 
セーフテイシートを後ろ向さに 
装着しないで <ださい。 

〇チャイルドセーフテイシート 
を装着するとさは、必ず前向 
きIこ装着ずるタイプのみを使用 
して、助手席シートをちっとち 
後ろの位置にしてください。 
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ま全装備 


純正チャイルドセーフテイシート 

ダイムラー社の純正チャイルドセーフ 
ティシートには、助手席に装着ずると 
助手席エアパッグの機能を解除ずる、 
センサー付さシート（ベビーセーフ 
プラス、デュオプラス、キッド）が 
ありまず。 

チャイルドセーフティシートを装着ず 
るときは、純正チャイルドセーフティ 
シートを使用して < ださい。 


純正チヤイルドセーフテイシー N こは、 
1；(下のタイプがありまず。詳しくは指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 


選択の目安 


シート名 

体重 

年齢 

ベビーセーフ 
プラス 

約 I 日 k 目！;{下 

新生旧〜9力月位 

デュオ 
フラス 

目〜1 8 k 吕 

8力月〜4歳位 

キッド 

] 己〜 36 kg 

3歳半〜12歳位 


※チヤイルドセーフテイシートの種類や名称 
は予告な<変更されることびあります。詳 
しくは販売店におたずねください。 


チャイルドセーフティシート 
ま意！ 

純正チャイルドセーフティシート 
でも、チャイルドセーフティシー 2 
卜検知システムに対応していない— 
タイプがありまず。詳し < は販売 
店におたずね < ださい。 
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を全装備 


チャイルドセーフテイシート 


チヤイルドセーフテイシート検知 
システム 

助手席シートの座面に検知システムが 
装備されており、センサー付さ純正 
チヤイルドセーフテイ シー トとの間で 
自動的に信号の発信/受信を行ない、 
チヤイルドセーフテイ シー トの有無を 
判断し、助手席エアパツグの機能を解 
除するシステムでず。 

助手席エアパツグの機能が解除され 
ると、助手席エアパツグオフ表示灯 
(2-17) が点口しまず。 

注意！ 

助手席のシート座面とセンサー付 
さ純正チヤイルドセーフテイシー 
卜の間に物を入れないで<ださい。 
チヤイルドセーフテイシートを検 
知でさな<なるおそれがありまず。 


警告 公 


助手席のシートクッションに、電源 
の入ったノ（ソコンや携帯電話などの 
電モ機器、または磁気カードやに 
カードなどを置かないでください。 
チャイルドセーフテイ シー ト検知シ 
ステムが誤作動して、事故のとさに 
助手席エアバッグが作動しないおそ 
れがありまず。また、センサー付さ 
チャイルドセーフテイシートを検知 
でさずに、助手席エアバッグが作動 
するおそれがあ0まず。 


助手席検知機能 

助手席に乗車している乗員の体重が一 
定 iU 下であるとさ、または助手席に乗 
員が乗車していないと判断したとさ 
に、シートベルトのバックルが差し込 
まれているとさは、助手席エアバッグ 
の機能が解除されまず。 

助手席エアパッグの機能が解除され 
ると、助手席エアパッグオフ表示口 
に- 17) が点口しまず。 
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インストルメントパネル 

3-2 

センターコンソール 

3-4 

キー 

3-5 

シート 

3-1 百 

シートヒーター 

3-17 

エアスカーフ 

3-19 

ドァ 

3-20 

トランク 

3-28 

ボンネット 

3-33 


. 運おずる前に 


燃料給油 □ 

3-36 

盜難防止警報システム 

3-38 

パワーウインドウ 

3-41 

パリ オルーフ 

3-45 

ドラフトストツプ 

3-51 

ルーム 吉 ラー 

3-53 

ドア5 ラー 

3-55 

ステア リング 

3-59 

メー ターパネル 

3-60 





運ま 5 ずる前に 


インストルメントパネル 


ンストルメント八ネル 


ち八ンドル車 

※車種や仕様、装備の違いにより、スイッチなどの有無や形状は異なります。 
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運輯ずる前に 


インストルメント八ネル 



名称 

ぺージ 

① 

ドア レバー 

3-20 

(助手席ドア） 

③ 

グ□ーブボックス 

6-22 

③ 

グ□ーブボックス 
八ンドル 

6-22 

④ 

ルームランプ 

6-14 

⑥ 

点灯モード切替スイッ 
チ/手動点灯スイッ 
チ/読書灯スイッチ 

6-14 

⑥ 

読書灯 

6-1 已 

⑦ 

ルーム S ラー 

3-51 

⑨ 

パークト□ニックイン 
ジケーター审 

已-目目 



名称 

ぺージ 

⑨ 

コンビネーション 

已 -2 已 


レバー 

已 -28 


(へッドランプ/方向 
指示/ワイパー） 

已 -30 

⑩ 

クルーズコント□ール 

5-46 


/巧変スピード U ミッ 
ターレバー 

已-已2 

⑩ 

ステア1」ング調整 
レバー 

3-57 

⑩ 

ホーン/ 

運転席エアバッグ 

2-9 

⑩ 

メーター パネル 

3-58 

⑩ 

パドル* 

已 -1] 

已 -14 

⑩ 

ランプスイッチ 

已 -22 



名称 

ぺージ 

⑩ 

ドァ レバー 
(運転席ドア） 

3-20 

⑩ 

ドアウインドウスイッ 
チ（運転席側ドアウイ 
ンドウ/助手席側ドア 
ウィンドウ） 

3-39 

⑩ 

ボンネット□ック解除 
レバー 

3-31 

⑩ 

へッ ドランプ照射角度 
調整ダイヤル* 

已 -27 

⑩ 

エンジンスイッチ 

曰-2 

⑩ 

ドアウインドウスイッ 
チ（助手席側ドアウイ 
ンドウ） 

3-39 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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運おずる前に 


センターコンソール 



ち八ンドル車 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 



名称 

ぺージ 

① 

エアコンディショナー 
コント□ールパネル 

6-3 

③ 

エアスカーフスイッチ 
(助手席）* 

3-19 

③ 

シートヒータースイッチ 
(助手席） 

3-17 

④ 

ESP オフスイッチ 

已 -43 

⑤ 

ドア□ックスイッチ 
(施淀） 

3-26 

⑧ 

マルチフアンクション 
コント□ーラー 

別冊 



名称 

ぺージ 

⑦ 

非常点滅灯スイッチ 

已 -29 

⑨ 

エアスカーフスイッチ 
(運転席）* 

3-19 

⑨ 

シートヒータースイッチ 
涯転席） 

3-17 

⑩ 

パークト□ニックオフ 
スイッチ* 

已-目日 

⑩ 

ドア□ックスイッチ 
(解錠） 

3-26 
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運おずる前に 


キ— 


U モコン機能付さのキーび2本付属 
しています。 

エンジンの始動および車の解錠/施錠 
に使用しまず。 

また、 それぞれの キーにはェマージェ 
ンシー キーを リ又納していまず。 


« S ム 


-モ供だけを残して車から離れな 
いでください。施淀されていて 
を、誤って車内からドアを開い 
たり運転装置に触れて、事故や 
けびをずるおそれびありまず。 

-短時間でを、車内にキーを残し 
たまま車から離れないで<ださ 
し、。事故や盗難のおそれびあり 
ます。 


• 重い物や必要し U 上に大さな物、 
ステア U ングなどの操作部に接 
触する物をキーホルダーとして 
使用しないでください。キーホ 
ルダー自体の重みや、キーホル 
ダーびステアリングなどに接触 
することでキーびまわると、ェ 
ンジンび停止して事故を起こず 
おそれびあ0まず。 


キ- ■ 

注意！ 

-キーを紛失したとさは、盗難 
や事故を防ぐため、ただちに 
指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

• キーを強い電磁波にさらずと、— 
U モコンに障害が発生ずるおそ 
れがあ0まず。 

-キーは強い衝撃や水から避け 
て < ださい。故障の原因にな 
りまず。 

• キーの先端部をミちしたり覆った 
りしないで<ださい。故障や誤 
作動の原因になりまず。 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるとさは、わずかに電 
力を消費していまず。走行しな 
いとさは、バッテリー保護のた 
め、エンジンスイッチからキー 
を抜いて < ださい。 
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運おずる前に 


キ— 


知識 

- 2つの キーを 見わけるため、 キー 
のストッパー （3-10) の色は異 
なりまず。 

-新たにキーをつくる場合は、指 
定 サービス エ場におたずねくだ 
さし、。 


U モコン機能 



①発信部 
③表示灯 

③ 施錠ボタン 

④ 解錠ボタン 

⑥トランク オープナー ボタン 
⑧エマージェンシー キー 


エンジンスイッチにキーを差し込んで 
いないとさに(下の操作びでさまず。 

• し iTF の各部の解淀/施錠 
◊ドア 
〇トランク 
◊燃料給油フラップ 
◊グ□ーブボックス 
◊アームレストのル物入れ 
-トランクを開< 

-ドアウインドウを開 <* 

-ドアウインドウと U アク オーター ウ 
インドウを閉じる* 

-パ1」オルーフの開閉* 

操作時に表示灯③び]回点滅しまず。 


オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず 
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運輯ずる前に 


解綻ずる 

► 解綻ボタン④を押しまず。 

ドア、トランク、燃料給油フラップ、 
グ□ーブボックス、アームレストの 
小物入れび解淀され、非苗点滅灯び 
1回点滅しまず。 

施綻ずる 

► 施綻ボタン③を押しまず。 

ドア、トランク、燃料給油フラップ、 
グ□ーブボックス、アームレストの 
ル物入れび施淀され、非甫点滅灯び 
3回点滅しまず。 

トランクを開< 

► トランク オープナー ボタン⑥を押 
し続けまず。 

トランクびかし開きまず。 


知識 

-車び施淀されているとさにトラ 
ンク オープナー ボタン⑥を押し 
続けると、トランクだけび解綻 
されて、かし開さまず。その後 
トランクを閉じると、トランク 
は施淀されまず。 


-トランクび独立施錠 （3-30) さ 
れているとさは、解淀ボタンま 
たはトランク オープナー ボタン 
を押して、トランクを解蟲した 
り開くことはでさません。 

注意！ 

-高圧電線や電波発信塔付近など 
の強電界下で U モコン操作を行 
なラと、 U モコンび作動しな 
かったり、誤作動ずることびあ 
りまず。 


- U モコン操作でドアウインドウ 
や1」アク オーター ウインドウ、 
ノ （U オルーフを閉じるとき*は、 
身体や物び挟まれないよ5にま 
意してください。 


キー 

-リモコン操作で施錠したときは、 
非常点滅灯が3回点滅したこと、 
ドア、トランク、燃料給油フラッ 
プ、グ□ーブボックス、アーム 
レストのル物入れが確実に施錠 
されていることを確認して<だ 
さし、。 

-トランクを開< とさは、後ちや 
上方に十分な空間があることを 
確認して < ださい。 

. 車の後部左側にあるアンテナを 
取りがしたときは、 U モコン機 
能の感度が低下しまず。 

. 貴重品は絶対に車内やトランク 
内に置いたままにしないでくだ 
さい。盗難のおそれがあ0まず。 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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運おずる前に 




リモコン 機能の設定切曽 

U モコン操作で解錠ずるとさの作動内 
容を切り替えることびでをまず。 

U モコン機能の設定を切り替える 

► 施綻ボタン③と解綻ボタン④を同時 
に約已秒間押し続けまず。 

キーの表示灯③び2回点滅し、設 
定び切り替わりまず。 

この状態ではけ下のよラに作動しまず。 

-解錠ボタン④を]回押ずと、 LU 下 
のち部び解淀されまず。 

◊運転席ドア 
◊燃料給油フラップ 
◊グ□ーブボックス 
◊アームレストのル物入れ 

• 続けて約40秒し U 内に解淀ボタン④ 
を押ずと、助手席ドアとトランクび 
解錯されます。 


リモコン 機能の設定を元に戻ず 

► 再度、施錠ボタン③と解綻ボタン④ 
を同時に約日秒間押し続けまず。 

キーの表示灯③び2回点滅し、元 
の設定に戻りまず。 


知識 

• U モコン操作での解錠後約40 
秒し U 内に、1；■(下のいずれかの 
操作をしないと、再び施淀さ 
れます。 

〇ドアを開く 
〇トランクを開く 

◊エンジンスイッチにキーを差 
し込む 

◊ドア□ックスイッチ（解淀） 
を押す 

• バッテ U —あびりを起こしたと 
をは、キーの電ミ也び正常でち1」 
モコン操作はでさません。 

-キーの電池び消耗ずると操作時 
に表示灯び点滅せず、リモコン 
操作びでさな<なりまずび、エ 
ンジンは始動でさまず。 
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運輯ずる前に 


施錠時のドア S ラーの格納 

リモコン操作で施錠ずるときにドアミ 
ラーち併せて格納することがでさまず。 

格納されたドアミラーは、ドアを開く 
と展開します。 


この機能の設定と解除については 
(4-48) をご覧ください。 




知識 

-ドアを開かなくてち、格納され 
たドア三ラーの位置がかし動< 
ことがありまず。その場合は、 
ドアミラー格納/展開スイッチ 
(3-56) を押して、元の位置に 
戻して < ださい。 

-ドアミラー格納/展開スイッチ 
(3-56) でドアミラーを格納し 
てから施錠したとさは、ドアを 
開いてち、ドア三ラーは展開し 
ません。 


□ケイターライティング 

周囲が暗いとさ、 U モコン操作で車を 
解錠ずると、車幅口、フ□ントフォグ 
ランプ、テールランプ、ライセンスラ 
ンプが点灯しまず。 

点口したランプは、運転席ドアを開 
いたとさ、または約 4 日秒後に消灯 
し cJ^ 9 〇 


この機能の設定と解除については 
(4-41) をご覧ください。 
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運おずる前に 




エマ—ジェンシ—キ— キ I し収納されています。 

U モコンが作動しない場合に、運 
転席ドアを解錠/施錠ずるとさ 
(3-24、2百）やトランクを解錠ずると 
き（3-31)、トランクを独立施錠ずる 
とき （3-30) に使用しまず。 


①エマージェンシー キー 
@ストッパー 



エマージェンシーキーを使用ずる 

► ストッパー®を矢印の方向に押しな 
がら、 エマー ジェン シーキ ー①を矢 
印の方向に抜さまず。 

収納ずるとさは元の位置に差し込み 
まず。 
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運転ずる前に 


U モコン操作でドアウインドウとパ 
U オルーフを開閉ずる* 



Pfj こ .-, WKU 

①発信部 
③施錠ボタン 
③解錠ボタン 


《車種や仕様によりドア八ンドルの受光部 
び運転席側だけの場合びあ0ます。 


U モコン操作でドアウインドウとリア 
ク ォーター ウインドウ、パ' U オ ルーフ 
を開閉でさます。 

ドアウインドウとバ U オルー フを開く 

► キーの発信部①をドア八ンドルの受 
光部に向けて解蟲ボタン③を押し続 
けまず。 


パ U オルーフび閉じているときは、 
パ'1」オルーフび開さ、ドアウインド 
ウび閉じた状態になりまず。 

バ U オルーフび開いていて、ドアウ 
インドウび閉じているとさは、ドア 
ウインドウび開さまず。 

解綻ボタン③から手を放ずと、作動 
中のドアウインドウやパ U オルーフ 
はその位置で停止しまず。 

詳しくは （3-48) をご覧ください。 


キー 

ドアウインドウとリアクォーターウイ 
ンドウ、バ U オルーフを閉じる 

► キーの発信部①をドア八ンドルの受 
光部に向けて施錠ボタン③を押し続 
けまず。 

バ U オルーフび開いているときは、 
パ ' U オルーフび閉じ、ドアウインド 
ウと1」アク ォーター ウインドウち閉 
じまず。 

バ1」オルーフび閉じていてドアウイ 
ンドウや U アク ォーター ウインドウ 
び開いているとさは、ドアウインド 
ウと1」アク ォーター ウインドウび閉 
じまず。 

施疆ボタン③から手を放ずと、作動 
中のドアウインドウや1」アクォー 
ター ウインドウ、パ U オルーフはそ 
の位置で停止しまず。 

詳しくは （3-49) をご覧ください。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず 
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運おずる前に 




注意！ 

-高圧電線や電波発信塔付おなど 
の強電界下で U モコン操作を行 
な5と、 U モコンび作動しな 
かったり、誤作動ずることびあ 
りまず。 

- U モコン操作でドアウインドウ 
や1」アク オーター ウインドウ、 
パ U オルーフを閉じるときは、 
身体や物び挟まれないよ5にま 
意してくだごい。 

- U モコン操作でドアウインドウ 
や1」アク オーター ウインドウ、 
パ1」オ ルーフを 閉じているとさ 
に身体び挟まれそ5になったと 
さは、ただちに施淀ボタン③ひ 
ら手を放し、解淀ボタン③を押 
し続けて、ドアウインドウと U 
ア クオーター ウインドウ、バ U 
オ ルーフを 開いて<ださい。 


-万一のとさ(外はバ U オルーフ 
の作動を途中で停止しないでく 
ださい。 

• U モコン操作で施淀したとさ 
は、車ひら離れる前に、ずべて 
のドアウインドウと U アクオー 
ター ウインドウ、パ'1」オ ルーフ 
び閉じていることを確認してく 
ださい。 


知識 

- U モコン操作をずるときは、キー 
の発信部①をドア八ンドルの受 
光部に向けて操作してくだごい。 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるときは、 U モコン操 
作はでさません。 
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運輯ずる前に 


電池の交換 

U モコンの作動可能距離が短 < なった 
り、いずれかのボタンを押してち作動 
しない場合は、電池の消耗が考えられ 
ます。指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 

« S 么 


電池はモ供の手の届かないところに 
保管してください。誤って電池を飲 
み込むおそれがありまず。 

電池を飲み込んでしまったときは、 
ただちに医師の診断を受けて<だ 
さい。 



③ 


⑦ エマージェンシーキー 
③ ストッバー 

電池の交換手順 

► ストッパー③を矢印の方向に押しな 
びら、 エマー ジェン シーキ ー①を矢 
印の方向になさ取りまず。 


知識 

キーのいずれかのボタンを押した 
とさに、キーの表示灯び]回点滅 
すれば電池は正甫でず。 





① エマージェンシーキー 

③ 電池ケース 

④ 凹部 


► エマージェンシーキー①を凹部④に 
かけて□ックを外しなびら、電池 
ケース③を引さまず。 
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運おずる前に 




知識 

• 1」チクム電池 （ CR 202 已）を2 
個使用していまず。 

-電池を交換ずるとをは2個同時 
に交換してください。 

-電池の表面に、ミちれや脂分など 
び付着していないことを確認し 
て < ださい。 

③電池ケース 
⑥電池 
⑥電極板 

► 電池⑥を外し、新しい電池と交換し 
ます。 

電ミ也は2個とち©を上にして、電 
極板⑥の間に取り付けまず。 



► 電池ケース③を本体の溝に合わせ、 
押し込んで□ックしまず。 

► エマージェンシーキー ①を キーに 収 
納します。 


m m ^ 


環境保護のため、使用済みの電池を 
廃棄ずるとさは、新しい電池をお買 
い巧めになった販売店で処分を依頼 
して < ださい。 
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運輯ずる前に 


シ—卜 


シ— 


シートの調整 



ち側シートのスイツチ 

①シートの前後位置調整 
③シートの高さ調整 

③ バツクレストの傾き調整 

④ シートクツシヨンの傾き調整 

注意！ 

シートの調整をずるとさは他の乗 
員の身体などび挟まれないよ5に 
ま意して < ださい。 


エンジンスイッチび1か吕の位置のと 

さ、または調整ずる側のドアび開いて 

いるとをに調整ずることびでさまず。 

シートの前後位置を調壁ずる 

► ①の方向に操作しまず。 

シートの高さを調舊ずる 

► ③の方向に操作しまず。 

バックレストの傾きを調壁ずる 

► ③の方向に操作しまず。 

シートクッシヨン①傾をを調壁ずる 

► ④の方向に操作しまず。 

知識 

-バックレストを後方に傾けたと 
さに、バックレストび車室後部 
に当たりそラになると、シート 
び前方に移動しまず。 

• シートを後方または下方に動か 
しているときに、バックレスト 
び車室後部に当たりそ5になる 
と、パ'ックレストび起き上びり 
ます。 



ェアスカーフ装備車 


へッドレストの高さを調壁ずる 

► 上げるとさはへッドレストを持って 
上に引さ上げまず。 

► 下げるとさはへッドレストを持って 
下に押し下げまず。 
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運転ずる前に 


シ—卜 


シートのメモ U - 機能 



ち側シート 

①ポジションスイッチ 
③メモ U — スイッチ 

シート位置をポジションスイッチに記 
憶させることびでさまず。 

エンジンスイッチび1ひ吕の位置のと 
さ、または記憶/呼び出しずる側のド 
アび開いているとさに操作でをまず。 


シート位置を記憶させる 

► 正しいシート位置に調整しまず。 

運転席では、ステア U ングの位置 
(3-59). ドアミラーの角度 (3-55) 
ち正しく調整します。 

知識 

ドアミラーの角度を調整ずるとき 
は、エンジンスイッチを1方、吕の 
位置にして < ださい。 

► メモ U — スイッチ③を押しまず。 

► 3 秒し i (内に]〜 3 のいずれかのポ 
ジシヨンスイッチ①を押しまず。 

そのポジションスイッチにシート位 
置び記憶されまず。 


化のポジシヨンスイツチ①にを同様の 
方法でシート位置などを記憶させるこ 
とびでさまず。 


記憶させたシート位置を呼び出ず 

► 呼び出したいポジションスイッチ 

①の 1 〜 3 のいずれかを押し続け 
9 〇 

シートなどび動さはじめ、記憶させ 

た位置になると停止しまず。 

知識 

巧全のため、ポジションスイッチ 

から手を放ずと、シー h などの動 

をび停止しまず。 

ま意！ 

-運転席のシー h 位置を呼び出ず 
ときは、停車しているとさに行 
なってください。走行中に呼び 
出ずと、事故を起こずおそれび 
ありまず。 

-バックレストを大さく後方に傾 
けた位置にしているとさは、記 
憶位置を呼び出す前に、パック 
レストを起こしてください。 
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運輯ずる前に 


2 /— 



① シー ト ヒーター スイツチ 
③表示な 


エンジンスイッチび1か吕の位置の 
ときに使用できまず。 

シートヒーターを使用ずる 

►シートヒータースイッチ①を押し 
9 〇 


シー ト ヒーター スイッチを押ずごと 
に点灯ずる表示灯③の数び変わり、 
シー ト ヒーターの 作動内容び切り替 
わりまず。 


シートヒーターを停止ずる 

► シートヒータースイッチ①を押し 
て、表示灯③を消灯させまず。 


点'打している 
表示1 打の数 

作動内容 

3 

シートヒーターが 
強で作動します。 

約己分後に自動的 
に中に切り誓わり 
ます。 

2 

シー ト ヒーターが 
中で作動しまず。 

約 ] 日分後に自動 
的に弱に切り替わ 
りまず。 

1 

シー ト ヒーターが 
弱で作動します。 

約 SO 分後に自動 
的に停止しまず。 

〇 

停止していまず。 
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運転ずる前に 


シ—卜 t _ —夕— 

注意！ 

-コートや厚手のを服などを着用 
している状態や、毛布などの保 
温性の高いちのをシートにかけ 
た状態でシート ヒーターを 使用 
したり、シート ヒーターを連続 
して使用しないでください。 

異常過熱によるほ温乂傷（紅斑、 
水ぶくれ）を起こしたり、シー 
ト ヒーターび故障ずる おそれび 
ありまず。 


-し U 下の事項に該当ずる方は、熱 
ずざた0、ほ温乂傷をずるおそ 
れびありまずので十分にミ主意し 
て < ださい。 

◊乳幼児、高齢を、病人、体び 
不自由な方 


〇皮膚の弱い方 
◊疲労の激しい方 
〇眠気をさそラ薬を服用した方 
◊飲ミ酉した方 

• シートに凸部のある重量物を置 
かないでください。故障の原因 
になりまず。 


知識 

を<の電気装備を使用していたり 
バッテ U —の電圧びほ<なると、 
シー ト ヒーターび 停止ずることび 
ありまず。このとさは表示灯び点 
滅しまず。電圧び回復ずると、再 
び自動的に作動し、表示灯び点灯 
し 9 〇 
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運転ずる前に 



へッドレストの送風□から、乗員の頭 
部周辺に暖気を送風しまず。送風の強 
ごを3段階に調整でをまず。 

エンジンスイッチび1か吕の位置の 
ときに作動しまず。 

エアスカーフを強で使用ずる 

► エアスカーフスイッチ①を押して、 
表示灯③を3つ点灯ごせまず。 

エアスカーフを中で使用ずる 

► エアスカーフスイッチ①を押して、 
表示灯③を2つ点灯させまず。 


ェアスカーフを弱で使用ずる 


► エアスカーフスイッチ ①を押して、 
表示灯③を]つ点灯ごせまず。 


知識 

スイッチを押してから送風び開始 
されるまで約7秒かかりまず。 


エアスカーフ 

エ アスカー フを停止ずる 

► エアスカーフスイッチ①を押して、 

表示な③を消灯させまず。 

知識 

スイッチを押してから送風び停止 — 

ずるまで約7秒かか0まず。 

ま意！ 

• 皮膚の弱し''人は、送風□に身体 
を近付けずざないよラにミ主意し 
て < ださい。乂傷をずるおそれ 
びありまず。 

• 送風□の周囲は大変熱くなりま 
ずので触らないでください。乂 
傷をするおそれびありまず。 

• エアスカーフを使用ずるときは 
送風□を覆わないでください。 

過熱や乂災、故障の原因となる 
おそれびあ0まず。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず 
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運転ずる前に 





車がから開く 

► ドア八ンドル①を引きまず。 

車夕 I •か5閉じる 

► ドア八ンドル①を持って確実に閉じ 
ます。 


車内か5開く 

► ドアレバー③を矢印の方向に引さ 
9 〇 

ドアび施淀されているとさは、□ッ 
クノブ④び上びって解淀され、ドア 
を開さまず。 


車内か5閉じる 

► インナーグ U ップ③を持って確実に 
閉じまず。 


知識 

ドアウインドウび全閉のとさ、ドア 
を開くとドアウインドウびかし下降 
し、ドアを閉じると上昇しまず。 
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運拓ずる前に 


« S ム 


-ドアは確実に閉じてくださし、。 
ドアの閉じかたが不完全（半ド 
ア）な場合、走行中にドアが開< 
おそれがありまず。 

-ドアを開くときは、周囲の安全 
を十分確認して < ださい。 

-同乗者がドアを開くときは、ち 
険がないことを運転者が確認し 
て < ださい。 


注意！ 

. 車から離れるとさは、エンジン 
を停止し、必ずドアを施錠して 
<ださい。 

-ドアを閉じるときは、身体や物 
を挟まないよ5に注意して<だ 
さい。車の周りに子供がいると 
さは、特にミ主意してください。 

-ドアウインドウが凍結していた 
り、バッテ U —があがっている 
とさは、ドアを開いたとさにド 
アウインドウは下降しません。 

このときは、無理にドアを閉じ 
ないで<ださい。ドアやドアウ 
インドウ、シール部などを損傷 
するおそれがありまず。 


ドァ 

知識 

-助手席のドアは、開いていると 
さに□ックノブを押し込んでか 
ら閉じると施錠されまず。 

-ドアび完全に閉じていない状態 3 
で走行ずると、警告音び鳴り、— 
マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに警告マーク (10-6) び表 
示されます。 
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運転ずる前に 


ドァ 

イージーエントリー機能 

運転席への乗り降りを容易にずるた 
め、次のいずれかの操作をずると、ス 
テア1」ングび上方に移動しまず。 

• エンジンスイッチからキーを巧く 

• エンジンスイッチび0か1の位置 
のときに運転席ドアを開く 


ステアリングは、なのいずれかの操作 
をすると、元の位置に戻りまず。 

-運転席ドアび閉じている状態でエン 
ジンスイッチにキーを差ず 


• エンジンスイッチび0の位置のと 
さは、運転席ドアを閉じてから1 
の位置にずる 


• エンジンスイッチび1の位置のと 
きは、運転席ドアを閉じて、吕の位 
置にずる 


この機能の設定と解除については 
(4-48) をご覧ください。 


警告 A 


テ供だけを車内に残して車から離れ 
ないで < ださい。誤ってドアを開い 
たとさなどにイージーエント U —び 
作動し、身体び挟まれてけびをずる 
おそれびあ0まず。 


知識 

• イージーエント U —の作動を停 
止するとをは、ステア U ング調 
整レバーか、運転席のポジシヨ 
ンスイッチまたはメモ1」ース 
イッチを操作してくだごし)。 

• ステア U ングの位置によっては、 
ステア1」ングび上方に移動しな 
し、ことびありまず。 
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運拓ずる前に 




ドアごとに解綻/施綻ずる 



③ドア レバー 


解綻ずる 

► ドアレバー③を矢印の方向に引さ 
ます。 

ドアび解淀され、開さまず。 

施綻ずる 

► □ックノブ①を押し込みまず。 

知識 

助手席のドアは、開いているとさ 
に□ックノブを押し込んでから閉 
じると施錠されまず。 


注意！ 

• 施錯後は、□ックノブび完全に 
下びっていることを確認してく 
ださい。 

-運転席ドアは、完全に閉じてい 3 
ないときは□ックノブを押し込— 
むことはでをません。 
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運転ずる前に 





①エマージェンシーキーを差し込む/抜 
<位置 

③解錠の位置 


U モコン操作びでさないとさは、運転 
席 ドア八ンドルの キー シ1」ン ダーにエ 
マージェンシー キー (3-10) を差し込 
み、解錯でさまず。 

解錯ずる 

► エマージェンシーキーを運転席ドア 
のキーシ U ンダーに差し込みまず。 

► エマージェンシーキーを解淀の位置 
③（前方）にまねしまず。 

運転席ドアの□ックノブび上び0、 
運転席ドアび解淀されまず。 

► エマージェン シー キーを ①の位置に 
まわして巧きまず。 

知識 


注意！ 

• エマージェンシーキーで運転席 
ドアを解淀してち、助手席ドア、 
トランク、燃料給油フラップ、 
グ□ーブボックス、アームレス 
卜のル物入れは解淀されません。 

-盗難防止警報システム装備車で 
は、 U モコン操作で施淀した後 
に、 エマー ジェン シーキーで 運 
転席ドアを解綻して開くと、盗 
難防止警報システムび作動しま 
ず。警報を解除ずるには、キー 
の HI か ra を押ずか、キー 
をエンジンスイッチに差し込み 
まず。 


助手席ドア八ンドルにはキーシ1」 
ンダーはありません。 


3-24 









運拓ずる前に 




非常時の車の施綻 



① エマージェンシーキーを差し込む/ 
抜 < 位置 
③施錠の位置 


U モコン操作で車を施錠でさないと 
さは、 LiTF の方法で車を施錠して<だ 
さし、 

施錠ずる 

► 助手席ドアとトランクを閉じまず。 

►運転席ドアを開いた状態で、ドア 
□ックスイッチ（施錠） （3-26) を 
押します。 

ドア□ックスイッチが作動しないと 
きは、助手席ドアの□ックノブを押 
し込みます。 

►車から降りて、運転席ドアを閉じ 
まず。 


注意！ 

-ドア□ックスイッチが作動せず、 

□ックノブを押し込んで車を施 
錠したとさには、トランクが施 
錠されていないことがありまず。 
このとをは、トランクを独立施 3 
錠 （3-30) してください。 

• エマージェンシーキーで運転席 
ドアを施綻してを、助手席ドア、 
トランク、燃料給油フラップ、 

グ□ーブボックス、アームレス 
卜のル物入れは施淀されません。 


► エマージェンシーキーを運転席ドア 
のキーシ U ンダーに差し込み、施淀 
の位置③ （ 後方）にまわしまず。 


► 運転席ドアの□ックノブび下びった 
ことを確認しまず。 

► エマージェンシーキーを①の位置に 
まわして巧きまず。 
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運転ずる前に 




車内から、ずべてのドアとトランクを 
スイッチ操作で解蟲/施錠ずることび 
でさまず。 

解錠ずる 

► ドア□ックスイッチ（解錠）©を押 
します。 

施錠ずる 

► ドア□ックスイッチ（施錠）①を押 
します。 

注意！ 

ドアの□ックノブが下がっていて 
ち、車内のドアレバーを引 < とド 
アは開さまず。モ供を乗せたとさ 
は特にま意して < ださい。 


知識 

-ドア□ックスイッチで施錠して 
あるとき、車内のドアレバーを 
引いてドアを開くと、他のドア、 
トランクち解錠されまず。 

-ドア□ックスイッチで施錠して 
ち、燃料給油フラップやグ□一 
ブボックス、アームレストのル 
物入れは施錠されません。 

• リモコン操作で施錠してあると 
きは、ドア□ックスイッチで解 
錠/施錠することはでさません。 

-助手席ドアが開いているときは、 
ドア□ックスイッチで解錠/施 
錠することはできません。 

-運転席ドアが開いているときは、 
助手席ドアとトランクが解錠 
/施錠されます。 

• ドア□ックスイッチで車を施錠 
していてち、エアバッグやシー 
トベルトテンシヨナーが作動ず 
ると自動的に解錠されまず。 



ドア□ツクスイッチ 




①ドア□ックスイッチ 
③ドア□ックスイッチ 


(施敵 
(解敵 
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運拓ずる前に 


車速感応ドア□ック 

走行速度び約 ] 5 km/h LU 上になる 
と、ドアとトランクを自動的に施読 
しまず。 

この機能の設定と解除については 
(4-4 色） をご覧ください。 


注意！ 

• 車速感応ドア□ックを設定した 
状態で、車を押したり、タイヤ 
交換などで車を持ち上げるとさ 
は、エンジンスイッチを0の位 
置にしてください。車輪び回転 
すると施結され、車外に閉め出 
されるおそれびありまず。 

• 車速感応ドア□ックで施淀され 
たドアをドア□ックスイッチで 
解綻ずると、ドアを開くかエン 
ジンを再始動ずるまで、車速感 
応ドア□ックは作動しません。 


ドァ 

知識 

車速感応ドア□ックにより車び施 
淀されていてを、エアバッグやシー 
トベルトテンシヨナーび作動ずる 
と自動的にち军淀されまず。 

3 
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運輯ずる前に 




トランク 


知識 

-トランク内にはラゲッジカバー 
がありまず（3-47)。 

ラゲッジカパーのフックがぶル 
ダーに正し<固定されていない 
ときはパリオルーフを開くこと 
はできません。このときは警告 
音が鳴り、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに"トランクル-ムラケ '' 
ッグか、'' -ヲトシ''テクタ''サイ！"と表おさ 
れます。 

-トランクが完全に閉じていない 
ときは八‘リオルーフを開閉ずる 
ことはできません。このときは 
警告音が鳴り、マルチファンク 
シヨンディスプレイに警告マー 
ク (10-6) が表示されまず。 

• トランクを開< と、トランク内 
部左側のトランクランプが点口 
します。 


-トランクが売全に閉じていない 
状態で走行ずると、警告音が鳴 
り、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに警告マーク (10-6) 
が表示されまず。 

ま意！ 

-トランクを開< とさは、トラン 
クの周りに障害物がな<、身体 
や物に当たるおそれがないこと 
を確認してください。 

-トランクを開くときは、後方や 
上ちに十分な空間があることを 
確認して < ださい。 

-トランクを閉じるときは、身体 
や物を挟まないよ5に十分ミ主意 
してください。車の周りにテ供 
がいるときは、特に注意してく 
ださい。 

-トランクを閉じたとさは、トラ 
ンクが確実に閉じていることを 
確認して < ださい。 


-トランクに人を乗せないでくだ 
さい。事故のとさ、けがをずる 
おそれがあ0まず。 

-モ供などがトランクに閉じ込めら 
れないよ5にま意して < ださい。 

. 貴重品は絶対に車内やトランク 
内に置いたままにしないでくだ 
さし、。 

-強風のときにトランクを開く 
と、風にあおられ、トランクが 
不意に下がることがありまず。 
風の強い曰は十分に注意して< 
ださい。 

また、トランクに雪が積もって 
いるときも同様に注意してくだ 
さし、。 

-トランクが開いているとさでち、 
U モコン操作で施錠してから卜 
ランクを閉じると、トランクが 
施錠されまず。トランク内のキー 
の閉じ込みにま意してください。 
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運輯ずる前に 




トランクを開< 



①八ンドル 

► 八ンドル①を引きまず。 

トランクがかし開きまず。 
► トランクを引さ上げまず。 



⑤トランク オープナー ボタン 


または 

► キーの トランク オープナー ボタン® 
を押し続けまず。 

トランクがかし開きまず。 

► トランクを引さ上げまず。 

ミ主意！ 

車の後部左側にあるアンテナを取 
りがずと、 U モコン機能の感度が 
低下します。 


トランクを閉じる 



@凹部 

► トランク内側の凹部③に手をかけ、 
トランクを下げてから、押さえまず。 
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運おずる前に 




トランクの独立施錠 

トランクを独立して施錠でさまず。 

トランクを独立施錠しているときは、 
トランク八ンドルや、キーのトランク 
才ープナーボタンでトランクを開< こ 
とはでさません。 


また、キーの解錠ボタンやドア□ック 
スイッチ（解錠）でトランクを解錠ず 
ることはでさません。 


知識 


駐車場などでキーを預ける場合に、 
この機能を使用して<ださい。そ 
の 際は、 ェ マージてンシー キーを 
キー本体から取りがして携帯して 
<ださい。 



©キーシ U ンダー 
©独立施錠解除位置 
感独立施錠位置 
④ エマージェンシー キー 
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トランクを独立施錠ずる 

► トランクを閉じまず。 

► 図のよラにトランクのキー シ 1」ン 
ダー ①にエ マージェンシーキー④ 
(3-10) を差し込みまず。 

► エマージェンシーキーを独立施錠位 
置③にまわしまず。 

► キーシ U ン ダー ①ひら エマー ジェン 
シーキーを 抜さまず。 


知識 

エマー ジェン シー キーには方向性 
びありまず。 






運輯ずる前に 


注意！ 

• エマージェンシーキーは、必ず 
図のよ5な向きに差し込んでく 
ださい。トランクを損傷ずるお 
それびあ0まず。 

-トランクを開いた状態でち、左 
記の操作を行なってトランクを 
閉じると独立施綻されまず。こ 
のとき は、エマー ジェン シーキ ー 
の閉じ込みにま意してください。 


独立施綻を解除ずる 

► トランクの キーシ U ン ダー ①にエ 
マージェンシーキー （3-10) を 差 
し込みまず。 

► エマージェンシーキーを独立施錠解 
除位置③にまわしまず。 

► キーシ U ン ダー ①から エマー ジェン 
シーキーを巧さまず。 




エマージェンシーキーでの トランク 
の 解錠 



① キー シリンダー 

©エマージェンシーキーを差し込む/抜 


<位置 

@解錠の位置 
® 八ンドル 

© エマージェンシー キー 
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運おずる前に 


トランク 

U モコン操作でトランクを開いたり、 
解綻できないとさはエマージェンシー 
キー (3-10) で解錠しまず。 

► トランクのキーシ U ンダー①にエ 
マージェンシーキー⑥を差し込み 
まず。 

► エマージェンシーキーを解淀の位置 
③にまわしまず。 

► 八ンドル④を引さまず。 

トランクび開さまず。 

► エマージェンシーキーを③の位置に 
まわして巧きまず。 


注意！ 

-盗難防止警報システム装備車で 
は、エマージェンシーキーで卜 
ランクを解淀して開くと、盗難 
防止警報び作動しまず。警報を 
解除ずるには、キーの HI か 
〜 を押ずか、キーをエンジン 
スイッチに差し込みまず。 

• エマージェンシーキーで解淀し 
たとさはトランクを閉じると再 
び施淀されまず。このときは、 
エマージェンシーキーの閉じ込 
みにミ主意してください。 


知識 

エマージェンシーキーでトランク 
を解淀してち、ドア、燃料給油フ 
ラップ、グ□ーブボックス、アー 
ムレストのル物入れは解淀されま 
せん。 
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運輯ずる前に 




ボンネッ 


警告 A 


-ボンネットから炎や煙び見えた 
とをは、ボンネットを開かない 
で<ださい。乂傷をずるおそれ 
びありまず。 

-走行中はボンネット□ック解除 
レバーを引ひないで < ださい。 
ボンネットび開いて事故を起こ 
すおそれびありまず。 

-エンジンを始動しているとさや 
エンジンびかかっているとさ、 
エンジンスイッチび2の位置の 
とさは、エンジンルーム内には 
手を触れないでくだごい。 

高電圧の発生部分や高温部分、 
回転している部分びあ0、それ 
日に触れると非常にを険でず。 


• エンジンスイッチからキーを巧 
いていてを、；令却水の温度び高 
いとさはエンジンフアンなどび 
自動的に回転ずることびありま 
ず。エンジンフアンなどの回転 
部分には身体や物をお付けない 
で < ださい。 


3 


ち八ンドル車 

①ボンネット□ック解除レバー 


► 運転席側のインストルメントパネル 
下にあるボンネット□ック解除レ 
バー①を手前に引をまず。 
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運おずる前に 





③□ック解除ノブ 


知識 

開いた位置から押し上げると、ボ 
ンネットをさらに開<ことびでさ 
まず。 


注意！ 

-ワイ パー アームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで< ださい。 
ボンネットとワイパーび接触し、 
損傷するおそれびありまず。 

-強風のとさにボンネットを開く 
と、風にあおられ、ボンネット 
び不意に下びることびありまず。 
風の強い曰は十分にミ主意してく 
ださい。 


► ボンネットの裏側にある□ック解除 
ノブ③を矢印の方向に押しなびらボ 
ンネットを開さまず。 


また、ボンネットに雪び積ちつ 
ているとさを同様にミ主意してく 
ださい。 
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運輯ずる前に 




ボンネットを閉じる 

•ボンネットを引さ下げ、グ U ル上部 
から約 20cm 〜 30cm の位置で手 
を放して閉じまず。 

‘完全に閉じなかったとさは、ちう一 
度ボンネットを開さ、同じ方法でか 
し強めに閉じまず。 


警告 公 


走行前に、ボンネットび確実に□ッ 
クされていることを確認してくださ 
い。走行中にボンネットび開いて事 
故を起こずおそれびありまず。 


注意！ 

-ボンネットを閉じるとさは、身 
体や物を挟まないよラに十分ま 
意してくださし、。 

• エンジンルーム内に物を置いた 3 
ままボンネットを閉じると、ボ— 
ンネットび変あずるおそれびあ 
りまず。 

-盜難防止警報システム装備車で 
は、ボンネットび完全に閉じて 
いない状態で走行ずると、警告 
音び鳴り、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに警告 マークび 
表示されます。 
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運おずる前に 





①燃料給油フラッフ 
③キャップ 
③タイヤ空気圧ラベル 


燃料給油フラップを開く 

► エンジンスイッチからキーを巧さ 
9 〇 

► 燃料給油フラップ①の矢印の位置を 
押します。 


キャップをがず 

► キャップ③を反時計回りにかしゆる 
めてタンク内の圧力を巧きまず。 

► 圧力び巧けたら、ごらに反時計回り 
にゆっくりまわして外しまず。 

► 外したキヤップ③を燃料給油フ 
ラップの裏側にあるホルダーに置 
さまず。 


キャップを取り付ける 

► キャップ③を燃料給油□に合わせ、 
時計回りにいっぱいにまわしまず。 

キャップび□ックずる音び聞こえ 
ます。 

燃料給油フラップを閉じる 

► 燃料給油フラップ①を押しまず。 


3-36 












運輯ずる前に 


« S ム 


• エンジンをかけたまま給油しな 
いで<ださい。乂災び発生ずる 
おそれびあ0まず。 

-周囲に燃料びあるとさや燃料の 
巧いびずるとさは、みして乂気 
をお付けないで<ださい。火災 
び発生ずるおそれびあ0まず。 

-肌や衣服に燃料び付着しないよ 
ラにミ主意してください。燃料び 
肌に直接触れたり、気化した燃 
料を吸い込むと、健康を害ずる 
おそれびあ0まず。 


注意！ 

-燃料は無鉛プレミアムガソ U ン 
を使用してください。 

-給油ノズルび最初に自動停止し 
た時点で給油を停止して < ださ 
しん燃料を入れずざると、燃料 
漏れのおそれや、エンジンび不 
調になったり停止ずるおそれび 
ありまず。 

-燃料をこぼさないよラにま意し 
て < ださし、。 

燃料び車の塗装面に付着したと 
さは、ずぐに巧き取ってくださ 
し、塗装面を損傷ずるおそれび 
ありまず。 


-燃料給油フラップび解淀されな 
い場合は、指定サービスエ場に 
連絡してください。 


燃料給油 □ ■ 

知識 

-燃料給油フラップの裏側に、夕 
イヤ空気圧ラベル③び貼付して 
ありまず。タイヤ空気圧ラベル 
の見ひたについては （8-16) を 
ご覧ください。 

-燃料給油フラップは、リモコン 
操作での解淀/施錠に連動して 
解淀/施淀ごれまず。 
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運おずる前に 


盗難防止警報システム 



①表示な 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず 


盗難防止警報システムび待機状態のと 
さに、ドア、トランク、グ□ーブボッ 
クス、アームレストのル物入れのし、ず 
れかび開けられるか、ボンネットの 
□ックび解除されると、サイレンと非 
常点滅灯による警報び作動しまず。 


システムを待機状態にずる 

► U モコン操作で車を施淀しまず。 

表示灯①び点滅し、約] 0秒後に 
待機状態になりまず。 

システムび待機状態のとさは、表示 
灯①び点滅を続けまず。 

システムの待機が態を解除ずる 

► U モコン操作で解淀しまず。 


注意！ 

-システムを待機状態にずるとさ 
はボンネットび完全に閉じてい 
ることを確認してくだごい。ボ 
ンネットの□ックび解除された 
状態でシステムを待機状態にし 
てち、ボンネットび開けられた 
ときに警報は作動しません。 

-システムび待機状態のとさに車 
巧ひらドアを開いたり、ボン 
ネット□ック解除 レバーで ボン 
ネットの□ックを解除ずると警 
報び作動しまず。車内に人びい 
るとさは待機状態にしないでく 
ださい。 

-システムを待機状態にしてち、 
表示灯①び点滅しない場合は、 
システムび故障していまず。ず 
みやかに指定サービスエ場で点 
検を受けてくだごい。 
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運輯ずる前に 


警報の作動 

システムが待機状態のとさ、 Li (下のよ 
5な状況を感知ずると警報が作動し 
ます。 

-ドアが開けられたとさ 
-トランクが開けられたとさ 

-グ□ーブボックスやアームレストの 
ル物入れが開けられたとさ 

-ボンネットの□ックが解除された 
とさ 

警報が作動ずると、ホーンが約3日秒 
間鳴り、非常点滅灯が通常の約 S 倍 
の速さで約已分間点滅しまず。 

また、ルームランプち約目分間点灯 
しま3。 


知識 

U モコン操作で施錠した後、エマー 
ジェン シーキーで 運転席ドアや卜 
ランクを解錠して開< と、警報が 
作動します。 


盗難防止警報システム 

警報び作動したとをの解除方法 

►キーの la か ra を押ずか、エ 
ンジンスイッチにキーを差しまず。 

知識 

3 

ドア、トランク、グ□ーブボックス、 
アームレストの小物入れなどを開 
くわ、、ボンネットの□ックを解除 
して警報が作動したとさは、それ 
らをずぐに閉じてち、警報は解除 
されません。 
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運おずる前に 


盗難防止警報システム 
けん引防止警報機能* 



ち八ンドル車 

①表示な 

③けん弓 I 防止警報機能解除スイツチ 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず 


盗難防止警報システムび待機状態のと 
さ、けん引などで車び持ち上げられて 
車び傾< と、けん引防止警報機能び作 
動して、サイレンと非常点滅灯の点滅 
で周囲に知らせまず。 

けん弓 I 防止警報機能を待機状態にずる 

► U モコン操作で車を施淀しまず。 

約30秒後にけん引防止警報機能び 
自動的に待機状態になりまず。 

けん弓 I 防止警報機能の待機状態を解除 
ずる 

► U モコン操作で解綻しまず。 


知識 


けん引防止警報機能び待機状態の 
とさにジャッキアップずると、警 
報び作動ずる場合びありまず。 

警報が作動したときの解除ち法 

►キーの la か ra を押ずひ、ェ 
ンジンスイッチにキーを差しまず。 


車を立体駐車場に入れたり、カーフエ 
U —や車両運搬車に載せて移動ずると 
さは、けん引防止警報機能び作動ずる 
ことびありまず。そのよラなとをはけ 
ん引防止警報機能を解除してから施淀 
して < ださい。 

けん弓 I 防止警報機能を解除ずる 

► エンジンスイッチを0か1の位置 
にしまず。またはキーを巧きまず。 

► けん引防止警報機能解除スイッチ③ 
を押します。 

表示灯①び数秒間点灯し、その後消 
灯して、けん引防止警報機能び解除 
されまず。 

► U モコン操作で車を施淀しまず。 

けん引防止警報機能び解除され、 
車び傾いてを警報び作動しな < な 
りまず。 

知識 

けん引防止警報機能を解除して 
を、盗難防止警報システムは作動 
します。 
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運輯ずる前に 


パヮーウィン!^^^^ 


パワーウインドウ 



運輯席ドアのスイッチ（左八ンドル車) 

①閉じる 

©開く 


ドアウインドウスイッチは左ちのドア 
にありまず。 

運転席ドアには、左ちのドアウインド 
ウのスイッチがありまず。 


エンジンスイッチが1か2の位置の 
とさに、ドアウインドウを開閉ずるこ 
とがでさまず。 


ドアウインドウを開< 

► スイッチの③の部分を軽く押しまず。 
押している間だけ開さまず。 

スイッチの③の部分をいっぱいまで 
押ずと、自動で開さまず。 3 

ドアウインドウを閉じる 

► スイッチの①の部分を軽く押しまず。 

押している間だけ閉じまず。 

スイッチの①の部分をいっぱいまで 
押すと、自動で閉じまず。 
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運転ずる前に 


ウインドウ 


知識 

-ドアウインドウが自動で開閉し 
ているとさに、スイッチを押ず 
と、その位置で停止します。 

-エンジンスイッチを0の位置 
にずるかエンジンスイッチから 
キーを抜いてから約曰分間はド 
アウインドウを開閉ずることが 
でさまず。約曰分内にドアを 
開<と、ドアウインドウの開閉 
はでさな < なりまず。 

-リモコン操作でドアウインドウ 
を開閉ずることがでさまず*。詳 
しくは （3-11) をご覧ください。 

-ドアウインドウには挟み込み 
防止機能がありまず。ドアウ 
インドウが自動で閉じている 
とさに挟み込みなどの抵抗が 
あると、ドアウインドウがた 
だちに停止し、その位置から 
かし下降します。 


-運転席のドアウインドウは、挟 
み込み防止機能が作動してから 
約曰秒 iU 内に再度閉じたとさは 
挟み込みを感知しません。 

ま意！ 

-ドアウインドウを閉じるときは、 
身体や物が挟まれないよラに注 
意してください。特にモ供には 
注意して < ださい。 

-ドアウインドウを開くときは、 
ドアウインドウに身体を寄りか 
けないで < ださい。ドアウイン 
ドウとドア フレーム のずさ間に 
身体が引さ込まれてけがをずる 
おそれがあ0まず。 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 


ドアウインドウび自動で開閉しない 
とを 

バッテリーあがりやバッテリーの交換 
などで、一時的に電源が断たれたとさ 
は、ドアウインドウが自動で開閉でさ 
なくなることがありまず。このときは、 
スイッチの①の部分を輕<押して全開 
にし、そのまま2秒 LU 上保持して< 
ださい。この操作を左ちのドアウイン 
ドウで行なって<ださい。再び、ドア 
ウインドウが自動で開閉でさるよ5に 
なりまず。 

詳し<は指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 
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運輯ずる前に 


パヮーウィン!^^^^ 


バリオルーフスイッチでの開閉 



①バリオルーフスイッチ 

バリオルーフスイッチでドアウインド 
ウと U ア クォーター ウインドウを開閉 
ずることがでさまず。 

エンジンスイツチが2の位置のとさ 
に操作でさまず。 


バリオルーフび閉じているとをにドア 
ウインドウとリアク オーター ウインド 
ウを開< 

► バリオルーフスイッチ①を後方に 
素早< 2度押しまず。 

ドアウインドウと U アク オーター ウ 
インドウが自動で開さまず。 


バリオルーフび開いているとをにドア 
ウインドウを開< 

► バリオルーフスイッチ①を後ちに 
素早< 2度押しまず。 

ドアウインドウが自動で開さまず。 

ミち意！ 

ドアウインドウや U アク オーター 
ウインドウを開 < とさは、ウイン 
ドウに身体を寄りかけないで<だ 
さい。ウインドウとドア フレーム 
のすさ間に身体が引き込まれてけ 
がをずるおそれがあ0まず。 


知識 

-ドアウインドウや U アク オー 
ターウインドウが自動で開いて 
いるときに、バリオルーフスイッ 
チを操作ずると、その位置で停 
止しまず。 

-バリオルーフスイッチを操作し 
て開いたドアウインドウは、ド 
アウインドウスイッチで閉じる 
ことがでさまず。 

-バリオルーフスイッチを操作し 
て開いた U アク オーター ウイン 
ドウは、ドアウインドウスイツ 
チで閉じることがでさません。 
バリオルーフスイッチを操作し 
て閉じて < ださい。 
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運輯ずる前に 


ウインドウ 



左八ンドル車 

①バ リオルーフスイッチ 


バリオルーフび閉じているとをにドア 
ウインドウとリアク オーター ウインド 
ウを閉じる 

► バリオルーフスイッチ①を前方に 
素早 < 2度押して保持しまず。 

押している間だけドアウインドウが 
閉じまず。ドアウインドウが閉じた 
後、 U アクオーターウインドウが押 
している間だけ閉じまず。 

または 

► バリオルーフスイッチ①を前方に 
1度押して保持しまず。 

U アクオーター ウインドウが押し 
ている間だけ閉じまず。 

ミち意！ 

ドアウインドウや U アク オーター 
ウインドウを閉じるときは、身体 
や物が挟まれないよ5にミ主意して 
ください。特にモ供には注意して 
<ださい。 


バリオルーフび開いているとをにドア 
ウインドウを閉じる 

► バリオルーフスイッチ①を前方に 
素早 < 2度押して保持しまず。 

押している間だけドアウインドウが 
閉じまず。 
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運輯ずる前に 


(リオルーフ 


警告 A 


-八'リオルーフを開閉ずるときは、 
ルーフやトランク、ドアウイン 
ドウや U アク オーター ウインド 
ゥなど作動ずる部分に触れない 
でください。また、それらが作 
動ずる範囲に障害物がないこと 
ち確認して < ださい。 

. 身体や物が挟まれそラになった 
ときは、バリオルーフスイッチ 
から手を放して< ださい。バリ 
オルーフの作動が停止しまず。 


-万一のとさ！;!がはバ U オルーフ 
の開閉操作を途中で停止しない 
で<ださい。けがをした0、ルー 
フを損傷するおそれがありまず。 


開閉操作を途中で停止すると、 
iU 下の時間が経週した後に油圧 
装置の圧力が低下し、ルーフが 
倒れ込みます。 

クエンジンスイッチが2の位置 
のとさは約7分 

クエンジンスイッチが2 列の 
位置、またはエンジンスイッ 
チからキーを抜いてあるとき 
は約]日秒 

このとさは警告音が鳴り、マル 
チフアンクシヨンディスプレイ 
に " A '' リオル-7拥''リ7ス！"と表示され 
ます。 


バリ オルーフ 

-バ U オルーフは必ずトランク内 
に確実に収納ずるか、または売 
全に閉じている状態にしてくだ 
さい。 
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運車 5 ずる前に 


バリ オルーフ 

注意！ 

-バリオルーフの開閉は停車して 
いるときに行なってください。 

-ノ（リオルーフを開閉ずるとさ、 
ルーフは上方に、トランクは後 
ちに動さまず。上方および後方、 
ルーフやトランクの作動範囲に 
十分な空間があることを確認し 
て < ださい。 

-ルーフラックを装着していると 
さは、バリオルーフを作動させ 
ないで < ださい。 

• □ールバーの後方に腰掛けたり 
重い物を置かないで<ださい。 

. 車を離れるとさは、盗難を避け 
るため、必ずバリオ ルーフを 閉 
じ、ドア、ドアウインドウと U 
アク オーター ウインドウ、トラ 
ンクなどが閉じていること、各 
部が施錠されていることを確認 
して < ださい。 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 


-バリオ ルーフ 開閉時に ルーフ や 
荷物を損傷させないため、 Li (下 
の点にま意して < ださい。 


◊荷物をラゲッジカバーより高 
<積み上げないで < ださい。 

◊ラゲツジカバーの上や前方に 
物を置かないで < ださい。 


◊ラゲッジカノ（一が荷物に押し 
上げられないよ5にして<だ 
さし、。 

ク□ールバーの後方に物を置か 
ないで < ださい。 

-気温が約一 ] 曰む下のとさはバ 
U オルーフを開閉しないで < だ 
さい。 

-ノ（リオルーフを開閉ずるとさは、 
トランクおよびラゲツジカバー 
が閉じていることを確認してく 
ださい。 


-バ U オルーフ開閉中にトラン 
ク八ンドルを操作しないで< 
ださい。 

-トランクが完全に閉じていない 
とさは八‘ U オルーフを開閉ずる 
ことはでさません。このとさは 
警告音が鳴0、マルチファンク 
シヨンディスプレイに警告マー 
ク (10-6) が表示されまず。 


知識 

U モコン操作でバ U オルーフを開 
閉ずることがでさまず*。詳し< 
は （3-11) をご覧くださし、。 
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運輯ずる前に 


ラゲッジカバー ラゲッジカバーを開く 

► 八ンドル③を握って□ックを解除 
し、フック③をホルダー④から外し 
ます。 

ラゲッジカバー①び奥に引さ込まれ 
9 〇 

この状態のとをには、バ U オルーフ 
を開くことはでさません。 


①ラゲツジ カバー 
③八ンドル 

③ フック 

④ ホルダー 


ラゲツジカパーを閉じる 

► 八ンドル③を持ってラゲツジカバー 
①を矢印の方向に引を出し、両端の 
フツク③をホルダー④にかけまず。 

この巧態のとをに、バ U オルーフを 
開< ことびでさまず。 



バ IJ オルー フ 

知識 

フックびホルダーに正しく固定さ 
れていないとさに、バ U オルーフ 
を開こラとずると、警告音び鳴り、 

マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに"トランクル-ムラケ''ッグカ A ''- ヲ トシ'' テク3 I 
ダ'サイ！"と表示されまず。 
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運車 5 ずる前に 


バリ オルーフ 
バ U オルーフを 開く 



ち八ンドル車 

①バ1」オ ルーフ スイッチ 

注意！ 

バッテ1」一あび0を防ぐため、バ 
U オルーフを操作ずるとさはでさ 
るだけエンジンをかけて<ださい。 


► エンジンスイッチを吕の位置にし 
まず。 

► わレクターレバーを ra に入の. 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
9 〇 

► バ U オルーフスイッチ①を後方に押 
して、そのまま保持します。 

パリオルーフび開きはじめまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に ’’ A 。 リオル-フサドウチュウ！”と表示され 
9 〇 

バ U オルーフび完全に開いたあと、 
ドアウインドウび閉じまず。 


注意！ 

-バ U オルーフを開く前にし i (下の 
点を確認してください。 

◊トランク内のラゲッジカ 
バーび引さ出され、両端の 
フックびホルダーにかかっ 
ていること 

◊トランクび正しく閉じている 
こと 

◊□ールノ（一の後方に物び置か 
れていないこと 

-パ U オルーフや U アウインドウ 
び謡れているとさにバ U オルー 
フを開くと車内に水び入ること 
びありまず。パ U オルーフを開 
くとさは、バ U オルーフやリア 
ウインドウの水滴を拭さ取って 
<ださい。 

• パ U オルーフを開いているとさ 
に、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに警告メッセージび表 
おされたとさは (10-11) をご 
覧< ださし)。 
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運輯ずる前に 


ミ主意！ 

- iiTF のときはルーフがトランク 
に正し<収納されていません。 

クマルチフアンクシヨンディス 
プレイに " A '' i 」 オル-]サト''ウチュウ！" 
と表示されてし''るとさ 

◊発進時や走行中に、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに 
" A '' リオル-フフルオ-7ぃノ/7ルクロ-ス'' " 
と表示され、警告音が約]日 
秒ほど鳴ったとさ 

このときは、停車してバリオルー 
フスイッチ①を後方に押し、 バ 
リオルーフを完全に開いて<だ 
さい。 

-バ U オルーフの動さに連動し 
て、ドアウインドウと U アクオー 
夕ーウインドウち開閉しまず。 


パリオ ルーフを 閉じる 



左八ンドル車 

©バリオ ルーフ スイッチ 

注意！ 

バッテ U —あがりを防ぐため、バ 
リオルーフを操作ずるとさはでさ 
るだけエンジンをかけて<ださい。 


バリ オルーフ 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
9 〇 

► セレクターレバーを ra に入れ、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
ます。 

►バリオルーフスイッチ①を前方に押— 
して、そのまま保持しまず。 

パリオルーフが閉じはじめまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に " A '' リオル-フサドウチュウ！"と表示され 
まず。 

バリオルーフが完全に閉じたあと、 

ドアウインドウと U アク オーター ウ 
インドウが閉じまず。 
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運起ずる前に 


バリ オルーフ 
注意！ 

-パリオルーフを閉じる前に1；!下 
の点を確認して < ださい。 

クトランク内のラゲッジカ 
バーが引さ出され、両端の 
フックがぶルタ'一にかかつ 
ていること 

クトランクが正しく閉じている 
こと 

ク□ールバーの後方に物が置か 
れていないこと 

• シートやシート後方のスペース 
には、バ U オルーフが閉じてさ 
たとさに干渉ずるおそれのある 
物を置かないで< ださい。また、 
サンバイヴーをフックからがし 
た状態でパリオルーフを閉じる 
と、バリオルーフとサンバイヴー 
が当たり、損傷ずるおそれがあ 
りまず。 


- UTF のとさはバ U オルーフが売 
全に閉じていません。 

ぐマルチフアンクシヨンディス 
プレイに " A '' i 」 オル-フサドウチュウ！" 
と表示されてし''るとさ 

◊発進時や走行中に、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに 
" A 、' リオル-]フルオ - T ン/ 71レクロ-ス、' " 
と表示され、警告音が約]日 
秒ほど鳴ったとさ 

このときは、停車してバリオルー 
フスイッチ①を前方に押し、バ 
リオルーフを完全に閉じてくだ 
さい。 


-バ U オルーフの動さに連動し 
て、ドアウインドウと U アクオー 
夕ーウインドウち開閉しまず。 

-パリオルーフを閉じているとき 
に、マルチフアンクシヨンディ 
スプレイに警告 ><ッセージが表 
示されたとさは (10-11) をご 
覧< ださい。 
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ドラフトス 


ドラフトストップは、バ U オ ルーフを 
開いて走行するとさに生じる風を整流 
ずるための装備です。車内への風の巻 
さ込みを減かさせまず。 



® 一 


⑦ドラフトストップ 
③ホック 

③ □—プ 

④ フック 


運輯ずる前に 


ドラフトストツプ 

ドラフトストップを取り付ける 

► 左ちのシートを前方に移動ずるか、 
バックレストを前方に倒しまず。 

► 左ちの□ープ③を、ホック③び外側 
を向くようにして、フック④にかけ 3 
よ9 〇 

► 左ちのぶック © を □ ールバーに固定 
します。 


► ドラフトストップ①を□—ルバーに 
かぶせまず。 








運ま 5 ずる前に 


ドラフトストップ 

注意！ 

-ドラフトストップ①を□ール 
バーにかぶせてから、ホック③ 
を固定しないでください。ドラ 
フトストップを損傷するおそれ 
びありまず。 

• ドラフトストッフ①を□—ル 
バーにかぶせるとさは、ネット 
部分ではな<、縁の部分を持つ 
よラにしてくださし)。ドラフト 
ストップを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 


ドラフトストップを取りがず 

► ドラフトストップ①を□ールバーか 
ら外しまず。 

► ホック③を外しまず。 

► □—プ③をフック④から外しまず。 


«告 A 


-ドラフトストップは必要なとき 
だけ使用ずるようにしてくださ 
し、。下の場合は、ドラフトス 
トップを使用しないで< ださい。 

ク後ち視界が十分に確保でさな 
し^場合 

◊周囲が暗い場合 

-バ U オルーフを閉じて走行ずる 
ときは、ドラフトストップを使用 
しないで<ださい。後方視界の 
妨げになるおそれがあ0まず。 

注意！ 

自動防眩ルーム三ラー装備車では、 
ドラフトストップを装着したとき 
など、ルーム三ラーが後続車のラ 
イトに照射されない場合は 、ミラー 
の自動防眩機能は作動しません。 
十分ま意して走行して < ださし、。 
事故を起こずおそれがありまず。 
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運輯ずる前に 




ル—ムニ フ— 


) レ ー ム云ラ ーの調藝 


ルーム S ラーの 手動防眩* 


警告 A 


S ラー類は必ず走行前に、後ちが十 
分確認でさるよラに調整して<ださ 
い。走行中に調整ずると、事故を起 
こずおそれがありまず。 

注意！ 

-ドアミラーには死角がありま 
す。車線変更をするとさなどは、 
必ずルーム三ラーでち後方を確 
認して<ださい。また、肩ごし 
に直接斜め後方を確認して < だ 
さい。 



ルームミラーを調整ずる ルームミラーを防眩にずる 

► 手でルームミラーの角度を調整し ► ノブ①を手前に引きまず。 
^ 〇 


• ルーム S ラーの ミちれを取ると 
きにガラスクリーナーを使用 
するとさは、必ず指定ヴービ 
スエ場に相談してくださし、。 
ガラスク U —ナーによっては、 
ルーム S ラーが 変色ずるおそ 
れがありまず。 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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運輯ずる前に 


自動防眩機能* 



©センサー 

エンジンスイッチが1か2の位置で 
周囲が暗いとさに、 ルーム三ラーの セ 
ンヴ ー© が後続車のライトを感知ずる 
と、自動的に ルーム三ラーの 色の 濃度 
が変わり腔しさを防止しまず。 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 


知識 


-ルーム 三 ラーの センサー®に後 
ちからのライトが当たらないと 
さは、自動防腹機能は作動しま 
せん。 


-セレクターレバーが匯ミ■に入つ 
ているとさやルームランプが点 
灯しているときは自動防眩機能 
は解除されまず。 


-ルーム三ラーと 連動して運転席 
側のドア S ラーち自動防眩にな 
りまず。 


ま意！ 

-ミラーのガラスが破損ずると、 
液体が漏れ出ずことがありま 
す。この液体は物を腐食させる 
性質がありまずので、皮膚や目 
に直接触れないよラ注意して< 
ださし、。 


-万一、液体が目に入ったとさや 
皮膚に付着したとさは、ただち 
に清潔な水で十分に洗い流し、 
医師の診断を受けて < ださい。 

. 液体が車の塗装面に付着した 
とさは、ただちに水で湿らせ 
た巧などでおさ取って<ださ 
し^。塗装面を損傷するおそれ 
がありまず。 

• ドラフトストップを装着したと 
さなど、ルーム三ラーが後続車 
のライトに照射されない場合は、 
自動防腹機能は作動しません。 
十分ミ主意して走行して < ださい。 
事故を起こずおそれがありまず。 
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運輯ずる前に 




ドア5 ラー 


ドア S ラーの角度調整 



左八ンドル車 

①運転席側ドア S ラー選択ボタン 
©調整スイッチ 

感助手席側ドア S ラー選択ボタン 

«告 A 


S ラー類は必ず走行前に、後方が十 
分確認できるよラに調整して<ださ 
い。走行中に調整ずると、事故を起 
こずおそれがありまず。 


エンジンスイッチが1か2の位置の 

とさに調整でさまず。 

ドア S ラーの角度を調整ずる 

► 調整したい側のドアミラー選択ボタ 
ン①または③を押しまず。 

ボタンの表示灯が点灯しまず。 

► ドア三ラー選択ボタンの表示灯が点 
灯しているときに、調整スイッチ® 
を操作してドア S ラーの角度を調整 
します。 

ま意！ 

-ドア三ラーに写った像は実際よ 
りも遠くにあるように見えまず。 
ドア S ラーで後方を確認ずると 
きは十分ま意してください。 

-ドアミラーには死角がありま 
ず。車線変更をずるとさなど 
は、 必ず ルーム S ラーでち 後 
方を確認して< ださい。また、 
肩ごしに直接斜め後方を確認 
して <ださい。 


知識 

-ドア S ラー選択ボタン①③の表 
示口は、何ち操作しないと約 
] 目秒後に消灯しまず。 

-ドアミラーには ヒーターが装着 。 
されていまず。 U アデフォッガー — 
(6-12) を作動させたときやが 
気温度が下がったとさは自動的 
に温められ、凍結を防ざまず。 

-ドアミラーの角度は、運転席シー 
卜やステア U ングの位置と併せ 
て記憶させることができまず 

(3-16)。 

-自動防陪ルーム三ラー装備車の 
運転席側ドア三ラーは、ルーム 
三ラーに連動して自動防腔にな 

りまず（3-54)。 
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運おずる前に 


ドァ巧- 

ドア吉ラーの格納/展開 



左八ンドル車 

® 格納/展開スイッチ 

エンジンスイッチが1か2の位置の 
とさに操作ずることがでさまず。 

ドアミラーを格納ずる 

► 格納/展開スイッチ④を押しまず。 

ドア S ラーを 展開ずる 

► 再度、格納/展開スイッチ④を押 
します。 


注意！ 

-ドア S ラーは手で格納したり、展 
開しないで<ださい。ドア三ラー 
を損傷ずるおそれがあ0まず。 

-走行するときはドアミラーを展 
開して < ださい。 

-ドアミラーを格納/展開してい 
るとさは、身体や物が挟まれな 
いよラに注意して<ださい。車 
の周りにモ供がいるときは、特 
に注意してください。 

-洗車機を使用するときはドアミ 
ラーを格納してください。ドア 
S ラーを損傷ずるおそれがあり 
cf' ^ 〇 

-ドア S ラーは車体の側面から突 
さ出ていまず。ずれ違いや車庫 
入れのとさ、また、歩行者など 
に十分注意して < ださい。 


• ドアミラーのミちれを取るときに 
ガラスクリーナーを使用ずると 
さは、必ず指定サービスエ場に 
ご相談ください。ガラスクリー 
ナーによつてはドアミラーが変 
色ずるおそれがあ0まず。 

-走行時はドア S ラーが完全に展 
開していることを確認してくだ 
さい。ドアミラーが振動して、 
後ち視界が確保でさな < なるお 
それがありまず。 

知識 

• U モコン操作で施錠ずるとさに 
ドアミラーち連動して格納ずる 
ことができまず。詳しくは （3-9) 
をご覧 < ださい。 

-走行速度が約曰日 km / h 政上の 
とさは、スイッチでドア三ラー 
を格納ずることはできません。 
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運輯ずる前に 


助手席側ドア S ラーのパーキング 
ヘルプ機能 


左八ンドル車 
©調整スイッチ 

©助手席側ドア S ラー選択ボタン 

助手席側ドア S ラーが選択されている 
とさにセレクターレ パーを 〇に入 
れると、助手席側ドア S ラーが自動的 
に下向さになり、車両後方下部の視界 
を確保して後退を容易にずることがで 
さます。 

エンジンスイツチが2の位置のとさ 
に作動しまず。 


助手席側ドア S ラーを記憶させてい 
た角度にずる 

► 助手席側ドアミラー選択ボタン®を 
押しまず。 

► セレクターレノ（一をに入れまず。 

助手席側ドア三ラーの角度が、あ 
らかじめ記憶されていた角度にな 
りまず。 

知識 

-運転席側ドア S ラーが選択され 
ているときは、この機能は働き 
ません。 

このときは、助手席側ドアミラー 
選択ボタンを押して、助手席側 
ドアミラーを選択してください。 

-パーキングヘルプ機能が作動し 
ているときは、助手席側ドアミ 
ラー選択ボタンの表示灯が点口 
しまず。 




ドァ巧- 

助手席側ドア三ラーは次のいずれかの 
とさに元の角度に戻りまず。 

-セレクターレバーを|ミ画の位置か 
ら他の位置に入れて約 ] 日秒経過 
したとさ 

•走行速度が約]日 km/h 上になつ— 
たとさ 

-運転席側ドア三ラー選択ボタンを押 
したとさ 
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運おずる前に 


ドア云 ラー 

後退時のドア吉ラーの角度を記憶さ 
せる 



左八ンドル車 
@六モ U —スイッチ 


3-58 


► エンジンスイッチを1か吕の位置 
にしまず。 

► 助手席側ドアミラー選択ボタン③を 
押します。 

ボタンの表示灯び点灯しまず。 

► 表示灯び点灯しているとをに、調整 
スイッチ①で、後退時に自分び後方 
を確認しやすい角度にドアミラーを 
調整しまず。 

► 運転席シートのメモ U —スイッチ③ 
を押しまず。 

► 約3秒 LU 内に調整スイッチ①をい 
ずれひの方向に押しまず。 

このとを助手席側ドア S ラーび動か 
なければ、そのとさの角度に記憶さ 
れます。 

► 調整スイッチ①で走行時の角度に助 
手席 S ラーを調整しまず。 


注意！ 

走行ずる前に、後方び十分確認で 
さるよラに助手席側ドアミラーの 
角度を調整してください。 

知識 

-助手席側ドアミラーび動いたとさ 
は最初ひらやり直してください。 

-助手席側ドア S ラーび後退時の 
角度に自動調整されているとさ 
に助手席側ドアミラーのち度を 
調整ずると、調整した角度び新 
たに記憶されまず。 











運輯ずる前に 


ステアリング 


ステアリング 


ステア IJ ング位置の調壁 



③前後位置の調整 
③上下位置の調整 

エンジンスイッチび1か吕の位置の 
とさ、または運転席ドアび開いている 
とさにステア U ングの位置を調整ずる 
ことびでをまず。 

知識 

ステア1」ングの位置は、運転席 
シートの位置やドアミラーのち度 
と併せて記憶させることびでさまず 

(3-16)。 


前後位置の調壁をずる 

► レバー①を③の方向に操作しまず。 
上下位置の調藝をずる 
► レバー①を③の方向に操作しまず。 


警 S 公 


-ステア1」ングの調整は、おず運 
転前に行なってください。運転 
中に行なって操作を誤ると、車 
のコント□ールを失い、事故を 
起こすおそれびありまず。 

-子供だけを車内に残して車から 
離れないで<ださい。エンジン 
スイッチからキーを巧し''てあっ 
てを、運転席ドアび開いている 
とステア U ング調整レバーを操 
作することでステア1」ングび動 
さ出し、ステア U ングに挟まれ 
るおそれびありまず。 


運転中はステア U ングのパッド 
部を持たなし''で<ださい。万一 
のとさ、エアバッグの作動を巧 
げるおそれびあ0まず。 

ステア U ングのパッド部に力 3 
バーをした0、エアバッグの上 — 
にバッジ、ステッカー、オーデイ 
才の1」モコンなどを貼付しない 
で < ださい。エアバッグの作動 
を巧げたり、作動時にけびをず 
るおそれびありまず。 

ま意！ 

-ステア1」ングをいっぱいにまわ 
した状態を長 < 保持しないで< 
ださい。ステア U ング装置を損 
傷ずるおそれびあ0まず。 

• 故障などでエンジンを停止して 
けん引ずるとさは、十分ま意し 
て<ださい。エンジンび停止し 
ていると、通苗のとをに比べて 
ステア U ング操作に非常に大さ 
な力び必要でず。 
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運輯ずる前に 


メーター パネル 


メー ターパタル 


さ部の名称 
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名称 

ぺージ 

① 

エアバッグシステム 
警告灯 

3-62 

③ 

ABS 警告灯 

3-62 

③ 

方向指示表示灯 

3-62 

④ 

ESP 表示灯 

3-63 

⑥ 

ち向指示表示灯 

3-62 

⑧ 

ブレーキ警告灯 

3-63 

⑦ 

マルチフアンクシヨン 

ディスプレイ 

(車両情報メイン画面） 

3-63 


名称 

ぺージ 

⑨エンジン警告灯 

3-64 

⑨タコ メーター 

3-64 

⑩シートベルト警告灯 

3-65 

⑩八イビーム表示灯 

3-目已 

⑩燃料計 

3-目已 

⑩燃料残量警告灯 

3-66 

⑩マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 
(車両情報サブ画面） 

3-66 


運輯ずる前に 



メータ 

— J け J レ 


を祿 

ぺージ 

⑩ 

時計 

3-66 

⑩ 

スピード;><一夕一 

3-67 

⑩ 

U セツトボタン 

3-67 

⑩ 

⑩ 

^一夕一照度調整 
ボタン 

3-67 
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運おずる前に 


II 


⑦ エアバッグシステム 
警告な 


SRS 


⑨ ABS 警告な 

IP 1 


③⑥方向指示表示口 日 D 


エンジンスイッチを1の位置にずる 
と数秒間点灯しまず。また、吕の位置 
にずると点灯し、エンジン始動後に消 
灯しまず。 


エンジンスイツチを吕の位置にずると 
点灯し（点灯しないとさは警告灯び故 
障していまず）、エンジン始動後に消灯 
し 9 〇 


方向指お灯や非苗点滅灯を作動させた 
とさに点滅しまず。 

詳しくは （已-吕8、吕9) をご覧くださし、。 


点なしないとさや数秒後またはエンジ 
ン始動後に消灯しないとさ、エンジン 
びかかっているとさに点灯したとさは 
エアバッグシステムやシートベルト 
テンショナ ー、 助手席乗員検知機能/ 
チャイルドセーフテイシート検知シス 
テムの故障でず。ただちに指定サービ 
スエ場で点検を受けてください。 

詳しくは に-1 0) をご覧ください。 


エンジン始動後に消灯しないとさやエ 
ンジンびかかっているとさに点灯した 
とさは、 ABS に異甫びありまず。通 
常のブレーキ時の制動力は確保されま 
ずび、 ABS, 日 AS、ESP は作動しま 
せん。 

いつちより慎重に運転し、ずみやひに 
指定サービスエ場で点検を受けて < だ 
ごし、。 


詳しくは （已 -40) をご覧くださし)。 


注意！ 

ABS 警告灯び点灯したとさは 
ESP、BAS を作動を停止しまず。 
指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 
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運輯ずる前に 




④ ESP 表示灯 

wm 


⑥ ブレ-キ 警告 口 ■風 ■ 


® マルチフアンクシヨンディスプレイ 
(車両情報メイン画面） 


エンジンスイツチを吕の位置にずる 
と点灯し（点灯しないとさは表示灯び 
故障しています）、エンジン始動後に 
消灯しまず。 ESP の機能を解除した 
とさに点灯しまず。また、 ESP び作 
動したとさに点滅しまず。 

知識 

ESP の機能を解除しているときに 
タイヤの空転や横滑りを感知ずる 
と、 ESP 表示灯び点滅しまずび、 
ESP は作動しません。ただし、こ 
のとをにブレーキを効かせると、 
ESP は自動的に作動しまず。 


言羊し<は （5-4 吕） をご覧<た!さし)。 


エンジンスイツチを 吕 の位置にずる 
と点灯し（点灯しないとさは警告灯び 
故障していまず）、エンジン始動後に 
消灯しまず。 

まにじ(下のよラなとさに点灯しまず。 

-ブレーキミ夜の量び不足しているとさ 

-パーキングブレーキを解除していな 

し'(とさ 

注意！ 

-ブレーキ液の量び不足して点灯 
したとさはブレーキシステムに 
漏れびあることび考えられまず。 
ま全な場所に停車して、指定サー 
ビスエ場に連絡してください。 

-パーキングブレーキを解除して 
を消灯しないとさは、ただちに 
指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 


各種設定画面や故障/警告メッセージ 
などを表おしまず。 

マルチフアンクシヨンデイスプレイは 3 
LU 下のとさに表示されまず。 — 

-運転席ドアを開いたとさや閉じたとさ 
約30秒後に消灯しまず。 

-1」セットボタン、またはメーター照 
度調整ボタンを押したとさ 

約30秒後に消灯しまず。 

• エンジンスイッチを1か吕の位置 
にしたとさ 

エンジンスイッチを 0 の位置にずる 
か、エンジンスイッチからキーを巧 
いてから約30秒後に消灯しまず。 

. 車外ランプび点灯したとき 

車外ランプび消灯してから約30秒 
後に消灯しまず。 

詳しくは （4 -已）をご覧ください。 
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運粒ずる前に 


II 


® エンジン警告好 IM 

エンジンスイッチを吕の位置にずる 
と点灯し（点灯しないとさは警告灯び 
故障しています）、エンジン始動後に 
消灯しまず。 

エンジンびかかっているとさに点灯し 
たとをはエンジンの制御システムに異 
常びあ0まず。ただちに指定サービス 
工場で点検を受けてください。 


知識 

-エンジン警告灯び点灯ずるとエ 
ンジンびエマージェンシーモー 
ドになることびありまず。エマー 
ジェンシーモードではエンジン 
の回転数び制限され、アクセル 
ペダルを踏んでをエンジンの回 
転び上昇しな<なりまず。この 
場合、ほ速で走行でさることを 
ありまずび、ただちにま全な場 
所に停車して、指定サービスエ 
場に連絡してください。 

-燃料切れの場合にエンジン警告 
灯び点灯したとさは、燃料を補 
給した後にエンジン始動を3 ~ 
4回繰り返ずと、エマージェン 
シーモードび解除されまず。 


⑨ タコメーター 

1分間あたりのエンジン回転数を表示 
しまず。 

ま意！ 

指針びレッドゾーン（赤色表示部） 
に入らないように運転してくださ 
し、。エンジンを損傷ずるおそれび 
ありまず。 

知識 

エンジン回転数びレッドゾーンに入 
ると、エンジンを保護ずるため一時 
的に燃料の供給を停止しまず。この 
とき、輕い振動びあったりアクセル 
ぺ夕Vレを踏んでち加速しなくなりま 
すび、異甫ではありません。 


環境 


必要 m 上にエンジン回転数を上げな 
いよラに走行してください。燃料を 
不必要に消費し、大気ミち染の原因に 
なります。 
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運輯ずる前に 




⑩ シートベルト警告な 



⑩八イビーム表示な 

回 


⑩ 燃料計 

燃料の残量を表示しまず。 


エンジンスイッチを吕の位置にずるとへッドランプを上向さで点灯したとさ 
点灯し（点灯しないとさは警告灯び故に点灯しまず。 

障しています）、数秒後に消灯しまず。 

詳しくは ( 2 - 8 ) をご覧ください。 


燃料タンク容量は約70 U ットルでず。 

ま意！ 

給油のとさはエンジンを停止して 
<ださい。 
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運おずる前に 


メーター パネル 

® 燃料残量警告灯 EI 

エンジンスイッチを 吕 の位置にずる 
と黄色に点灯し（点灯しないとをは警 
告灯び故障していまず）、エンジン始 
動後に白色の点灯に戻りまず。 

エンジン始動後ち黄色に点なしてし、 
るとさ、またはエンジンびかかって 
いるとさに黄色に点灯したとさは燃 
料の残量びかなくなってし''まず。 
警告なび点なしたとさの残量は約9 
リットル （ SLK 已百 AMG は約] 0 
1」ットル）でず。 

知識 

走行前に燃料の残量び十分あるこ 
とを確認してください。高速道路 
や自動車専用道路などでの燃料切 
れは道路交通法違反になりまず。 


® 時計 

時刻の設定については (4-36) をご覧 
<ださい。 

マルチフアンクシヨンデイスプレイは 
(下のとをに表示されまず。 

-運転席ドアを開いたとさや閉じたとさ 
約30秒後に消灯しまず。 

-1」セットボタン、またはメーター照 
度調整ボタンを押したとさ 

約30秒後に消灯しまず。 

• エンジンスイッチを1か吕の位置 
にしたとさ 

エンジンスイッチを 0 の位置にずる 
か、エンジンスイッチからキーを巧 
いてひら約30秒後に消灯しまず。 

. 車外ランプび点灯したとさ 

車外ランプび消灯してから約30秒 
後に消灯しまず。 

詳しくは （4-6) をご覧ください。 


® マルチフアンクシヨンディスプレイ 
(車両情報サブ画面） 

シフト位置や外気温度などを表示し 
^ 〇 
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運輯ずる前に 


⑩ スピードメーター 

車の走行速度を表示します。 

速度の表示単位をマイル （mph) に 
変更することちでさまずび、マイル表 
示にずると km/h 表示に比べ、同じ 
数字でち約].已倍の速度になりまず。 
速度の出しすざを防ぐため km/h 表示 
にして < ださい。 


⑩ U セツトボタン 

卜 U ツプメーターやを種設定を U セツ 
卜します。 

詳しくは （4-5、9、12、吕3、吕7、31、3 
7、已0、已 1) をご覧ください。 


表示の切り替えについては (4-33) 
をご覧ください。 


知識 

• 1マイル ( mph ) は約1.已 km/ h 
でず。 

-マイル表示を選がずると、マル 
チフアンクシヨンディスプレイ 
の表示ちマイル表示になりまず。 


メーター八ネル 

⑩⑩ メーター照度調整ボタン 

周囲び日音いとさにメーターパネルの 
巧るごを調節でをます。 

► ©ボタン⑩を押ずと巧る < なりまず。 

► ©ボタン⑩を押ずと暗くなりまず。 3 
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ステア U ングスイッチ 

4-2 

メイン画面一覧 

4-3 

車両情報 

4-4 

AMG 表示 

4-18 

オーディオ 

4-26 

ナビゲーシヨン. 進方向方位表示 

4-26 


4. マルチフアンクシヨンディスプレイ 


故障表示 

4-27 

各種設定 

4-29 

トリップコン ピューター 

4-49 

電話 

4-53 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


ステアリンヴスイッチ 



名称 

①マレチフアンクシヨンディスプレイ 

③設定スイッチ/音量スイッチ 

各種設定の設定グループ 
選択画面でグループを選 
B おします。また、設定項目 
B 画面で数値や設定を変更 
したり、機能のオン/才 
フを選択します。 

各メイン画面とオーディ 
才画面表示中に操作ずる 
と、音量を調節でをます。 

SLK 已已 AMG では、レー 
スタイマーび操作でさま 

す （4 -吕1)。 

③ 通話開始/終了スイッチ （ 電話） 

K 電話を受信/切断するこ 
とびでさまず。 

④ 表お切り替えスイッチ 

^ メイン画面を選択しまず。 

固 


⑥スク□—ルスイッチ 

^9選択したメイン画面内の 
B 各画面を切り替えまず。 


警 S ム 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
を操作ずるとさは、常に周囲の状況 
に注意してください。 


ま意！ 

走行中にステアリングのスイッチ 
を操作ずるとさは、直進時に行なつ 
て<ださい。ステア U ングをまわし 
ながらスイッチを操作ずると、事 
故を起こずおそれがありまず。 


電話の操作については、別冊「マルチファ 
ンクシヨンコント□ーラー取扱説明書」 
をお読みください。 
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マルチフアンクシヨンデイスブレイ 


メイン画面一覧 


メイン画面一 



マルチフアンクシヨンデイスプレイで 
は、車の情報や故障の表示および各種 
の設定をすることがでさます。 


1；( 下のよ 5 に主要な機能が 8 種類あ 
りまず。 


① 

車両情報 

4-4 

③ 

AMG 表示* 

4-18 

③ 

オーディオ 

4-26 

④ 

ナビゲーシヨン-進行 
方向万■位表示 

4-26 

⑤ 

故障表示 

4-27 

⑧ 

各種設定 

4-29 

⑦ 

卜 U ップコンピューター 

4-49 

⑨ 

電話 

4-53 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプシヨンまたは仕様により裳備び異なりまず 


4-3 











マルチフアンクシヨンディスプレイ 


車両情報 



《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプシヨンまたは仕様により裳備び異なりまず 


① 

車両情報メイン画面 
( 卜1」ップメーター/ 
オドメーター） 

4-5 

③ 

車両情報サブ画面 
( シフト位置表示/ギ 
アレンジ表示/ギア 
表お*/走行モード 
表お/外気温度表お 
/走行速度表示/ク 
ルーズコント□ール表 
お/可変スピード U 
S ッター表お） 

4-6 

③ 

タイヤ空気圧警告シス 
テム画面 

4-7 

④ 

を却水温度画面 

4-1 0 

⑤ 

走行速度/外気温度表 
お画面 

4-1 1 

⑥ 

メンテナンスインジ 
ケーター画面 

4-12 

⑦ 

エンジンオイル量点検 
画面* 

4-1 百 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


車両情報 


車両情報メイン画面（トリップメー 
夕一/オドメーター ） 



トリップメーター 

U セット後の走行距離を表おしまず。 

オドメーター 

これまでに走行した距離の総を計を表 
汀^しぶ曼〇 


トリップメーターをリセットずる 
(0.0 に戻ず） 

► リセットボタン （3-67) を、表示 
が0.日になるまで押し続けまず。 



車両情報メイン画面を表示させる 

► IOI または！^を押して、車両情 
報 ィン画面を表おさせまず。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


車両情報 


車両情報サブ画面 


走巧モード表示 



①シフト位置表示/ギアレンジ表示/ 


ギア表示* 

③走巧モード表示 

③ 外気温度/走行速度表示 

④ クルーズコント□ール/可変スピード 
1」 S ッターの 設定速度表示 


シフト位置表示/ギアレンジ表示/ 
ギア表示* 

オートマチックトランスクッションの 
シフト位置を表おしまず（5-6)。 


オートマチックトランスミッション 
の走行モードを表おしまず（已-7)。 


外気温度/走行速度表示 

外気温度または走行速度を表示しまず。 

表示の切り替えは各種設定の"メー 
タークラスタ"の"車両情報サブ画 
面の表お設定画面" （4-34) で行な 
し、ます。 

クルーズコント□ー ル/可変 スピード 
リミッターの設定離表示 

クルーズコント□ールまたは可変ス 
ピード US ツターで設定した速度を 
S 7 T \ します。 


詳しくは（已-已吕）をご覧くださし)。 


テイップシフトのときは選択している 
ギアレンジを表おしまず（5-9)。 

マニュアルギアシフト*のとさは選が 
しているギアを表示しまず（已-13)。 


警告 A 

外気温度表おが crcLi (上でち、路面 
が凍結していることがありまず。走 
行には十分ま意して < ださい。 

ま意！ 

が気温度の上昇や下降は、かし遅 
れて表示に反映されまず。 


知識 

温度をフ□ントバンパー付近で測 
定しているため、温度表示は路面か 
らの歸射熱などの影響を受けまず。 
したがって、温度表示が実際のが 
気温度と異なることがありまず。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプシヨンまたは仕様により裳備び異なりまず 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


車両情報 


タイヤ空気圧警告システム画面 

4輪すベてのタイヤの回転速度をモ 
ニターし、タイヤ空気圧び低下ずる 
ことにより他のタイヤとの回転速度 
に差び生じると、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに警告メッセージを 
表します。 


タイヤ空気圧警告システムは、 iU 下の 
状況のとさは作動しません。 

•力ーブを巧がってし^るとさ 
-加速または減速をしているとさ 

-砂地や舗装されていない地面などの 
滑りやずい路面を走行しているとさ 

-積雪路や凍結路などを走行している 
とさ 

• スノーチェーンを装着してし''るとき 
上記に該当しない条件で約2日 km/h 
上の速度で数分間走行した後、異常 
が検知されると警告が行なわれまず。 


警告 A 


-空気の入れずざなど、誤った夕 
イヤ空気圧の調整に対しては警 
告が行なわれません。燃料給油フ 
ラップの裏側にあるタイヤ空気 
圧ラベルを参照し、必ず規定の空 
気圧に調整して < ださい。 4 

• タイヤ空気圧警告システムは、4 
本のタイヤから同量の空気が漏 
れた場合などは検知でさません。 

また、タイヤ空気圧の点検を行 
なラシステムではありません。 

-急激な空気圧低下（タイヤに異物 
が貫通した場合など）に対しては 
警告を行なラことがでさません。 
このとさは、急ブレーキや急八 
ンドルを避け、しっかりステア 
リングを支えながら、徐々に減 
速して安全な場所に停車して< 
ださい。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


車両情報 

タイヤ空気圧警告システムを再起動 
ずる 

下のとさは、タイヤ空気圧警告シス 
テムを再起動させてください。 

. タイヤ空気圧を調整したとさ 

-ホイールやタイヤを交換したとさ 

-新しいホイールやタイヤを装着した 
とさ 


► タイヤ空気圧警告システムを再起動 
する前に、燃料給油フラップの裏側 
に貼付されているタイヤ空気圧ラべ 
ル (8-16) を参照して、ずべての 
タイヤが、適正な空気圧に調整され 
ていることを確認して<ださい。 

«告 A 

タイヤ空気圧警告システムは、タイ 
ヤ空気圧が適正に調整されていない 
ときは、正常に作動しません。 


► エンジンスイッチを2の位置にし 
9 〇 

知識 

マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに"夕仆クウキアツケイ]クシステムイク''こッシヨン 
オンテ''巧加ノウ"と表示されたとさは、 
エンジンスイツチを2の位置にし 
て < ださい。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


車両情報 






► IOI または^を押して、車両情 
報イン画面を表示させまず（斗百)。 

► Q または Q を押して、タイヤ 
空気圧警告システム画面を表おさせ 
まず。 

"夕仆クウキ乃/ケイ]クシステムヴドウに 2- : R 
ホ''タン"と表示されまず。 


► リセットボタン （3-67) を押しまず。 

マルチファンクシヨンデイスプレ 
イに"夕仆クウキアツケイ]クシステムサイシドウ？" 
と表示されまず。 

知識 

マルチファンクシヨンデイスプレ 
イに"タイヤクウキアツケイ]クシステムサイシドウ？" 
と表示されてから、約]目砂経過 
ずると、再起動は中断されまず。 


► ■■を押して、"八イ"を反転表 
7]\1ししまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"タイヤクウキアリケイ]クシステムサイシドウ"と 
表示されます。 

数秒後に、タイヤ空気圧警告システ 
ムが作動を始めまず。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


車両情報 



を却水温度画面を表示させる 

► またはを押して、車両情 
報 イン画面を表おさせまず (4-5) 〇 

► ra または ra を押して、冷却水 
温度画面を表おさせまず。 


エンジンの冷却水温度を表示しまず。 


知識 


-指定の冷却水を適切な混合比で 
使用しているときは、約120で 
までは オーバーヒー トは起こし 
ません。 


-暑い曰や上り坂が続<とさなど 
に、]2日で付近をおずことが 
ありまずが、マルチファンク 
シヨンディスプレイに冷却水に 
関する故障/警告 ><ッ セージ 
(10-8、 9) が表示されない限り、 
問題ありません。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


車両情報 



①走む娃度表 
@外気温度表示 


走行速度またはが気温度を表おしまず。 

表示の切り替えは各種設定の "木ーター 
クラスタ" の" 車両'眉報サブ画面の表示 
設定画面" （斗 34) で行ないまず0 


走巧速度/外気温度表示画面を表示さ 
せる 

► または！^を押して、車両情 
報 イン画面を表示させまず (4-5) 〇 


► B またはのを押して、走行速 
度/外気温度表お画面を表おさせ 
ます。 


知識 


-走行速度の表示単位を km/h 表 
示または mph 表示に切り誓え 
ることができまず（4-33)。 

-各種設定の ">< ータークラスタ- 
の" 車両情報サブ画面の表示設定 
画面"（4~34)で"力''イキオンド"を 
選択ずると、この画面は走行速 4 
度表Iしなりまず。 

-車両情報サブ画面の表示設定 
画面"で"ソクド"を選択ずると、 
この画面はが気温度表おにな0 
まず。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


車両情報 


メンテナンスインジケーター画面 



走行距離や経過時間などに応じて、 
一力一指定点検整備の実施時期を表 
し占よ0 

木 ンテナンスインジケーター画面が表 
示されたとさは、一力一指定点検整 
備を行なって < ださい。 


自動表示機能 

次のメーカー指定点検整備実施曰の約 
1力月前になると、エンジンスイッチ 
を2の位置にしたとさやエンジンが 
かかっているとさに、><ンテナンスイ 
ンジケーター画面が自動的に表示され 
ます。 

画面は数秒後に表お前の画面に戻0 
ます。 

表示中に画面を戻ずとさは、リセット 
ボタンを押します。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


メンテナンスインジケーター画面は手 
動でち表示でさまず。 

手動で表示させる 

► エンジンスイッチを1か吕の位置 
にしまず。 

► または MI を押して、車両情 
報メイン画面を表示ごせまず (4-5) 〇 

► Q または ra を押して、メンテ 
ナンスインジケーター画面を表示ご 
せまず。 


表。メッセーシ 

表示メッセージは、曰頃の運転スタイ 
ルなどに応じてけ下のよ5に変化しま 
す。#には A から H までのアルファ 
べットび入りまず。 

点検壁備実施前の表示例 

" メンサンス#アトXXニチ" 

" メンサンス#アトXX km" 

点検舊備実施時期になったとさの表 
示例 

"メンサンス#かテクタ''サイ！" 

点検壁備実施時期を過ざたとを①表 
示例 

点検実施時期を週ざたとさは、 LU 下の 
よラなメッセージび表示され、警告音 
び鳴0まず。 

" メンテナンス# XXニチヲ〕1マシタ’’ 

" メンテナンス# XX km ヲ1117シタ" 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


車両情報 

注意！ 

• ><ンテナンスインジケーターは、 
エンジンオイル量表おやエンジ 
ンオイル量の警告表示ではあり 
ません。 

-一力一指定点検整備を実施時 
期までに行なわなかった場合は、 

保証などの対象がになることが 4 I 
ありまず。 ' 

知識 

走行速度の表お単位を mph 表お 
に切り替えると、><ンテナンスイ 
ンジケーター画面に"メンテナンスヒヨウ 
シ '' テ''巧セン"と表示されることがあ 
りまず。このとさは、走行速度の 
表お単位を km/h 表示に切り替え 
ると、数分後に通常の表示に戻り 
まず。 
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車両情報 


知識 

• "メンテナンス A"、 "メンテナンス巨"など、 
"メンテナンス"の後に表おされる A 
から H のアルファベットは、次 
回の 一力一指定点検整備の範 
囲が、点検項目のかない点検整 
備から総合的な点検整備まで、 
どれに該当ずるかをおずちので 
ず。ただし、日本では法定点検 
があるため、これらの範囲は該 
当しません。 

• " メンテナンス A + "、 " メンテナンス B + " 
など、 A から H のアルファベッ 
卜の後に"+ "の表示があると 
さは、ブレーキ部品交換などの 
点検整備が含まれていることを 
/J \ し 9 〇 


ブレーキ パッドは;欠回の><ン テ 
ナンス Li (前に摩耗の限巧に達ず 
ることがありまず。 ブレーキ パッ 
ドの交換については、指定サー 
ビスエ場で相談の上、 liTF のよ 
うに对処してください。 

ク今回の一力一指定点検整備 
で交換ずる 

◊後日に別途交換ずる 

><ンテナンスインジケーターが 
自動的に表おされる時期は、運 
転スタイルや走行距離などによ 
り変わりまず。 

エンジン回転数を適度に保ち、 
短距離短時間の運転を避けると、 
次の 一力一指定点検整備の実 
施時期までの走行距離が伸びる 
ことがありまず。 

バッテリーの接続をがしている間 
の経過曰数は、加算されません。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


メンテナンスインジケーターの U 
セット 

一力一指定点検整備後に、指定ヴー 
ビスエ場で^ンテナンスインジケー 
ターを I 」セッ トして< ださい。 

U セット後、次回六一力一指定点検整 
倫までの基本サイクルは、走行距離で 
は]目. 日日日 km、 日数では36目曰に 
設定されまず。いずれか先に達ずる距 
離または時期を次回の 一力一指定点 
検整備時期として表示しまず。 

ま意！ 

少ンテナンスインジケーターの表 
おなどに異常があるとさは、ずみ 
やかに指定サービスエ場で点検を 
受けて < ださい。 
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エンジンオイル量点検画面* 


エンジンオイルの量を点検し、表示し 
ます。 

ま意！ 

運転前におずエンジンオイル量を 
点検してください。 

《 SLK 200 、 SLK 吕曰0 、 SLK 3已0 I ホ、 
エンジンオイルレベルゲージ （8-8) で 
エンジンオイル量を点検してください。 


エンジンオイル量の点検 

► ま全で水平な場所に停車しまず。 

► エンジンを始動して、エンジンオイ 
ルを温めまず。 

► エンジンを停止して、約已分待ち 
まず。 

► エンジンスイッチを 吕の 位置にし 
9 〇 





► ^ または^を押して、車両 
情報イン画面を表示させまず 

(4-百）。 

► Q または ra を押して、エンジ 
ンオイ;レ量点検画面を表示させまず。 

" 1ングンオイルレへ''ルソクテイチュウタタ''シイソク 
テイ A 外リョウスイへイシ'' ノミ！"と表示され 
まず。 4 

知識 

エンジンを停止してからの待ち時 
間が足りないときは、マルチファ 
ンクションディスプレイに"巧シ''力 
ンヲ7モッテクタ''サイ！"と表示されまず。 



エンシ”ンオイル 
V へ’’ルソクテイチュウ 
タダシイソクテイ A 
シャリョウ 
スイへイジノミ！ 



《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプシヨンまたは仕様により装備び異なりまず 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


車両情報 



このときは、エンジンオイル量は適正 
です。 


知識 

• エンジンオイル量に応じて、表 
示される数値び変わりまず。 

• エンジンオイルの補給について 
は (8-9) をご覧ください。 


運転はしないで、エンジンオイルの量 
を適正にして < ださい。 

注意！ 

エンジンオイルびをずざると、ェ 
ンジンや触媒を損傷ずるおそれび 
ありまず。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


注意！ 

エンジンがかかっているとさに、 
マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにエンジンオイルに関ずる故障 
/警告><ッセージが表示されたと 
きは (10-9.10) をご覧ください。 


約曰分ほど待つてから点検をやり直 
して < ださい。 



このときは、エンジンオイルレベルが 
安定していません。 


再度マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに"巧シ''カン3 7モッテクタ''サイ！"と表示さ 
れたときは、約30分ほど待ってから 
点検をやり直して<ださい。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


車両情報 

知識 

-マルチフアンクシヨンディスプ 
レイに "I ングンオイルレへ''ルイク'' ニツ シヨ 
ンオン！"と表示されたときは、エ 
ンジンスイツチを2の位置にし 
て < ださい。 

-エンジンがかかっているとさは、 
エンジンオイル量を点検できま 4 
せん。マルチフアンクシヨンディ I 

スプレイに "I ングンオイルレへ''ルテイシ 
チュウノミ！"と表示されまず。 
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マルチフアンクシ 




ンディスプレイ 



① 

ギア表示-油温表お 
画面 

4-19 

③ 

ギア表示-電圧表示 
画面 

4-20 

③ 

ギア表示-レースタイ 
マー 画面 

4-21 

④ 

計測結果表示画面 
(全ラップ） 

4-24 

⑤ 

計測結果表示画面 
(ラップ別） 

4-2 已 


《AMG 表示は、 SLK 已已 AMG のみ 
表示されまず。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプシヨンまたは仕様により装備び異なりまず 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


AMG 表示 


ギア表示-油温表示画面 


①ギア表示 
③ミが品表示 


ギア表示①は、才ートマチックトラン 
ス S ッシヨンの実際のギア位置を表示 
します。 

油温表示③は、エンジンオイルの油温 
を表します。 


注意！ 

油温表示画面のマークび点滅して 
いるときは、エンジンオイルび温 
まっていません（油温び約80で 
未満になっていまず）。このとさ 
はお要(上にエンジン回転数を上 
げないよ5に運転してくださし、。 



ギア表示-油温表示画面を表示させる 

► IOI またはを押して、ギア表 
示-油温表示画面を表おさせまず。 


エンジンスイッチび1の位置のとさ 
は' 油温表示画面は表示されません。 
このときは’’- °C " び表示され 

cJs ^ 〇 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


4-19 








マルチフアンクシヨンディスプレイ 


AMG 表示 


ギア表示-電圧表示画面 



①ギア表示 
©電圧表示 


ギア表示①は、オートマチックトラン 
ス三ッシヨンの実際のギア位置を表示 
します。 

電圧表示③は、バッテ U —の電圧を表 
汀^しぶ曼〇 


ギア表示-電圧表示画面を表示させる 

► ^または^を押して、ギア表 
お-油温表示画面を表おさせまず 

(4-19)。 

► Q または ra を押して、ギア表 
示-電圧表示画面を表示させまず。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンデイスブレイ 


AMG 表示 


ギア表示-レースタイマー画面 



①ギア表示 
@ラップ表示 
@計測タイム 


ギア表示-レースタイマー画面では、 
サーキットコースなどで周回ごとの 
ラップタイムを計測-記録したり、 
その結果を一覧表示でさまず。 

レースタイマーは、エンジンスイッチ 
が2の位置のとさ、またはエンジン 
がかかっているときに使用できまず。 


ギア表示-レースタイマー画面を表示 
させる 

► ^または^を押して、ギア表 
示-油温表示画面を表示させまず 

(4-19)。 

► Q または ra を押して、ギア表 

7]\ •レースタイマー画面を表7]\させ 
まず。 4 

知識 

-計測タイムは1秒単位で表おさ 
れまず。 

• ギア表示-レースタイマー画面 
を表示させているとさは 、 n 
または B を押してオーディオ 
などの音量を調節ずることはで 
きません。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


AMG 表示 

タイム計測を開始ずる 

► EM を押しまず。 

タイム計測び開始されまず。 

タイム計測を停止ずる 

► タイム計測中に■■を押しまず。 
タイム計測び停止しまず。 


知識 

-タイム計測を停止しているとさ 
に■■を押ずと、停止した時点 
からタイム計測び再開されまず。 

• タイム計測中に、停車してエン 
ジンスイッチを1の位置にずる 
と、タイム計測び停止しまず。 

その後、エンジンスイッチを吕 
の位置にずるかエンジンを始動し 
て E 9 を押ずと、停止した時点 
からタイム計測び再開されまず。 


スプリットタイムを表示ずる 

► タイム計測中に B を押しまず。 

スフ U ットタイムび約已秒間表示 
されまず。 

約已秒経過後に、タイム計測の表 
示に戻0まず。 

知識 

スフ I 」 ッ トタイムを表示している 
とさに再度 D を押ずと、スフ 
I 」ットタイムびラップタイムとし 
て記録され、なのラップのタイム 
び表示されまず （4 -吕3)。 


計測したタイムを消'去ずる 

► タイム計測び停止しているとさに 
B を押します。 

計測タイムび消去され、表示び 
00:00〇〇に戻りまず。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンデイスブレイ 


ラップタイムを記録ずる 



①ギア表示 
©ラップ数 
@計測タイム 
@最速ラップタイム 

最大目件までの計測タイムをラップタ 
イムとして記録することができまず。 


► タイム計測中に D を押しまず。 

スプ U ットタイムが約目秒間表示 

されます。 

► スプリットタイムが表示されている 

ときに、再度 D を押しまず。 

スプ I 」 ットタイムがラップタイムと 

して記録され、次のラップのタイム 

が表示されまず。 

知識 

-ラップタイムが記録されてい 
るときは、計測タイム③の下 
に最速ラップタイム④が表示 
されます。 

-ラップタイムが目件記録される 
と、それ！;(上計測がでさな<な 
りまず。新たにタイム計測を行 
なラときは、記録したラップタ 
イムを消去して < ださい。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


AMG 表示 

記録したラップタイムを消去ずる 

► タイム計測が停止しているときに、 

U セットボタン （3-67) を2回押 
し 9 〇 

記録したずべてのラップタイムが消 
去され、表示が日0:0日 00 に戻りまず。 

知識 4 

-記録したラップタイムを個別に 
消去ずることはできません。 

-エンジンスイッチを 0 の位置に 
ずるか、エンジンスイッチから 
キーを抜いてから約3日秒経過 
すると、計測タイムとラップタ 
イムは消去されまず。 
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AMG 表示 


全ラップの計測結果を確認ずる 



計測結果表を画面（全ラップ） 

①合計時間 

@計測した全ラップでの最高速度 
@計測した全ラップの平均速度 
® 計測した全ラップの総走行距離 


S 周 iU 上のラップタイムが記録されて 
いるとさは、タイム計測後に計測結果 
を表示でさまず。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


計測結果表示画面（全ラップ）を表 
示させる 

► ^または m を押して、ギア表 
示-油温表示画面を表示させまず 

(4-19)。 

► B または B を押して、計測結 
果表示画面（全ラップ）を表おさ 
せまず。 

知識 

タイムを計測しているときは、 
全ラップの計測結果は確認でさ 
ません。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


AMG 表示 


ラップごとの計測結果を確認ずる 



計測結果表示画面（ラップ別) 


①フッ プ表 TJX 
©ラップタイム 

@表示されているラップでの最高速度 
® 表示されているラップの平均速度 
愈表示されているラップの走行距離 


ラップタイムが記録されているとき 
は、タイム計測後にラップごとの結果 
を表示でさます。 


計測結果表お画面（ラップ別）を表示 
させる 

► ^または^を押して、ギア表 
示-油温表示画面を表おさせまず 

(4-19)。 


► Q または ra を押して、表示さ 
せたし''ラップの計測結果表示画面を 
選択しまず。 4 


知識 

-表示されているラップが最速 
ラップのときは、ラップ表示① 
が点滅しまず。 


-タイムを計測しているときは、 
ラップごとの計測結果は確認で 
さません。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


オーディオ/ナビゲーシヨン-進巧方向方位表示 



オーデイオの使用時にそれぞれの情報 
を表八しまず 0 


オーディオのメイン画面を表示させる 

► 層百またはをキ甲して、オーディ 
才の イン画面を表示させまず。 

オーディオの イン画面表示中に、 
Q または ra を押ずと、ラジオの 
選局や CD の選曲などがでさまず。 

音量調節 

► ■■ またはをキ甲ずと、音量を 
調節でさまず。 



マルチフアンクシヨンコント□ーラー 
のナビゲーシヨ ン機能で目的地を設定 
したとさに、ルート案内をマルチファ 
ンクシヨンディスプレイに表示ずるこ 
とがで'さまず。 


※詳細については、別冊「マルチファンク 
シヨンコント□ーラー取扱説明書」をお 
読みください。 


ルー ト案内を行なっていないとさは、 
画圃こ進行万■向の方位が表示されまず。 

ナビ ゲー シ ヨン. 進巧方向方位表示画 
面を表でさせる 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


國 

シヨ:: 


I または m を押して、ナビゲー 
I ン-進行ち向方位表示画面を表 
示させます。 


詳細については、別冊「マルチファンク 
シヨンコント□ーラー取扱説明書」をお 
読みください。 
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マルチフアンクシヨンデイスブレイ 



故障表示画面 

①故障件数画面 

( この例では、2件故障びあり 
ます） 

③故障メッセージ画面の例 

故障や異常び起さたとさ、車の状況を 
メッセージで表示しまず。 

知識 

故障びないとさは、故障表示画面 
は表示されません。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


故障表示 

自動表示機能 

エンジンびかかっているとさに故障び 
起さたとさは、故障メッセージ画面び 
自動的に表示ごれまず。 

複数の故障びあるとさは、故障メッセ 
ージ画面び約已秒間隔で順番に表示 
ごれます。 

Q または ra を押ずか、リセット^ 
ボタンを押ずと、故障メッセージび消 
9 〇 
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故障メッセージを手動で確認ずる 

エンジンスイッチび1か吕の位置の 
とさに表示でをまず。 

► IOI または^を押して、故障件 
数画面①を表示させまず。 

故障件数び数字で表示されまず。 

► Q または ra を押して、故障メッ 
セージ画面③を順まに表示させま 
す。すべて表示されると、故障件数 
画面①に戻りまず。 


故障表示のリセット 

マルチフアンクションデイスプレイに 
故障メッセージび表示されているとを 
は、エンジンスイッチを0の位置に 
すると、故障メッセージの表示び消え 
ます。 

ただし、故障状況び変わらない場合は、 
なにエンジンスイッチを1か2の位 
置にずるか、エンジンを始動したとさ、 
再び故障メッセージび表示されまず。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


注意！ 

-表おされる故障や不具合は一部 
の限られた装備についてであ 
り、表示される内容ち限られて 
いまず。故障や不具合の表示は 
運転者を支援するをのです。発 
生した故障に巧処して車のま全 
性を確保ずる責任は運転をにあ 
りまず。 

-故障/警告メッセージび表おさ 
れたとをは、必ず指定サービス 
工場で点検を受けてください。 

-表おごれる故障/警告メッセー 
ジについては （10-3 〜）をご覧 
<ださい。 
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マルチフアンクシヨンデイスブレイ 


さ種設定 ■ 



①を種設定メイン画面 

4-29 

③設定グループ選が画面 

4-30 

③を種設定項目の初期化 
画面 

4-31 

④各種設定項目の初期化 
完了画面 

4-31 


ミを意！ 

走行中でち設定を変更することが 
でさまずが、安全のため、必ず停 
車中に操作して < ださい。 


各種設定メイン画面 



各種設定メイン画面を表示させる 


► ^または^を押して、各種設 
定^イン画面を表おさせまず。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


各種設定 


設定グループ選択画面 



設定グループを選択ずる 

► n または D を押して、設定グ 
ループを 選択しまず。 

► 選択したグループ名を確認して、 
Q を押ずと、選がしたグループ 
内の最初の設定項目画面び表示さ 
れます。 


設定グループ選択画面を表示させる 

► 各種設定メイン画面表示中に^9 
を押して、設定グループ選択画面を 
表示させます。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


設定項目画面を選択ずる 

► Q または ra を押して、設定項 
目画面を選がしまず。 

設定項目画面の数値や設定を変更ずる 

► ■■または D を押して、数値や 
設定を変更したり、機能のオン/ 
オフを選択しまず。 

変更 • 選択した設定び記憶されまず。 
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マルチフアンクシヨンデイスブレイ 


各種設定 H 


各種設定項目の巧期化 



初期化画面 


各種設定項目をネリ期化ずる 

► 1^ または^を押して、各種 
設定メイン画面を表示させまず 

(4-吕9)。 

► U セットボタン （3-67) を約3秒 
間押し続けまず。 

左記の初期化画面び表おごれまず。 


各種設定のずべての項目を工場出荷時 
の設定に初期化ずる（戻ず）ことびで 
さまず。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 



セッティ 

つクジョクシユッカ 
ジノセッテイニ 
U セットシマシタ 



初期化完了画面 


4 

► 初期化画面の表示中（約已秒し U 内）— 
に、 U セットボタンを押しまず。 


巧期化び実行され、上記の初期化完 
了画面び表示されまず。 


知識 

-初期化画面び表おごれてから約 
已秒間 U セツトボタンを押さず 
にいると、各種設定メイン画面 
に切り替わりまず。 

-各種設定項目を初期化ずると、 
設定グループ選択画面び表示さ 
れまず。 


-走行中に初期化操作を行なった 
とさは、ま全のため、初期化さ 
れない項目びあ0まず。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


各種設定 



《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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① 

を種設定メイン画面 

4-29 

③ 

設定グループ選択画面 

4-30 

③ 

iSJS -距離単位設定画面 

4-33 

④ 

ディスプレイ言語設定 
画面 

4-34 

⑥ 

車両情報サブ画面の表 
示設定画面 
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マルチフアンクシヨンデイスブレイ 


さ種設定 H 


設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種 

設定メイン画面を表示させまず 

(4 -吕9)。 


► ち種設定メイン画面①表示中に B 
を押して、設定グループ選択画面③ 
を表示ごせます。 

設定グループを選択ずる 

► ■■または D を押して、"メー 
夕ークラスタ" を選択しまず。 

設定項目画面を表示させる 

► を押しまず。 

メータークラスタの最初の設定項目 
画面び表示されまず。 



スピー ド メーターと マルチファンク 
シヨンディスプレイの速度と走行距離 
の表示単位の設定びでさまず。 


► ■■または D を押して、反転表 
示を移動しまず。 


表示 

設定内容 

km 

表おび km / h 、 km に 
なります。 

マイル 

表示:び mph 、 マイル、 

Ml になりまず。 


注意！ 

1マイル ( mph ) は約].目 km / h で 
ず。 スピー ド ><— ターと マルチファ 
ンクシヨンディスプレイの表示単 
位がマイル表示になっていると、 
誤って速度を超過するおそれがあ 
りまず。必ず km 表示を選択して 
<ださい。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


各種設定 

ディスプレイ言語設定画面 



デイスプレイに表示ずる言語の設定び 
でさまず。 

► n または D を押して、反転表 
示を移動します。 

表示 設定内容 

English 英語表示になりまず。 

ニホンゴ日本語表示になりまず。 


車両情報ヴブ画面の表示設定画面 



車両情報サブ画面 （4-6) に表示さ 
れる項目の設定びでさまず。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


► ■■または D を押して、反転表 
示を移動しまず。 

表示 設定内容 

車両情報サブ画面 
ソクド の表示び走行速度 

になりまず。 

車両情報サブ画面 
ガイキオンド の表示び外気温度 
になりまず。 

知識 

車両情報サブ画面の表示を切り替 
えると、走行速度/外気温度表示 
画面 (4-1 1 ) の表おち切り替わ 
りまず。 
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マルチフアンクシヨンデイスブレイ 


各種設定 



① 

を種設定 メイン 画面 

4-29 

③ 

設定 グループ 選択画面 

4-30 

③ 

時刻の設定方法選択 
画面 

4-36 

④ 

時刻の設定画面（時） 

4-37 

⑥ 

時刻の設定画面（分） 

4-37 

⑥ 

日付の設定画面（月） 

4-38 

⑦ 

曰付の設定画面（曰） 

4-38 

⑨ 

曰付の設定画面（年） 

4-38 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


■ 各種設定 


設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種 

設定メイン画面を表示させまず 

(4 -吕9)。 


► ち種設定メイン画面①表示中に B 
を押して、設定グループ選択画面③ 
を表示ごせます。 

設定グループを選択ずる 

► n または B を押して、"ジカ 
ン/ヒヴケ"を選択しまず。 

設定項目画面を表示させる 

► を押しまず。 

ジカン/ヒヴケの最初の設定項目 
画面び表示されまず。 


時刻の設定ち法選択画面 



メーターノ くネルの時計の時刻をマルチ 
フアンクシヨンコント□ーラーの時刻 
に連動させることびでさまず。 


► ■■または D を押して、反転表 
おを移動しまず。 

表示 設定内容 

メーターパネルの時刻 
びマルチファンクシヨ 
。ソ ンコント□— ラー の時 

刻に連動しまず。 

メーターパネルの時刻 
オフ などを手動で設定しま 

ず（画面④〜⑨）。 


知識 


オンを選択した場合、画面④〜⑨は 
表示されません。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンデイスブレイ 


各種設定 H 



メーターパネルの時計の「時」を設定 
します。 

► n または D を押して、反転部 
分の数字を修正します。 

続けて「分」を設定ずるときは、 
^9を押しまず。 

► 設定を終了ずるとさは U セツトボタ 
ン （3-67) を押しまず。 

時計の針び動さ、修正した時刻に設 
定されます。 


メーターパネルの時計の「分」を設定 
し 9 〇 

► ■■または D を押して、反転部 
分の数字を修正します。 

続けて「月」を設定ずるときは、 
^面を押しまず。 

► 設定を終了ずるときは U セツトボタ 
ンを押しまず。 

時計の針び動さ、修正した時刻に設 
定されます。 


知識 

• 1」セットボタンを押して時刻を 
設定ずると、時計の針び早<回 
転したり、反時計回りに動くこ 
とびありまず。 

• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイに表示される時刻は、メー 
ターパネルの時計の時刻でず。 4 

-各種設定項目を初期化してち、 
時刻は工場出荷時の設定になり 
ません。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


■ 各種設定 


曰付の設定画面（月） 曰付の設定画面（曰） 曰付の設定画面（年) 



曰付の「月」を設定しまず。 

► n または D を押して、反転部 
分の数字を修正します。 


曰付の「曰」を設定しまず。 

► ■■または D を押して、反転部 
分の数字を修正します。 


曰付の「年」を設定しまず。 

► ■■または D を押して、反転部 
分の数字を修正しまず。 


► 続けて「曰」を設定ずるとさは、 ► 続けて「年」を設定ずるときは、 


^9を押しまず。 


を押しまず。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンデイスブレイ 


各種設定 



① 

を種設定メイン画面 

4-29 

③ 

設定グループ選択画面 

4-30 

③ 

へッ ドランプ点灯モー 
ド設定画面 

4-40 

④ 

□ケイ ター ライテイン 
グ設定画面 

4-41 

⑤ 

車外ランプ消灯遅延機 
能設定画面 

4-42 

⑧ 

ルームランプ消灯遅延 
機能設定画面 

4-43 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


■ 各種設定 


設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種 

設定メイン画面を表示させまず 

(4-吕9)。 


► 各種設定メイン画面①表示中に 
Q を押して、設定グループ選択 
画面③を表示させまず。 


設定グループを選択ずる 

► ■■または D を押して、”ライ 
卜"を選択しまず。 

設定項目画面を表示させる 

► を押しまず。 


へツドランプ点'灯モード設定画面 



1ミ D ヘッドライト 

^ スイッチ 

货 

ッネニォン © 

ん 


へッドランプの点灯モードの設定びで 
さまず。 


► ■■または D を押して、反転表 
おを移動しまず。 


表示 

設定内容 

マニュアル 

手動点 ロモー ドでず。 
へッドランプなどを点 
口ずるとさはランプス 
イッチを操作しまず。 
日本ではこのモードに 
設定して< ださい。 

ツネニオン 

常時点ロ モー ドでず。 
エンジンを始動ずる 
と、へッドランプなど 
が常に点口しまず。 


ライトの最巧の設定項目画面び表示 
ごれます。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンデイスブレイ 


さ種設定 H 


ミ主意！ 

設定が常時点ロモードのときは、 
安全のため走行中に設定を変更ず 
ることはでさません。 

このとさは、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに"セツテイ A テイシチュウ 
ノミカノウテ''ス"と表示されまず。 


知識 

-常時点灯モードは、走行中の常 
時点口が義務付けられている諸 
国に対応しています。日本では 
手動点灯モードに設定して使用 
して < ださい。 


□ケイターライティング設定画面 



周囲が暗いとさに U モコン操作で解錠 
すると車がランプが点灯ずる機能の設 
定がでさまず。 


► ■■または D を押して、反転表 
示を移動しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

周囲び暗いとさに 、 U 
モコン操作で解淀ずる 
と、車幅灯、フ□ント 
フォグランプ、 テール 
ランプ、ライセンスラ 4 
ンプび点灯しまず。 ~~ 

オフ 

□ケイターライティング 
は作動しません。 


詳しくは (3-9) をご覧くださし、。 


-常時点ロモードで自動的に点口 
ずるランプは、ヘッドランプ、 
車幅灯、テールランプ、ライセ 
ンスランプでず。ヘッドランプ 
を上向さにしたり、フォグラン 
プなどを点口ずるとさは、各ス 
イツチを操作してくださし、。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


■ 各種設定 


車がランプ消。遅延機能設定画面 



周囲び日音いとさにエンジンを停止ずる 
と車がランプび点灯ずる機能の設定び 
でさまず。 

► ■■または D を押して、反転表 
示を移動します。 


表お 設定内容 

周囲が暗いとさにエン 
ジンを停止ずると、車 
幅口、フ□ントフォグ 
ランプ、テールランプ、 
スー ライセンスランプが点 

口し、ドアやトランク 
を開いて閉じた後、約 
]已秒後に消灯しまず。 

車外ランプ消灯遅延機 
能は作動しません。 


詳しくは（百- 25) をご覧ください。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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ルームランプ消む遅延機能設定画面 



ルーム ランプび自動点灯モードで周囲 
び暗いとさにエンジンスイッチから 
キーを 巧くと、 ルーム ランプび点灯ず 
る機能の設定びでさまず。 

► ■■または D を押して、反転表 
おを移動しまず。 





表示 

設定内容 

オン 

ルームランプび自動点 
灯モードで周囲び暗い 
とさにエンジンスイツ 
チからキーを巧くと、 

ルームランプび約]0 
秒間点灯しまず。 



オフ 

ルームランプ消灯遅延 — 

機能は作動しません。 


詳しくは （6-14) をご覧ください。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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シヤ IJ ヨウ 





《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


4-44 


① 

を種設定メイン画面 

4-29 

③ 

設定 グループ 選択画面 

4-30 

③ 

ウインタータイヤスピー 
ド U ニッター設定画面 

4-45 

④ 

車速感応ドア□ック設 
定画面 

4-46 












マルチフアンクシヨンデイスブレイ 


さ種設定 H 


設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種 
設定メイン画面を表示させまず 

(4-吕9)。 

► 各種設定メイン画面①表示中に 
Q を押して、設定グループ選択 
画面③を表示させまず。 

設定グループを選択ずる 

► ■■または D を押して、”シャ 
1」ヨウ"を還がしまず。 

► を押しまず。 

シヤ U ヨウの最初の設定項目画面 
が表示されまず。 


ウィンタータイヤスピード IJS ッ 
ター設定画面 



最高速度の制限のない国などで、ウイ 
ンタータイヤ装着時にタイヤの許容最 
高速度に応じた最高速度を設定ずるた 
めの機能でず。 

曰本仕様でち設定はでさまずが、法定 
速度を守って走行して<ださい。 


► ■■または D を押して、設定内 
容を切り替えます。 


表示 

設定内容 

オフ 

ウイン ター タイヤス 
ピー ドリミッターは 


作動しません。 


240 km/h 
230 km/h 
220 km/h 
210 km/h 
200 km/h 
1 90 km/h 
1 80 km/h 
1 70 km/h 


4 


最高速度がそれぞ 
れの速度に設定さ 
れまず。 


1 60 km/h 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


■ 各種設定 


知識 


ウインタータイヤスピード US ッ 
夕一を設定しているとさは、巧変 
スピードリミッター（已-已 0) で設 
定でさる制限速度は、ウインター 
タイヤスピード US ッターの設定 
速度び上限となりまず。 


車速感応ドア□ック設定画面 



表示 

設定内容 

オン 

車速感応ドア□ックび 
作動しまず。 

オフ 

車速感応ドア□ックは 
作動しません。 


詳しくは （3 -吕 7) をご覧ください。 


走行速度び約 ] 5 km / h し iLh になった 
ときに、ドアとトランクを自動的に 
施綻ずる機能の設定びでさまず。 

► n または D を押して、反転表 
おを移動します。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンデイスブレイ 


各種設定 



① 

を種設定メイン画面 

4-29 

③ 

設定 グループ 選択画面 

4-30 

③ 

イージーエント U —設 
定画面 

4-48 

④ 

施淀時のドア S ラー格 
納設定画面 

4-48 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


■ 各種設定 


設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種 

設定メイン画面を表示させまず 

(4-吕9)。 


► 各種設定メイン画面①表示中に 
Q を押して、設定グループ選択 
画面③を表示させまず。 


イージーエント U -設定画面 


施綻時①ドアミラー格納設定画面 



設定グループを選択ずる 

► ■■または D を押して、”コン 
フオート"を選択しまず。 


運転席への乗り降りを容易にずるイー 
ジーエント U —機能の設定がでさまず。 

► ■■または D を押して、反転表 
示を移動しまず。 


リモコン操作での施錠時にドアミラー 
を格納ずる機能の設定がでさまず。 

► ■■または D を押して、反転表 
おを移動しまず。 


設定項目画面を表示させる 

► を押しまず。 

コンフオートの最初の設定項目画 
面が表示されまず。 


表示 

設定内容 

表示 

設定内容 

オン 

ステア1」ングび上方に 
移動しまず。 

オン 

U モコン操作での施淀 
時にドアミラーび格納 

オフ 

イージーエント U —機 


ごれまず。 

能は作動しません。 


U モコン操作での施疆 

詳しくは （3-22) をご覧ください。 

オフ 

時にドアミラーは格納 
されません。 


詳しくは (3-9) をご覧くださし、。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 



トリップ コンピューター 


① 

シヨ ートト1」ツプメー 
夕一画面 

4-50 

③ 

□ングト1」ツプメー 
夕一画面 

4-51 

③ 

走行可能距離画面 

4-52 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


トリップコンピューター 


ショートトリップ メーター 画面 



スタートカ 


を 

M 

-—— ■ 135 km 1 

- • 90 km/h 

7.7 km/I 

の 

Pt パ 2 だ 73 


①エンジン始動からの走行距離 （ km ) 
©エンジン始動からの経過時間 （ h ) 

@エンジン始動からの平均速度 （ km / h ) 
® エンジン始動からの平均燃費 （ km / I ) 


ショートト U ツプ 一夕一は、エンジ 
ンを始動したとさを起点として情報を 
を?71^します。 

エンジンスイツチを0の位置にしてか 
ら、またはキーを抜いてから約4時間 
経過ずると、ショートト U ツプ少一夕一 
は自動的に U セツトされまず。 

ショートトリツプメーター画面を表示 
させる 

► または！^を押して、ショー 

トトリップ ター画面を表おさせ 

ます。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


ショートト U ップ一夕一は、手動で 
ち U セットずることがでさまず。 

ショートトリップメーターを手動でリ 
セットずる 

► ショートト U ップター画面が表 
示されているときに、リセットボタ 
ン （3-67) を押し続けて、表示を 
U セットしまず。 


4-50 












マルチフアンクシヨンデイスブレイ 


トリップコンピューター 


□ ングトリツプ メーター 画面 



①リセツトからの走行距離 （ km ) 

@ U セツトか5の経過時間 （ h ) 

@リセツトか5の平均速度 （ km / h ) 
® U セツトからの平均燃費化 m / I ) 


□ングト U ツプ >< — ターは、 U セツ 
卜したとさを起点として情報を表示 
します。 

□ングトリツプメーター画面を表示 
させる 

► または！^を押して、ショー 

トトリツプ ター画面を表おさせ 

まず（4-50)。 

► ra を押して、□ングト U ップ一 
ター画面を表おさせまず。 


□ングトリップメーターをリセットずる 

► □ングト U ップ^ーター画面が表示 
されているとさに、 U セットボタン 
(3-67) を押し続けて、表示を U セッ 
卜しまず。 

知識 

U セット後、□ングト U ップ 一 4 
ターは目9,99目 km 走行後、また— 
は9.999時間経過後に自動的に 
I 」セツ トされまず。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


トリップコン ピューター 



現在の燃料残量で走行可能なおよそ燃料残量びかないとさは、し U 下のマー 
の距離を計算し、予測値として表示クび表示されまず。 

します。 


走行可能距離画面を表示させる 

► エンジンスイッチを吕の位置にし 
まず。 


► または^を押して、シヨー 
ト ト U ップメーター画面を表おごせ 

ます （4 -已0)。 

► ra を押して、走行可能距離画面 
を表示ごせます。 


最寄りのガソ U ンスタンドで給油して 
<ださい。 



ま意！ 

走行可能お離は、現在までの平均 
燃費と燃料残量から計算した予測 
値です。今後の走行状況に応じて 
大さく変動ずることびありまずの 
で、燃料計を確認して、早めに給 
油してくだごい。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンデイスブレイ 


電話 



電話画面を表示させる 

► I 01 または^を押して、電話画 
面を表示させまず。 


通話ずる （ 電話を受信ずる） 

► 電話びかかってさたとさにステア1」 
ングの通話開始スイッチ^を押 
しまず。 

電話を受信でをまず。 

通話を I 俊える （ 電話を切断ずる） 

► ステア U ングの通話終了スイッチ 
を押しまず。 

電話を切断でさまず。 


メモリーま号による電話の発信 

メモ U —してある電話番号に電話をか 
けることびでさまず。 

► 電話画面表お中に、 E 9 または 
ra を押して、電話をかける巧手 
先のメモ U —番号を選択しまず。 

► ステア U ングの通話開始スイッチ 
K を押しまず。 


※詳細については、別冊「マルチファンク 
シヨンコント□ーラー取扱説明書」をお 
読みください。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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エンジンスイッチ 百-2 

エンジンの始動と停止 5-4 

オートマチックトランスミッション 

百-6 

マニュアルギアシフト 5-12 

オートマチック車の運転 百-16 

ノ キング □ ックの解除 百-21 

ランプ 百-22 

へッドランプ照射角度調整ダイヤル 

百-27 

百-28 


方向指示 


.運拉ずるとを 


非常点滅*打 

百-29 

ワイ パー 

5-30 

パ ーキングブレーキ 

百-3百 

ブレーキ 

5-36 

ABS 

百-3白 

BAS 

5-41 

ESP ® 

百-42 

クルーズコントロール 

5-45 

巧変スピードリミッター 

百-50 

パー ク ト □ニック 

5-百百 
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運輯ずるとを 


ンスイッチ 


作動内容 

⑩0:キーを差し込む/巧く位置 

①1:エンジンを停止したまま電 
気装備の一部を使用ずると 
きの位置 

③吕：走行ずるときの位置 

すべての電気装倫び使用で 
をます。 

@ 3:エンジンを始動ずる位置 

エンジンスイツチを③の位 
置までまわして手を放すと、 
自動的に スターターび まわ 
り続けて、エンジンび始動 
します。 



ンジンスイッチ 


ち八ンドル車 


タッチスタート 

エンジンスイッチを3の位置まで 
まわずと、手を放してを自動的にス 
ターターび作動し続けて、エンジン 
び始動しまず。 


«告 A 


ご<短時間でち、車から離れるとさ 
はエンジンスイッチからキーを抜い 
て < ださい。また、モイ共だけを車内 
に残さないでください。いたずらか 
ら車の発進、火災などの事故が発生 
ずるおそれがありまず。また、炎天 
下では車内が非常に高温になり、熱 
中症を起こずおそれがありまず。 
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運輯ずるとを 


注意！ 

• 走行中にエンジンを停止しな 
し、で<ださい。エンジンブレー 
キび効かな < な0まず。また、 
ブレーキやステア U ングの操 
作に非常に大さな力び必要に 
なります。 

-バッテ1」一あびりを防ぐため、 
駐車時は必ずエンジンスイッチ 
からキーを巧いてください。 

• エンジンスイッチにェ マージェ 
ンシー キーを 差ずことはでをま 
せん。 


知識 

-セレクターレパーび ra に入つ 
ていないとさはエンジンスイッ 
チからキーを巧くことびでさま 
せん。 


• エンジンスイッチからキーを巧 
かずに0の位置で長時間放置し 
ていると、キーびまわせな<な 
ることびありまず。このときは、 
キーをいったん巧を、再度差し 
てからまわして < ださい。 

-キーの発信部び覆われていたり、 
巧れていると、エンジンを始動 
でさな<なりまず。 


エンジンスイッチ 

ステア U ング□ック 
ステア IJ ングを□ックずる 

► エンジンスイッチからキーを巧さ 
まず。 

ステア1」ングび□ックされまず。 

ステアリング□ックを解除ずる 

► エンジンスイッチにキーを差し込み 
まず。 

ステア U ングの□ックび解除され 5 
まず。 ~~ 
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運輯ずるとを 


エンジンの始動と停止 


ンジンの始動と停止 


エンジンを始動ずるとを 

► パーキングブレーキび確実に効いて 
いることを確認しまず。 

► セレクターレバーび EI に入って 
いることを確認しまず。 

► 確実にブレーキペダルを踏みまず。 

► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに3 
の位置までまわして手を放しまず。 


注意！ 

-エンジンは、セレクターレバー 
び m に入っているとさを始 
動でさまずび、ま全のため、必 
ずセレクターレパーを m に 
入れ、ブレーキペダルを踏んで 
始動して < ださい。 

• かしでち車を動かずとさはエン 
ジンを始動してください。エン 
ジンび停止していると、ブレー 
キやステア U ングの操作に非常 
に大さな力び必要になりまず。 


知識 

ランプやエアコンデイシヨナーな 
ど、バッテ U —の負担になる装置 
を停止してお < と始動性び良くな 
りまず。 
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運転ずるとを 


エンジンの始動と停止 


エンジンび始動しないとを 

► セレクターレバーび匿ミ|に入って 
し、ることを確認しまず。 

► エンジンスイッチを0か1の位置 
に戻してから再始動しまず。 

それでちエンジンを始動でさないとさ 
は、指定サービスエ場に連絡してくだ 
ごし、。 


エンジンを停止ずるとを 

► 完全に停車しまず。 

► ブレーキペダルを踏んだまま、パ 
ーキングブレーキレバーを確実に 
引 さ、 セレクターレバーを lil 
に入れまず。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
9 〇 

► ブレーキペダルから足をゆっくり 
放しまず。 


注意！ 

水温び高めのとをは、かしの間ア 
イド U ング状態でエンジンを;ち却 
してから、エンジンを停止してく 
ださい。 
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運転ずるとを 


才ートマチックトランス5ッシヨン 


オートマチックトランス S ッシ 


シフト位置表示 



①シフト位置表示 

( ドライブに入っている状態) 


セレクターレ八’一 



③セレクターレバー 


► セレクターレバー ③を 動かして、 
シフト位置を選択しまず。 

注意！ 

シフト位置を選択ずるとさは、売 
全に停車して、 ブレーキ ペダルを 
踏んで行なつてくださし、。 

知識 

エンジンスイツチび吕の位置で、 
ブレーキ ペダルを踏んでいないと、 
セレクターレバーを EI ひら動か 
ずことはでをません。 


エンジンスイツチを吕の位置にずる 
と選おごれたシフト位置の表示①び反 
転しまず。 


シフト位置 

③ EI 駐車およびエンジン始動/停止の位置 

パー キング 

④ 〇 後退ずるときの位置 

リバース 

⑥ m 動力び伝わらない位置 

ニュートラル押したり、けん引してをら5ことで車を移動でさまず。 

⑧ El 走行ずるときの位置 

ドライブ ] 速〜已速 （7 G - TR 0 N に装備車は]速〜7速）の範囲 

で自動的に変速しまず。 
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運輯ずるとを 


才ートマチックトランス云ッシヨン" 



路面の状況や運転に合わせてオートマ 
チックギアシフトの走行モードを切り 
替えることびでをまず。 

選択された走行モード①はマルチ 
フアンクシヨンデイスプレイに表示 
されます。 


走行モードを選択ずる 
(マニュアルギアシフトが装備車） 

► 走行モード選択スイッチ③を押し 
ます。 

S モードー C モードー S モード 
と切り誓わりまず。 


走行モードを選択ずる 
(マニュアルギアシフト装備車） 

► 走行モード選択スイッチ③を押し 
ます。 

S モードー C モードー M モード 
一 S モードと切り替わりまず。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時のをので、予告なく変更されることびあ0ます。 
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運転ずるとを 


才ートマチックトランス云ッシヨン 


走行モード 

十分な加速を得たいとさに使用しまず。 

S モード セレクタ ー レバーを Q に入れたとさは C モー ドより力強 
<後退しまず。 

S モードより早めにシフトアップび行なわれまず。ゆるやか 
な運転や滑りやずい路面を走行ずるとさに適していまず。 

セレクターレバーを ra に入れたとさは S モードよりゆる 
やかに後退しまず。 

マニュアルでギアシフトずることびでさまず。 

M モード* 

詳しくは （5-12) をご覧ください。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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警告 A 


選択したモードにより変速特性び変 
わりまず。必ず路面の状況に合った 
モードを選択してください。 


知識 

• S モードまたは C モードを選択 
した状態でエンジンを停止ずる 
と、次にエンジンを始動したと 
さは停止したとさのモードにな 
りまず。 

• M モードび選択された状態でエ 
ンジンを停止したとさは、 S モー 
ドか C モードに切り替わりまず。 





運輯ずるとを 


才ートマチックトランス吉ッシヨン 


テイップシフト 

オートマチックトランスクッションの 
ギアの変速範囲（ギアレンジ）を変え 
ることにより、不必要に変速しないよ 
5にずることびでをまず。 

走行 モー ドび C モー ドか S モー ドの 
とさにテイップシフトにずることびで 
さまず。 

警 S A 


滑りやずい路面状況やカーブを走行 
しているとさは、ほいギアレンジを 
選択してエンジンブレーキび効く 
と、駆動輪びグ U ップを失5おそれ 
びありまず。ほいギアレンジを選択 
するとをは十分ま意してください。 
また、滑りやずい路面状況で駆動輪 
を空転ごせると、駆動系部品を損傷 
するおそれびありまず。 



PRINI 因图 
+20. 己 。 C 


①ギアレンジ表示 


選択したギアレンジがマルチフアン 
クシヨンディスプレイのギアレンジ 
表示①に表示されまず。 


レンジ 


の 

] 速〜已速 （7 G - TR 0 N に 
装備車は ] 速〜7速）の範 
囲で自動的に変速しまず。 


1速〜已速の範囲で自動的 
に変速しまず。 

gg * 

1速〜已速の範囲で自動的 
に変速しまず。 

El 

1速〜4速の範囲で自動的 5 
に変速しまず。 — 

B 

1速〜3速の範囲で自動的 
に変速しまず。 

緩やかな坂道などを走行ず 
るときに使用しまず。 

B 

1速〜2速の範囲で自動的 
に変速しまず。 

急な坂道やエンジンブレーキ 
が泌要なとき1こ使用しまず。 

D 

1速に固定されまず。 

エンジンブレーキび最大に 
作用します。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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運乾ずるとを 


才ートマチックトランス云ッシヨン 

知識 

-ギアレンジ表示の数字は選択し 
たギアレンジをおしており、お 
ずしを実際のギアを示すちので 
はありません。 

-加速時にエンジン回転数び許 
容回転数を超えるよラなとき 
は、自動的にシフトアップさ 
れ、高いギアレンジび選択され 
まず。 

• エンジンび暖まっていないとさ 
は、ギアシフト操作を行なって 
を、選択したギアレンジに変わ 
らないことびありまず。 

-テイップシフトにしたときに選 
おされるギアレンジは、そのと 
さの走行速度やェンジン回転数 
などにより異なりまず。 


セレクターレ八一による操作 



③ほいギアレンジを選択 
③高いギアレンジを選択 

テイツプシフトにずる 

► セレクターレバーび ra に入つ 
ているとさにセレクターレバーを 
③側に操作しまず。 

テイツプシフトになり、ギアレン 
ジ表示①にギアレンジび表示され 
ます。 


ほいギアレンジを選択ずる 

► セレクターレバーを③側に操作し 
9 〇 

高いギアレンジを選択ずる 

► セレクターレバーを ③側に操作し 
9 〇 

テイップシフトを解除ずる 

► セレクターレバーを ③側に操作し 
て保持します。 

ギアレンジ表示①に ” D ” び表示され 
まず。 

知識 

テイップシフトにしていないとさ 
にセレクターレバーを③側に操作 
すると、走行速度やエンジン回転 
数に応じてシフトアップび行なわ 
れまず。 
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運輯ずるとを 


パドルによる操作* 



® 左側パドル 

(おいギアレンジを選択) 
© ち側パドル 

(高いギアレンジを選択) 


※記載の内容は、取扱説明書作成時のちので、 
* オプシヨンまたは仕様により裳備び異なりまず 


テイツプシフトにずる 

► セレクターレバーが ra に入って 
いるとさに左側のパドル④を引さ 
ます。 


テイップシフトになり、ギアレン 
ジ表示①にギアレンジが表示され 
まず。 


おいギアレンジを選択ずる 

► 左側のパドル④を引さまず。 

高いギアレンジを選択ずる 

► ち側のパドル®を引さまず。 

ティッブシフトを解除ずる 

► ち側のパドル®を引いて保持し 
ます。 


ギアレンジ表示①に" □" が表示され 
ます。 


予告なく変更されることびあります。 


才ートマチックトランス吉ッシヨン 

知識 

• テイップシフトにしていないと 
きIこも側のパドV IXD を弓Iくと、走 
行速度やエンジン回転数に応じ 
てシフトアップび行なわれまず。 

- SLK 3已〇およびス ポーツ パッ 
ケージ装備車では、ち側のパド 
ルには"+ ”、左側のパドルには 
"一"の表示びありまず。 

• SLK 已已 AMG では、も側のパ 5 
ドルには" UP’、 左側のパドルに~~ 
は "DOWN" の表示びありまず。 
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運転ずるとを 


マニュアルギアシフト 



セレクターレバーまたはパドルを操作 
して、マニュアルでギアを選択ずるこ 
とびでさまず。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 


警告 公 


滑りやずい路面状況やカーブを走行 
しているときは、シフトダウンに 
よってエンジンブレーキび効 < と、 
駆動輪びグ U ップを失ラおそれびあ 
りまず。シフトダウンずるときは十 
分ま意して<ださい。また、滑0や 
すい路面状況で駆動輪を空転させる 
と、駆動系部品を損傷ずるおそれび 
ありまず。 


ま意！ 

エンジンび暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな 
負担びかかるよラな運転をしない 
で < ださい。 

知識 

• マニュアルギアシフトでは、 
ESP の機能を解除しないで走 
行ずることをお勧めしまず。 

• エンジンび暖まっていないとさ 
は、シフト操作を巧なってを、 
選択したギアに変速しないこと 
びありまず。 
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運輯ずるとを 


マニュアルギアシフト 


マニュアルギアシフトの選択 



①走行モード選択スイッチ 

マニュアルギアシフトを選択ずる 

► 走行モード選がスイッチ①を押し 
て、マルチフアンクシヨンデイス 
プレイの走行モード表示③に’’ M" 
を表示ごせます。 



③ギア表示 
③走巧モード表示 


ギア表示③には選がごれているギアび 
表示されまず。 


知識 

-マニュアルギアシフトを選択し 
た状態でエンジンを停止ずる 
と、 S モードか C モードに切 
り替わりまず。 

• マニュアルギアシフトではギア 
表お③に表おごれる数字は実際 
のギアをおしています。運転を 
のシフトアップ/ダウン操作 
や、自動的なシフトアップ* / 5 

ダウンに応じてギア表示③に表— 
おされる数字ち変わりまず。 

マニュアルギアシフトを解除ずる 

► 走行モード選択スイッチ①を押し 
て、 S モードひ C モードを選がし 
まず。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時の6ので、予告なく変更されることびあ0ます。 
* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります 
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運輯ずるとを 


マニュアルギアシフト 


セレクターレバーによるシフト操作 



④シフトダウン 
⑥シフトアップ 



⑧左側パドル（シフトダウン) 
⑦ち側バドル（シフトアップ) 


シフトダウンずる 

► セレクターレバーを④の方向に操 
作しまず。 


シフトダウンずる 

► 左側のパドル⑧を弓 I さまず。 

シフトアップずる 


シフトアップずる > ち側のパドル⑦を引さまず。 

► セレクターレバーを ⑥の方向に操 
作しまず。 


知識 

• シフトダウン操作をしなくて 
を、速度とエンジン回転数に応 
じて、自動的にシフトダウンず 
ることびありまず。 

- SLK 3已〇およびス ポーツ パッ 
ケージ装備車では、エンジン回 
転数び許容回転数を超えるよラ 
なとをは、シフトアップ操作を 
しなくてち自動的にシフトアッ 
プされまず。このとさ、ギア表 
おの数字ち変わりまず。 

- シフトアップ/ダウン操作をし 
てを、選択したギアび適切でな 
い場合は、エンジン保護などの 
ため、シフトアップ/ダウンさ 
れません。 

. 停車ずると、ギアは1速にシフ 
卜されまず。 
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運輯ずるとを 


マニュアルギアシフト 


. 車種や仕様により、停車時に選 
おでさるギアは異なりまず。 

- SLK3 目日および スポーツ パッ 
ケージ装備車では、キックダウ 
ンを行なうことができまず。 

キックダウンしているときは、 
シフト操作はできません。 

- SLK 已已 AMG では、キックダ 
ウンを行なうことはできません。 


- SLK3 目日および スポーツ パッ 
ケージ装備車では、ち側のパド 
ルには"+ "、左側のパドルには 
"一"の表示がありまず。 

• SLK 目目 AMG では、ち側のパ 
ドルには "UP"、 左側のパドルに 
は "DOWN" の表示がありまず。 


® ギア表示 
@ "up" マーク 
⑩シフトアップ マーク 



PRN 

+ 20.5 


シフトアップ表示 （ SLK 已已 AMG ) 


エンジン回転数び上昇し、シフトアツ 
プずるタイ S ングになったとさは、マ 
ルチフアンクシヨンデイスプレイの表 
示びホ<なり、ギア表お⑨と "up” マー 
ク⑨び表示されまず。 

また、シフトアップマーク⑩ち表おさ 
れます。 


必要に応じてシフトアップ操作を行 
なつて < ださい。 

5 


• セレクターレバーを左側に操 
作して保持ずるか、左側のパド 
ルを引いて保持ずると、そのと 
さの加速に最ち適したギアび 
選択されまず。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時の6ので、予告なく変更されることびあ0ます。 
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運転ずるとを 


■才ートマチック車の運ま5 


才ートマチック車の運転 


運転する前にオートマチック車の特性 
を理解し、正しし、操作をしてくださし、 


才ートマチック車の特性 

クリープ現象： エンジンびかかって 
いるとさ、セレクターレバーび ra 、 
■ a し U 外に入っていると、動力びつ 
なびった状態になり、アクセルぺダ 
ルを踏み込まなくてち車びゆっくり 
動さ出しまず。これをク U —プ現象 
といいます。 

キックダウン： 走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
にほいギアに切り替わり、エンジンの 
回転数び上びって素早<加速しまず。 
これをキックダウンといいまず。 


発進ずる 

► エンジンを始動しまず。 

► ブレーキ ペダルを踏んで、踏みし 
ろや踏みごたえを確認しまず。 

► ブレーキペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを走行位置 ra に 
入れます。 

警告 A 

アクセルペダルを踏んだ状態でセ 
レクターレバーを操作しないでく 
ださい。車び急発進ずるおそれび 
ありまず。 

► パーキングブレーキを解除しまず。 
► ブレーキペダルを徐々に戻して、 
アクセルペダルをゆっくり踏み込 
みます。 


注意！ 

急なあ道で発進ずるとさは、パー 
キングブレーキを効かせたままブ 
レーキペダルから足を放し、アク 
セルペダルをゆつ < 0と踏んで、 
車び動さ出ず感触を確認してから 
パーキングブレーキを解除して発 
進してくだごい。 


5-16 







運輯ずるとを 


通常走巧 

通苗はセレクターレバーを眶ミ1に入 
れて走行します。アクセルペダルの踏 
み加減や走行速度に応じて、自動的に 
変速び行なわれまず。 

警告 A 


走行中はセレクターレバーを mm 
に入れないで<ださい。エンジンブ 
レーキび効かないため、事故の原因 
になったり、トランスクッションを 
損傷するおそれびありまず。 


知識 

エンジンび;をえているとさは、よ 
り高いエンジン回転数でシフト 
アップび行なわれまず。 


才ートマチック車の運転 

上り坂を走行ずるとを 

► あの勾配などに応じて、ティップ 
シフトでほいギアレンジを選がし 
9 〇 

変速のかない、なめらかな走行び 
でさまず。 

下り坂を走行ずるとを 

下りあを眶 il で走行ずると、エンジ 
ンブレーキの効さび弱く、速度び出ず 5 
ざることびありまず。 — 

► あの勾配などに応じてティップシフ 
卜でほいギアレンジを選がしまず。 

エンジンブレーキの効をを強< し 
て走行^します。 

エンジンブレーキ：走行中にアクセル 
ペダルを戻したとさに発生ずるエンジ 
ン内部の抵抗を利用した減速をエンジ 
ン ブレーキと いいまず。ほいギアのと 
さほど効をび強 < なりまず。 


素早く加速したいとを 

アクセルペダルをいっぱいに踏み込 
むと、キックダウンし、素早く加速し 
9 〇 

ま意！ 

キックダウンずるとさは、周囲の 
状況にミ主意しなびら操作して < だ 
さい。事故を起こずおそれびあり 
9 〇 
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運乾ずるとを 


才ートマチック車の運ま5 

« S A 


-長い下りあや急な下りおではお 
ずエンジンブレーキを併用して 
ください。ブレーキペダルを踏 
み続けた0、急ブレーキを繰0 
返すと、ブレーキび効かな<な 
るおそれびありまず。 

• 急激なエンジンブレーキを効か 
せないで<ださい。ス U ップし 
て車のコント□ールを失い、事 
故を起こずおそれびありまず。 


滑りやずい路面を走行ずるとを 

走行モード（已 -7) を C モードに切り 
替え、急加速や急減速を避けた運転を 
むびけてくだごい。 

警 S A 


滑りやずい路面では、ほいギアレ 
ンジやほいギアを選択ずることに 
よる急激なエンジンブレーキを効 
かせないでください。車のコント 
□ールを失い、事故を起こずおそ 
れびあ0まず。 


知識 

エンジン回転数び許容回転数を超 
えるおそれびある場合は、ほいギ 
アレンジやほいギアを選択ずるこ 
とはでをません。このとさは、ブ 
レーキペダルを踏んで減速してか 
ら再度操作し、速度に応じたエン 
ジンブレーキを効ひせて < ださい。 


停車 

セレクターレパーを El に入れたま 
まブレーキペダルを踏みまず。 

やむを得ず停車び長くなるときは、 
パーキングブレーキを確実に効かせ、 
セレクターレバーを I ミ I に入れまず。 


» S ム 


停車中は空ぶかしをしないでくだ 
さい。 万一、 セレクターレバーび 
№1か眶 j に入ると、車び急発進 
して重大な事故を起こずおそれびあ 
りまず。 
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運輯ずるとを 


注意！ 

-急な上りあなどではアクセルぺ 
ダルの踏み加減によって停止状 
態を保たないでください。トラ 
ンスミッションに負担びひかり、 
過熱や故障の原因にな0まず。 

• 停車中は ブレーキ ペダルを確実 
に踏み、ク U —プ現象 （已 -16) 
で車び動かないよラにして < だ 
ごい。 

-セレクターレバーを ra に入 
れるとさは、完全に停車してく 
ださい。トランスクッションを 
損傷するおそれびありまず。 


駐車 

► 完全に停車してブレーキペダルを 
踏み込んだまま、パーキングブレ 
ーキを確実に効かせまず。 

► わレクターレバーを I ミ I に入打 
まず。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
て、キーを巧さまず。 

► ブレーキペダルから足をゆっくり 
放しまず。 


» S 么 


車を離れるとさはセレクターレ 
バーを EI に入れ、必ずパーキン 
グブレーキを確実に効かせて、ェ 
ンジンを停止して<ださい。セレ 
クターレノ（一を B に入れただけ 
では十分なブレーキ効まび得られ 
ず、坂道などで車び動を出ずおそ 
れびありまず。 


才ートマチック車の運転 

ま意！ 

-急なあ道で駐車ずるとさは、 

ノ（ーキングブレーキを確実に効 
かせてくだごい。さらに輪止め 
をして、前輪の下り側を歩道方 
向に向けて < ださい。 

-短時間でを車から離れるとさ 
は、テ供だけを車内に残さない 
で<ださい。 また 、ドアウイン 
ドウや U アク オーター ウインド5 
ウ、バ U オ ルーフを 閉じ、施錠— 
して < ださい。 
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運転ずるとを 


才ートマチック車の運転 

エマー ジェン シーモード 

トランスミッションに異常び発生し、 
自動変速びでをなくなったとさは、自 
動的にエマージェンシーモードに切り 
替わることびありまず。 

この場合、し i (下の方法でギアを2速 
か U パ'ースに入れることびでをるよ5 
になり、走行でさる場合びありまず。 
ま全な場所まで移動して指定サービス 
工場に連絡してくださし、。 


エマー ジェン シーモー ドでの走巧 

► ま全な場所に停車して、セレクター 
レバーを EI に入れまず。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
て、約]0秒間待ちまず。 

► エンジンを始動しまず。 

► セレクターレパーを〇に入れ 
9 〇 

2速ギアに固定され、前進でさまず。 
まには 

► セレクターレパーを〇に入れ 
ます。 

1」バースギアに固定され、後退でを 
ます。 


注意！ 

- 2速や U バースに変速でさな 

かったり、変速でさてち走行で 
さないとさは、指定サービスエ 
場に連絡してください。 

• エマージェンシーモードで走行 
ずるとさは、動力性能び大さく 
制限されまず。十分にミ主意して 
走行し、指定サービスエ場で点 
検を受けてくだごい。 
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運輯ずるとを 


(-キング□ックの解除 


セレクターレバーを EI から動かせ 
ないとさは、(下の方法で動かずこと 
びでさまず。 

故障時に車をけん引されるとさなどに 
ノ くーキング □ ックを解除しまず。 



①カバー 
③□ック解除ノブ 


パーキング□ックの解除 

J (—キング □ ックを解除ずる 

► パーキングブレーキを確実に効か 
せまず。 

► カバー①のち端部または左端部を 
内側にずらしなびら持ち上げまず。 

► □ック解除ノブ③を押し下げなび 
日、セレクターレバーを|ミ|ひら 
他の位置に動かしまず。 

ミち意！ 5 

-セレクターレバーの開□部には 
角の鋭い部分び露出していまず 
ので、けびをしないよラに十分 
ま意して < ださい。 


• この方法でセレクターレバーを 
動かせないとさは、指定サービ 
スエ場に連絡して < ださい。 

• セレクターレバーを動かずこと 
びでさたとさでち、指定サービ 
スエ場で点検を受けてください。 
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運輯ずるとを 


■ランプ 


ランプ 


ランプスイッチ 



左八ンドル車 

①ランプスイッチ 

©車幅灯表示灯 

@フ□ントフォグランプ表示灯 

® リアフオグランプ表示灯 


ランプスイッチ①をまわして各位置に 
合わせまず。 


位置 

作動内容 

〇 

ずべてのランプび消灯 


周囲の明るさに応じて自動 
的に点灯/消灯 


車幅灯、テールランプ、ライ 
センスランプやスイッチなど 
の照明び点灯し、車幅灯表示 
灯③び点灯 


車幅灯などに加え、ヘッド 
ランプび点灯 

注 

意！ 


エンジンを停止した状態で、ラン 
プを長時間点口しないで<ださい。 
パ'ッテ U —があがるおそれがあり 
まず。 


へッドランプ 

へッドランプは手動または自動で点口 
/消口ずることがでさまず。 

へッドランプを手動で点口ずる 

► ランプスイッチ①を ESI の位置に 
合わせまず。 

へッドランプを自動で点:):：[ずる 

► ランプスイッチ①を^巧の位置に 
合わせまず。 

周囲が暗いとさ、エンジンスイッ 
チを1の位置にずると、車幅灯、 
テールランプ、ライセンスランプ 
が点灯しまず。 

エンジンを始動ずると、上記に加 
えてへッドランプち点口しまず。 
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運輯ずるとを 


« S ム 


- ランプの点口/消口に関ずる責 
任は運転者にありまず。ランプ 
の自動点灯機能は運転者を支援 
する機能です。 

-下の状況などではランプは自 
動的に点口しなかった0、点口 
していたランプが消灯して事故 
を起こずおそれがありまず。こ 
のとさは、手動でランプを点灯 
して <ださい。 

ク霧の中を走行ずるとき。 

◊対向車のライトなどにより、 
センヴーが正常に作動しない 
とさ。 

• ランプスイツチを^巧から 
^の位置にずるとさは、必ず 
停車して<ださい。ランプが一 
瞬消口して事故を起こずおそれ 
がありまず。 


ミ 主意！ 

-ランプが自動的に点灯している 
とさは、エンジンスイッチを 0 
の位置に戻して運転席ドアを開 
<と警告音が鳴り、マルチファ 
ンシヨンディスプレイに"ライトオ 
フ7夕 A キ- 3別テクタ''サイ"と表おさ 
れまず。このときは必ずランプ 
スイッチを MM の位置にずる 
か、エンジンスイッチからキー 
を抜いてください。バッテリー 
があがるおそれがあ0まず。 

• ランプスイッチを区回か^ 
の位置にしたまま、キーを抜い 
て運転席ドアを開< と、警告音 
が鳴り、マルチファンシヨン 
ディスプレイに"ラ仆ヲケシテクタ'' 
サイ！"と表示されまず。このとさ 
はランプを消灯して< ださい。 
パ‘ッテ U —があがるおそれがあ 
りまず。 


ランプ ■ 

知識 

• フ□ントウインドウの上部中央 
には巧るさを感知ずるセンサー 
びありまず。センサーにステッ 
カーなどを貼付ずると、自動点 
灯機能び働かな < なりまず。 

. ランプスイッチび巧巧の位置の 
とさは、トンネルなどの暗い場 
所や悪天候のとさなどに、ラン 
プは自動的に点灯ずることびあ日 
0 まず。 
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運輯ずるとを 


ランプ 


フォグランプ 

フ□ントフォグランプを点なずる 

► ランプスイッチ①の位置び区因ま 
たは^のとさ、ランプスイッチ 
①を]段引きまず。 

フ□ントフォグランプび点灯し、 
フ□ントフォグランプ表示灯③び 
点灯しまず。 

フ□ントフォグランプとリアフォグラ 
ンプを点なずる 

► ランプスイッチ①の位置び区回ま 
たは^のとさ、ランプスイッチ 
①を2段引きまず。 

フ□ントフォグランプと1」アフォ 
グランプび点灯し、フ□ントフォ 
グランプ表示灯③と U アフォグラ 
ンプ表示灯④び点なしまず。 


« S 心 

ランプスイッチび BSD の位置のと 
さは、フォグランプを点灯ずること 
びでさません。 

霧の中を走行ずるとさは、あらか 
じめランプスイッチを Ea の位置 
にしてへッドランプを点灯してく 
ださい。 


ま意！ 

フォグランプは、霧などの悪天候 
で 、十分な視界び確保でをないと 
さし U 外には使用しないでください。 
巧向車や後続車の迷惑になりまず。 


A °— キングランプ 

暗びりでの駐車時に後続車などに車の 
存在を知らせるため、車幅灯とテール 
ランプだけを点灯しまず。 

パーキングランプを点打ずる 

エンジンスイツチび0の位置のとさ、 
またはキーを差し込んでいないとをに 
点灯させることびでさまず。 


► ランプスイッチを la または 
E 2 の位置にしまず。 


位置 

作動内容 

因 

ち側のノ（ーキングランプび 
点灯 

巧 

左側のノ（ーキングランプび 
点灯 
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運輯ずるとを 


へッドランプの下向を/上向をの 
切り曾え 



ち八ンドル車 

①下向き 
③上向き 


③パッシング 


ま意！ 

巧向車びあるとさや市街地を走行 
するときは、ヘッドランプを上向 
さにしないで < ださい。 


へッドランプを下向きにずる 

► コンビネーションスイッチを①の 
位置にしまず。 

へッドランプを上向きにずる 

► コンビネーションスイッチを③の 
位置にしまず。 

メーターノ てネルの八イ ビーム 表示灯 
S び点灯しまず。 

パッシングずる 

► コンビネーションスイッチを ③の 
方向に引さまず。 

引いている間へッドランプび上向 
をになりまず。 

また、メーターパネルの八イビー 
ム表示灯 Ba び点灯しまず。 

コンビネーションスイッチから手 
を放ずと①の位置に戻りまず。 


ランプ ■ 

車夕 1■ランプ消な遅延機能 

周囲び日音いとさにエンジンを停止ずる 
と、車幅灯、フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセンスランプび点 
灯し、ドアやトランクを開いて閉じた 
後、約 ] 已秒後に消灯しまず。 

この機能の設定と解除については 
(4-42) をご覧ください。 


車がランプ消な遅延機能を一時的に解こ 
除ずる 

► エンジンを停止した後、エンジンス 
イッチを再度吕の位置にしまず。 
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運輯ずるとを 


■ラン3 

知識 

• エンジンを停止してからドアや 
トランクを閉じにままにずるか、 
開いてそのままにしてから約 
已〇秒後にランプは消灯し、こ 
の機能は解除されまず。 

-この機能は、ドアやトランクを 
開閉してランプび消灯してから 
約10秒し U 上経過ずると働かな 
<なりまず。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず 


コーナ IJ ングランプ* 

(下のとさに、方向指示灯の点滅、ま 
たはステア U ング操作に連動して、フ 
□ントフォグランプび点灯しまず。 

-周囲び暗いとさ 

• エンジンびかかっていて、走行速度 
び約40 km/h liTF のとき 

-へッドランプび点灯しているとき 

方向指示なの点滅との連動 

方向指示灯を点滅ごせると、点滅ごせ 
に側のフ □ ントフォグランプび点灯し 
ます。 

セレクターレバーび ra に入ってい 
るとをは、フ□ントフオグランプは点 
灯しません。 


ステアリング操作との連動 

ステア U ングを操作ずると、操作し 
た側のフ□ントフォグランプび点灯 
し sJ 〇 

セレクターレバーび〇に入ってい 
るとさは、ステア U ングを操作した方 
向と逆側のフ□ントフォグランプび点 
灯しまず。 

知識 

• 点滅ごせた方向指示灯の方向と、 
ステア U ングの操作方向び異な 
るときは、方向指お灯と同じ側 
のフ□ントフォグランプび点灯 
し 〇 

• フ□ントフォグランプはゆっく 
り消灯ずるため、一時的に左ち 
両側のフ□ントフォグランプび 
点灯ずることびあ0まず。 

• 点灯したフ□ントフォグランプ 
は、約3分後に自動的に消灯し 
ます。 
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運輯ずるとを 



①へッドランプ照射角度調整ダイヤル 


乗員数が増えたり荷物を積載してへッ 
ドランプの照射角度が変わったとさに 
調整しまず。 

エンジンスイッチが 2 の位置のとき 
に調整でさまず。 

へッドランプ照射角度を調藝ずる 

► へッドランプ照射角度調整ダイヤル 
①を押しまず。 

ダイヤルがポップアップしまず。 

► へッドランプ照射角度調整ダイヤル 
をまわして、0または1に合わせ 
まず。 

► 調整が終了したら、へッドランプ 
照射角度調整ダイヤルを押し込み 
ます。 


へッドランプ照射ち度調壁ダイヤル 

0 1名乗車時または2名柔車時 

1 ] 名柔車時でトランクに荷 

物を積載時 

または 

2名乗車時でトランクに荷 
物を積載時 

注意！ 

対向車に迷惑がかからないように 5 
ミ主意しながら調整して < ださい。 ~~ 

知識 

バイキセノンへッドランプ装備車 
のへッドランプ照射角度は、自動 
的に調整されまず。 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずるとを 


方向指。 



①ち側の方向指示灯び点滅 
③を側の方向指示灯び点滅 


エンジンスイッチび1か吕の位置の 
とさに点滅させることびでさまず。 

ち側の方向指示なを点滅させる 

► コンビネーションスイッチを①の 
方向に操作しまず。 

左側の方向指示なを点滅させる 

► コンビネーションスイッチを③の 
方向に操作しまず。 

ステア U ングを直進に戻ずとコンビ 
ネーションスイッチは自動的に戻り 
まず。戻らないとさは手で戻してくだ 
ごい。 

方向指示灯び点滅しているとさは、 
メーターノ くネルの方向指示表示灯ち点 
滅します。 


知識 

-方向指示灯を使用しているとさ 
に非甫点滅灯スイッチを押ずと、 
非甫点滅灯に切り替わりまず。 
再度、非常点滅灯スイッチを押 
すと、方向指示灯に切り替わり 
まず。 

• コンビネーションスイッチを軽 
<操作ずると、方向指お灯び3 
回点滅しまず。 
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運輯ずるとを 





非常点滅'灯 


①非常点滅灯スイッチ 


故障などの非甫時に、やむを得ず路上 
で停車するとさなどに使用しまず。 

非常点滅：打を使用ずる 

► 非常点滅灯スイッチ①を押しまず。 
すべての方向指示灯び点滅し、ス 
イッチと、メーターパネルの方向 
指示表示灯ち点滅します。 

非常点滅なを消なさせる 

► 再度、非常点滅灯スイッチ①を押 
し 9 〇 


注意！ 

-非常時(外は使用しないで<だ 
ごい。 

-エンジンを停止して長時間使用 
ずると、パッテ1」一びあびるお 
それびあ0まず。 

知識 

• 非常点滅灯を使用しているとさ 
にコンビネーションスイッチを 5 
左折またはち巧方向に操作ずる~ 
と、その方向の方向指示灯の点 
滅に切り替わりまず。 

方向指お灯び消灯ずると、再び 
非苗点滅灯に切り替わりまず。 

-エアバッグび作動ずると、非甫 
点滅灯び自動的に点滅しまず。 
自動的に点滅した非常点滅灯を 
解除ずるとをは、非甫点滅灯ス 
イッチを押します。 
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運転ずるとを 





①テイップ機能/ウインドウウォッ 
シャーの噴射 

③ワイノ（一作動 モー ドの マーク 


ワイ八一を作動させる 


レインセンサー装備車 


エンジンスイッチび1か吕の位置の 
とさに作動しまず。 

► コンビネーションスイッチをまね 
してワイパー作動 モー ドの マーク 
③を！〜川に合わせまず。 

レインセンサー装備車と非装備車 
では作動び異なりまず。 


じ(下のよ5に作動しまず。 


位置 

作動内容 

0 

停止 

1 AUTO モード 

II 

低速モード 

III 

高速モード 
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運輯ずるとを 


知識 

•AUTO モードは、レインセン 
サーび感知した雨滴量や走行速 
度などに応じて、ワイパーの作 
動を自動的に切り替えまず。 

• コンビネーションスイッチび11、 
川の位置のとさを、停車時ま 
たはごくほ速での走行時のワイ 
パーの作動は、レインセンサー 
により自動調整されまず。 

• AUTO モードのとをは、停車 
時にドアを開くとワイパーは停 
止しまず。ワイパーはじ(下のと 
さに作動を再開しまず。 

〇セレクターレバーび EI ま 
には El に入っているとさ 
は、ドアを閉じてセレクター 
レバーを他の位置に入れた 
とさ 

〇セレクターレバーび ra ま 
たは ■ に入ってし）るとさ 
は、ドアを閉じたとさ 


レインセンサーが装備車 

(下のよ5に作動しまず。 


位置 

作動内容 

0 

停止 

I 間欠モード 

II 

低速モード 

III 

高速モード 

知 

識 


• 停車時またはごくほ速での走行 
時にワイパーの作動び自動的に 
LU 下のよ5に切り替わりまず。 

◊ 間欠モード （ I ) のとき 
作動間隔び長 < なりまず。 

〇ほ速モード （ 11 ) のとき 
間欠モードにな0まず。 

〇高速モード（川）のとき 
低速モードにな0まず。 

走行速度を上げると元のモード 
に戻りまず。 


ヮィパ- 

• 間欠モードのとをは、停車時に 
ドアを開くとワイパーは停止し 
まず。ワイパーはじ(下のとさに 
作動を再開します。 

〇 セレクタ ーレバーび EI ま 
たは El に入っているとさ 
は、ドアを閉じてセレクター 
レバーを イ也の位置に入れた 
とさ 

◊セレクターレバーび眶ミ|ま 5 
たは ■ に入っているとさ 
は、ドアを閉じたとさ 
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運転ずるとを 


ヮィパ- 

ワイパーを1回だけ作動させる 
(ティップ機能） 

► コンビネーションスイッチを矢印 
①の方向に軽く押しまず。 

ウォッシャー液び噴射せずにワイ 
パーび]回だけ作動しまず。 

この機能はフ□ントウインドウび肅れ 
ているときだけ使用してください。 

ウインドウウォッシャーを晴射させる 

► エンジンスイッチび1か吕の位 
置のとさ、コンビネーションスイ 
ツチを矢印①の方向に深く押し続 
けまず。 


レインセンサー* 



フ□ントウインドウの図の位置にレイ 
ンセンサーびありまず。 


その間ウインドウウォッシャー液 
び噴射し、ワイパーち作動しまず。 


知識 


エンジンびひかっていて、ヘッド 
ランプび点灯しているとさに、ウ 
インドウウォッシャーを約已回 
操作すると、へッドランプウォッ 
シャー*び作動しまず。 

* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず 


注意！ 

レインセンサーの上にステッカー 
などを貼付しないで<ださい。レ 
インセンサーび正しく機能しなく 
なりまず。 
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運輯ずるとを 


ミ主意！ 

• ワイパーやウインドウ ウォツ 
シャーを使用ずるときは、歩行 
者に水しぶさやウォッシャー液 
がかからないよ5にま意して< 
ださい。 

-フ□ントウインドウを拭くとき 
などは、必ずコンビネーション 
スイッチを0(停止）の位置に 
して<ださい。ワイパーが動さ、 
けがをずるおそれがあ0まず。 

- フ□ントウインドウが乾いてい 
るときはワイパーを使用しない 
でください。ウインドウの表面 
に細かい傷が付<おそれがあ0 
ます。フ□ントウインドウがミち 
れてし''る場合は、必ずウオッ 
シャー液を噴射してからワイ 
パーを使用して < ださし、。 


-ウォッシャー液が出な<なった 
ときは、ウォッシャーの操作 
をしないで < ださい。ウォッ 
シャーポンプを損傷ずるおそれ 
がありまず。 

-寒冷時にはワイパーブレードが 
ガラスに貼り付くことがありま 
す。作動させる前に貼り付いて 
いないことを確認して<ださ 
し、。貼0付いたままワイパーを 
操作ずると、ワイパーブレード 
やモーターを損傷するおそれが 
ありまず。 

-雪などが付着しているときは、 
雪などを取0除いてからワイ 
パーを操作して<ださい。作業 
の際には、安全のため、キーを 
抜いてください。 


ヮィパ- 

知識 

-ワイパーび作動しないとをは、 

別のモードを選がずると作動ず 
ることびありまず。 

• を季にはウォッシャー液の濃度 
に注意し、冬用の純正ウォッ 
シャー液を使用してくださし、 

• コンビネーションスイッチが 
I の位置のとさ、エンジンを始 
動ずるとワイパーが]回作動ず 5 
ることがありまず。 ~~ 

• コンビネーションスイッチを 
I の位置にずると、ワイパーが 
1 回作動しまず。 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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運輯ずるとを 


ワイ パー 


へッ ドランプウォッシャ ー* 

エンジンがかかっていて、 へッ ドラン 
プが点口しているとさに、ウインドウ 
ウォッシャー （5-32) を約目回作動 
させると、ウォッシャー液が自動的に 
へッ ドランプに向けて噴射されまず。 


知識 

• エンジンを停止ずると、ウイン 
ドウウォツシャーを作動させた 
回数は U セツトされまず。 

. 冬季にはウォツシャー液の濃度 
に注意し、冬用の純正ウォツ 
シヤー液を使用してください。 


注意！ 

へッドランプには樹脂製レンズを 
使用してし^るので、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくだ 
さい。レンズを損傷ずるおそれが 
ありまず。 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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運輯ずるとを 


パーキングブレーキ 


(ー キング ブレーキ 



①ノ くーキングブレーキ レバー 
©解除ノブ 

« S A 


-モ供だけを残して車から離れな 
いで < ださい。パーキングブレー 
キを解除して車び動さ出し、事 
故を起こずおそれびありまず。 

-パーキングブレーキを効かせた 
まま走行しなし''でくださし、パー 
キングブレーキび過熱して効か 
な<なった0、乂災び発生ずる 
おそれびあ0まず。 


パーキングブレーキを効かせる 

► パーキングブレーキレバー①を引 
さ上げまず。 

メーター パネルのブレーキ警告灯 
び点なしまず。 

パーキングブレーキを解除ずる 

► パーキングブレーキ レバー ①をか 
し引さ上げ、解除ノブ③をいっぱ 
いに押し込んでからパーキングブ 
レーキレパーを下げまず。 

メーター パネルのブレーキ警告灯 
び消灯しまず。 


注意！ 

-パーキングブレーキは完全に停 
車してから効かせて < ださい。 

-急なあ道に駐車ずるとさは、夕 
イヤに輪止めをして < ださい。 
ごらに前輪の下り側を歩道方向 
に向けて < ださい。 

知識 

パーキングブレーキを解除しない 5 
で走行すると、警告音が鳴り、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイ 
に警告ッセージが表示されまず。 
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運輯ずるとを 


'レーキ 


1ブレ ー キ 


溢 化 

口 

A 


-長い下りあや急な下りおでは必 
ずエンジンブレーキを併用して 
<ださい。エンジンブレーキを 
併用しないでブレーキペダルを 
踏み続けた0、急ブレーキを繰 
り返ずと、ブレーキび効かなく 
な0停車でをな<なるおそれび 
ありまず。 


-ブレーキペダルの上に足を置い 
たまま運転しないで < ださい。 
ブレーキパッドび早<摩耗ずる 
だけでな<、ブレーキび過熱し 
て効かな<なった0、乂災び発 
生するおそれびあ0まず。 


ま意！ 

-ブレーキび過熱している状態で 
は、ブレーキに水びかひらない 
よラにして<ださい。ブレーキ 
ディスクを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 


-水たまりの通週後や洗車直後は、 
ブレーキの効さび悪<なること 
びありまず。このよラなとさは 
後続車にま意しなびらほ速で走 
行し、ブレーキの効さび回復ず 
るまで、ブレーキペダルを数回 
軽 < 踏んで < ださい。 


• 必ず純正のブレーキパッドを使 
用してください。純正(外のブ 
レーキパッドを使用ずると、ブ 
レーキ特性び変わってま全なブ 
レーキ操作びでさな<なるおそ 
れびあ0まず。 

-ブレーキシステムを改造した 
り、スペーサーやブレーキダス 
トシールドなどを使用しないで 
<ださい。 
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運輯ずるとを 


知識 

-高速道路を走行しているとさな 
ど、ブレーキをかけずに長時間 
走行していると、ブレーキの効 
さび悪くなることびありまず。 
このよラなとさは後続車にミ主意 
しなびら、時クブレーキを効か 
せて < ださい。 

• 急フレーキなどでブレーキに大 
さな負担をひけた後は、ブレー 
キディスクびをえるまでしばら 
く走行を続けてください。 

• 長い急な下りあでは、ティツ 
プシフトでギアレンジを mm . 
— ' D にして、エンジンブ 
レーキを効ひせて<ださい。ブ 
レーキの過熱や過度の摩耗を防 
ぐことびでさまず。 


画 

エンジニ 


ブレーキ警告打 


f ンスイツチを吕の位置にずる 
と点灯し（点灯しないとさは、警告灯 
び巧障していまず）、エンジン始動後 
に消灯しまず。 


エンジン始動後ちノ くーキングブレーキ 
を効かせているとさは、点灯したままに 
なりまず（エンジンスイッチび1の位 
置のとさを点灯したままになりまず)。 


パーキングブレーキを解除してち消灯 
しないとさや、走行中に点灯ずる場合 
は、ブレーキ液び不足していまず。ま 
全な場所に停車し、指定サービスエ場 
に連絡してください。 


ゾレ—十 

注意！ 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキ液またはブレーキ 
パツドに関ずる故障/警告メツ 
セージび表示されたときは (10-7) 
をご覧ください。 
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運輯ずるとを 


ブし—十 

SLK 已已 AMG のブレーキのま意 
事項 

SLK 已已 AMG の高性能ブレーキシス 
テムは、走行速度やブレーキペダルの 
踏力、気温や湿度などの外気環境によ 
0、ブレーキノイズを発生ずることび 
ありまず。 

まに、 SLK 已已 AMG のブレーキパッ 
ドやブレーキディスクなどブレーキシ 
ステムを構成する部品は、運転スタイ 
ルや走行状況に応じて摩耗度合いび異 
なってさまず。走行距離は摩耗度合い 
を測る目まにはなりません。負荷の高 
し、運転を行なったとさは、摩耗度合い 
は高くなりまず。 


ま意！ 

• SLK 已已 AMG の ブレーキ 
パッドは、目まとして走行お 
離び数百 km を超えるまでは 
制動性能を完全には発揮でさ 
ません。この期間は、必要に 
応じて ブレーキ ペダルをかし 
強めに踏んで< ださい。また、 
ブレーキ パッドの交換を行 
なったとさち、目まとして走 
行お離び数百 km を超えるま 
では同様のま意び必要でず。 


• SLK 已已 AMG のブレーキシ 
ステムに高い負荷をちえるよ 
5な走行をした後は、必ず指 
定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 
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運輯ずるとを 


A 己 S 


ABS 


ABS (アンチ□ック.ブレーキング- 
システム）は、急ブレーキ時や滑りや 
ずい路面でのブレーキ時など、車が不 
安定な状況になったとさに、タイヤの 
□ックを防ぎ、ステアリングでの車両 
の操縦を確保する装置です。 

警告 A 


- A 日 S はブレーキ操作を補助ず 
る装置で、無謀な運転からの事 
故を防ぐちのではありません。 
A 巨 S が適切に作動してち、車 
両操縦性や走行安定性の確保、 
制動距離の短縮には限巧があり 
ます。 

また、タイヤのグリップが失われ 
た状況では効果を発揮しません。 

- ABS 作動時の安全確保や危険回 
避については運転者に全責任が 
ありまず。 


注意！ 

- ABS は制動距離を短< ずる装 
置ではありません。 liTF のよ5 
な路面が滑りやずい状況では、 
ABS を装備していない車と比 
ベ制動距離が長<なることがあ 
りまず。 

ク 雪の積ちった路面や凍結し 
た路面 

ク 砂利道などの請れた路面 

ク 石だたみのよラに摩擦係数 
が連続して変化ずる路面 

ク スノーチェーン 装着時 
-軽< ブレーキ ペダルを踏み込ん 
だだけでち ABS が作動ずると 
さは、路面が滑0やず<なって 
し、ます。十分注意して走行して 
<ださい。 

-ブレーキを操作ずるとさは、ブ 
レーキペダルをしっかりと踏み 
込んで<ださい。ポンピングブ 
レーキを行なラと制動距離が長 
<なることがありまず。 


«告 A 


A 日 S に異常びあるとをは、ブレー 
キペダルを強<踏み込むとタイヤ 
は□ックしまず。その結果、ステ 
アリングでの車両操縦性び制限さ 
れ、制動距離び長< なるおそれび 
ありまず。 
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運輯ずるとを 


^^ABS 

知識 

-路面の状況に関わらず、 A 巨 S 
は速度が約 Skm/h を超えると 
作動でさるよラになりまず。 

- ABS に異常があると、下の 
システムち正し<作動しな<な 
ることがありまず。 

OESP 

OBAS 

- A 日 S に異常があると、マルチ 
フアンクシヨンデイスプレイに 
ESP に関する故障/警告^ッ 
セージが表おされることがあり 
まず。ずみやかに指定サービス 
工場で点検を受けて < ださい。 

-パッテ U —の電圧が下がると、 
バッテ U —あがりを防ぐため一 
時的に ABS が機能を停止しま 
ず。電圧が回復ずると機能ち元 
に戻りまず。 


ABS の作動 

ABS には Li (下のよ5な特性があり 
9 〇 

- ABS が作動ずると、ブレーキぺダ 
ルに脈動を感じたり車体が振動ずる 
ことがありまずが、異常ではありま 
せん。そのままペダルを踏み続けて 
<ださい。 

-エンジン始動後や発進直後にブレー 
キペダルを踏み込むと、 ペダルがわ 
ずかに振動したりモーターの音が聞 
こえまずが、これは、システムが自 
己診断をしているとさの音で異常で 
はありません。 


^1 ABS 警告打 

エンジンスイツチを2の位置にずる 
と点灯し（点口しないとさは警告灯が 
故障していまず）、エンジン始動後に 
消灯しまず。 

エンジン始動後に消灯しないとさ和、 
エンジンがかかっているとさに点口し 
たときは、 A 日 S に異常がありまず。 

通常のブレーキ時の制動力は確保され 
まずが、 ABS 、 ESP 、 巨 AS は作動し 
ません。 

いつちより慎重に運転し、ずみやかに 
指定ヴービスエ場で点検を受けて < だ 
さし、。 

ま意！ 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに ABS に関する故障/警告ツ 
セージが表示されたときは (10-3) 
をご覧 < ださい。 
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BAS 


日 AS (ブレーキアシスト）は、票急 
ブレーキの操作時に、短い時間で大さ 
な制動力を確保ずるブレーキの補助装 
置です。 

日 AS の操作は、通常のブレーキ操作 
と同じでずび、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーび感知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動しまず。 

日 AS は ブレーキ ペダルから足を放せ 
ば自動的に解除されまず。 


運輯ずるとを 


BAS^^ 




-日 AS は票急 ブレーキの 操作を補 
助ずる装置で、無謀な運転からの 
事故を防ぐをのではありません。 
日 AS び作動してを、制動お離の 
短縮には限界びありまず。また、 
タイヤのグ U ップび失われた状況 
では効果を発揮しません。 

-日 AS 作動時のま全確保や危険回 
避については運転をに全責任び 
ありまず。 


注意！ 

-日 AS に異常びあるときち通常の 
ブレーキは作動しまずび、緊急 
ブレーキ時には制動お離び長< 
なるおそれびありまず。 

• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイに A 日 S に関する故障/警 
告メッセージび表示されたとさ 
は ( 10 - 3 ) をご覧ください。 

5 

知識 — 

- BAS に異甫びあると、 ABS を 
正し<作動しな<なることびあ 
りまず。 


- BAS に異甫びあるとさは、マ 
ルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに ABS に関する故障/警告 
メツセージび表示されまずび、 
通常のブレーキは作動しまず。 

-バツテ1」一電圧びほ下ずると 
日 AS び一時的に機能を停止し 
ます。電圧び回復ずると機能ち 
元に戻0まず。 
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運転ずるとを 




ESP 


ESP (エレクト□こック-スタビ U 
ティ-プ□グラム）は、タイヤの空転 
時や横滑り時など、車が不安定な状況 
になったとさに、車両操縦性や走行安 
定性を確保しよラとずるシステムでず。 




- ESP は車両操縦性や走行安定性 
を高めるシステムで、無謀な運 
転からの事故を防ぐちのではあ 
りません。 ESP が作動してち、 
車両操縦性や走行安定性の確保 
には限界がありまず。また、夕 
イヤのグ U ップが失われた状況 
では効果を発揮しません。 

- ESP 作動時の安全確保や危険回 
避については運転者に全責任が 
ありまず。 


wm ESP 表示打 

エンジンスイッチを 吕 の位置にずると 
点灯し（点灯しないとさは表示灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消灯 
します。発進時または走行中に点滅し 
にとさは、 ESP び作動していまず。 

また、 ESP オフスイッチで ESP の 
機能を解除 （已 -43) しているときや、 
ESP び故障しているとさは、点灯し 
たままになりまず。 


警告 公 

ESP 表示灯が点滅しているときは、 
タイヤが空転しているか、車が横滑 
りしていまず。アクセルペダルを踏 
む力をかしゆるめてください。また、 
慎重に運転ずるととちに、下の操 
作は絶対に行なわないよラにして< 
ださい。 

-急八ンドル 
-急ブレーキ 
-急発進、急加速 
-急激なエンジンブレーキ操作 
- ESP の機能の解除 

ミを意！ 

マルチファンクシヨンデイスプ 
レイに ESP に関する故障/警告 
メッセージが表示されたときは、 
(10-3.4) をご覧ください。 
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運輯ずるとを 


ESP 


ESP オフスイッチ 



ESP オフスイッチは、 ESP の機能を 
解除ずるためのスイッチでず。 

深い雪や砂、砂利などの上を走行ずる 
ときや、スノーチェーンを装着してい 
るときなどは、 ESP の機能を解除した 
ほラが走行しやずい場合がありまず。 

ESP の機能を解除ずる 

► エンジンがかかっているとさに、 
ESP オフスイッチ①を押しまず。 

ESP の機能が解除され、 ESP 表 
お灯が点灯したままにな0まず。 

ESP を待機げ態にずる 

► エンジンがかかっているとさに、再 
度 ESP オフスイッチ①を押しまず。 

ESP が待機状態になり、 ESP 表 
示口が消灯しまず。 


«告 A 


• ESP オフスイツチで ESP の機 
能を解除したとさは、必ず路面 
の状況にをわせた速度で慎重に 
運転ずるととちに、 Li (下の操作 
は絶对に巧なわないよラにして 
<ださい。 

◊急八ンドル 
◊急ブレーキ 
◊急発進、急加速 
〇急激なエンジンブレーキ操作 

- ESP の機能を解除ずる必要がな 
くなったとさは、 ESP を待機状 
態にして<ださい。車が不安定 
な状況になったとさに、車両操 
縦性や走行安定性を確保するこ 
とがでさません。 


知識 

エンジンを始動したとき、 ESP は 
常に待機状態になりまず。 
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運転ずるとを 


^|~ESF> 

注意！ 

-車輪を上げてけん引されると 
をは、エンジンスイッチを吕 
の位置にしないで < ださし、 
ESP び作動し、接化している 
車輪にブレーキびかか0、ブ 
レーキシステムを損傷ずるおそ 
れびありまず。 

-ダイナモメーターを使用して 
パーキングブレーキをテストず 
るとさは、エンジンを停止して 
<ださい。ブレーキシステムや 
駆動系部品を損傷ずるおそれび 
ありまず。 

- ESP び故障ずると、マルチファ 
ンクションディスプレイに故障 
/警告メッセージび表示され、 
エンジンの出力びほ下ずること 
びありまず。走行び困難なとさ 
は、ずみやかにま全な場所に停 
車し、指定サービスエ場に連絡 
して < ださい。 


知識 

-指定のサイズで4輪とを同じ 
銘柄のタイヤを装着しないと、 
ESP び作動ずることびありま 
ず（走行中に ESP 表示灯び点 
滅したままになりまず）。 

- ABS に不具合び生じたときは、 
ESP ち機能を停止しまず。 

- ABS 警告灯胃び点灯してい 
るときは、 ESP ち作動しませ 
ん。指定サービスエ場で点検を 
受けて < ださい。 


• ESP オフスイッチで ESP の機 
能を解除しているときにタイヤ 
の空転や横滑りを感知ずると、 
ESP 表示灯び点滅しまずび、 
ESP は作動しません。 


ただし、このとさに ブレーキを 
効かせたとさは、 ESP は自動 
的に作動しまず。 


-エンジンびかかっている状態 
で、駐車場などのターンテーブ 
ルで回転ごせたり、駐車場のら 
せん状のアプ□ーチを走行して 
し、るときなどに、マルチフアン 
クシヨンディスプレイに ESP 
に関する故障/警告メッセー 
ジび表示され、 ESP 表示なや 
ABS 警告灯び点灯ずることび 
ありまず。 

このよラなとさは、ま全な場所 
に停車して、エンジンスイッチ 
を 0 の位置に戻し、エンジンを 
再始動してください。しばらく 
走行ずると故障/警告メッセー 
ジや ESP 表示灯、 ABS 警告灯 
は消灯しまず。 
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クルーズコントロール 


クルーズコント□ールは、アクセルぺ 
ダルを踏まなくてを、設定した速度を 
自動的に維持して走行でさまず。 

設定できる速度は約 30 km / h 1；■(上 
です。 


運輯ずるとを 


クルーズコント □ ール 


警告 公 


• 車の走行速度や先行車との車間 
距離の確保など、クルーズコン 
卜□ール使用時のま全確保や危 
険回避については運転をに全責 
任びありまず。 

-し U 下のよラな場合はクルーズコ 
ント□ールを使用しないでくだ 
さい。車のコント□—ルを失い、 
事故を起こずおそれびありまず。 

◊急な下りあ、急カーブ、巧び 
りくねった道路 

〇加減速を繰り返ずような交通 
状況や交通量のをい道路 

◊降雨時や雪道、凍結路などの 
滑0やずい路面 


注意！ 

• クルーズコント□ールは、主に 
高速道路や自動車専用道路で 
使用ずることを想定したちの 
です。市街地では使用しないで 
<ださい。 

-指定のサイズで4輪とち同じ銘 
柄のタイヤを装着しないと、ク 
ルーズコント□ールび誤作動ず 
るおそれびありまず。 

• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイにクルーズコント□ールに 
関する故障/警告メッセージび 
表おごれたときは （10 -已） を 
ご覧 < ださい。 

• 急な上りあでは、 クルーズ コン 
卜□ールび速度を維持ずるため 
にシフトダウンしまずび、設定 
した速度を維持でさないことび 
ありまず。このよラなとさはア 
クセルペダルを踏んで加速して 
<ださい。 
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運転ずるとを 


クルーズコントロール 


-急な下りおなどで惰性びついた 
とさは、速度を維持ずるために 
自動的にブレーキを効かせるこ 
とびありまずび、設定速度を維 
持でさないことびありまず。 

このよラなとさは、ブレーキぺ 
ダルを踏むか、テイップシフト 
で低いギアレンジを選択しエン 
ジンブレーキの効さを強 < して、 
減速して < ださい。 

ただし、路面び滑0やずいとさ 
は、急激なエンジンブレーキを 
効ひせないで<ださい。ス U ッ 
プして車のコント□ールを失い、 
事故を起こずおそれびありまず。 

• 自動的にブレーキを効ひせてい 
るとさは、ブレーキペダルび奥 
に引き込まれまず。ブレーキぺ 
ダルの下に足を置いていると挟 
まれたり、ブレーキの作動を巧 
げるおそれびあ0まず。 


クルー ズコント□—ルの使いかた 



⑦ 〜⑥レバーの 操作方法 

⑧ 表示灯 

可変スピードリミッター（已-已吕）と 
同じ レバーを 使用しまず。 

レノ（一の表示灯⑥び消灯しているとさ 
に、クルーズコント□ールを操作でさ 
9 〇 

レノ（一の表示灯⑥び点灯しているとさ 
は、可変スピード U S ッターを操作で 
をる状態でず。レバーを⑥の方向に押 
すと表示灯び消灯し、クルーズコント 
□-J レの操作びでさる状態に切り替わ 
りまず。 


クルーズ コント □ー ルを設定ずる 

► レバーの表示灯⑧び消灯している 
ことを確認しまず。 

点灯しているときは、レバーを⑥ 
の方向に押して、表示灯を消なさ 
せます。 

► 希望の速度まで加速、または減速 
し 9 〇 

► 希望の速度に達したとさ、レバーを 
①か③の方向に操作しまず。 

そのとさの速度に設定されまず。 
または 

► レバーを④の方向に引きまず。 

記憶されている設定速度に設定さ 
れまず。 

アクセルペダルから足を放ずと、設 
定した速度を維持ずるよ5に走行し 
cJn 9 〇 
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設定ま度びマルチフアンクシヨンディスプレイ 
に表示された例 

⑦設定ま度 

マルチフアンクシヨンデイスプレイに 
設定速度⑦び数秒間表示されまず。 


警ち A 


記憶されている設定速度に再度設定 
するとさは、周囲が安全な状況であ 
ることを確認して<ださい。走行中 
の速度と設定速度に大さな差がある 
と、急加速して事故を起こずおそれ 
がありまず。 


運輯ずるとを 


クルーズコント □ ール 



PRN 因固 
+20.己で 
。 40km/h 



設定ま度び車両情報サブ画面に移動し、表示さ 
れた例 


⑨ クルーズコント□ールインジケーター 
/設定ま度 


数秒後、車両情報サブ画面にクルーズ 
コント□ールインジケーターと設定速 
度⑨び表示されまず。 


知識 

• クルーズコント□ールの設定速 
度の表示とスピードメーターお 
よびマルチフアンクシヨンデイス 
プレイの速度表示には、若干の 
誤差び生じることびありまず。 

-上りあなどを走行ずるときは、 
設定した速度を維持でさなし、こ 
とびありまずび、路面び平坦に 
なると、設定した速度で走行を 
再開しまず。 


-設定速度び記憶されていない状 
態でレバーを④の方向に引いた 
とさや走行速度び約 30km/h 
じ(下のとき、 ESP オフスイッチ 
で ESP の機能を解除している 
ときはクルーズコント□ールを 
設定できません。このときは、 
マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイに "-km/h" び数秒間点滅 
しまず。 


• クルーズコント□ールの設定速 
度は記憶されまず。ただし、エ 
ンジンスイッチを一度 0 か 1 の 
位置にずると、記憶された速度 
は消去されまず。 
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運転ずるとを 


ク J レ——ノ j "」 ントロ—— J レ 
設定速度を上げる 

► レバーを①の方向に上げ続けまず。 
希望の速度になったら手を放しまず。 

手を放したとさの速度に設定され 
まず。 

設定速度を下げる 

► レバーを③の方向に下げ続けまず。 
希望の速度になったら手を放しまず。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 


知識 

• レバーを ①か③の方向にごく短 
時間操作ずると、1 km/h 単位 
で速度の設定びでさまず。 


-レバーを③の方向に下げて減速 
しているとさに、シフトダウン 
したり、自動的にブレーキを効 
かせることびありまず。 

注意！ 

自動的にブレーキを効かせている 
とさは、ブレーキペダルび奥に引 
さ込まれまず。ブレーキペダルの 
下に足を置いていると挟まれたり、 
ブレーキの作動を妨げることびあ 
りまず。 


—時のに速度を上げる 

追い越しなどで一時的に速度を上げ 
るとをは、アクセルペダルを踏んで速 
度を上げてくだごい。アクセルペダル 
ひら足を放ずと、元の設定速度に戻り 
9 〇 
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運輯ずるとを 


クルーズコント□ールの設定を解除 
ずる 

► レバーを③の方向に押しまず。 
または 

► ブレーキ ペダルを踏みまず。 

まには 

► レバーを⑥の方向に押しまず。 

レノ（一の表示灯⑥び点灯し、可変ス 
ピード U S ッターの操作びでさる状 
態に切り替わりまず。 


知識 

• クルーズコント□ールの設定速 
度は記憶されまず。ただし、エ 
ンジンスイッチを一度 0 か 1 の 
位置にずると、記憶された速度 
は消去されまず。 

- liTF のとさは、クルーズコント 
□ールは自動的に解除されまず。 

◊セレクターレバーを m に 
入れたとさ 

〇 ESP オフスイッチで ESP 
の機能を解除したとさ 

〇 ESP び作動したとき 

〇走行速度び約 30km/h (下 
になったとさ 

このとさは確認音び鳴り、マル 
チフアンクシヨンディスプレイ 
に”クル-スノト□-ルオフ’’と表示ご 
れます。 


また、パーキングブレーキを効 
かせたとさち自動的に解除され 
ます。 


クルーズコントロール 
«告 A 


クルーズコント□ールはセレクター 
レバーを m に入れてを解除され 
まずび、走中はセレクターレバー 
を m に入れないで< ださい。エ 
ンジンブレーキび効かないため、事 
故を起こしたり、トランスミツシヨ 
ンを損傷ずるおそれびありまず。 
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運転ずるとを 


可変スピード U ミツター 


可変 スピー ドリ吉ッ ター 


可変スピードリミッターは、制限速度 
を設定すると、アクセルペダルを踏み 
込んでいてち、設定した速度を超えな 
いように走行ずることができまず。 

設定できる制限速度の下限は 30km/h 
です。また、上限は21日 km/h 〜 
S 目日 km/h の間でず。 

《設定でをる制限速度の上限は、車種や 仕 
様により異な0ます。 

ただし、車の最高速度 LiLL に制限速度 
を設定してち、車の最高速度政上の速 
度で走行することはできません。 


警告 公 


• 走行時は法定速度を遵守して< 
ださい。可変スピードリミッター 
使用時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任があり 
まず。 


-運転を交代ずるとさは、必ず交 
代ずる運転者に、巧変スピード 
US ッターの機能と設定した制 
限速度を伝えて < ださい。 

可変スピード U 三ッターの機能 
を知らずに運転ずると、アクセ 
ルペダルを踏んでち速度が上が 
らず、事故を起こずおそれがあ 
りまず。 


-可変スピードリミッターはブ 
レーキペダルを踏んでち解除で 
さません。 

-可変スピードリミッターは設定し 
た制限速度 iu 上に加速ずる必要 
のないときに使用してください。 
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運輯ずるとを 


ミ主意！ 

-可変スピード US ッターの設定 
速度の表示と、スピードメー 
ターおよびマルチファンクシヨ 
ンディスプレイの速度表示に 
は、若干の誤差び生じることび 
ありまず。 

• マルチファンクシヨンデイスプ 
レイに可変スピード U ミッター 
に関ずる故障/ 警告メッセー 
ジび表おごれたときは (10-5) 
をご覧 < ださい。 


-急な下りおなどで惰性びついた 
とさは、速度を維持ずるために 
自動的にブレーキを効かせるこ 
とびありまずび、設定速度を維 
持でをないことびありまず。 

このよラなときは、ブレーキぺ 
ダルを踏むひ、ティップシフト 
でほいギアレンジを選択しエン 
ジンブレーキの効をを強< し 
て、減速してくださし、。 

ただし、路面び滑0やずいとさ 
は、急激なエンジンブレーキを 
効かせないでください。ス1」ッ 
プして車のコント□ールを失 
し、、事故を起こずおそれびあり 
ます。 


• 自動的にブレーキを効かせてい 
るとさは、ブレーキペダルび奥 
に引さ込まれまず。ブレーキぺ 
ダルの下に足を置いていると挟 
まれたり、ブレーキの作動を巧 
げるおそれびありまず。 


可変スピードリミッター 

知識 

• スノータイヤスピード1」 S ッ 
夕一 （4-4 已）を設定している 
とさは、巧変スピード US ッター 
で設定できる制限速度は、 スノー 
タイヤスピード U ミッ ターの 設 
定速度び上限になりまず。 

• 設定した速度を維持でをないと 
をは、警告音び鳴り、マルチファ 
ンクシヨンデイスプレイに"リミ5 
ット]1の夕！"と表示されることび 
ありまず。 
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運転ずるとを 


可変スピード U 云ッター 



PRN 因園 

+20.己 。 C 
#LIM 目 Okm/h 



設定した制限速度びマルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに表おされた例 


設定したお限ま度び車両情報サブ画面に移動し、 
表示された例 


可変スピード U ミッターの使いかた 



①〜⑥レバーの 操作方向 
⑥表示な 

クルー ズコント □—ル （已 -46) と同 
じレバーを使用しまず。 

レバーの表示灯⑥び点なしていると 
さに、巧変スピード U ミッターを操 
作でさまず。 

レノ（一の表示灯⑥び消灯していると 
さは、 クルーズ コント□ールを操作 
でさる状態です。レバーを⑥の方向 
に押ずと表示灯⑧び点灯し、可変ス 
ピード U S ッターの操作びでさる状 
態に切り替わりまず。 


⑦設定ま度 

可変スピードリミッターを設定ずる 

レノ（一の表示灯⑥び点灯していること 
を確認してくだごい。 

► レパーを①か③の方向に操作しまず。 

-走行速度び約 30km/h (下のと 
をは 30km/h に設定されまず。 

• 走行速度び約 30km/h Li (上のと 
さはそのとさの速度に設定され 
まず。 


⑨設定ま度 
または 

► レバーを④の方向に引さまず。 

記憶されている制限速度に設定され 
9 〇 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
Iこ設定速度⑦び数秒間表示されまず。 

数秒後に車両情報サブ画面に設定速 
度⑨び表示されまず。 

注意！ 

巧変ス ピー ド US ッ ターを設定ず 
るとさは、周囲の状況、特に後方 
の車などにま意しなびら操作して 
<ださい。事故を起こずおそれび 
ありまず。 
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運輯ずるとを 


知識 

-巧変スピード US ッ ターの設定速 
度は記憶されまず。ただし、エ 
ンジンスイッチを一度 0 か 1 の 
位置にずると、記憶された速度 
は消去されまず。 

-設定速度び記憶されていないと 
きにレバーを④の方向に引くと、 
マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイに’’ km/h" び数秒間点滅 
します。 

-アクセルペダルを踏んでキック 
ダウンしているとさは可変ス 
ピー ド U ミ ッターを 設定ずるこ 
とはでをません。 


可変スピードリミッター 


設定速度を変更ずる 

► レバーを ①の方向に上げまず。 

設定速度び] Okm/h 単位で上びり 

Ct^ 9 〇 

または 

► レバーを④の方向に引さまず。 

設定速度び] km/h 単位で上びり 
まず。 

または 

► レバーを ③の方向に下げまず。 

設定速度び] Okm/h 単位で下びり 
ます。 


注意！ 

設定速度を変更ずるとさは、周囲 
の状況、特に後方の車などにミち意 
しなびら操作してください。事故 
を起こずおそれびありまず。 
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運転ずるとを 


可変スピード U ミツター 

可変スピードリミツターを解除ずる 

► レバーを③の方向に押しまず。 
または 

► レバーを⑥の方向に押しまず。 

レバーの 表示灯⑧び消灯し、 クルー 
ズコント□ールの操作びでさる状態 
に切り替わりまず。 


知識 

次の操作をしたとさは巧変スピー 
ド U S ッターび自動的に解除され 
まず。 


-アクセルペダルを踏んでキック 
ダウンしたとさ 

このとさは確認音が鳴りまず。 

ただし、設定速度より約 
S 日 km/h 上低い速度までは、 
一時的にキックダウンしてち可 
変スピードリミッターは解除さ 
れません。 


• エンジンを停止したとさ 


注意！ 

可変スピード U ミッターを解除し 
てち、設定速度は記憶されていま 
す。記憶されている速度が走行速 
度よりち低い場合、記憶されてい 
る速度に再度設定ずると、アクセ 
ルペダルを踏んでいてち車は減速 
し 〇 
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(—クト□ニック* 


パークト□こックは、フ□ントとリア 
のノ（ンノ（一にあるセンサーで障害物な 
どを感知し、車と障害物とのおよその 
距離を、インジケーターと警告音で運 
転者に知らせる装置でず。 

注意！ 

パークト□ニックは運転者を支援 
するシステムでず。運転者はパー 
クト□こックだけに頼らず、必ず 
周囲の状況を確認して < ださい。 
特に周辺に乂や動物がいないこと 
を確認して < ださい。 


運転ずるとを 


パークト□云万""^I 


パークト□ニックセンヴー 



フ□ント 

⑦センサー 

フ□ントバンパーの日個のセンサー 
①と U アバンパーの4個のセンサー 
③び車の周辺の障害物などを感知し 
ます。 



I 」ア 


③センサー 5 


注意！ 

-センサーにミ尼や氷、雨、水しぶ 
さなどび付着したとさは、赤色 
インジケーターび点灯して、約 
20秒後にパークト□ニックび 
停止することびありまず。 

• センサーに損傷をちえないよラ 
に注意してください。正しく作 
動しな < なるおそれびあ0まず。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず 
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運輯ずるとを 


卜□ニック 


インジケーター/作動表示な 



フ〇ント 

①を側インジケーター 
③ち側インジケーター 
③フ□ント作動表示口 

フ□ントのインジケーターと作動表示 
灯はダッシュボード上の図の位置にあ 
りまず。 



⑦左側インジケーター 
⑨ち側インジケーター 
④1」ア作動表示な 


1」アのインジケーターと作動表示灯は 
車室内後方の図の位置にありまず。 


ノ（ンノて一と障害物などとのおよそのお 
離を、表示灯の点灯数でおしまず。 

注意！ 

システムに異常びあるときは、ホ 
色インジケーターび点灯して警告 
音び鳴り、約20秒後にパークト 
□ニックび停止ずることびありま 
す。このとさは、パークト □ニッ 
クオフスイッチ（已 -60) の表示灯 
び点なしまず。 


知識 

エンジンスイツチを吕の位置にず 
ると、ずべてのインジケーターと 
作動表示灯び一瞬点灯しまず。 
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運輯ずるとを 


パークト□云万""^I 


パークト□ニックの作動を件 


知識 


エンジンスイツチび吕の位置でノ くーキ 
ングブレーキび解除されているとき、 
シフト位置に応じてじ(下のよラに作動 
します。 


シフト位置 作動内容 

MiU フ□ントのセンサーび作動し、フ□ントの作動表示灯③び点 

灯しまず。 

Eld フ□ントと U アのセンサーび作動し、フ□ントと U アの作動 

表示灯③④び点灯しまず。 

■J パークト□ニックは作動しません。 


• パークト□ニックび作動したと 
さ、センサーの感知範囲に障害 
物などびあると、その距離に応 
じてインジケーターび点灯し、 
警告音を鳴0まず。 

• パークト□ニックは、速度び約 
1 8km/h じ(下のとをに作動しま 
す。速度び約] 8km/h け上に 
なると機能び解除されまず。 
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運輯ずるとを 


パー ク ト □ニック 

パークト□ニックの作動 
フ□ントのセンサー感知節囲に障害物 
が入ったとを 

フ□ントのセンサー感知範囲（已-已 9) 
に障害物び入ると、黄色インジケー 
ターび]個点灯しまず。 

障害物との距離び短<なるにつれ、点 
灯する黄色インジケーターの数び増え 
ていさまず。 

障害物との距離びセンサーの最短感知 
距離に近くなると、黄色インジケー 
ターに加えて]個目の赤色のインジ 
ケーターび点灯し、警告音び断続的 
に約3秒間鳴りまず。 

最短感知距離（約20〜]已 cm ) に 
なると、上記のインジケーターに加え 
て2個目のホ色インジケーターび点 
灯し、警告音び連続的に約3秒間鳴 
りまず。 


リアのセンサー感知節囲に障害物び 
入ったとを 

U アのセンサー感知範囲（已-已 9) に 
障害物び入ると、黄色インジケーター 
び]個点灯して、断続的に警告音び 
鳴りまず。 

障害物とのお離び短<なるにつれ、点 
なずる黄色インジケーターの数び増え 
ていさ、警告音の間隔び短くなりまず。 

障害物との距離びセンサーの最短感知 
距離に近くなると、黄色インジケー 
ターに加えて]個目の赤色インジケー 
ターび点灯し、警告音の間隔びさら 
に短くなりまず。 

最短感知距離（約20〜]已 cm ) に 
なると、上記のインジケーターに加え 
て2個目のホ色インジケーターび点 
灯し、警告音び連続的に鳴りまず。 


注意！ 

障害物との距離びセンサーの最短 
感知お離よりを近<なると、セン 
サーは障害物を感知でさな<なり、 
パークト□ニックび正甫に作動し 
な < なることびありまず。 

また、点灯していたインジケーター 
び消灯ずることびあ0まず。 
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運輯ずるとを 


パークトロ三^乃^^! 


センサーの感知節囲 



フ□ント 
バンパー側 

センサー感知節囲 

中央 

約]日日 cm 〜 20cm 

コーナー 

約目日 cm 〜] 5cm 


リア 

バンパー測 

センサー感知節囲 

中央 

約] 2日 cm 〜 20cm 

コーナー 

約8日 cm 〜] 已 cm 


注意！ 

-車の中央でバンパーから約 
SOcmLU 内、 コーナーで バン 
パーから約 ] 目 cm じ(内にある障 
害物は感知でさません。 

-センサーの周辺にアクセサ U — 
などを取り付けないで<ださい。 
パークト□ニックが正常に作動 
せず、車を損傷したり事故につ 
ながるおそれがありまず。 

-針金や□ープなどの細い物や、 
植木鉢や建物の張り出しなどセ 
ンヴーの上下にあるちのに十分 
注意して<ださい。これらが至 
近距離にあるとさ、状況によつ 
ては、センサーがこれらを感知 
せず、車や物を損傷ずるおそれ 
がありまず 

-センサーは雪などの超音波を吸 
収しやずい物を感知しないこと 
がありまず。 


-電波を発ずる物が近<にあるとさ 
や、不整地などを走行していると 
きは、パークト□こックが正しく 
作動しないことがありまず。 

-洗車機や大型車の排気ブレーキ 
や工事用のエアコンプレッサー 
などが近< にあると、超音波が 
乱され、パークト□こックが正 
常に作動しないことがありまず。 

-温度や湿度が高いとさや超音波 5 
や低周波を発生させる機器が車— 
の近< にあるとさ、またエンジ 
ンルームの温度が高いとさは、 
パークト□こックが正常に作動 
しないことがありまず。運転者 
はパークト□ニックだけに頼ら 
ず、必ず周囲の状況を確認して 
<ださい。特に車の周辺に人や 
動物がいないことを確認して< 
ださい。 
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運輯ずるとを 


パークト□ニック 
パークト□ニックオフスイッチ 



① パークト□ニックオフスイッチ 
③表示な 


パーク h □ニックを停止ずることびで 
さまず。 

パークト□ニックを停止ずる 

► エンジンスイッチび吕の位置のと 
き、パークト□ニックオフスイッチ 
①を押しまず。 

スイッチの表示灯③び点灯しまず。 

パークト□ニックを作動させる 

► 再度、パークト□ニックオフスイッ 
チ①を押しまず。 

スイッチの表示灯③び消灯しまず。 


知識 

パークト□ニックオフスイッチで 
パークト□ニックを停止してち、 
なにエンジンスイッチを吕の位置 
にしてパーキングブレーキを解除 
したとさ、パークト□ニックは自 
動的に作動しまず。 

ま意！ 

システムに異甫びあるときは、ホ 
色インジケーターび点灯して警告 
音び鳴り、約20秒後にパークト 
□ニックび停止ずることびありま 
ず。このとをは、パークト □ニッ 
クオフスイッチの表示灯び点灯し 
ます。 
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快適-室内装備 


エアコン デ イシヨナー 


ナ— 


エアコンデイシヨナー （クライ メート 
コント□ール）は、設定温度や外気温 
度などに応じて、車内の温度や湿度な 
どを快適な状態に保ちまず。 

m m ^ 


• エアコンデイシヨナーのを媒に 
は、新を媒 R] 34a を使用して 
し、ます。 

-化球環境を保護するため、フ〇 
ンガスを大気放出ずることは法 
律で禁止されていまず。 また、 
すべての自動車オーナーは、フ 
□ンガスび適切に処理されるよ 
ラ努めなければな0ません。 

• エアコンデイシヨナーのを媒の 
補充、交換、廃棄などは、必ず 
指定サービスエ場で行なつて< 
ださい。 


注意！ 

-送風温度を高めに設定してある 
とさは、送風口が過熱して高温 
になることがありまず。火傷を 
ずるおそれがありまずので十分 
に注意してください。 

-送風温度を低めに設定してある 
とさに送風口に身体を近付ける 
と、しちやけなどを起こずおそ 
れがありまずので十分にま意し 
て < ださい。 

• 皮膚の弱し''人は、送風口に身体 
を近付けずざないよラに注意し 
て < ださい。 

-車内が高温になっているとさは、 
エアコンデイシ ヨナーを 作動さ 
せる前に換気をして < ださい。 

-ボンネツトおよびエンジンルー 
ム内の吸気口が、雪や氷、異物 
などで覆われないよ5にして< 
ださい。 

-送風口や車内の吸気口が覆われ 
ないよ5にして <ださい。 


6-2 


知識 

-除湿された水分は車体下方に排 
水されまず。 

-ドアウインドウや U アクオータ 
ー ウインドウ、パリオ ルーフが 
開いていると、設定温度を維持 
でさません。 

-ドアウインドウや U アクオータ 
ーウインドウ、パリオルーフが 
閉じているとさにエアコンディ 
ショナーを停止ずると、ウイン 
ドウが曇りやずくなりまず。 

-一度に大幅に設定温度を変更し 
てち、設定温度に達ずるまでの 
時間はあまり変わりません。 

-エアコンディショナーの機能や 
モードのなかには、併用巧能な 
組み合わせがありまず。 

• エアコンディショナーのフィ 
ルター類は定期的な交換が必 
要でず。また、交換時期は使用 
環境によって異なりまず。 

フィルター類が目づまりを起 
こしていると送風量が減るこ 
とがありまず。 








コント□—ルパネル 



快適-室内装備 


エアコンデイシ ヨナー 


名称 

①送風温度調整ダイヤル（左側） 

③送風量調整ダイヤル 

③ 送風□選択ダイヤル 

④ 送風温度調整ダイヤル（ち側） 

⑤ 内気循環スイッチ 

⑧ AC スイッチ 

余熱 ヒーター. ベンチ レーシヨ 
ンスイッチ 

⑦デフ□スタースイッチ 

⑨ U アデフオツガースイッチ 


《エアコンディシヨナーのスイッチ類の絵 
柄などは、イラストと異なる場合びあ0 
ます。 









快適-室内装備 


エアコンディショナー 


通常の使いかた 



①送風温度調整ダイヤル（左側) 

③ 送風量調整ダイヤル 

④ 送風温度調整ダイヤル（ち側) 
⑥ A 巳スイッチ 


エアコンディシヨナーを作動させる 

► 送風量調整ダイヤル③を Oii (外の 

位置にしまず。 

AC スイツチ⑧の表示灯び点灯しま 

す。点灯しないとさは、 AC スイツ 

チを押します。 

► 送風温度調整ダイヤル①④で好みの 

温度を設定しまず。 

知識 

-通常は 22° C に設定ずることを 
お勧めしまず。 

• エンジンの始動直後は、設定に 
かかわらず、約30秒間足元に 
を送風されることびありまず。 

-ドアウインドウや1」アクオ ータ 
ーウインドウ、パ U オルーフび 
開いていると、設定温度を維持 
でをません。 


エアコンディシヨナーを停止ずる 

► 送風量調整ダイヤル③を〇の位置 
にしまず。 

知識 

ドアウインドウや1」アク オーター 
ウインドウ、パ'1」オ ルーフび閉じ 
ているとさにエアコンディシヨナ 
一を停止すると、ウインドウび曇 
0やず <なりまず。 
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快適-室内装備 


AC モード 



⑧ A 巳スイッチ 
⑦デフ□スタースイツチ 


AC モードでは除湿/を房された空気 
び送風されまず。 

AC モードに設定されているときは、 
AC スイッチ⑥の表示灯び点灯しまず。 

AC モードを解除ずる 

► AC スイッチ⑧を押しまず。 

スイッチの表示灯び消灯し、除湿 
/を房されていない空気び送風さ 
れます。 

AC モードに設定ずる 

► AC スイッチ⑥を押しまず。 

スイッチの表示灯び点灯しまず。 


環境 

AC モードを解除ずると、エンジ 
ンへの負荷び軽減し、燃費び向上 
します。 


エアコンディシ ョナー 

知識 

• 除湿/冷おされた空気は、エン 
ジンがかかっているとさに送風 
されます。 

- AC モードを解除してち、しば 
ら<は除湿/冷房された空気が 
送風されることがありまず。 

-ドアウインドウと U アクオー 
夕 ー ウインドウ、 パリオ ルーフ 
が閉じているとさに AC モード 
を解除ずると、ウインドウが 曇 

0やず<な0まず。 _ 

6 

- AC スイッチ®を押したときに、— 
表示灯が点滅ちし < は消灯した 
ままのとさはエアコンディショ 
ナーの冷媒が減っていまず。除 
湿/冷房された空気は送風され 
ません。ずみやかに指定サービ 
スエ場で点検を受けて < ださい。 
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快適-室内装備 


エアコン デ イシ ヨナー 

送風量を手動で調整することびでさ 
まず。 

送風量を上げる 

► 送風量調整ダイヤル③を時計回り 
にまわしまず。 

送風量を下げる 

► 送風量調整ダイヤル③を反時計回 
りにまねしまず。 


送風量の調壁 



③送風量調整ダイヤル 


知識 

送風量調整ダイヤル③を〇の位置 
にずるとエアコンデイシヨナーび 
停止します。 
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送風□を選択ずる 



③送風口選択ダイヤル 


► 送風口選択ダイヤル③をまわして、 
好みの送風ロマークに合わせまず。 


知識 

-ダイヤルをマークの中間に合わ 
せると、組み合わせた送風口か 
ら送風ずることがでさまず。 

-選択した送風口 Li (外の送風口か 
らち、微量の送風が行なわれる 
ことがありまず。 



快適-室内装備 


エアコン デ イシ ヨナー 


り @ @⑩ © ® @ 




サイド送風□⑨⑩中央送風□⑩⑩上部中巧送風□⑩⑩ 


フ□ントウインドウ送風□⑩サイド送風□⑨⑩ 

ドアウインドウ送風□⑩中央送風□⑩⑩上部中央送風□⑩⑩ 


サイド送風□⑨⑩中央送風□⑩⑩上部中央送風□⑩⑩ 
フ□ントウインドウ送風□⑩ドアウインドウ送風□⑩ 
足元送風□⑩ 


足元送風□⑩中央送風□⑩⑩上部中巧送風□⑩⑩ 
サイド送風□⑨⑩ 


主に送風される送風 □ 
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快適-室内装備 


エアコンデイシ ヨナー 
送風 □の 開閉 

サイド送風□⑨⑩と中央送風□⑩⑩、 
上部中央送風□⑩⑩は開閉ずることび 
でさまず。 

サイド送風□を開く 

► 送風□開閉ダイヤル⑩⑩を外側にま 
わします。 

徐々にサイドを風□⑨⑩び開さ、送 
風量び上びりまず。 

サイド送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル⑩⑩を内側にま 
わします。 

徐々にサイド送風□⑨⑩び閉じ、送 
風量び下びりまず。 

開閉ダイヤル⑩⑩を停止するまで内 
側にまわずと、サイド送風□⑨⑩び 
閉じまず。 


中央送風□、上部中央送風□を開く 

► を風□開閉ダイヤル⑩⑩を上方にま 
わしまず。 

徐々に中央送風□⑩⑩と上部中央 
送風□⑩⑩び開さ、送風量び上び 
りまず。 

送風□開閉ダイヤル⑩⑩を停止ずる 
まで上方にまわずと、中央送風□⑩ 
⑩は閉じまず。上部中央送風□⑩⑩ 
の送風量は上び0まず。 

中央送風□、上部中央送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル⑩⑩を下方にま 
わします。 

徐々に中央送風□⑩⑩と上部中央 
送風□⑩⑩び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

開閉ダイヤル⑩⑩を停止するまで下 
方にまわずと、中央送風□⑩⑩と上 
部中央送風□⑩⑩び閉じまず。 

知識 

送風□開閉ダイヤルを停止ずるま 
で内側まには下方にまわしてを、 
送風□を完全に閉じることはでき 
ません。 


送風□の風向を調壁 

サイド送風□⑨⑩と上部中央送風 □ 
⑩⑩は風向きを調整ずることびでき 
9 〇 

風向きを調壁ずる 

► 各送風□のノブを上下左ちに動か 
し 9 〇 


6-8 




快適-室内装備 


内気循環モード 



⑥内気循環スイツチ 


トンネル内など、空気がミちれた場所で 
が気を車内に入れた<ないとさに使用 
しまず。 

内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気が循環されまず。 

エンジンスイツチが 2 の位置のとさ 
に設定/解除がでさまず。 


内気循環モードに設定ずる 

►外気導入モードのとさに、内気循環 
スイッチ感を押しまず。 

スイッチの表示灯が点灯しまず。 

内気循環スイッチ®をそのまま約 S 
秒 Li (上押して保持ずると、開いてい 
るドアウインドウが閉じまず。 

八‘リオルーフが閉じているときは、 
ドアウインドウが全開した後にリア 
クオーターウインドウち閉じまず。 

内気循環モードに設定されていてち、 
一定時間が経過ずると iU 下のよ5に自 
動的に外気導入を始めまず。 

が気温度が目で政上の約3日分後 
とさ 

外気温度が目で Li (下の約己分後 
とさ 

AC モードを解除して約己分後 
し、るとさ 


エアコン デ ィシ ヨナー 

内気循環モードを解除ずる 
(夕'!•気導入モードにずる） 

► 内気循環モードのとさに、内気循環 
スイッチ®を押しまず。 

スイッチの表示灯が消灯しまず。 

内気循環スイッチ®をそのまま約 S 
秒上押して保持ずると、ドアウイ 
ンドウが前回開いていた位置まで開 
さまず。 

パリオルーフが閉じているときは、 

リア クオーター ウインドウが全開し 
cK す 0 6 
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快適-室内装備 


エアコンディシヨナー 

ミち 意！ 

-内気循環スイッチでドアウインド 
ウと U アクオーターウインドウを 
閉じているときには、身体を挟ま 
れなし^よ5、十分にミ主意して<だ 
さい。身体が挟まれそ5になった 
とさは、ただちにスイッチから手 
を放して < ださい。 

-内気循環スイッチでドアウイン 
ドウと U アクオーターウインド 
ウを開いているとさは、ウイン 
ドウに身体を寄りかけないで< 
ださい。ウインドウとドアフレ 
ームの 間に身体が引き込まれて 
けがをずるおそれがあ0まず。 

-外気温度が低いとさや、ドアウ 
インドウと U アクオーターウイ 
ンドウ、パリオルーフが閉じて 
いるとさに内気循環モードにず 
るとウインドウが曇りやずくな 
りまず。 


知識 

• 外気温度が非常に高いときは、 
自動的に内気循環モードに切り 
替わることがありまずが、この 
とさは内気循環スイッチの表示 
口は点灯しません。 

約30分経過ずると、一定の割 
合で列気導入をはじめまず。 

-内気循環モードのとさに、 AC モ 
ードを解除ずるかデフ□スター 
モードにずると、外気導入モー 
ドになりまず。 


-内気循環スイッチで閉じたドア 
ウインドウや U アク オーター ウ 
インドウを別のスイッチで開い 
た場合、開いたドアウインドウ 
や U アク オーター ウインドウを 
内気循環モードの解除操作と連 
動して開<ことはでさません。 
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快適-室内装備 


デフ□スターモード 



⑦デフ□スタースイツチ 


フ□ントウインドウやドアウインドウ 
の内側の曇りを取るときに使用しまず。 

デフ□スターモードに設定ずる 

► デフ□スタースイッチ③を押しまず。 
スイッチの表示灯が点灯しまず。 

エアコンディショナーが!; TF の内容 
で作動します。 

-除湿された空気が送風されまず。 

• エアコンディショナーの送風量 
が上がり、送風温度が高<なり 
まず。 

-フ□ントウインドウ送風口とド 
アウインドウ送風口を中むに送 
風されます。 

-内気循環モードが解除されまず。 

デフ□スターモードを解除ずる 

► 再度、デフ□スタースイッチ③を押 
します。 

スイッチの表示灯が消灯しまず。 

デフ□スターモードに設定ずる前の 
内容でエアコンデイシヨナーが作動 
します。 


エアコンディシ ヨナー 

ただし、デフ□スターモードに設定ず 
る前に AC モードを解除していたとさ 
は AC モードに、内気循環モードにし 
ていたとさはが気導入になりまず。 

知識 

. 曇りが取れたら、ずみやかに解 
除して < ださい。 

-デフ□スターモードに設定して 
いるとさは、送風温度や送風量 
の調整、送風口の選択はでさま 
せん。 

6 

ウインドウの夕 1•測び量るとを — 

車外の湿度が高いとさなどに、ウイン 
ドウのが側が曇ることがありまず。こ 
のときは、ウインドウに冷気が当たら 
ないよラに送風口を調整ずると、列側 
の量りを軽減でさまず。 

また、フ□ントウインドウが側の曇り 
を取るとさには、ワイパーを作動させ 
て < ださい。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシヨナー 


リアデフオッガー 



⑨ U アデフオッガースイッチ 


U アウインドウの曇りを取るとさに使 
用します。 

エンジンスイツチび吕の位置のとさ 
に使用でさまず。 


リアデフォッガーを使用ずる 

► U アデフォッガースイッチ⑨を押し 
ます。 

スイッチの表示灯び点灯しまず。 

リアデフォッガーを停止ずる 

► 再度、 U アデフォッガースイッチ⑨ 
を押しまず。 

スイッチの表示灯び消灯しまず。 

U アデフォッガーは、使用を開始して 
から約日〜17分後に自動的に停止 
しまず。 

注意！ 

-ウインドウに雪や氷び付着して 
いるとさは、運転前にそれらを 
取り除いて視界を確保して < だ 
ごい。事故を起こずおそれびあ 
りまず。 


知識 

• 外気温度と走行速度により、1」 
アデ フォッ ガーび自動的に停止 
するまでの時間は異なりまず。 

-バッテ U —の電圧びほくなると 
1」アデフォッガーは自動的に停 
止し、表示灯び点滅しまず。電 
圧び回復ずると自動的に作動を 
開始します。 

- U アデフォッガーを使用してい 
るとさは、ドアミラーび自動的 
に温まりまず。 

• パ U オルーフを開いているとさ 
は、 U アデフォッガーを使用で 
さません。1」アデフォッガース 
イッチを押したとさは、スイッ 
チの表示灯び数回点滅した後に 
消灯しまず。 


-消費電力び大をいため、曇り 
び取れたら早めに停止して< 
ださい。 


6-12 













快適-室内装備 


を 熱ヒーター- ベンチ レーシヨ ン 



© 


①送風温度調整ダイヤル（左側) 
@送風口選択ダイヤル 
® 送風温度調整ダイヤル（ち側) 
©余熱ヒーター- 

べンチ レーシヨ ンスイツチ 


エンジン停止後に車内を暖房したり、 
車内に外気を導入して換気を行なラと 
きに使用しまず。 

エンジンスイッチが0か1の位置の 
とき、またはキーが抜いてあるときに 
使用できまず。 

を熱ヒーター • ベンチレーシヨンを使 
用ずる 

► 余熱 ヒーター •ベンチ レー シヨン 
スイッチ®を押しまず。 

スイッチの表示灯が点灯しまず。 

► 送風温度調整ダイヤル①感で送風 
温度を設定し、送風口選択ダイヤ 
ル③で送風口を選択しまず。 

を熱 ヒーター •ベンチ レー シヨンを停 
止ずる 

► 再度、余熱 ヒーター •ベンチ レー 
シヨンスイツチ®を押しまず。 

スイッチの表示灯が消灯しまず。 


エアコンディシ ヨナー 

iu 下のとさは、余熱ヒーター-ベンチ 

レーシヨンは自動的に停止しまず。 

-エンジンスイツチを2の位置にし 

たとさ 

-使用を開始してから約3日分経過 

したとさ 

-バツテ U —の電圧が低下したとさ 

知識 

• 余熱 ヒーター •ベンチ レー シヨ 
ンの作動時間は、冷却水の温度 
や設定された送風温度により異 6 
なることがありまず。 ~~ 

-が気温度が高いとさや、冷却水 
の温度が低いとさは温風は送風 
されません。 

-送風量は弱の設定で一定に保た 
れます。 
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快適-室内装備 





①手動点灯スイッチ 
@点灯モード切替スイッチ 

(自動点灯モード/常時消灯モード) 
@読書な（左側）スイッチ 
® 読書な（ち側）スイッチ 
©読書灯（左側） 

©読書灯（ち側） 

③センターコンソールランプ 


ルーム ランプの点'打 モー ドの選択 
自動点灯モードにずる 

► 点ロモード切替スイッチ®が押され 
ていない状態にしまず。 

周囲が暗いとさ、(下のよ5にルーム 
ランプが点灯/消灯しまず。 

また、運転席/助手席足元にあるフッ 
トウエルランプち、連動して点灯/消 
口しまず。 

-ドアを開くとルームランプが点灯し 
まず。 


◊エンジンスイツチが2の位置の 
とさは、ドアを閉じるとただちに 
消灯しまず。 

ドアを開いたままのとさは消灯 
しません。 


クエンジンスイッチが0か1の 
位置のとさ、またはキーが抜い 
てあるとさは、ドアを閉じると 
約 ] 日秒後に消灯しまず。 

ドアを開いたままのとさは約曰 
分後に消灯しまず。 


-エンジンスイッチからキーを抜くと 
点口し、約]日秒後に消口しまず。 

この機能の設定と解除については 
(4-43) をご覧ください。 

- U モコン操作で解錠ずると点口し、 
約3日秒後に消灯しまず。 

知識 

自動点灯モードになっていてち、 
周囲が明るいとさはルームランプ 
が点口しないことがありまず。 

ま意！ 

車を施錠したとさは、ルームラン 
プが消灯ずることを確認して < だ 
さい。 
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快適-室内装備 




常時消なモードにずる 

► 点灯モード切替スイッチ③び押さ 
れた状態にしまず。 

li (下のいずれかの操作をしてを、 
ルームランプは点灯しません。 

-ドアを開< 

• エンジンスイッチからキーを巧く 
• U モコン操作で解錠ずる 

手動で点：打/消なずる 

► 手動点灯スイッチ①を押しまず。 

ルームランプとフットウエルランプ 
び点灯/消灯しまず。 


読書な 

読書灯⑥⑧は j レーム S ラーの下側にあ 
りまず。 

読書打を点な/消'なずる 

► 読書灯スイッチ③または④を押し 
9 〇 

読書灯⑥または⑧び点灯/消灯し 
9 〇 

知識 

ルーム云ラーの下側にセンターコ 
ンソールランプ⑦びありまず。エ 
ンジンスイッチび1ひ吕の位置の 
とさに点灯しまず。 


柔降用ランプ 

ドアの下側にあり、柔降時に足元を照 
らしまず。 

ルームランプび自動点灯モードになつ 
ていて、周囲び暗いとさにドアを開< 

と点灯しまず。 

エンジンスイッチび吕の位置のとさ 
は、ドアを開いたままにずると消灯し 
ません。 

エンジンスイッチび吕 Li (外の位置の 
とさは、ドアを開いたままにずると、 
約已分後に消灯しまず。 6 
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快適-室内装備 


サンバイザー/バニテイミラー 



①サンバイヴー 
③バニテイ 吉ラーカバー 

③ フック 

④ 照明 


前ちか5の眩しさを防ぐ 

► サンバイヴー①を下げまず。 

横ち向か5の眩しさを防ぐ 

► サンバイヴー①を下げまず。 

► サンバイヴー①をフック③から外 

します。 

► サンバイヴー①を横にまわしまず。 

サンバイヴー①を軸方向にスライ 

ドずることちでをまず。 

注意！ 

• サンバイヴーを横にまわずとさ 
は、バニテイミラーカバー③を 
閉じてください。ルーフ内張り 
やノ（ニテイミラーカバーを損傷 
するおそれびありまず。 

-パ U オルーフを閉じるときは、 
必ずサンノ（イヴーをフックに戻 
してください。フックから外し 
に状態でパ U オルーフを閉じる 
と、バ1」オルーフとサンバイヴ 
び当たり、損傷ずるおそれびあ 
りまず。 


バニテイミラーを使用ずる 

► サンバイヴー①を下げまず。 

► バニテイミラーカバー③を上方に 
開さまず。 

照巧④び点灯しまず。 

注意！ 

に惑を防ぐため、走行中はパ'ニテ 
イ S ラーカノ（一を閉じてくだごい。 

知識 

サンバイヴーをフック③から外ず 
と、照巧は点灯しません。 
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快適-室巧装備 




灰皿 





\ 

F'- 


①の皿カバー 



③脚 m 
③凹部 


巧皿を取り夕1•ず 

► エンジンを停止し、パーキングブ 
レーキを効かせまず。 

► エンジンスイッチを吕の位置にし 
て、ブレーキペダルを踏みなびら、 
セレクターレバーを m に入れ 
まず。 

► 左ちの凹部③をつまみなびら、灰 
皿③を取り外しまず。 

ま意！ 


灰皿を開< 

► 灰皿カバー①を押して開きまず。 

灰皿を閉じる 

► 灰皿カバー①を押して閉じまず。 


ま意！ 

• 吸いびらやマッチの乂は確実に 
消して < ださい。 

-紙<ずなどの燃えやずい物は入 
れないで < ださい。 

-使用後は確実にカバーを閉じて 
<ださい。 


灰皿を取り外ずとさは、必ずエン 
ジンを停止し、パーキングブレー 
キを確実に効かせてください。 

の皿を取り付ける 

► 灰皿を元の位置に合わせ、押し込 
みます。 
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快適-室内装備 





①ライター 

エンジンスイッチが1か2の位置の 
ときに使用できまず。 

ライターを使用ずる 

► ライター①を押し込みまず。 

熱せられると、ライターは元の位 
置に戻りまず。 

使用後は灰皿で灰を落とし、元の 
位置に戻しまず。 


注意！ 

• ライターは必ずノブの部分を持 
って<ださい。金属部を持つと 
火傷をずるおそれがありまず。 

-安全のため、モ供を乗車させる 
ときはライターを抜き取って 
<ださい。 

-ライターを押し込んだ後、押さ 
え続けないでください。ライタ 
一を損傷するおそれがありま 
す。また、ライターが過熱して 
火災が発生ずるおそれがあ0 
まず。 


-赤熱部に灰や異物が付着したま 
ま使用しないで<ださい。火災 
が発生ずるおそれがありまず。 

. ライターを改造したり、純正品 
(がのライターを使用しないで 
<ださい。ライターやセンター 
コンソールを損傷したり、火災 
が発生ずるおそれがありまず。 


-ライターが戻らな<なったとさ 
は、エンジンスイッチを0の位 
置にずるか、エンジンスイッチ 
から キーを 抜いて、指定 サービ 
スエ場に連絡してください。 

-アクセサ U —電源としてライタ 
ーソケットを使用ずるときは、 
最大消費電力 ]80 WiU 下の規 
格にあった電気製品を使用して 
<ださい。 
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快適-室内装備 





①アーム レスト 
③凹部 


アームレストのル物入れを開く 

► 凹部③に指をかけて、アームレスト 
①の カバーを 開さまず。 

エンジンスイッチび1か吕の位置 
のとさにアームレストの小物入れ 
を開くと、ル物入れ内部の照明び 
点灯します。 

アームレストのル物入れを閉じる 

► アーム レスト①のカバーを下げて 
閉じまず。 


注意！ 

-走行中は必ずアームレストの力 
バーを閉じて < ださい。急ブレ 
ーキ時や衝突時に収納物び巧び 
出して、乗員びけびをずるおそ 
れびありまず。 

-アーム レストの カバーび 閉じな 
<なるよラな大をな物をル物乂 
れに入れないで<ださい 。了一 
ム レストや収納物を損傷ずるお 
それびあ0まず。 

•アームレストのル物入れには食 6 
料品を収納しなし''でください。 — 


知識 

U モコン操作で施綻/解蟲ずると、 
アームレストのル物入れを連動し 
て施綻/解結ごれます。 
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快適-室内装備 


アー ムレスト 
携帯電話の接続 

アームレストのル物入れには、携帯 
電話用のコネクターび装備されてい 
まず。 

コネクターに携帯電話を接続ずると、 
電話の発信/受信びでさまず。 


携帯電話を取り付ける 

► 携帯電話の外部端子をコネクター 
に接続しまず。 

携帯電話を取りがず 

► コネクター左ちの□ック解除ボタ 
ンを押しなびら、携帯電話をコネ 
クターから取り外しまず。 


注意！ 

携帯電話びコネクターに接続でさ 
ないとさは、無理に取り付けない 
でください。携帯電話やアームレ 
ストのカパーを損傷ずるおそれび 
ありまず。 

《電話の操作については、別冊「マルチファ 
ンクシヨンコント□ーラー取扱説日月書」 
をお読みください。 
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快適-室内装備 


カップホルダー 



①カ バー 


カ ッ プ ホルダーを 使用ずる 

► カップホルダーのカバー①を押し 
ます。 

カップホルダーがポップアップし 
ます。 



①カ バー 


カ ッ プ ホルダーを 収納ずる 

► カップホルダーの カバー ①を押し込 
みまず。 


注意！ 

-火傷防止のため、熱い飲み物が 
入った容器を置かないで<だ 
さし、。 

-カップホルダーのサイズに合っ 
たフタ付さの容器を使用して< 
ださい。 

-カップぶルタ’一の上に、飲み物 
の容器がのちのを置かないで 
<ださい。 

-走行中はカップホルダーを使用 
しないで < ださい。 6 

-カップぶルダーに飲み物が入っ 
た容器を置くときは、スイッチ 
や電装品などに飲み物をこぼし 
たり、結露した水滴が垂れない 
ように注意してください。 

スイッチや電装品などを損傷し 
たり、ショートして発火ずるお 
それがありまず。 
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快適-室内装備 


ブボックス 



①八ンドル 


グ□ーブボックスを開< 

► 八ンドル①を引いて開きまず。 

エンジンスイッチび1か吕の位置 
のとをにグ□ーブボックスを開< 
と、グ□ーブボックス内部の照日月び 
点灯しまず。 

グ□ーブボックスを閉じる 

► カバーを押して□ックしまず。 

グ□—ブボックスを施綻/解綻ずる 

► 1」モコン操作で施錠/解淀ずると、 
グ□ーブボックスち連動して施淀/ 
解綻ごれます。 


注意！ 

-走行中はおずグ□ーブボックス 
を閉じて<ださい。急ブレーキ 
時や衝突時などに乗員びけびを 
したり、収納物び飛び出ずおそ 
れびあ0まず。 

-貴重品はグ□ーブボックス内に 
保管しないでください。 

知識 

グ□ーブボックス内には CD チェ 
ンジャーびありまず。 
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快適-室内装備 




ル物入れ 


シート後方のル物入れ 



①ボタン 
③ カバー 


シート後方のル物入れを開く 

► ボタン①を押しまず。 

カバー③び開さまず。 

エンジンスイッチび1か吕の位置 

のとをにシート後方のル物入れの 

カパーを開くと、ル物入れ内部の 

照巧び点灯しまず。 

シート後方のル物入れを閉じる 

► カバー③を押して□ックしまず。 

ま意！ 

-走行中は必ずル物入れのカバー 
を閉じて<ださい。急ブレーキ 
時や衝突時などに収納物び巧び 
出して、乗員びけびをずるおそ 
れびありまず。 

-ル物入れのカパーび閉じな<な 
るよ5な大さな物をル物入れに 
入れないで<ださい。カバーや 
収納物を損傷するおそれびあり 
ます。 


収納ネット 



ち八ンドル車 

①収納ネット 

6 

助手席の足元に収納ネットびありまず。— 

ま意！ 

• 収納ネットには、重い物やかた 
し、物、ビンやを、割れやずい物、 
鋭利な形状の物を入れないで< 
ださい。 

-収納ネットひら収納物びはみ出 
ごないよ5にして < ださい。 
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乃一のとを 


事故-故障のとを 


1事故•故障のとを 


溢 化 

口 

A 


燃料などび漏れている場合は、ずぐ 
にエンジンを停止してください。ま 
た、車に乂気をお付けないよ5にミ主 
意して<ださい。乂災や爆発のおそ 
れびあ0まず。 


事故が起きたとを 

すみやかに(下の処置をとってくだ 

さい。 

-続発事故を防ぐため、交通の妨げに 
ならないま全な場所に停車し、エン 
ジンを停止して < ださい。 

-負傷をびいるとをは、消防署に救 
急車の出動を要請するととをに、 
負傷者の救護を行なって<ださい。 
にだし、頭部を負傷している場合 
は負傷ををむやみに動かさないで 
<ださい。 


. 警察に連絡してください。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷を 
の有無や負傷状態などを報告して 
<ださい。 

-巧手の方の氏名や住所、電話番号な 
どを確認してください。 

-自動車保険会社に連絡してくださしん 


路上で故障したとを 

ま全な場所に停車して、非甫点滅灯を 
点滅させてください。高速道路や自動 
車専用道路では、車の後方に停止表示 
板を置< ことび法律で義務付けられて 
います。追突のおそれびあるため、乗 
員は車内に残らず、ただちにま全な場 
所に避難してください。 


車び動かなくなったとを 

セレクターレバーを m に入れて、 
パーキングブレーキを解除し、同乗 
ちや付近の人に救援をホめて、ま全 
な場所まで車を押して移動して < だ 
さい。このとさは、車速感応ドア□ッ 
クによるキーの閉じ込みにま意して 
<ださい。 

セレクターレバーを m に入れられ 
ないとさは、乗員をま全な場所に避難 
させ、続発事故を防いでください。 

ま意！ 

踏切内で動けなくなったときは、 
ただちに踏切の非常ボタンを押し 
て<ださい。緊急を要ずるとさは 
非常信号用具を使用して<ださい。 

知識 

セレクターレバーを El から動か 
せないとさは、パーキング□ック 
を手動で解除でさまず。詳しくは 
(5-2 1 ) をご覧ください。 
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が常信号巧具 


懐中電灯をドアポケットに備えてい 
ます。 

知識 

• 新車時は電池の自然放電を防ぐ 
ため、電池の間に紙が挟まれて 
います。使用するときは紙を取 
り除いて < ださい。 

-懐中電灯が十分な明るさで点灯 
ずることを定期的に点検してく 
ださい。 


万一のとを 


非常信号用具/輪止め/救急セット 



輪止めは車載工具など (7-5) ととも 
に収納されていまず。 

輪止めは図の順番で組み立てまず。 


救急セツ 


左側シート後方の収納ネツトまたは応 
急用スペアタイヤのホイール内にリ又納 
ごれていまず。 

知識 

救急セツトの中身び揃っていて、 
使用可能であることを定期的に点 
検してください。 

&救急セツトの収納位置は予告な<変更さ 
れることびあります。 


ま意！ 

輪止めを使用するとをは図④の矢 
印の方向にタイヤびあたるよラに 
します。方向にま意してください。 


7-3 












乃一のとを 




停止表示板 


停止表示板はトランク U ッドの裏側 
にありまず。 



⑦停止表示板ケース 
③ノブ 


停止表示板を取り出ず 

► ノブ③を矢印の方向にまわし、停 
止表示板ケース①を取り外しまず。 

► ケースひら停止表示板を取り出し 
まず。 



④反射板 

停止表示板を組み立てる 

► 左ちのスタンド③を引き出しまず。 
► スタンド③を瞄ブて化面に立てまず。 

► 反射お④を引き出し、頂点をかみ 
合わせて□ックしまず。 

&停止表示板のお状び異なる場合びあり 
ます。 
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万一のとを 





①トランクフ□アマット 
③トランクフ□アボード 
@ホール 

車載工具はトランク内、応急用スペア 
タイヤの下にありまず。 

車載工具を取り出ず 

► トランクを開さまず。 

► トランクフ□アマ ッ ト①をめくつ 
てトランクフ□ア ボー ド®の ホー 
ル③に指をかけ、 トランクフ□ア 
マツ トおよびトランクフ□アボー 
ドを取り出しまず。 



® スク U ユー 
感応急用スペアタイヤ 


► スクリユー④を反時計回りにまわ 
して取りがしまず。 

► 応急用スペアタイヤ感を取り出し 
まず。 

知識 

応急用スペアタイヤや車載工具を 
取り出しやず<ずるために、バリ 
オルーフを閉じて < ださい。 



愈電動エアポンプ 
@ホイールレンチ 
©輪止め 


( D けん引フック 
⑩ジャッキ 
⑩タイヤ収納カバー 
©ガイドボルト 
@ノりレブリムーバー 

•义応急用スペアタイヤ用巧イールボルトは、 
応急用スペアタイヤのホイールに添付さ 
れていまず。 

•ぶ電動エアポンプの形状や絵柄などは、イ 
ラストと異なる場含びあ0まず。使用ち 
法びわからないとさは、指定サービスェ 
場におたずねください。 


《トランク マツ トおよびトランクフ□アボ 
ードの形状び異なる場合びあります。 
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乃一のとを 


I 


パンクしたとを 1 

溢 化 

口 

A 

-パンクしたときは、 

友ねててブ 


レーキペダルを踏まないで<だ 
さい。ステア1」ングをしっか0 
握って徐々に速度を落とし、ま 
全な場所に停車してください。 

-パンクしたタイヤで走行しない 
でください。車のコント□ール 
を失い、事故を起こずおそれび 
ありまず。また、タイヤび異苗 
に過熱して、乂災び発生ずるお 
それびあ0まず。 


注意！ 

• 車速感応ドア□ックを設定した 
状態で車を押したり、タイヤ交 
換などで車を持ち上げるとさ 
は、エンジンスイッチを0の位 
置にして<ださい。ホイールび 
回転ずると車び自動的に施淀ご 
れ、車外に閉め出されるおそれ 
びありまず。 

-応急用スペアタイヤを取り出ず 
とさや、タイヤ交換をずるとを 
は、必ず手袋を着用してくだご 
し、素手で作業を行なラとけび 
をずるおそれびありまず。 

. 停車したとさは、非苗点滅灯を 
点滅ごせてくださしんまた、十 
分ま意しなびら車の後方に停止 
表示板を置し''て < ださい。 

• タイヤを交換するときは、エン 
ジンを始動しないで < ださい。 


► ま全を確保でをる、かたくてずべり 
にくい、水平な場所に停車しまず。 

► 非甫点滅灯を点滅させまず。 

► ステア U ングを直進の位置にして、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、セレクターレバーを ra に入 
れまず。 

► エンジンを停止しまず。 

エンジンスイツチからキーを巧さ、 
ステア1」ングび□ツクされたことを 
確認しまず。 

► 周囲の状況にま意しなびら乗員を車 
から降ろし、ただちに安全な場所に 
避難させまず。 

► 車の後方に停止表示板を置をまず。 

知識 

高速道路や自動車専用道路では、 
車の後方に停止表示板を置< こと 
び法律で義務付けられていまず。 
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万一のとを 


I 


応急用スペアタイヤ、車載工具の取 
口出し 



①スク U ユー 
③応急用スペアタイヤ 


輪止めとぶイールレンチ、ジャッキ 
とガイドボルト、電動エアポンプは 
応急用スペアタイヤの下に収納され 
ています。 

► スクリュー①を反時計回りにまわし 
て取りがしまず。 

► 応急用スペアタイヤ®を取り出し 
cK 与 0 

知識 

応急用スペアタイヤや車載工具を 
取り出しやず < ずるために、バリ 
オルーフを閉 じて < ださい。 


«告 A 


-応急用スペアタイヤに交換した 
とさは、必ず 80 km / h (下で走 
行してください。 

-応急用スペアタイヤを装着した 
とさは、 ESP オフスイッチで 
ESP の機能を解除しないで < だ 
さい。 

• 応急用スペアタイヤは短い時間 
の使用にとどめ、できるだけ早 
<標準タイヤに戻して<ださい。 

• 応急用スペアタイヤと標準タイ 
ヤのサイズが異なるため、応急 
用スペアタイヤを装着した場を、 
走行性能が大さ < 変化しまず。 
十分注意して走行して < ださし、。 
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万一のとを 


パンクしたとを 
注意！ 

-応急用スペアタイヤを2本(上 
装着して走行しないで < ださい。 

-応急用スペアタイヤは各車種専 
用です。化車のちのは使用しな 
し、で < ださい。 


輪止めをずる 

► 交換ずるタイヤの対角線の位置にあ 
るタイヤの前後に輪止めをしまず。 

やむを得ず傾斜：地でタイヤ交換をず 
るときは、 LU 下のよ5に輪止めをし 
9 〇 

• 前輪のいずれかを交換ずるとさ 
は、左ちの後輪の下り側に輪止 
めをします。 

• 後輪のいずれかを交換ずるとさ 
は、左ちの前輪の下り側に輪止 
めをします。 

知識 

輪止めは]個車載されていまず。 
を5 ] 個必要なとさは、適切な大 
ささの木片か石を輪止めとして使 
用して < ださい。 


ジャッキアップ 



①ホイールレンチ 

► ホイールレンチ①で、交換ずる夕 
イヤのホイールボルト（已本）を約 
1回転ほどゆるめまず。 

この時点では、ホイールボルトを取 
り外しません。 
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万一のとを 


I 


注意！ 

ホイールレンチを使用ずるとき、 
ホイールレンチびホイールボルト 
から外れるとけびをしたり、ボル 
卜を損傷するおそれびありまず。 
し U 下の点にま意してください。 

-ホイールレンチを確実に差し込 
んで < ださい。 

• 足で踏んでまわさないで<だ 
さい。 

-両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしなびらまわして 
<ださい。 



► 車載工具 (7-5) ひらジャッキを 
取り出しまず。 

八ンドル③を矢印の方向にまわしてひ 
ら、時計回りにまわずと、ジヤッキアー 
ムび上び0まず。 


注意！ 

車載のジャッキはこの車専用でず。 

(下の点にま意してくだごい。 

• かたくてずべりにくい、水平な 
場所で使用してください。 

• この車のタイヤ交換(外には使 
用しないで < ださい。 

. 不具合や損傷びあるとさは使用 
しないで < ださし、。 

-ジャッキサポートし U 外の場所に 
使用しないでください。 

• ジャッキの下に、ブ□ックや木 
がなどを置いてジャッキアップ 
しないで < ださい。ジャッキ 7 
アップした車び落下ずるおそれ~ 
びありまず。 
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万一のとを 


I 



③ ジヤツキ 

④ ジヤツキサポート 
⑥ ジャッキアーム 


► ジャッキアーム⑥の先端をジャッキ 
サポート④の位置に合わせまず。 


知識 

ジヤツキサポートは前輪の後方、 
後輪の前方のボディ下部4力所に 
設けられていまず。 


注意！ 

-ジャッキアップずる前に乗員や 
荷物を車から降ろしてください。 

-ジャッキアームの先端び正しく 
ジヤッキサポートに入っている 
ことを確認してください。 


-側面から見て、ジャッキび垂直 
になるように取り付けてくだ 
ごい。 

-ジャッキの底面び、確実に路面 
に接地ずるよラに取り付けてく 
ださい。 



(左）正しい取0付けかた 
(ち）間違った取り付けかた 



► ジャッキ八ンドルを矢印方向にまわ 
し、タイヤび化面から離れるまで 
ゆっくりとジャッキアップしまず。 
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万一のとを 


I 


« s ム 


車び車載のジャッキだけで支えられ 
ているときは、絶巧に車の下に身体 
を入れないで<ださい。ジャッキび 
外れると、車に挟まれて致命的なけ 
びをずるおそれびあ0まず。ジヤツ 
キは車を一時的に持ち上げるとさだ 
けに使用してください。 



⑧ガイドボ J レト 


ま意！ 

-ジャッキアップしているとさ 
は、エンジンを始動したり、ド 
アやトランク、パ ' U オ ルーフを 
開閉したり、パーキングブレー 
キを解除しないでくだごい。車 
び落下ずるおそれびあ0まず。 

-ジャッキアップしたとをのタイ 
ヤの高さは、 i せ面から 3 cmL ツ 
内にして < ださい。 


► 上側のホイールボルトを1本外し 
9 〇 

► そのネジ巧に車載工具のガイドボル 
卜⑧をねじ込みまず。 

► 残りのホイールボルトを外して、夕 
イヤを取り外しまず。 


注意！ 

-ホイールボルトに砂や;尼び付着 
しないよ5にま意してくだごしん 


. タイヤを化面に置くときは、ホ 
イールの外側を下にしないでく 
ださい。ホイールに傷び付<お 
それびあ0まず。 

• ホイールを外したときは、ホ 
イールの内側を十分に清掃し、 
点検をしてください。 U ムの凹 
みや巧びりは空気圧減かの原因 
になり、タイヤを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 
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乃一のとを 


I I 


ホイールボルト 


► 応急用スペアタイヤを取り付けるた 知識 

めのぶイールボルトを用意しまず。 

応急用スペアタイヤ用ぶイールボル 
卜® (短いホイールボルト）を使用 
して < ださい。 


①標準タイヤ用ホイールボルト 
@応急用スペアタイヤ用ホイールボルト 

-応急用スペアタイヤ用ホイール 
ボルトは、応急用スペアタイヤ 
に添付されていまず。 

• 応急用スペアタイヤ用ホイー 
ルボルトには、ボルト頭部が中 
空になっていないちのちあり 
ます。 


応急用スペアタイヤに添付された、応急用ス 
ペアタイヤ巧ホイールボルト 




•义応急用スペアタイヤ用ホイールボルトの 
車載位置は予告な<変更されることびあ 
0ます。 
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« s A 

. 標準タイヤ用ホイールボルトで 
応急用スペアタイヤを取り付け 
ないで < ださい。 

ホイールを確実に取り付けるこ 
とびでさず、ブレーキシステム 
を損傷したり、走行中にタイヤ 
び外れて事故を起こずおそれび 
ありまず。 

-ホイールボルトは、ホイールに 
適合した純正品だけを使用して 
ください。純正品し U 外のホイー 
ルボルトを使用すると、ホイー 
ルび脱落して事故につなびるお 
それびあ0まず。 


万一のとを 


パンクしたとを 

注意！ 

-ホイールボルトに損傷や鐘びあ 
るとさは交換してください。ま 
た、ネジ山にはみしてオイルや 
グ U スを塗巧しないでくだご 
し、。ホイールボルトびゆるむお 
それびあ0まず。 

-ホイール八ブのネジ山び損傷し 
ているとさは走行しないで、指 
定サービスエ場に連絡して < だ 
ごし、。 


7 
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方一のとを 


八ンクしたとを 


応急用スペアタイヤの取り付け 



①ガイドボルト 
③応急用スペアタイヤ 


► 応急用スペアタイヤのホイールおよ 
びノ '^ブの接合面に砂や巧れなどびな 
し、ことを確認しまず。 

► ガイドボルト①に合わせて応急用ス 
ペアタイヤ③を取り付けまず。 

知識 

応急用スペアタイヤび回転方向の 
指定されにタイヤの場合、取り付 
ける位置によって、回転方向び逆 
向をになってしまラことびありま 
す。応急的な走行には支障ありま 
せんび、ずみやかに標準タイヤに 
戻してください。 


► 4本のホイールボルトを取り付け、 
軽く締め付けまず。 

► ガイドボルトを取り外し、已本目の 
ホイールボルトを取り付け、軽く締 
め付けまず。 


警 S ム 


ジャッキアップした状態で、ホイー 
ルボルトを強く締め付けないでくだ 
さい。締め付ける勢いで、ジャッキ 
び夕1■れるおそれびありまず。 
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万一のとを 


I 


応急用スペアタイヤに空気を入れる 

車種や仕様により車載されている電動 
エアポンプび異なりまず。 

» S A 


-空気圧の低いタイヤで走行しな 
いで<ださい。タイヤが週熱し 
て破裂したり、火災を起こずお 
それがありまず。必ず規定の空 
気圧を守って < ださい。 

-タイヤに空気を入れすざないで 
<ださい。空気を入れずざた夕 
イヤは、路上の破片や凹みなど 
により損傷を受けたりパンクし 
やず<なりまず。必ず規定の空 
気圧を守って < ださい。 


空気圧ゲージ別が型 



© フラップ 
@電源スイッチ 
感電源プラグ 
感空気 圧ゲージ 
愈 エアホース 
© 空気 圧 調整バルブ 

フラップ①を開いて電源プラグ⑤とエ 
アホース感を取り出しまず。空気圧調 
整ノりレブ®が閉じていることを確認し 
て < ださい。 


空気圧ゲージー休型 



@電源スイッチ 
感電源プラグ 
® 空気圧 ゲージ 
© エアホース 
@空気圧調整ボタン 


電動エアポンプの裏面から電源プラグ 
③とエアぶース感を取り出しまず。 


《電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラストと異なる場含びあ0まず。 
使用ち法びわからないとさは、指定サービスエ場におたずね<ださい。 
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方 一のと を 


パンクしたとを 

► 応急用スペアタイヤのバルブキヤッ 
プを取り外しまず。 

► 電動エアポンプのエアホース⑥を応 
急用スペアタイヤのバルブに取り付 
けまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
〇 (オフの位置）にしまず。 

► ライターソケット （6-18) に、電 
源プラグ③を差し込みまず。 

► エンジンスイッチを1の位置にし 
ます。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
I (オンの位置）にしまず。 

電動エアポンプび作動して、応急 
用スペアタイヤに空気び送り込ま 
れまず。 


規定の空気圧になったら電動エアポ 
ンプの電源スイッチ③を〇(オフの 
位置）にしまず。 

知識 

応急用スペアタイヤの空気圧は、 
応急用スペアタイヤのホイールに 
貼付されているラベル、または夕 
イヤに記載されていまず。 

規定の空気圧を超えたとさは、空気 
圧調整パ'ルブ⑥をゆるめるか、空気 
圧調整ボタン⑦を押して空気を巧い 
て調整しまず。 

ライターソケットひら電源プラグ 
③を巧さ、応急用スペアタイヤの 
バルブからエアホース⑥を取り外 
しまず。 

応急用スペアタイヤのノ U レブキヤッ 
プを取0付けまず。 


注意！ 

-電動エアポンプを作動させると 
さは、電動エアポンプに記載ご 
れている取扱方法ち参考にして 
<ださい。 

-応急用スペアタイヤを取り付け 
る前に、応急用スペアタイヤに 
空気を入れないでくだごい。 

-電動エアポンプの最大連続作動 
時間を巧って<ださい。ポンプ 
び過熱して損傷したり、乂傷を 
するおそれびありまず。 

最大連続作動時間は、電動エア 
ポンプに貼付されているステッ 
力 一 に記載されてし''まず 。 

-電動エアポンプを再び作動させ 
るとさは、ポンプび;令えた状態 
になっていることを確認してく 
ださい。 

-電動エアポンプを作動させてい 
るとさはエンジンを始動しない 
で < ださし、。 

-電動エアポンプやエア ホースは 
作動中に金属部分などび熱<な 
りまず。必ず手袋をして作業し 
て < ださい。 
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万一のとを 


ホイールボルトの締め付け 



注意！ 

ホイールレンチを使用ずるとき、 
ホイールレンチびホイールボルト 
から外れるとけびをしたり、ボル 
卜を損傷ずるおそれびありまず。 
し U 下の点にま意してください。 


◊ホイールレンチを確実に差し込 
んで < ださい。 

◊足で踏んでまわごないでくだ 
さし、。 


► ホイールボルトを図の順まで巧等に 
締め付けまず。 

► ホイールボルトの締め付けトルクの 
規定値は]] k 呂 -m(l] 0 Nm) でず。 

► ジャッキを元の状態に戻し、車載ェ 
具や輪止めなどととちに元の位置に 
戻しまず。 


◊両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしなびらまわして 
<ださい。 

また、パイプを継ぎ足してまわず 
など、必要(上にホイールボルト 
を締め付けないで< ださい。ホイー 
ルボルトやネジ山を損傷ずるおそ 
れびありまず。 


パンクしたとを 

警告 A 


-応急用スペアタイヤに交換した 
とさは、必ず 80km/h (下で走 
行してください。 

-応急用スペアタイヤを装着した 
とさは、 ESP オフスイッチで 
ESP の機能を解除しないで < だ 
さい。 

• 応急用スペアタイヤは短い時間 
の使用にとどめ、できるだけ早 
<標準タイヤに戻して<ださい。 

• 応急用スペアタイヤと標準タイ 
ヤのサイズが異なるため、応急 7 

用スペアタイヤを装着した場を、— 
走行性能が大さ < 変化しまず。 

十分注意して走行して<ださい。 
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乃一のとを 


パンクしたとを 

パンクしたタイヤをトランクに収納 
ずる 

バ U オルーフび閉じているとさに、パ 

ンクしたタイヤをトランクに収納ずる 

ことびでさまず。 

► バ U オルーフび閉じていることを確 
認します。 

► 車載工具からタイヤ収納カパーを取 
り出しまず。 

► パンクしたタイヤをタイヤ収納力 
バーに入れ、トランク内に収納し 
ます。 

注意！ 

-応急用スペアタイヤの収納場所 
にパンクしたタイヤを収納ずる 
ことはできません。 

• パンクしたタイヤをトランク内 
に収納して走行ずる場合は、速 
度を落とし十分ミ主意して走行し 
てください。収納したタイヤび 
動さ、トランク内を損傷ずるお 
それびあ0まず。 


応急用スペアタイヤを元に戻ず 

パンクしたタイヤを修理して、応急用 
スペアタイヤを元に戻ずとさは、 LU 下 
の手順に従って下さい。 

この作業は指定サービスエ場に依頼ず 
ることをお勧めしまず。 


► パルブキャップを取り外しまず。 


► 車載工具からバルブ U ムーバー 
(7-5) を取り出しまず。 


► ノりレブ U し一 )(一を使用してノりレブ 
を取り外し、完全に空気を巧きまず。 

► ノりレブ U し一 )(一を使用してノりレブ 
を取0付けまず。 

► パルブキャップを取り付けまず。 

► 応急用スペアタイヤを元の場所に収 
納し、スク U ユーで 固定しまず。 


注意！ 

-応急用スペアタイヤは十分乾燥 
ごせてからトランク内に収納し 
て < ださい。 

-応急用スペアタイヤを収納ずる 
ときはスク U ユーで 確実に固定 
して < ださい。 
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けん引 


ま意！ 

-けん引はできるだけ避けてくだ 
さし、自走できなし^ときは、専 
門業者に依頼して車両運搬車で 
移送して < ださい。 

-やむを得ず、他車にけん引して 
ちらラときはじ(降に記載ずる説 
明に従って < ださい。 

-ステアリング □ ックを解除でき 
ないときは、けん引を巧なわな 
いで < ださい。 


万一のとを 




フ□ントの取り付け位置 



① ヵバー 
③ マーク 部 

フ□ントバンパーの向かって左側にあ 
りまず。 

► マーク部③を押して、カバー①を外 
します。 


リアの取り巧け位置 



リア 

① カバー 
@マーク部 

U アバンパーの向かってち側にあり 
9 〇 

► マーク部③を押して、カバー①をが 
し cJ^ ^ 〇 


•ぶ SLK 350 AMG スポーツパッケージ、 
SLK 55 AMG はカバーの巧き状び異な0 
ます。 
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乃一のとを 


けん引 

けん引フックを取り付ける 

► 車載工具 （7 -已）からけん引フック 
とホイールレンチを取り出しまず。 

► 内部のネジ巧にけん引フックをねじ 
込み、止まるまで手で締め込みます。 

► ごらに、ホイールレンチの柄の部分 
をけん引フックの U ング部分に差し 
込み、確実に締め付けまず。 


けん引ずる 

エンジンを始動でをるとを 

► エンジンを始動して、セレクターレ 
バーを m に入れまず。 

エンジンを$台動でをないとを 

► エンジンスイッチを吕の位置にし 
て、ブレーキぺ夕Vレを踏みなびらセ 
レクターレノ（一をのに入れまず。 

フ□ントまたはリアをつり上げてけん 
引ずるとを 

► エンジンスイッチを吕の位置にし 
まず。 


► わレクターレバーを mm に入れて 
から、エンジンスイッチを0の位 
置にしまず。 


知識 

-フ□ントまたは U アをつり上げ 
てけん引ずるときは、必ずエン 
ジンスイツチを0の位置にして 
ください。 ESP び作動して接 
地しているタイヤにブレーキび 
かかります。また、ブレーキシ 
ステムを損傷ずるおそれびあり 
9 〇 

-セレクターレバーを ra から 
動かせないとさは、パーキング 
□ ツクを手動で解除でさまず。 
詳しくは（已 -21) をご覧くだ 
ごし、。 
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万一のとを 


ミち意！ 

-けん引されるとさは、けん引防 
止警報機能*を解除して< ださ 

し、（3-40)。 

-けん引されるときは、車速感 
応ドア□ックを解除してくだ 
さい（4-46)。車輪が回転す 
ると車が自動的に施錠され、 
車列に閉め出されるおそれが 
ありまず。 

• 一般道では3日 km/h (下の速 
度で、距離は已 0km 政内に限 
り、けん引走行ずることができ 
ます。距離が已日 km を超える 
とさは、車両運搬車を利用ずる 
か、プ□ペラシャフトをがず、 
またはリアをつり上げてけん 
引してください。トランス三ッ 
シヨンを損傷ずるおそれがあり 
まず。 


. 才—トマチックトランス三ッ 
シヨンを損傷しているときは、 
専門業者に作業を依頼し、プロ 
ペラシャフトを外してからけん 
引を巧なって< ださい。 

• エンジンが停止した状態でけん 
引走行ずるときでち、エンジン 
スイッチからキーを抜かないで 
<ださい。ステア U ング□ック 
が作動し、ステアリング操作が 
でさな < なりまず。 


-エンジンがかかっていないとさ 
は ブレーキ やステアリングの操 
作に非常に大さな力が必要にな 
りまず。 


. 車両運搬車に積載して車両を固 
定ずるとさは、固定□ープをヴ 
スペンシヨ ンなとの文ン )(一部 
分にかけないで<ださい。車体 
を損傷するおそれがありまず。 


けん引 

-けん引□ープを使用してけん引 

されるとさは、 Li (下の点に注意 

して < ださい。 

ク□ープは両車ともできるだけ 
同じ側につないで < ださい。 

ク□ープの長さは目 m (内 
とし、□ープの中央に白巧 
(30cm X 30 cm (上）を 
付けて2台の車び□ープで 
つなびれていることを周囲 
に巧おしてください。 

〇□—プに無理な力や衝撃びか 
からないよ5にして < ださい。 

◊けん引フックじ(外には□— 

プをかけないで < ださい。 _ 

◊走行中、□ープをたるませ 
ないよ5に前車のブレーキ 
ランプにま意しなびら車間 
距離を調整してください。 

〇ワイヤー□ープやチェーンを 
使用しないでください。車を 
損傷するおそれびありまず。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず 
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万一のとを 


才ーパーヒートしたとを 


オー パーヒートしたとを 


オーバーヒートしたとをの症状 

-冷却水温度が約] 2 crc _ ui (上を示し 
ている。 

-マルチフアンクションディスプレイ 
に"レイキャクスイテイ外シテ、 r ノグンヲテイシ！" 
などの故障/警告><ッセージが表 
示される。 

-エンジンルームから蒸気が出ている。 

警 S A 


-エンジン ルームから 蒸気び出て 
いるとをやを却水び吹き出して 
し、るとをは、ただちにエンジン 
を停止し、；令えるまで車から離 
れてください。漏れた液体び発 
乂して乂災び発生ずるおそれび 
ありまず。 


注意！ 

• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイに、を却水に関ずる故障/ 
警告メッセージび表示されたと 
きは (10-8.9) をご覧ください。 

-オーバーヒートした状態で走行 
したり、を却水び吹さ出してい 
る状態でエンジンをかけたまま 
にずると、エンジンを損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

-オーバーヒートしたとさは必ず 
指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 


-水温び下びるまで、絶対にボ 
ンネットや1」 ヴーブ タンクの 
キャップを開かないで<ださい。 
高温の蒸気や熱湯び吹さ出して 
乂傷をずるおそれびあ0まず。 


オーバーヒートしたとをは、 L ソ下①よ 
ラに処置してください 

► ただちに安全な場所に停車しまず。 

► エンジンをアイド U ング状態で;令却 
しまず。 

エンジンフアンび停止していると 
さや、を却水び吹さ出していると 
をは、エンジンを停止して;ち却し 
て < ださい。 

► エンジンび十分に;令えてから、；令却 
水量、水漏れ、エンジンフアンなど 
を点検しまず。 

► を却水び不足しているとさは補給し 

まず（8-7)。 

注意！ 

を却水は、エンジンび熱いとさに 
補給しないでくだごい。エンジン 
を損傷ずるおそれびありまず。 
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万一のとを 


バッテリーびあびつたとを 


—びあびったとを 


バッテ1」一の電圧びほ下し、エンジン 
の始動び困難なとさは、ブースター 
ケーブルを使用して、他車のバッテ 
1」一を電源として始動ずることびでさ 
ます。容量の大さい太めのブースター 
ケーブルを使用して < ださい。 

知識 

• バッテ U —あびりなどで U モコ 
ン 操作で解蟲でをないとさは、 
エマージェンシーキーで 運転席 
ドアを辭錠しまず （3 -吕4)。 

-バッテ U —あびりなどでセレク 
ターレバーを EI から動かず 
ことびできなくなったときは、 
手動で動ひずことびでさまず 
(已-21)。 


警告 A 


-作業を始める前に必ず Li (降に記載 
ずる説明を読んで< ださい。説明 
を守らないと、電気装備を損傷し 
たじ、 バッテ U —が爆発してけが 
をずるおそれがありまず。 

-たばこなどの火気を近付けたり、 
火花を発生させたりしないで< 
ださい。バッテ U —が爆発して 
けがをずるおそれがあ0まず。 

. 他車のバッテ U —を電源として 
始動しているとさは、バッテリー 
をのぞさ込まないで < ださい。 
万一、爆発したとさにけがをず 
るおそれがありまず。 

. 他車のバッテ U —を電源として 
始動するとさは、バッテリーを 
傾けないで<ださい。バッテリー 
が爆発してけがをずるおそれが 
ありまず。 


始動の方法 



左八ンドル車 

①救援車の©端子 
@自車の©端モ 
感救援車の©端モ 
@自車の©端子 
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乃一のとを 


バツテ U - びあびったとを 

► バツテ U- 電圧び同じ（にV)で、 
バツテ U —容量び同程度の救援車を 
用意します。 

自車と救援車び接触していないこと 
を確認します。 

► パーキングブレーキを効かせ、セレ 
ク ターレパ'一を EI に 入れまず。 

► 救援車のエンジンを停止しまず。 

► 両車の電気装置をずベて停止し、 
エンジンスイツチを0の位置にし 
ます。 

► 救援車のバツテ1」一の©端モ①に 
赤色フースターケーブルを接続し 
ます。 

► 自車の©端テカバーを開をまず。 

► 自車のバッテ U— の©端モ③にホ色 
ブースターケーブルの反巧側を接続 
しまず。 


► 救援車のバッテ U —の©端モ③に 
黒色ブースターケーブルを接続し 
9 〇 

► 自車のバッテ U —の©端モ④に黒 
色ブースターケーブ j レの反巧側を接 
続します。 

► 自車のエンジンを始動しまず。 

注意！ 

電気回路を守るため、エンジン 
を始動しにら、ただちに U アデ 
フォッ ガーなどの電気装備を作動 
させてください。ただし、ランプ 
は点灯ごせないで<ださい。 

► 取り付けたとさと逆の手順でケーブ 
ルを外します。 

► 必要のない電気装備を停止しまず。 


► 救援車のエンジンを始動し、アイド 
U ング状態にしまず。 


注意！ 

• 急速充電器などを接続してエン 
ジンを始動しないで<ださい。 
車の電気装置を損傷しまず。 

-触媒装置の損傷を防ぐため、 LU 
下の点にま意してくだごい。 

〇「押しびけ」や下り勾配を利 
用してエンジンを始動しない 
で < ださい。 

◊エンジンび暖まっているとさ 
は、他車のバッテ1」一を電源 
としてエンジンを始動しない 
で < ださし、。 

◊エンジン始動を2〜3回試 
みてち始動でをないとさは指 
定サービスエ場に連絡してく 
ださい。 

• エンジンを始動でさたとさち、 
すみやかに指定サービスエ場で 
バッテ U —の点検を行なってく 
ださい。 
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-ブースターケーブルは、十分な 
容量（太さ）のケーブルを使用 
して < ださい。 

クケーブル部分や絶縁部分が 
損傷しているものは使用し 
ないで < ださい。 

クケーブルがエンジンフアン 
や回転べルトに巻さ込まれ 
ないよ5にして < ださい。 

-バッテ U —があがっているとさ 
は、ドアを開いたとさにドアウ 
インドウは下降しません。 

このときは、無理にドアを閉じ 
ないで<ださい。ドアやドアウ 
インドウ、シール部などを損傷 
するおそれがありまず。 

-救援車により接続方法が異な 
ることがあります。接続前に 
救援車の取扱説明書をお読み 
<ださい。 


万一のとを 


バッテ U - びあびったとを 

知識 

• 放電したバッテ U —液は、約一 
]o°c で凍結します。凍結して 
いるとさは、火気を近付けずに 
バッテ U- 全体を暖め（已〇で 
1;•(下）、バッテ1」一液を解凍し 
てからエンジンを始動してく 
ださい。 

• バッテ U —びあびった0、バッ 
テ U —の接続び一時的に断たれ 
たとさは、じ(下のよラな作業び 
必要になることびあります。 

〇マルチフアンクシヨンコン 
卜 □ーラーの 再設定 

◊パワーウインドウのリセット ^ 
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乃一のとを 


I || 


-ズの交換 


電気装備が作動しないとさはヒュー 
ズが切れていることが考えられまず。 
ヒューズが切れているとさは、ヒュー 
ズを交換して < ださい。 

警 S A 


規格や容量の異なるヒューズ、改造 
や修理をしたヒューズなどを使用し 
ないで< ださい。また、針金などで 
代用しないで < ださい。乂災び発生 
するおそれびありまず。 

注意！ 

し U 下のよラなとさは、ただちに指 
定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

〇ヒューズを交換してちずぐに切 
れたり、装置び作動しないとさ 

〇ヒューズに異常はないび、電気 
装置び作動しないとさ 


ヒューズの 位置 
ミ主意！ 

ヒューズボックスのカバーを脱着 
ずるとをは、じ(下の点にま意して 
<ださい。 

-カパーを取り外したとさ、内部 
に水分や雨などび入日ないよ5 
にして < ださい。 

-カパーを取り付けたとき、力 
ノ（一側のシールび正しく密着ず 
るよラにしてください。 


インストルメントパネル左測面の 
ヒューズボックス 



① カバー 

► 矢印の位置にドライバーなどを差 
し込み、カバー①を開きまず。 

ヒューズの配置表（英文）び入ってい 
9 〇 
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万一のとを 


エンジンルーム内のヒューズボック 
ス （SLK 5已 AMG を除く車種） 



ち八ンドル車 

① ヒューズボックスカバー 
③ フック 


《左八ンドル車はフック③の位置び異なり 
ます。 


エンジンルーム内のヒューズボックス 
は運転席側にありまず。 

ヒューズボックスのカバーを取り夕1•ず 

► 2力所のフック③を外しまず。 

► ヒューズボックスのカバー①を取 
り外しまず。 


ヒューズの 交換 

ヒューズ ボックスの カバーを 取り付 
ける 

► カバー①の後部を先に差し込み、 
手前側を密着させてからフック③ 
を止めまず。 
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万一のとを 


I || 



エンジン ルーム 内のヒュ ーズ ボックス 
(SLK 已已 AMG) 


エンジンルーム内のヒューズボックス 
は運転席側にありまず。 


① ヒューズボックスカバー 
③ フック 

③ ヒューズボックス 

④ □ックノブ 


ヒューズボ ックスの カバー を取り外ず 

► 2力所のフック③を外し、□ック 
ノブ④を車両後方へスライドさせ 
9 〇 


► ヒューズボックス③のカバー①を取 
り外しまず。 


ヒユーズ ボックスの カバーを 取り付 
ける 

► カバー①の後部を先に差し込み、手 
前側を密着させてからフック③を止 
めまず。 


► □ツクノブ④を車両前方へスライド 
ごせて□ックしまず。 


ヒューズを交換ずる 

ずべての電気装備を停止しまず。 

► エンジンスイッチからキーを巧さ 
9 〇 

► ヒューズー覧 （9-7) を参考に、作 
動しない電気装備に該当ずるヒュー 
ズを確認しまず。 

► 該当ヒューズを取り外しまず。 

► ヒューズを点検し、む線部び切れて 
いる（溶断）とさは同じ電流値（色） 
のヒューズと交換しまず。 
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電球の交換 


電球が切れてランプが点灯しないとさ 
は、同規格•同容量の電球と交換して 
<ださい。 

に D やバイキセノンへッドランプ*は 
ュこット交換になるため、必ず指定サー 
ビスエ場に作業を依頼して < ださい。 
その他の電球の交換ち、指定サービス 
工場で行なラことをお勧めしまず。 

やむを得ずお客様自身で交換ずるとさ 
は、十分注意して該当箇所の電球を交 
換してください。 


電球一覧は （9-6) をご覧ください。 


万一のとを 




告 A 


エンジンを始動しているとさやエ 
ンジンがかかっているとさ、エン 
ジンスイッチが2の位置のとさ 
は、バイキセノンヘッドランプの 
パルブソケットや配線に手を触れ 
ないで< ださい。高電圧の発生部 
分や高温部分があり、それらに触 
れると非常にち険でず。 

バイキセノンへッドランプのバ 
ルブ交換は、必ず指定サービス 
工場で行なつて < ださい。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の故障/警告メッセージ 

マルチフアンクシヨンディスプレイに 
ランプに関ずる故障/警告><ッセージ 
が表示されたときは (10-9) をご覧く 
ださい。 

このとさは、ずみやかに電球を交換し 
て < ださい。 


知識 

-ドア S ラーの方向指示灯や八イ 
マウントブレーキランプ、ブ 
レーキランプ/テールランプ 
は、ずべての LED が切れたと 
きに、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに故障/警告><ッ 
セージが表示されまず。 

-ドア S ラー部 Li (がの方向指示灯 
の電球が切れると、方向指示口 
作動時に方向指示表示灯の点滅 
と作動音の間隔が通常より早< 
なって、運転者に知らせまず。 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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乃一のとを 


電球の交換 
電球の取り扱い 

電球を交換ずるとをは、し i (下の点にミ主 
意してくださし、。 

-指定し U 外の電球を使用しないで< 
ださい。過熱してレンズを損傷し 
たり、故障の原因になることびあ 
りまず。 


-電球び熱くなっているとさは、電 
球に触れたり、電球を取り外ごな 
し、でください。電球には圧力のか 
かったガスび封入されているので、 
破裂するおそれびありまず。 
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-電球を交換ずるとさは、手袋など 
を着用し、直接手で電球に触れな 
いよラにして < ださい。 

電球は高温になるため、電球の表 
面に油などが付着ずると切れやず 
くなりまず。触れたときは、薄め 
た中性洗剤を含ませた柔らかい巧 
で電球をよ < 拭いて < ださい。 

-落下したり、衝撃が加わった電球 
を使用しないで < ださい。破裂す 
るおそれがありまず。 

-電球はモ供の手の届かないところ 
に保管して < ださい。 
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点検と壁備 




メンテナンス 


車の性能を十分に発揮させ、安全かつ 
快適に運転ずるためには、指定サービ 
スエ場で点検整備を受ける必要びあり 
ます。指定サービスエ場では(下のよ 
ラな点検を行ないまず。 

-ダイムラー社指定の点検整備 

ダイムラー社の指示による点検整備 
項目びありまず。これらはメンテナ 
ンスインジケーターの表示に応じて 
実施します。 

-1年および2年点検整備 

] 年、2年点検整備は、車検時を含め、 
法律で定められ実施ずるちのでず。 

次の点検時期を示すステッカーび 
フ□ントウインドウに貼付してあ 
りまず。 

詳しくは指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 


メンテナンスインジケーター 

メーカー指定点検整備の時期を知らせ 
る目まとして、メンテナンスインジ 
ケーターび装備されていまず （4-1 吕)。 


壁備手帳 

車には整備手帳び備えてありまず。点 
検整備で実施された作業は整備手帳で 
確認してください。 


曰常点検 

長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、曰甫、車を使用ずるときにお客様 
ご自身の判断で実施していただ < 点検 
でず。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
ます。 

曰甫点検を実施したとさに異常び発見 
された場合は、ずみやかに指定サービ 
スエ場で点検を受けてくだごい。 
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点検と整備 


エンジンル^! 



SLK 200 

① 

を却水リヴーブタンク 

8-6 

③ 

エンジンオイル 
フイラーキャップ 

8-9 

③ 

ウォッシャー液 

U ヴーブタンク 

8-13 



SLK 280 / SLK 3己0 ( ちノ、ン レ車） 

※左ノ V ンドル車の ( D 風®は左ち対称の位置 
におりまず。 


④ 

バッテ U - 

(パ ッテ U — カバーの 下） 

8-18 

⑥ 

ブレーキ液 

1」ヴーブタンク 

8-1 1 



SLK 己己 AMG 


ヒューズボックス 

7-27 

7-28 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

8-8 


SLK 已已 AMG にはエンジンオイ 
ルレべルゲージはありません。マ 
ルチフアンクシヨンディスプレ 
イのエンジンオイル量点検画面 
(4-1 已） で点検してくだごい。 
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点検と壁備 


エンジンルーム 


エンジンルーム内の点検 

エンジンルーム内の各所を点検ずると 
さは iu 下の事項を厳守して < ださい。 

« S 么 


• イグニッシヨンシステムやキセ 
ノンへッドランプ*のバルブソ 
ケットや配線に手を触れないで 
ください。高電圧び発生してい 
るにめ、感電するおそれびあり 
ます。 

• エンジンスイッチからキーを巧 
いてを、を却水の温度び高いと 
さはエンジンフアンなどび自動 
的に回転ずることびありまず。 
エンジンフアンなどの回転部に 
は身体や物を近付けないで<だ 
さし、。 


m m 


環境保護のため、オイルなどのを種 
の油脂類やフルード類の交換-廃棄 
は、指定サービスエ場で行なってく 
ださい。 


エンジンルーム内の手入れ 

手作業で巧いてください。火傷や感電 
をしないよラにま意して < ださい。 

エンジンルームにはをくの電気装備び 
あり、水分や湿気を嫌いまず。水をか 
けたり、スチーム洗浄をしないで<だ 
ごし、。 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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点検と整備 


注意！ 

-ェンジンや補器類の熱や動をに 
十分を意してください。乂傷や 
けびをずるおそれびありまず。 

-ラジェターに手を触れないで< 
ださい。乂傷やけびをずるおそ 
れびあ0まず。 

-作業はま全な場所で行なって< 
ださい。 

-適切な工具を使用して < ださい。 

-部品や工具をェンジンの上な 
ど、ェンジンルーム内に置かな 
いでください。中に落とずおそ 
れびあ0まず。 


• 油脂類（オイルなど）やフルー 
ド類（ブレーキ液、バッテリー 
あ、を却水など）は、十分ま 
意して取り扱ってくださし)。 
万一、目に入った場合は、ずぐ 
に清潔な水で十分に洗い流し、 
医師の診断を受けて < ださい。 

-油脂類やフルード類び皮膚に付 
着したとさは、ずぐに石けんで 
洗い流してください。放置ずる 
と皮膚に障害を起こずおそれび 
ありまず。 


-油脂類やフルード類の容器は、 
子供の手び届 < ところや乂気の 
おくに保管しないでください。 


エンジン ルー ム 

Vベルト 

自動調整式のため、調整の必要はあり 
ません。 

亀裂や損傷びないか点検してください。 
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点検と壁備 


ち却水 


を却水 


を却水の量を点検ずる 



① U ヴーブ タンク 
③キヤップ 
③バー 


► 水平な場所に停車しまず。 

;令却水び;ちえている状態で、 U ヴー 
ブタンク①の白と黒の境目まで液面 
びあれば適量でず。 

または 

► 水平な場所に停車しまず。 

► を却水び;ちえていることを確認し 
9 〇 

► U ヴーブタンク①のキャップ③を反 
時計回りにゆっくり約]回転まで 
まわして、圧力を巧さまず。 

►圧力び巧けたら、キャップ③をさ 
らに反時計回りにゆっくりとまわ 
して取り外しまず。 

► を却水の液面び U ヴーブタンク①内 
のノ（一③の上面に達していれば適量 
です。 


«告 A 


-水温びかしでを高いとさは、絶 
巧に U ヴーブタンクのキャップ 
を開かないでください。高温の 
蒸気や熱湯び吹さ出して、火傷 
をするおそれびありまず。 

-不凍液をエンジンルームにこぼ 
さないよ5にしてください。熱 
くなったエンジンに不凍液び付 
着ずると、発乂して乂傷をずる 
おそれびあ0まず。 


注意！ 

を却水の減りかたび著しいとさは、 
ただちに指定サービスエ場で点検 
を受けて < ださい。 


知識 

水温び高いとさは約 ]5mm ほど 
液面び高くなりまず。 
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点検と整備 


冷却水を補給ずる 

冷却水が不足している場合は、 U ヴー 
ブタンクに補給しまず。 

► 水平な場所に停車しまず。 

► 冷却水が冷えていることを確認し 
ます。 

► U ヴーブタンク①のキャップ ( D を反 
時計回りにゆっくり約]回転まで 
まわして、圧力を抜さまず。 

►圧力が抜けたら、キャップをさら 
に反時計回りにゆっくりとまわし 
て取りがしまず。 

► 液面の高さにま意して冷却水を補給 
しまず。 

通常は水道水 I こ純正の不凍液を混ぜ 
て使用しまず。 

車を使用する地域（最低気温）に 
よつて濃度を変スまず。 


不凍液の濃度 


不凍液混合率 

凍結温度 

約目び施 

- 37で 

約曰已％ 

- 4目 。 C 

注意！ 

-を却水の補給は、 

冷却水が冷ス 


ているときに行なってください。 

-冷却水には必ず不凍液を混ぜて 
<ださい。不凍液には防謂の効 
果ちありまず。 


-不凍液の濃度は約曰日％から約 
目目％の間にしてください。濃 
度を約曰曰％ iU 上にずると、冷 
却性能が低下しまず。 

-指定(がの不凍液や不適当な水 
を使用しないで<ださい。謂や 
腐食などの原因になりまず。 

-不凍液は塗装面を損傷させまず。 
ボディに付着したとさは、ずぐ 
に水で洗い流して < ださい。 


を却水 

• マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに;ち却水に関ずる警告メツ 
セージ（10-8、 9) び表示され 
たとさは、オーバーヒートして 
エンジンを損傷ずるおそれびあ 
りまず。ただちにま全な場所に 
停車し、指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 


冷却水の交換時期 

を却水は時間の経過ととちに劣化しま 
ずので、整備手帳に従い定期的に交換 
して < ださい。 

詳し < は指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 
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点検と壁備 


I I III 


ンジンオイル 


エンジンオイルの量を点検ずる* 



SLK 200 

① エンジンオイルレベルゲージ 
③ 上限 ( max ) 

③下限 （ min ) 

知識 

SLK 已已 AMG にはエンジンオイ 
ルレべルゲージはありません。マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイ 
のエンジンオイル量点検画面で点 
検を行なってください（4-15)。 


► 水平な場所に停車しまず。 

► エンジンを始動させ、エンジンオ 
イルを温めまず。 

► エンジンを停止して、已分ほど待 
ちます。 

エンジンオイルび温まる前にエン 
ジンを停止したとさは、約30分 
し i (上待ちまず。 

► エンジンオイルレベルゲージ①を 
巧を取り、されいに巧いていっぱ 
し、まで差し込みます。 

► 再度エンジンオイルレベルゲージ 
を巧を取り、付着したエンジンオ 
イル量と巧れ具合を点検しまず。 

オイル量はエンジンオイルレベル 
ゲージの上限 ( max ) ③と下限 ( min ) 
③の間にあれば正甫でず。 

► エンジンオイルび下限(下のとさ 
は、エンジンオイルフイラーキヤッ 
プを開いて、指定のエンジンオイ 
ルを規定の量まで補給しまず。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず 


注意！ 

• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイにエンジンオイル量に関ず 
る故障/警告メッセージび表示 

されたときは (10-9.10) をご 

覧ください。 

-エンジンオイルは使用している 
間にミちれた0劣化ずるだけでな 
<、消費され減かしまず。定期 
的に点検し、必要であれば必ず 
補給または交換してください。 

知識 

慣らし運転中のエンジンオイル消 
費量はをか増加ずることびありま 
ず。また、頻繁にエンジン回転数 
を上げて走行ずると、エンジンオ 
イル消費量は増加しまず。 
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点検と整備 




エンジンオイルを補給ずる 



SLK 200 

① エンジンオイルフイラーキャップ 


► エンジンオイルフイラーキャップ 
①を反時計回りにまわして取り外し 
9 〇 

► 指定のエンジンオイルを補給しまず。 

ま全に十分ま意して、作業を行なつ 
て < ださい。 

► エンジンオイルフイラーキャップ 
①を補給□に合わせ、時計回りに 
まわして取り付けまず。 


警告 A 


エンジンオイルをエンジンルーム 
内にこぼさないでください。エン 
ジンび熱いとさにオイルび付着ず 
ると、発火して乂傷をずるおそれ 
びありまず。 


ま意！ 

マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにエンジンオイル量に関ずる故 
障/警告メッセージび表示された 
ときは （1 0-9、1 0) をご覧くださし、。 


IS m 


環境保護のため、エンジンオイルを 
地面や排水溝などに流さないで< だ 
さし、。 
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点検と壁備 


エンジンオイル 

エンジンオイ j レ交換の時期 

エンジンオイルおよびフイルターは定 
期的に交換ずることをお勧めしまず。 
交換時期はメンテナンスインジケー 
ターを目まとしてください。 

ただし、交換時期は使用状況によって 
異な0まずので、詳し<は指定サービ 
スエ場におたずね < ださい。 

注意！ 

• 必ず指定のエンジンオイルを使 
用してくだごい。指定 LU 外のエ 
ンジンオイルを使用して故障び 
発生した場合は、保証び適用ご 
れないことびあ0まず。 

-種類の異なるエンジンオイルを 
ミ居ぜないでくだごい。エンジン 
オイルの特性び発揮されません。 

-エンジンオイルに添加剤などを 
使用しないでください。 


-エンジンオイルびエンジンルー 
ム内に付着したとさは完全に巧 
さ取ってください。 

-エンジンオイル量びをずざると 
故障の原因にな0まず。 

-エンジンオイルの減0かたび 
著しいとさは、ただちに指定 
サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 

-エンジンオイルは使用している 
間にミちれた0劣化ずるだけでな 
く、消費され減かしまず。定期 
的に点検し、必要であればおず 
補給または交換してください。 


使用ずるエンジンオイル 

指定のエンジンオイルを使用してくだ 
ごい。詳しくは指定サービスエ場にお 
たずね < ださい。 

グレードと粘固ま、下図を参考にして、 
使用ずる場所の外気温度に合わせて選 
がしてください。 

外気温度 SAE グレード 


T の ご 
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点検と整備 





ち八ンドル車 

①レベルインジケーター上限 （ MAX ) 

③レベルインジケーター下限 （ MIN ) 

《車種や仕様によりレベルインジケーター 
の位置び異な0ます。 


ブレーキ液の量を点検ずる 

► ブレーキ 液 U ヴーブ タンクのレベル 
インジケーターで点検しまず。 

ブ レーキ 液の液面び、 ブレーキ 液1」 
ヴーブ タンクのレベルインジ ケー 
夕一上限 （ MAX ) ①と下限 ( MIN ) 
③の間にあれば正甫でず。 

ま意！ 

マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにブレーキ液に関ずる故障/警 
告メッセージび表示されたとをは 
(10-7) をご覧ください。 


ブレーキ液の交換 

定期的に指定サービスエ場で点検を受 
けて<ださい。詳し<は指定サービス 
工場におたずねください。 


警告 A 


• マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイにブレーキに関ずる故障/ 
警告メッセージび表示されたり、 
ブレーキ警告灯 （已 -37) び点な 
したとさは、むやみにブレーキ 
液を補給しないでください。補 
給によって故障び解消ずること 
はありません。 

ま全な場所に停車して、指定サー 
ビスエ場に連絡して < ださい。 
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点検と壁備 


ブ レー キ液 

• 必ず指定のブレーキ液を使用し 
てください。指定 Li (外のブレー 
キミ巧を使用したり、他の銘柄を 
ミ居ぜると、ブレーキの効さ具合 
やブレーキシステムに悪影響を 
ちえ、ま全なブレーキ操作びで 
さな<なるおそれびありまず。 

• ブレーキ あの補給は、エンジン 
び;ちえてから行なってください。 
まに、上限 ( MAX ) を超えないよ 
5に補給してください。あ面れ 
た ブレーキ 液びエンジンや排気 
系部品などに付着ずると、発火 
して乂傷をした0、乂災び発生 
するおそれびありまず。 


注意！ 

• ブレーキ液の減りかたび著しい 
とさは、ただちに指定サービス 
工場で点検を受けてください。 

-ブレーキ液のネ甫給や交換は、指 
定サービスエ場で行なって < だ 
さい。 

-補給のとをは、3’ミや水び U ヴー 
ブタンクの中に入らないよ5に 
してくだごい。たとえルさなゴ 
云でち、ブレーキび効かな<な 
るおそれびありまず。 


-レベルインジケーターの上限 
( MAX ) を超えて巧給ずると、 
走行中に漏れて塗装面を損傷ず 
るおそれびありまず。ボディに 
付着したとさは、ずみやかに水 
で洗い流してください。 


-ブレーキ液は使用している間に 
大気中の湿気を吸収して劣化し 
ます。劣化した状態で使用ずる 
と、苛酷な条件下ではベーパー 
□ックび発生ずるおそれびあ0 
ます。 


ベーパー□ック： 長い下りおや急な 
下りあなどでブレーキペダルを踏み 
続けると、ブレーキ液び沸騰してブ 
レーキパイプ内に気泡び発生し、ブ 
レーキペダルを踏んでを圧力び伝わ 
らず、ブレーキび効かなくなる現象 
のことでず。 
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ウオッシャー液を補給ずる 



①ウォッシャー液リヴーブタンクの 
キャップ 

► U ヴーブタンクのキャップ①を開い 
て補給します。 

使用ずるウォッシャー液 

専用の純正ウォッシャー液を水に混ぜ 
て使用しまず（9-11)。 


点検と整備 


ウオツシヤ^^ 


警告 ム 


ウォッシャー液は可燃性でず。火気 
をお付けたり、近くで喫煙をしない 
で< ださい。また、エンジンび熱< 
なっているときには補給しないでく 
ださい。 

知識 

• ウインドウウォッシャー液と 
へッ ドランプウォッシャー*液 
の U ヴーブタンクは共用でず。 

• ウォッシャー液には夏用とを用 
の2種類びありまず。夏用には 
油膜の付着を防ぐ効果びあ0、 
を用には凍結温度を下げる効果 
びありまず。 


注意！ 

• ウォッシャー液は、リヴーブタ 
ンクに補給ずる前に別の容器で 
適正なミ畳合比にミ畳せ'てくだごい。 

• 粗悪なウォッシャー液や石けん 
水を使用ずると、塗装面を損傷 
ずるおそれびありまず。 

• ウォッシャー液扫 S 出な<なった 
ときは、ウォッシャーの操作 
をしないで < ださい。ウォッ 
シャーポンプを損傷ずるおそれ 
びありまず。 

-へッドランプには樹脂製レンズ 
を使用してし''るため、必ず専用 
の純正ウォッシャー液を使用し 
てください。純正 LU 外のウォッ 
シャー液を使用ずると、レンズ 8 
を損傷ずるおそれびありまず。— 

• マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイにウォッシャー液に関ずる 
故障/警告メッセージび表おさ 
れたときは ( 10 - 11 ) をご覧く 
ださい。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず 
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点検と壁備 


とホイ_ル 


タイヤとホイール 


タイヤとホイ ー j レは必ず純正品および 

承認されている製品を使用してくだ 

さい。詳しくは指定サービスエ場にお 

たずね < ださい。 

タイヤの点検 

► タイヤ空気圧ゲージを使用ずるか、 
タイヤ接 i 也部のたわみ状態（別冊 
「整備手帳」参照）を見て、空気圧 
び適切であることを点検しまず。 

► タイヤに大さな傷びないか、くぎや 
石などびささったり、かみ込んでい 
ないか点検しまず。 

► タイヤび偏摩耗を起こしたり極端に 
すり減っていないか点検しまず。ス 
U ップサイン（別冊 r 整備手帳」参 
照）び出ているときは、新しいタイ 
ヤに交換しまず。 


警告 ム 


-タイヤの摩耗には十分に注意し、 
ス U ップサイン （ 別冊 r 整備手帳」 
参照）が現われたら、ずぐに交換 
して<ださい。タイ中の溝の深 
さが 3 mm 下になると著しく 
滑りやず<なり、事故につなが 
るおそれがありまず。 

-必ず規定の空気圧を守って<だ 
さい。燃料給油フラップの裏側 
に、規定のタイヤ空気圧を記載 
したラベルが貼付してありまず 

( 8 - 16 )。 


-空気圧の低いタイヤで走行しな 
いでください。タイヤが過熱し 
て破裂したり、火災を起こずお 
それがあ0まず。 


-ぶイールボルトはぶイールに適 
合した純正品だけを使用して< 
ださい。純正品がのホイール 
ボルトを使用ずると、ホイール 
が脱落して事故を起こずおそれ 
がありまず。 

-再生タイヤを装着した場合、安 
全性の保証はでさません。 


8-14 







点検と整備 


ミ主意！ 

• タイヤに空気を入れてち、ずぐ 
に空気圧が低下ずるとさは、パ 
ンクやホイールの損傷、タイヤ 
パルブからの空気漏れなどのお 
それがあ0まず。ただちに指定 
サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

-タイヤのトレッドやサイド 
ウ オールが ひど < ずり減った 
り、損傷しているときは交換し 
て < ださい。 

-タイヤの摩耗は均一ではありま 
せん。タイヤの摩韩を点検する 
とさは、必ずタイヤの内側ち点 
検してください。 

-す、イールやタイヤの選択を誤る 
と、車全体のバランスに影響し、 
安全性に支障をさたずおそれが 
ありまず。 

-回転方向が指定されているタイ 
ヤは、タイヤの側面に記された 
回転ち向の矢印などの指示に 
従って装着してください。 


-路面の段差などを乗り越えると 
さは、速度を落とし、注意して 
走行して<ださい。タイヤやホ 
イールを損傷するおそれがあり 
9 〇 


-純正品または承認されている製 
品 iu がのタイヤやホイールを装 
着ずると、道路運送車両法違反 
になることがありまず。 

-装着ずるタイヤは指定されたサ 
イズ、および4輪とち同じ銘柄 
のちのにして<ださい。サイズ 
や銘柄が異なるタイヤを組み合 
わせて装着すると、操縦性に悪 
影響をおよぼし、事故を起こず 
おそれがあ0まず。 

-摩耗具合にかかわらず、目年 LU 
上経過したタイヤは新品のタイ 
ヤと交換して < ださい。 

応急用スペアタイヤち同様に交 
換してください。 


タイヤとホイール 

-タイヤおよびホイールのサイズ 
が前後で異なるため、タイヤ 
□ 一了ーシヨンはわなわないで 
<ださい。前後のタイヤを入れ 
替えると車の安定性や操縦性が 
確保でさません。 

知識 

• 新品のタイヤを装着したとさ 
は、走行距離が約1日日 km を超 
えるまでは速度を控えて運転ず 
ることをお勧めしまず。 

- タイヤ/ホイールは、オイルや 
グ U —ス類の付着ずるおそれの 
ない、乾燥した冷暗所に保管し 
て < ださい。 
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点検と壁倫 


とホイ_ル 


タイヤ空気圧ラベル 



①タイヤ空気圧ラベル 


《タイヤ空気圧ラベルは車種により異なる 
ことびあ0ます。 


タイヤ空気圧ラベル①は燃料給油フ 
ラップ重側に貼付されていまず。 

タイヤ空気圧ラベルはシンボル表記に 
なつていまず。 

単位は rba 「（ = k 旨/ cm う」と 「 psi 」 
でおしてし''まず。 


«告 A 


-空気圧の低いタイヤで走行しな 
いで< ださい。タイヤが過熱し 
て破裂したり、火災を起こずお 
それがありまず。必ず規定の空 
気圧を守って < ださい。 

• タイヤに空気を入れずざないで 
<ださい。空気を入れずざた夕 
イヤは、路上の破片や凹みなど 
により損傷を受けたりパンクし 
やす<なりまず。また、タイヤ 
空気圧警告システムが正し<作 
動しな<なったり、車両操縦性 
に悪影響をおよぼずおそれがあ 
りまず。 
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点検と整備 


ミち意！ 

• 必ず法定速度を守って走行して 
<ださい。 

-周囲の気温が約]日で変化ずる 
と、タイヤ空気圧は約日.1 bar 
変化しまず。タイヤ空気圧を点 
検ずるとさは周囲の気温に注意 
して < ださい。 


知識 

• "up to 日 km / h " の表示があ 
る場合は 、" up to 21日 km / h " 
の空気圧に調整して < ださい。 


. 乗員人数や荷物の量に応じた夕 
イヤ空気圧の記載がある場合 
は、記載内容に従ってください。 

-日頃からタイヤの空気圧を点検 
して< ださい。特に重し^荷物を 
積んで高速走行ずるとさなどは 
必ず点検を行なって<ださい。 

-積載荷物がかないとさに、重い 
荷物に対応した空気圧に調整ず 
ると、乗りむ地が悪<なること 
がありまず。 


タイヤとホイール 

-走行した直後や炎天下のよ5に 
タイヤ自体が高温になっている 
とさは、約日. 3 bar ほど空気圧 
が高<なりまず。空気圧はタイ 
ヤが冷えているとさに測定して 
<ださい。 

-応急用スペアタイヤの空気圧は、 
応急用スペアタイヤのホイール 
に貼付されているラベルまたは 
タイヤに記載されていまず。 


m m ^ 


定期的にタイヤの空気圧を点検して 
ください。タイヤの空気圧が低いと、 
燃料を余計に消費しまず。 
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点検と壁備 




こリ— 


バッテ U —の位置 



ち八ンドル車 
①バッテ1」 一カバー 
③ノブ 


バッテ U —はエンジンルーム内の助 
手席側のバッテ U —カノ（一①の下に 
ありまず。 

バッテ U —カバー①は3力所のノブ 
③を反時計回りにまわして取り外し 
まず。 


バッテリー取り扱いの一般的な注意 

バッテ1」一を取り扱5とさは(下の点 
に十分ま意してください。 

警 S A 


-バッテ U — を取り扱うときは、 
傾けたり横倒しにしないでくだ 
さい。バッテ U —液び漏れるお 
それびあ0まず。 

-バッテ U —の上に金属製の物を 
載せないで<ださい。バッテ 
U — びショートし、可燃性のガ 
スに発火して爆発ずるおそれび 
ありまず。 

-静電気の発生しやずいところに 
バッテ1」一を近付けないで < だ 
さい。発火して爆発ずるおそれ 
びありまず。 


• 巧などでバッテ1」一を巧かない 
でください。また、カーペット 
の上などでバッテ1」一を引さず 
日ないでください。静電気び発 
生して可燃性のガスに引乂し、 
パッテ1」一び爆発ずるおそれび 
ありまず。 

-バッテ U — に触れるときは、先 
に車体などに触れて身体の静電 
気を放電させてください。 

• バッテ U —液び目に入ると失巧 
ずるおそれびあ0まず。パッテ 
U —を取り扱ラとさは、保護眼 
鏡を着用してください。 

• バッテ U —液び皮膚に付着ずる 
と乂傷を起こしまず。ただちに 
清潔な水で十分に洗い流し、医 
師の診断を受けて < ださい。 

• バッテ U —液びを服や塗装面な 
どに付着ずると、腐食び起こり 
ます。ただちにを量の流水で洗 
い流して < ださい。 
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点検と整備 




• バッテ u —ケース側面部の液量 
表示び 「 min 」 じ(下のとさは、エ 
ンジンを始動しにりバッテ1」一 
を充電しないでください。液量 
不足のまま充電すると、劣化を 
早めた0爆発ずるおそれびあ0 
ます。ただちに点検を受けてく 
ださい。 

-接続するとさは、極性（プラス 
货' マイナス©)を間違えない 
よラにま意してください。©端 
テと©端テをショートさせると、 
爆発するおそれびありまず。 

-バッテ1」一に乂気を近付けない 
で < ださい。 


注意！ 

-指定のバッテ U —を使用してく 
ださい。詳し< は指定サービス 
工場におたずね < ださい。 

-エンジンびかかっているとさ 
は、バッテ U - 端テを外したり、 
ゆるめないで < ださい。 

-定期的にバッテ U —の点検を行 
なってくだごい。バッテ1」一液 
び減っているとさはバッテ1」一 
液を補給して < ださい。 

-車を長期間使用しないときれ短 
お離、短時間の走行びをいとさ 
は、通常よりも頻繁にバッテ U - 
液量などを点検して < だごい。 


-バッテ U —端子の接続を外ず 
前に、エンジンスイッチを0 
の位置にずるひキーを巧さ、ず 
ベての電気装置を停止して< 
ださい。 

-バッテ U —を充電ずるとさは車 
から取り外してください。 

-バッテ U —端テの取り付けボル 
卜は確実に締め付けてくださし、。 

-バッテ U —端テを取り外したと 
をは(下のよラな作業び必要に 
なることびありまず。 

◊マルチフアンクシヨンコント 
□ーラーの 再設定 
◊パワーウインドウのリセット 


m m ^ 


環境保護のため、使用済みのバッテ 
リーは、新しいバッテリーをお買い 
求めになった販売店に廃棄処分を依 
頼して < ださい。 
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点検と壁備 




知識 


-車を長期間使用しないとをの保 
管方法などは、指定サービスエ 
場におたずね < ださい。 

• エンジンスイッチにキーを差し 
ているとさは、わずかに電力を 
消費していまず。走行しないと 
をは、バッテ U —保護のためェ 
ンジンスイッチからキーを巧し、 
て < ださい。 



インジケーター付き■バッテリー 


①インジケーター 


VRLA バッテ U — 

ケースび黒色で、上面に VR LA - 
BATTERY のラベルびあるバッテ 
リーは、バッテ U —液量の点検や補充 
はでをません。 

また、を険でずので分解は絶対に行な 
ねないで < ださい。 

点検については指定サービスエ場にお 
たずね < ださい。 


ケースび黒色で、上面にインジケー 
夕一①びあるバッテ U — は、バッテ 
U —液の補充はでをません。 

インジケーター①は、バッテ U — の液 
量や充電状態び適正なとさは黒色に、 
バッテ1」一の交換び必要なとさは白色 
になりまず。 

インジケーターび白色になったとさ 
は、指定サービスエ場に交換を依頼し 
て < ださい。 

まに、を険ですので分解は絶巧に行な 
ねないで < ださい。 
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点検と整備 


寒を時の取0扱い 


寒冷時には、通常とは異なった取り扱 
いが必要でず。必ず iu 下のを意事項を 
守って < ださい。 


冷却水/バッテリー 

指定サービスエ場で、冷却水の不凍液 
の濃度が適正であることやバッテ U — 
の液量や充電状態に不足がないことを 
点検して < ださい。 


エンジンオイル 

車を使用する場所の外気温に合わせた 
グレードと粘度のエンジンオイルを使 
用して < ださい。 


ウォッシャー液 

ウォッシャー液には、夏用と冬用があ 
りまず。冬用の純正ウオッシャー液を 
使用して < ださい。 


ウインタータイヤ/スノーチェーン 

積雪地域では、ウインタータイヤ、スノー 

チェーンが必要でず馆-24、25、9-14)。 

スノーチェーンは、ダイムラー社の指 
定品を使用して<ださい。取り扱いに 
ついては、スノーチェーンに添付され 
ている取扱説明書に従って<ださい。 


冬季の手入れ 

凍結防止剤がまかれた道路を走行した 
ときは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださしん凍結防止剤が付着したまま放 
置すると、腐食の原因になりまず。凍 
結防止用の塩類をま<地方の場合、か 
な<とち]年に一度ボディ下回りの 
防謂処理をずることをお勧めしまず。 


寒を時の取り扱い 

積雪 

ボディやウインドウに雪び積ちつたと 
さはずベて取り除いてください。走行 
中に雪び落ちて視界を妨げるおそれび 
ありまず。 
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点検と壁備 


寒を時の取り扱い 

ドアやトランクのま結 

. ドアやトランクび凍結していると 
さは LU 下のよラな方法で走行ずる 
前に解凍ずるか、氷を取り除いて 
<ださい。 

◊氷を取り除くときは、樹脂製の 
へらなどを使用し、ボディやウ 
インドウを損傷しないよラにミ主 
意してください。 

◊ ドアやトランクび凍結して開か 
ないとさは、開口部周囲 I しめる 
ま湯をひけ、解凍してから開い 
て < ださい。また、キーシ1」ン 
ダーにはめるま湯びかからない 
よラにして < ださい。 

◊再凍結を防止するにめ、余分な 
水分はされいに巧さ取ってくだ 
ごい。 

-凍結したまま無理にドアやトランク 
を開こラとずると、周囲の防水シー 
ルを損傷ずるおそれびありまず。 


-ドアウインドウび凍結していると 
さは、ドアを開いたとさにドアウ 
インドウは下降しません。 

このときは、無理にドアを閉じな 
いで<ださい。ドアやウインドウ、 
シール部などを損傷ずるおそれび 
ありまず。 


ボディ下測の着氷 


-走行前にボディ下部やフェンダーの 
内側を点検してくだごい。ブレーキ 
関連部品やステア U ング関連部品、 
サスペンシヨンなどに雪や氷塊び付 
着していたり凍結していると、ボ 
ディを損傷したり、ステア U ング操 
作びでさなくなり、事故を起こずお 
それびあ0まず。 


. 雪や氷塊び付着しているとさは、め 
るま湯をかけるなどして、部品やボ 
ディを損傷しないよ5にま意しなび 
日、雪や氷塊を取り除いてください。 

-走行中にを、はね上げた雪や水しぶ 
さび凍結し、氷となってボディ下部 
やフェンダーの内側に付着し、ステ 
ア U ング操作びでさな < なるおそれ 
びありまず。休憩時ちこまめに点検 
し、雪や氷巧び付着しているとさ 
は、大きくなる前に取り除いてくだ 
さい。 


8-22 




ワイパーなどの;ま結 

ワイパーやドアミラー、ドアウインド 
ウや U アク オーター ウインドウ、パ'1」 
オルーフなどび凍結しているとをに、 
無理に動かずとモーターを損傷ずるお 
それびありまず。 

周囲にめるま湯をひけるなどして、必 
ず解凍してから操作してください。 

まに、ドア S ラーは手で動かさないで 
<ださい。 


柔車前に 

靴底などに付着した雪や氷を落として 
から乗車してください。ペダルを操作 
するとさに滑ったり、車内の湿度び高 
くなってウインドウの内側び曇りやず 
<なりまず。 


点検と整備 


寒を時の取り技 


雪道を走行ずるとを 

雪道や凍結路面ではタイヤび非常に滑 

りやずくなっていまず。十分な車間お 

離を確保し、いつちより控えめな速度 

で慎重に走行して < ださい。 

ま全な走行と操縦性を確保ずるため、 

LU 下の注意事項を守ってください。 

• ウインタータイヤまたはスノー 
チェーンを必ず使用してくださし)。 

-走行モードを C モードに切り替えて 
ください（已-7)。 

-急八ンドル、急ブレーキ、急加速な 
どは避けてください。 

-ブレーキに付着した雪や水滴び凍結 
し、ブレーキの効さび悪くなること 
扫 S ありまず。このよ5なとさは、後 
続車にミ主意しなびらほ速で走行し、 
ブレーキの効さび回復ずるまでブ 
レーキペダルを数回軽く踏んで< だ 
ごし、。 


雪道で動けないとを 

雪道で動けな<なったとさは、先にマ 
フラー（排気ガスの出 □) と車の周囲 
から雪を取り除いてください。排気ガ 
スび車内に侵入して<るおそれびあり 

cJn 〇 


警告 A 


マフラーなどび雪に埋ちれた状態 
でエンジンをかけていると、排気 
ガスび車内に入り一酸化炭素中毒 
を起こしたり、中毒死ずるおそれ 
びありまず。 
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点検と壁備 


寒を時の取り扱い 


駐車ずるとを 

寒冷時や積雪地での駐車時は iu 下の点 

にま意して < ださい。 

-パーキングブレーキが凍結ずるおそ 
れがある場合は、パーキングブレー 
キを使用せず、セレクターレバーを 
la に入れ、確実に輪止めをして 
<ださい。 

-でさるだけ風下や建物の壁、日光の 
当たる方向にエンジンルームを向け 
て駐車し、エンジンが冷えずざない 
よラにむがけて < ださい。 

. 軒下や樹木の陰には駐車しないで< 
ださい。雪やつららが落ちてさてボ 
ディを損傷ずるおそれがありまず。 

-エンジンを毛巧でカバーしたり、フ 
□ントグ U ルの内側にダンボールや 
新聞紙などを挟まないで<ださい。 
放置したままエンジンを始動ずる 
と、火災や故障の原因になりまず。 


ウィンタータイヤ 

雪道や凍結路を走行ずるとさやが気温 
度が 7° CiU 下のときは、ウィンタータ 
イヤの装着をお勧めしまず。 

このような路面状況では、ウィンター 
タイヤを装着することで、 A 日 S や 
ESP の効果が発揮されまず。 

装着ずるウィンタータイヤは、指定さ 
れたサイズで4輪とち同じ銘柄のち 
のにしてください（9-14)。 


注意！ 

-回転方向が指定されているウィ 
ンタ…タイヤは、タイヤの側面に 
記された回転方向の矢印などの 
指示に従って装着してくださし、 

• ウィンタータイヤの装着時に、 
応急用スペアタイヤを装着ずる 
と、車両安定性や制動性能が大 
さ < 低下ずるので注意して < だ 
さし、。 

-スペアタイヤは応急的に使用 
し、できるだけ早くウィンター 
タイヤに戻してください。 

-ウィンタータイヤの溝の深さが 
4 mm 下になったとさは、必 
ず新品と交換して < ださい。 

-ウィンタータイヤを装着してい 
てち、雪道や凍結路面では、ク 
ルーズコント□ールは使用しな 
いで < ださい。 

•ウィンタータイヤをがした後 
は、タイヤ/ホイールをオイル 
やグリース類の付着ずるおそれ 
のない、乾燥した冷暗所に保管 
して < ださい。 


8-24 




点検と整備 


スノーチェーン 

ウィンタータイヤでち走行が困難なと 

きは、スノーチェーンを装着しまず。 

-スノーチェーンは、ダイムラー社の 
指定品を使用して<ださい。取り扱 
いについては、スノーチェーンに添 
付されている取扱説明書に従って< 
ださい。 

-スノーチェーンは必ず後輪に装着し 
て < ださい。 

-スノーチェーン装着時は約曰日 km/h 
m 下の速度で走行して < ださい。 

-スノーチェーン装着中は、 ESP の 
機能を解除したほラが走行しやずい 
場合がありまず。 

※ウィンタータイヤ、スノーチェーンについ 
て、詳し<は指定サービスエ場におたずね 
<ださし、 


注意！ 

-指定品 Li (がのスノーチェーンを 
装着ずると、タイヤから列れた 
り、車体に接触ずるおそれがあ 
りまず。 


• スノーチェーンの脱着は、周囲 
の交通を妨げない、安全で平坦 
な場所で行なって < ださい。 

-路面に雪や凍結がな<なったと 
きは、スノーチェーンをがして 
<ださい。 

- SLK 2日日スポーツパッケージ、 
SLK 280スポーツパッケー义 
SLK 3已0 、 SLK 350 AMG 
スポーツパッケージ 、 SLK 55 
AMG の標準タイヤ/ぶイール 
にはスノーチェーンを装着しな 
いで < ださい。 


寒を時の取り扱い 

• 応急用スペアタイヤにはス 
ノーチェーンを装着しなし、で 
<ださい。 

• 前輪にはスノーチェーンを装着 
しないで<ださい。ボディや 
フェンダーの内側またはサスぺ 
ンシヨンなどに接触して、タイ 
ヤや車両を損傷するおそれびあ 
りまず。 
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点検と壁備 


^jB^CD^An 


曰常の手入れ 


定期的に手入れをずることで、いつま 
でち車を美し<保つことがでさまず。 

日常の手入れには、ダイムラー社が指 
定する用品のみを使用して < ださい。 

詳し < は指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 


« S 公 


-一部の合成クリーナーなどには、 
有機溶剤や可燃性物質が含まれ 
ていることがありまず。カーケ 
ア用品を使用ずるとさは、必ず 
添付の取り扱い上のま意を読み、 
指示に従って < ださい。 

. 車内でカーケア用品を使用ずる 
とさはドアやドアウインドウを 
開さ、十分に換気して<ださい。 
有機溶剤による中毒を起こした 
り、静電気が可燃性ガスに引火 
して火災を起こずおそれがあり 
ます。 


. 車の手入れをするとさに、ガソ 
U ンやシンナーなどを使用しな 
し、でください。中毒を起こした 
り、気化ガスに引火して火災を 
起こずおそれがありまず。 

-カーケア用品は、モ供の手が届 
<ところや火気の近< に置いた 
り保管しないで < ださい。 


-走行後は、ボディに付着したほこり 
を毛ばたさなどでもい落として<だ 
さし、。 

• かなくとち月に]度は洗車してく 
ださい。 

-飛び石により塗装面を損傷ずると、 
謂の原因になりまず。早めに補修を 
行なって< ださい。 

. 保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めしまず。 

-泥や虫の死がい、鳥のふん、樹液、 
油脂類、ガソリンおよびタールなど 
が付着したとさは、ずみやかにおさ 
取ってください。特に、鳥のふんは 
塗装面を損傷しやずいので、でさる 
だけ早<水で洗い流して<ださい。 

• 凍結防止剤が散巧してある道路を走 
行したとさは、ずみやかに洗車し、 
ボディ下側やフエンダーの内側を洗 
い流して < ださい。 
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-直射日光び強<当たる場所や走行し 
た直後でボンネッ h び熱<なってし、 
るよラなとさに、塗装面の手入れを 
すると、塗装面を損傷ずるおそれび 
ありまず。 

-ボディの表面にステッカーやフィル 
し、 マグネットなどを貼0付けない 
でください。塗装面を損傷ずるおそ 
れびありまず。 

-誤って傷を付けたり、誤った手入れ 
により鐘などび発生したとさは、早 
めに指定サービスエ場で補修ずるこ 
とをお勧めしまず。 


車内 

-プラスチック部分は、か量の中性洗 
剤などをミ居ぜた水を柔らかい巧に含 
ませて巧さ取りまず。 

また、乾いた巧や目の粗い巧、かた 
い巧などを使用したり、強くこずら 
ないでください。表面を損傷ずるお 
それびあ0まず。 

-ウインドウに、極細の熱線やアンテ 
ナ線びプ1」ントされている車種びあ 
りまず。ガラス面の内側を清掃ずる 
とさは、湿った柔らひい巧を使用し 
て、熱線やアンテナ線におって巧さ 
取0、傷を付けないよ5に注意して 
<ださい。 

また、乾いに巧で因:いたり、研磨剤 
や有機溶剤を含むク1」ーナーなどを 
使用しないでください。 


点検と壁備 


曰常の手入れ 

-ウインドウに遮光フィルムなどを貼 
り付けるとラジオなどの電波の受信 
性能び低下ずるおそれびありまず。 
詳し < は指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 

警 S 么 


エアバッグの収納部分には、有機溶 
剤を含むク U —ナーなどを使用しな 
いで<ださい。エアバッグが正常に 
作動しな<な0、けがをずるおそれ 
がありまず。 


8 


8-27 





点検と壁備 


日常の手入れ 

洗車 

► ボディ全体にほ圧で水をかけ、ほ 
こりなどを洗い流しまず。 

► 水に カーシ ヤン プーな どをミ畳ぜた 
洗をあを用意し、車全体にかけま 
す。外気取り入れ□付おではか量 
にし、ダクト内に洗;争液び残らな 
いよラにま意してください。 

► スポンジやセーム巧などを使用し 
て、十分な量の水で洗い流しまず。 

► 洗車後は、ずみやひに水滴を巧さ 
取りまず。 


洗車時の注意 

洗車をずるとさは、(下の点にミ主意し 

て < ださい。 

-水び凍るよ5な寒いとさや直射日光 
び強く当たる場所、走行した直後で 
ボンネットが熱<なっているよラな 
とさは洗車をしないで<ださい。 

-虫の死がいなどは、洗車前に取り除 
いて <ださい。 

• コールタール やアスファルトのミちれ 
は、乾いてしまうと落としにくくな 
るので、早めに処理して < ださい。 

-洗車をするとさはマフラーにま意 
してください。マフラー後端に触れ 
て火傷をした0、けがをずるおそれ 
がありまず。 

-走行した直後は、ブレーキディスク 
やぶイールに直接水などをかけない 
で<ださい。ブレーキディスクが熱 
いとさに急激に冷やずと、ディスク 
を損傷するおそれがありまず。 


• ホイールには酸性のホイールクリー 
ナーを使用しないで<ださい。ホ 
イールやす、イールボルトが腐食ずる 
おそれがあ0まず。 

-す、イールク U —ナーなどでホイール 
を清掃した後にそのまま放置ずる 
と、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどが腐食ずるおそれがあり 
まず。 

このよ5なとさは、しばら<走行=し 
て、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドを乾燥させて < ださい。 

-へッドランプを含むランプ類は樹脂 
製レンズでず。流水または水とカー 
シャンプーを混ぜた洗浄液で洗い流 
して<ださい。有機溶剤や強アルカ 
リ洗剤などを使用ずると、レンズを 
損傷ずるおそれがありまず。また、 
乾いた巧などで強<こずると細かい 
傷を付けるおそれがあ0まず。 
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点検と整備 


• パークト□ニックセンサー*を清掃 
するとさは、乾いた巧、目の粗い巧、 
かたい巧などは使用しないでくださ 
し、。また、純正じ(外の手入れ用品を 
使用しにり、強い力で乾巧さしない 
でください。センサーを損傷ずるお 
それびあ0まず。 


高圧式スプレーガンの使用 

• 高圧式スプレーガンのノズルは、車 
から十分離して使用してください。 
水圧び高ずざると、塗装面を損傷ず 
るおそれびありまず。 

• 高圧式スプレーガンのノズルをウ 
インドウガラス接合面やボディパ 
ネルの継ぎ目部分、サスペンシヨ 
ン、電気装備、コネクター類など 
に近付けないでください。水圧び 
高いため、車内に水び侵入したり、 
防水シールや塗装面を損傷ずるお 
それびあ0まず。 


曰常の手入れ 

• 高圧式スプレーガンのノズルをタイ 
ヤに向けないで<ださい。水圧び高 
いため、タイヤを損傷ずるおそれび 
ありまず。 

• パークト□ニックセンサー*には、 
高圧式スプレーガンやスチームク 
U —ナーを使用しないでくださし、。 
センサーや塗装面を損傷ずるおそ 
れびありまず。 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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点検と壁備 


^JS^CDpAn 


自動洗車機の使用 

自動洗車機で洗車するとさは(下の点 
にま意してくだごい。 

. 車のミちれびひどいとさは、自動洗車 
機で洗車する前に水洗いをして < だ 
ごい。 

• 自動洗車機び車のサイズに合ってい 
ることを確認して < ださい。 

-洗車前にドアミラーを格納してくだ 
ごし、。 


• ワイノて一の作動モード（已-30、31 ) 
を停止の位置にして < ださい。 

-回転ブラシの硬さによっては、細 
かな傷び付さ、塗装面の光沢び失 
われたり、劣化を早めるおそれび 
ありまず。 


8-30 


. 車の後部左側に着脱式のアンテナを 
装備しています。自動洗車機で洗車 
するときは、損傷を防ぐため、アン 
テナを反時計回りにまわして取りが 
して < ださい。 

• 洗車後は、フ□ントウインドウやワ 
イパーブレードに付着した洗浄液を 
拭さ取って < ださい。 




純正部品/純正アクセサリー 9-2 
ビークルプレート 9-4 

電球一覧 9-6 

ヒューズー覧 9-7 



オイル-液類 9-9 

タイヤとホイール 9-12 

積載荷物の制限重量 9-1 已 
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サービスデータ 


純正部品/純正アクセサリー 


純正部品/純正アクセサリー 


ダイムラー社では、点検や整備に必要 
な純正部品を豊富に用意してし"'まず。 

純正部品は厳格な基準により品質管 
理されています。点検や整備、修理 
のとさは、必ず純正部品を使用して 
<ださい。 

アクセサ U —についてち、ダイムラー 
社またはルセデス-ベンツ日本株式 
会社が指定ずる製品だけを使用して< 
ださい。 


警告 公 


どんな場合でを、ブレーキ関連部品 
などの重要保ま部品や走行系統に使 
用する部品には、純正部品し U 外のち 
のを使用しないで<ださい。事故や 
故障の原因にな0まず。 


知識 

純正部品(外の部品を使用したと 
さは、該当箇所だけでなく関連箇 
所に不具合び生じてち、保証を適 
用でさないことびありまず。 


環境 ^ 


ダイムラー社では、資源のち効利用 
を促進ずるため、 U サイクル部品を 
積極的に導入していまず。 
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サービスデータ 


注意！ 

-し U 下の場所の周辺には、エアバッ 
グやシートベルトテンシヨナー 
の本体やコン 卜□ールユニット、 
センサー類び取り付けられてい 
ます。これらの部位にオーディ 
才などを追加装備したり、修理 
や飯金作業などを行なラと、エ 
アバッグやシートベルトテン 
シヨナーの作動に悪影響を与え 
ることびありまず。 

〇エアバッグ収納部 
〇 シー トベルト 
〇インストルメントパネル 
〇センターコンソール 
◊ドア 
〇シート 
〇ピラー付近 
〇サイドシル付近 

詳し<は指定サービスエ場にお 
たずね < ださい。 


-車の電子制御部品やソフ h ウェ 
アを改造しないでくだごい。事 
故や故障の原因にな0まず。ま 
た、関連する他の装備にを悪影 
響を与えるおそれびありまず。 

. 車載無線機など電装アクセサ 
U —を装着ずるとさは、指定 
サービスエ場に巧談してくださ 
し)。装着方法などび適切でない 
と、車の電子制御部品に悪影響 
をちえるおそれびありまず。ま 
た、電気配線を間違えると、乂 
災や故障の原因になりまず。 

-ウインドウに透巧な吸盤を貼り 
付けないでください。吸盤びレ 
ンズとして作用して、乂災び発 
生ずるおそれびありまず。 


純正部品/純正アクセヴ IJ - 
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サービスデータ 


レプレート 



⑦ ニューカー プ レー ト 


ニューカープレート 

車の車台番号やカラーコードを記載し 
たニューカープ レー ト①は、運転席側 
または助手席側のドア開口部の車体側 
に貼付してありまず。 



⑤エンジン番号 


エンジン番号 

エンジン番号③は、エンジンブ□ック 
のち側後部に巧刻してあ0まず。 
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サービスデータ 


ビークルプレ^]^ 



③車台番号 


車台ま号 

車台ま号③は、ち側シート後方のセ 
ンタートンネル側面に巧刻してあり 
まず。 



ボンネット裏側 

® オプシヨンコードプレート 


オプションコードプレート 

オプ ショ ンコードをおずプレート④ 
は、ボンネット裏側に貼付してあり 
まず。 
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サービスデータ 





注意！ 

電球の交換を行な5とさは、車両 
に装着されている電球の規格を確 
認して < ださい。 



ランプ 

ワット数け見格） 

① 

ドア S ラー方向指示灯 

LED (発光ダイオード） 

③ 

フ□ント方向指示灯 

S ] W ( 黄色） 

③ 

へッドランプ上向さ/下向さ 
(バイキセノンへッドランプ装備車） 

3已 W (キセノン DSS ) 


へッドランプ下向さ 

(バイキセノンへッドランプ非装備車） 

已曰 W ( H 7) 

④ 

車幅灯/フロントパーキングランプ 

已 W 

⑥ 

へッドランプ上向さ 

已已 W ( H 7) 

⑧ 

フ□ントフォグランプ 

55 W ( H 7) また 1 ま5已 W ( H 11) 

⑦ 

U アフォグランプ（ち側のみ） 

21 W 

⑨ 

U ア方向指示灯 

21 W ( 黄色） 

⑨ 

バックランプ 

21 W 

⑩ 

八イマウントブレーキランプ 

LED (発光ダイオード） 

⑩ 

ライセンスランプ 

已 W 

⑩ 

ブレーキランプ/テールランプ 

LED (発光ダイオード） 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のわので、予告な<変更されることびあります。 
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トービスデータ 


I ■ 


29 

40A 

エアコンディショナー、ブ〇 
アモーター 

30 

己 A 

メーター パネル 

31 

10A 

オプション 

32 

吕己 A 

リアクオーターウインドウ 

33 

己 A 

ABS/BAS/ESP , 才ートマ 
チックトランス S ッション、 
ホーン、マルチファンクショ 
ンステア IJ ング、電動ステア 

U ング調整、方向指示な、ワ 
イ パー 

34 

30A 

シー ト調整、 電動ステア U ン 
グ調整 

3巳 

30A 

シート調整 

36 

] 己 A 

エンジンエレクト□ニクス、 
ステア U ング□ック、スター 
夕一 

37 

7.己 A 

エアコンディショナー、 エア 
スカーフ、盗難防止警報シス 
テム、チャイルドセーフティ 
シート検知システム、セント 
ラル□ッキングシステム、ド 
マミう一、 非常点滅な、 U 
アデフオッガー、パークト〇 
ニック、シートヒーター、ス 
イッチ照明、けん引防止警報 
機能、バ IJ オルーフ 



38 

40A 

パ U オルーフ 

39 

2己 A 

U アク オーター ウインドウ 

40 

已 A 

診断ソケット 

41 

已 A 

マルチファンクシヨンコント 
□ —ラー 

42 

已 A 

A 日 S/ 巨 AS/ESP、 才ートマ 
チックトランス S ッシヨン、 
ホーン、マルチファンクシヨ 
ンステアリング、電動ステア 

U ング調整、方向指お灯、ワ 
ィ パー 


※仕様-装備などの違いにより、ヒューズび異なることびありまず。 

※記載の内容は、取扱説明書作成時点のわので、予告な<変更されることびあります。 
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サービスデータ 




ヒューズボックス吕 
( エンジン ルー ム内） 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

43 

] 己 A 

ホーン 

44 

己 A 

エアコンディショナー、グ 
□ープボックスランプ 

45 

7.己 A 

エアバッグシステム、チヤイ 
ルドセーフティシート検知シ 
ステム 

46 

40A 

ワイパー 

47 

] 己 A 

ライター、 マルチファンク 
ションコント□—ラー、グ 
□ープボックスランプ 

48 

] 己 A 

エンジンエレクト□ニクス 

4白 

7.己 A 

エアバッグシステム 

50 

己 A 

ランプスイッチ、ヘッドラン 
プ、スイッチ照日月 

51 

5A 

エンジンを却ファン、ヘッド 
ランプ照射角度調整、：一 
ターパネル 

已吕 

] 己 A 

スターター 

已3 

2己 A 

エンジンエレクト□ニクス 


54 

] 己 A 

エンジンエレクト□ニクス、 
エンジン;令却ファン 

己巳 

7.己 A 

才ートマチックトランス S ッ 
ション、へッドランプ照射角 
度調整 

已巨 

己 A 

ABS/BAS/ESP 

己7 

己 A 

エンジンエレクト□ニクス、 
ステア U ング□ック、スター 
夕一 

己8 


未使用 

己9 

50A 

ABS/BAS/ESP 

60 

40A 

ABS/BAS/ESP 

61 


未使用 

62 

己 A 

診断ソケット、ランプスイツ 
チ、へッドランプ 

63 

己 A 

ランプスイツチ、へッドラ 
ンプ 

64 

10A 

マルチファンクションコント 
□ —ラー 

65 

40A 

オプション 


(A1 71已4已〇吕00 200白-0白-01 ) 


※仕様-装備などの違いにより、ヒューズび異なることびあります。 

※記載の内容は、取扱説明書作成時点のわので、予ちなく変更されることびあります。 


知識 

1〜吕〇のヒューズはトランク内 
にありまずび見ることはできませ 
ん。指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 
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サービスデータ 




オイル-液類 


必ずダイムラー社の純正品または指定詳し<は指定サービスエ場におたずね 
品のみを使用して < ださい。 < ださい。 


油脂類 

車種 

容量（ぶ） 

旧ボロロ ロ 

備考 


SLK 200 

約目.5 



エンジンオイル 

SLK 280 


承認オイル 

オイルフィルター分を含む 

SLK 3曰0 

約 8.0 


SLK 55 AMG 





ミち意！ 

• 才ートマチックトランス S ッ 
シヨンオイルの交換については 
別冊「整備手帳」をご参照 < だ 
さし、。 

• オートマチックトランス S ッ 
シヨンオイルは専用品のみを使 
用して < ださい。 


• オートマチックトランス S ッ 
ションオイルの漏れを見つけた 
り、トランスミッションの作動 
に異常を感じたとさは、指定 
サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 


• オートマチックトランス S ッ 
シヨンオイルに添加剤などを使 
用しないで<ださい。オートマ 
チックトランスミッシヨンを損 
傷ずるおそれがありまず。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 
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サービスデータ 




油脂類 

車種 

容量（ぶ） 

指定品目 

備考 

パワーステアリング 

オイル 

全車 

— 

純正パワーステアリング 
オイル 

専用オイル 

デイファレンシャル 
オイル 

全車 

— 

承認オイル 

八イポイドギアオイル 

SAE90、 8已 W90 

ブレーキ 液 

全車 

— 

純正ブレーキあ 

D0T4 規格 


SLK 200 

約 8.2 



冷却水 

SLK 280 

SLK 3曰0 

約 9.8 

純正不凍液 

水に純正不凍液を混ぜて使用 
濃度にミ主意 （8-7) 


SLK 己目 AMG 

約]].1 




※記載の内容は、取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることびあります。 
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トー ビスデータ 




油脂類 

車種 

容 ■ (ぶ） 

^曰ボ□□口 

備考 

ウォッシャー液 

全車 

約 7.0 

純正ウインドウ 
ウォッシャー液 
夏用、冬用 

水と純正ウォッシャー液を 
混ぜて使用 

バッテ U - 

全車 

— 

1 2V / 巨 2Ah、74Ah 

エンジンルーム内に装備 

エアコンデイシ ヨナー 
を媒 

全車 

— 

R] 34a 

FM 2を使用しないこと 





警告口点灯時の残量 

燃料 

全車 

約70 

無鉛プレミアムガソリン 

SLK 55 AMG を除く車種： 
約 9.0 & 

SLK 已目 AMG :約1日.日ぶ 


注意！ 

-燃料は必ず無鉛プレミアムガソ 
U ンを使用してください。 


-指定し U 外の燃料（高濃度アル 
コール含有燃料など）を使用ず 
ると、燃料系部品の腐食や損傷 
などによりエンジンび故障した 
0、乂災び発生ずるおそれびあ 
りまず。 


-指定(外の燃料（高濃度アル 
コール含有燃料など）を使用し 
て、故障び発生した場合は保証 
の適用外となりまずので、ご了 
承ください。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることびあ0ます。 
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サービスデータ 


とホイ_ル 


タイヤとホイール 


標準タイヤ 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

ホイール 材質 

SLK 200 

前輪 20 已 / 曰曰 R ] 巨 

前輪 7 J X 16 

前輪 34 mm 

軽合金 

SLK 280 

後:輪 22 己/ 50 R 1 6 

後輪 8 J X 16 

後輪 30 mm 

SLK 200スポーツパッケージ 

SLK 280スポーツパッケージ 

SLK 3 已〇 

mm 225/45 R 17 
後輪 24 已 / 40 R 1 7 

前輪 7.5 J X 17 
後輪 8.5 J X 17 

前輪 36 mm 
後輪 30 mm 

軽合金 

SLK 350 AMG スポーツノ（ッケージ 

前輪 22 己/ 40 R 1 8 

前輪 7.5 J X 18 

前輪 37 mm 

軽合金 

SLK 已目 AMG 

後輪 24 已 / 3 曰 R ] 8 

後輪 8.5 J X 18 

後輪 30 mm 


ミち意！ 

- SLK 200スポーツパッケージ、 
SLK 280スポーツパッケージ、 
SLK 3目0 、 SLK 350 AMG 
スポーツパッケージ 、 SLK 55 
AMG の標準タイヤ/ホイールに 
は スノー チェーンを取り付けない 
で < ださい。 


-タイヤ□ーテーシヨンは行なわな 
いで < ださい。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のちので、予告な<変更されることびあります。 
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サービスデータ 


タイヤとホイ； 


応急用スペアタイヤ 



車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

全車 


145 / 70-1 7 

4.5B X 17 

1 2mm 


注意！ 

応急用スペアタイヤには、スノー 
チェーンを装着しないで<ださい。 


知識 

応急用スペアタイヤの空気圧は、 
応急用スペアタイヤのホイールに 
貼付されているラベルまたはタイ 
ヤに記載されていまず。 
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サービスデータ 


とホイ_ル 


ウインタータイヤ 


車種 

ウィンタータイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

SLK 200 

20 曰/已曰 R ] 目 M+S 

7 J X 16 

34mm 

SLK 280 

22 曰 / 4 曰 R ] 7 M+S 

7•已」X17 

36mm 

SLK 3已〇 

22目 / 45 R 1 7 M+S 

7 •已 J X ] 7 

36mm 

22目 / 40 R 1 8 M+S 

7•已 J X ] 8 

36mm 


205 / 目 OR ] 7 M+S 

7 •已 J X ] 7 

37mm 

SLK 55 AMG 

22 曰 / 4 已 R ] 7 M+S 

7•已」X17 

37mm 


22 曰 / 40 R 1 8 M+S 

7•已」X18 

37mm 


※ウインタータイヤは、前輪•後輪とちに同サイズのちのを装着してください。 


ま意！ 

ウインタータイヤのサイズはダイ 
ムラー社び指定ずるちので、曰本 
国内で販売されているスタッドレ 
スタイヤは、表示のサイズに対応 
していないことびありまず。 


知識 

• ウインタータイヤやスノーチェー 
ンについては、指定サービスェ 
場におたずねください。 


• スノー チェーンはウインタータ 
イ ヤの後輪に装着ずることびで 
さまず。 

• ウインタータイヤの空気圧は、 
標準タイヤより 0.3ba「 高い空 
気圧に調整してください。 
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積載荷物の制限重量 


ルー フラック 


トランク 


車種 

全車 己 Ok 宫 


注意！ 

-ルーフラックを使用ずるときは、 
必ずバ U オルーフを閉じて< だ 
さい。 

-ルーフラックを取り付けている 
ときは、パリオルーフを開かな 
いでください。バリオルーフや 
ルーフラックを損傷ずるおそれ 
がありまず。 


知識 


ルーフラック積載荷物の制限重量 
には、ルーフラックやアタッチ 
ントの重量ち含まれまず。 


1 00 kg 


サービスデータ 


積載荷物の制限重量 H 
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. こんなとをは 



故障/警告メッセージ 


10-2 


トラブルの原因と巧応 
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こんなとをは 


故障/警告 メツセー ジ 


故障/警告メッセージ 


車の機能やシステムに故障や異常が発 
生すると、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに警告や注意、対応などが表 
おされます。 

知識 

-故障/警告><ッセージによって 
は警告音が鳴ることがあ0まず。 
また、重要度の高いメッセージ 
は、ホ色で表示されまず。 

-重要度の低いッセージは、 
ステアリングのや 
または U セットボタ 
ン （3-67) により画面を切り替 
えることがでさまず。 

• 重要度の高いッセージは画面 
を切り替えることがでさません。 
このとさは故障内容が自動的に 
記憶されまず。 


ま意！ 

-走行する前には必ずエンジンス 
イッチを2の位置にして 、木一 
夕ーパネルの表示口 /警告灯が 
点灯し、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイが表おされること 
を確認してください。 

. ^一夕_パネル や マルチフアン 
クシ ヨン ディスプレイが故障し 
た場合は、表お口 /警告灯や故 
障/警告><ッセージが表示され 
ません。車の操縦性などに悪影 
響をおよぼずよ5な故障や異常 
が発生した場合は内容が確認で 
さないため、ただちに指定 ヴー 
ビスエ場に連絡して < ださい。 

-表おされる故障や異常は、一部 
の限られた装備についてであ 
り、また表おされる内容ち限ら 
れています。故障表示の機能は 
運転者を支援ずる装置でず。発 
生した故障に対処して車の安全 
性を維持ずる責任は運転者にあ 
りまず。 


•ぶ記載の故障/警告メッセージは、取扱説 
明書作成時点のわのでず。マルチフアン 
クシヨンディスプレイの表記などは、予 
告なく変更-追加されることびありまず。 
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こんなとさは 


故障/警告メッセージ U 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状 

対応 

ABS 

A 臣 S 卜 ESP コショウ 

7ニュ乃レヲサンショウ 

A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 A 日 S と ESP の機能び觸除され 
ている。同時に巨 AS の機能も解除されている。 
上記の機能は作動しないび、通常のブレーキ時 
の制動力は確保されている。 

► 十分注意して走巧してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を黃けてください。 

ESP 

ESP A シ3ウテ''キ7セン 

7こュアルヲサンショウ 

A 事故のおそれびありまず 

システムの自己診断び売了していないため、一 
時的に ESP び作動しない状態になっている。 
ABS は作動する。 

ESP は作動しないび、通常のブレーキ時の制 
動力は確保されている。 

►約吕 Okm / h 政上の速度で短い距離を走行してください。 

メッセージび消えれば、 ESP は作動でさる状態になりまず。 



A 事故のおそれびありまず 

電圧低下のため、 ESP の機能び解除されてい 
る。同時に BAS の機能ち解除されている。 
バッテ I 」一び充電されていない可能性びある。 
ABS は作動ずる。 

ESP は作動しないび、通常のブレーキ時の制 
動力は確保されている。 

► 十分注意して走行してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を夏けてください。 
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こんなとをは 


故障/警告メツセージ 


ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 対応 


ESP 

ESP H ショウ 

7 ニユ乃レヲサンショウ 

A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ESP の機能び解除されている。 
同時に巨 AS の機能を解除されている。 

ESP は作動しないび、通常のブレーキ時の制 
動力は確保されている。 

► 十分注意して走巧してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を黃けてください。 

トランス 
ミツシヨン 

巧イノ ] ウグョウテ、、テンケン！ 

オートマチックトランスミッションの作動び 
制限されている。 

► 十分注意して走行してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を費けてください。 

タイトクウキアツ 

別朽テンケン！ 

タイヤから急激に空気が振けている。 

► 周囲の安全を確認し、急八ンドルや急ブレーキを避けて停 
車してください。 

► タイヤを点検して<ださい。 

► タイヤ空気圧を点検し、必要であれば空気圧を適正にして 
ください。 

► 必要であれば該当するタイヤを交換してください （7 -巨）。 

► 適正なタイヤ空気圧に調整するか、またはタイヤを交換し 

た後に、タイヤ空気圧警告システムを再起動してください 

(4-8)。 
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こんなとさは 


故障/警告メッセージ U 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状 

対応 

タイトクウ キ アツ 
テンケン 

ソノ]、‘夕仆クウキアツ 
ケイ]クシステム 
サイ外"ウ 

タイヤ空気圧警告システムの警告び行なわ 
れた。 

► すべてのタイヤの空気圧び適正であることを確認してくだ 

さし、。 

► タイヤ空気圧警告システムを再起動してください（4-8)。 

タイトクウ キ アツ 
ケイ]クシステム 

ショウテ、、巧セン！ 

タイヤ空気圧警告システムび故障している。 

► 指定サービスエ場で点検を壁けてください。 

SRS システム 

] ウシ'‘ョウテ'‘テンケン！ 

棄員保護補助装置（エアバッグ、シートべル 
トテンショナーなど）が故障している。 

► ただちに指定ヴービスエ場で点検を夏けてください。 

化。-ド 
リミッタ-/ 

ツトス、'細-ル 

] ウシ'‘ョウテ'‘テンケン！ 

クルーズコント□ールまたは可変スピード U 
云ッターび故障している。 

► 指定サービスエ場でクルーズコント□ールまたは可変スピ 
ード IJ S ッターの点検を受けてください。 
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こんなとをは 


故障/警告メツセージ 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状 

対応 



トランクび完全に閉じていない状態で走行し 
ている。 

トランクび完全に閉じていない状態でバ U 才 
ルーフを開閉しよラとした。 

► トランクを閉じてください。 



A 事故のおそれびありまず 

盗難防止警報システム装備車： 

ボンネットび完全に閉じていない状態で走行 

している。 

► ただちに安全な場所に停車してください。 

► ボンネットを閉じて<ださい。 

圓 


A 事故のおそれびありまず 

ドアび完全に閉じていない状態で走行して 
し)る。 

► ドアを閉じて < ださい。 

Bil 8 


ラジェターのを却ファンび故障している可能 
性びある。 

► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 

■Ml 


UTF の原因によりバッテ U —び充電されてい 
ない。 

-オルタネーターの故障 
- V ベルトの損傷 

► ただちに安全な場所に停車して、Vベルトを点検してくだ 
さし、。 

V ベルトが切れているとさ 
►走行しないで < ださい。 

► 最寄りの指をサービスエ場に連絡してください。 

V ベルトが損傷していないとさ 

►ただちに指定サービスエ場で点検を受けて<ださい。 
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こんなとさは 


故障/警告メッセージ U 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状 

対応 

网 

アレ-キ A。 ッド巧ウ 

ブレーキパツドの摩耗び限界に達している。 

► すみ传かに指定サービスエ場でブレーキパッドを交換して 
ください。 

画 

フ‘'レ-キオイル LA" ル 
テンケン 

A 事故のおそれびありまず 

I」ヴーブタンクのブレーキ液量び不足して 
し''る。 

► ずみやかに安全な場所に停車してください。 

► 走行しないでください。 

► 最寄りの指定サービスエ場に連路してください。 

► ブレーキ液を補給しないで<ださい。ブレーキ液を補給し 
てち問題は解消しません。 

圆 

/r- キンク'’アレ-キ 
カイ'/ョシテクタ、、サイ！ 

パーキングブレーキを解除しないで走行して 
し''る。 

► パーキングブレーキを辭除して<ださい。 

因 

トランクル-ムラグ'ツグ加''-ヲ 
トシ''テクダサイ！ 

ラゲツジカバーび正しくセツトされていない 
状態でバ U オルーフを閉じようとしている。 

► ラゲッジカバーを引き出し、両端のフックをホルダーにか 

けて、正しくセットしてください（3-47)。 
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こんなとさは 


故障/警告メッセージ 

ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状 

■m レイキ巾クスイ ちな!水;品度び異留に上昇している。 

テイ外シテ、 I が'パテイシ！ 


V ベルトび切れている可能性びある。 
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対応 


► 周囲の状況に注意しなびら、ずみやかに安全な場所に停車し 
て< ださい。 

► エンジンを停止してください。 

► メッセージび消えてからエンジンを始動してください。メッ 
セージび消えるまで待たないと、エンジンを損傷するおそれ 
びあ0ます。 

► 冷却水温度画面 （4-10) で;令却水温度を点検してください。 
► 冷却水温度び再び上昇する場合は、ただちに指定サービスエ 
場で点検を壁けてください。 

► 周囲の状況に注意しなびら、ずみやかに安全な場所に停車し 
て < ださい。 

► エンジンを停止して<ださい。 

► V ベルトを点検して < ださい。 

V ベルトが切れているとさ 
►走行しないでください。 

► 最寄りの指をサービスエ場に連絡してください。 

V ベルトが損傷していないとさ 

► メッセージび消えない場合はエンジンを始動しないで<だ 
さい。エンジンを損傷ずるおそれびあります。 





こんなとさは 


故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状 

対応 

1»1 

レイキャクスイホグュウ 
にュ乃レヲサンショウ 

冷却水量び不足している。 

►冷却水を補給してください（8-7)。 

► 通常より頻繁に冷却水を補給している場合は、指定サービス 
工場で点検を受けてください。 

四 

ヒグリ□-ピ-ム 1) 

左へッドランプ（□ービーム）び切れている。 

► すみやかに指定サービスエ場で点検を受けてください。 


トトラ仆 
] ショウ 

ランプセンサーび故障している。自動的にラ 
ンプび点なずる。 

►マルチフアンクシヨンディスプレイの各種設定で、ランプ 
を手動点巧に切り替えてください（4-40)。 

► ランプスイッチでランプを点口 /消口して<ださい。 

t 可 

キ助ノサイニ 

I ングンオイル [ A ' ルテンケン 

SLK 200/ SLK 280/ SLK 350 : 

エンジンオイル量び減っている。 

► エンジンオイル量を点検し、必要であれば補給して<ださ 

い (8-8.9) 〇 

► 通常より頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、指 

定サービスエ場で点検を受けてください。 


キュクユノサイニ 

1 リッタ-オイルうツイカ！ 

SLK 已己 AMG : 

エンジンオイル量び不足している。 

► エンジンオイルを補給し、エンジンオイル量を点検してく 
ださい。 

► 通常より頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、指 

定サービスエ場で点検を受けてください。 


1) 他のランプび切れたとさは、この例切がの;><ッセージび表示されます。 
車外ランプのいずれかに異萬び発生ずると、その箇所び表示されます。 
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こんなとをは 


故障/警告 メツセー ジ 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状 

対応 


オイル LA " ルテイ外 
巧、1ングンヲテイシ 

SLK 已已 AM 巨： 

エンジンオイル量び不足している。エンジン 
を損傷するおそれびある。 

► 周囲の状況に注意しなびら、ずみやかに安全な場所に停車 
して < ださい。 

► エンジンを停止してください。 

► エンジンオイルを補給し、エンジンオイル量を点検してく 
ださい。 


I ングンがル LA " ル 
オイルヲヌイテクタ'‘サイ 

SLK 己已 AMG : 

エンジンオイル量び多ずぎる。エンジンや触媒 
を損傷ずるおそれびある。 

► エンジンオイルを抜いてください。エンジンオイルを廃棄 
するとさは規則に従って<ださい。 


I ングンオイルレへ、、ル 
ソクテイ刃ノウ 

SLK 已目 AMG : 

エンジンオイル量計測システムび故障して 
し)る。 

► 指定サービスエ場で点検を黃けてください。 

回 

イングケ-夕 ] ショウ 
] ウシ'‘ョウテ'‘テンケン！ 

1つな上のエレクト□ニックシステムび情報 
を伝達でさない状態になっている。 ■ UTF のシ 
ステムび故障している可能性びある。 

-冷却水温度計 
-タコ;^ーター 

-クルーズコント□ールまたは可変スピード 

1」=ッターのインジケーター 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 
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ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状 

キ - 3 ] ウカンシテクタ''サイ キーび機能しなくなっている。 


ネンリヨウリサ''-フ '' 燃料の残量びかなくなっている。 


A " リオル-] 走行中にバ1」オルーフを開閉しようとして 

テイシチュウノミソウサカノウテ''ス いる。 

A " リオル-] 油圧裳置の圧力びほ下し、完全に開閉され 

拙''リ巧！ ていないバ1」オルーフび倒れ込もうとして 

し、る。 

!、、、 リオル-つ バリオルーフび完全に □ ックされていない。 

フルト7ン/スレク□-ス '' 

/ r リオル-] バッテ U - の電圧び低くなっている。 

才巧クタ、、サイ！ 

バ I 」オルーフの開閉操作び何度ち繰り返され 
たため、安全のためにルーフの開閉機能び一 
時的に停止した。 


ウオッ外 I キ 
ホグュウシテクタ''サイ！ 


IJ ヴーブタンクのウォッシャー液量び最ほレ 
ベルまで減っている。 


こんなとさは 


故障/警告メッセージ 


対応 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 

► 周囲の状況に注意しなびら、安全な場所に停車してください。 
► バ U オルーフスイッチを操作して<ださい。 

► バ1」オルーフを完全に閉じるか、完全に開いてくださし、。 


► バ U オルーフを完全に閉じるか、完全に開いてください。 


► エンジンを始動して<ださい。 

►約10分間待ってください。 

► エンジンスイッチを〇の位置にしてから、吕の位置にずるか、 
エンジンを始動して<ださい。 

► バ1」オルーフスイッチを操作してくださし、。 

► ウォッシャー液を補給してください（8-13)。 
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こんなとをは 


トラブルの原因と対応 


トラブルの原因と対応 


スイッチやボタンの表示な/警告打 


トラブル 

考え5れる原因および症状 

対応 

シートヒータースイッチの表示口び点 
滅してし)る。 

をくの電気装備び使用されているために電圧 
び低下し、シートヒーターび自動的に停止し 
ている。 

► 電圧び回復すると、シートヒーターは自動的に作動を開始 

します。 

エアスカーフび自動的に停止した。 

エアスカーフスイッチを巧してち作動 

しない。 

多くの電気装備び使用されているために電圧 
びあ下し、エアスカーフび使巧でさない。 

► 必要のない電気装備を停止してください。 

►再度、エアスカーフスイッチを押してくださし、。 

エアコンディショナーの AC スイッチ 
を押しても、表示なび点:かしなかった 
り、点滅ずる。 

エアコンディショナーの AC スイッチ 
を押してち、除湿/冷房されない。 

エアコンディショナーのを媒び不足している。 

► 指定サービスエ場でエアコンディショナーの点検を毒けて 
ください。 

リアデフォッガーび短時間で停止し、 
表示むび点ミ威する。 

をくの電気装備び使用されているために電圧 
び低下し、 U アデフォッガーび自動的に停止 
している。 

► 必要のない電気装備を停止してください。 

► 電圧び回復すると、 U アデフォッガーは自動的に作動を開 

始しまず。 
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こんなとをは 


トラブルの原因と対応 


トラブル 

考え5れる原因および症状 

対応 

助手席エアバッグオフ表示なび点灯し 
ている。 

助手席にセンサー付さ純正チヤイルドセーフ 
ティシートび装着されているため、助手席エ 
アバッグび作動しない状態になっている。 


助手席エアバッグオフ表示巧び点なし 
ている。 

助手席に一定政下の体重の乗員び栗車して、 
シートベルトをバックルに差し込んでいるた 
め、助手席エアバッグび作動しない状態にな 
つてし）る。 


助手席エアバッグオフ表示灯び点灯し 
ている。 

A けびのおそれがあ0まず 

上記の原因びあてはまらない場合は、チヤイル 
ドセーフティシート検知システムび故障して 
し、る。 

► 助手席のシート座面に政下のものを置いているとさは取り 
除いて < ださい。 

• 電源の入ったパソコン 
-携帯電話 

-磁気カードやにカード 

電モ機器 や力ードを取り除いてち助手席エアバッグオフ 表示 
灯が点灯ずるとさ 

► ずみやかに指定サービスエ場でチヤイルドセーフティシー 

卜検知システムの点検を覇けてください。 
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こんなとをは 


トラブルの原因と対応 


表示な/警告な 


トラブル 

考え5れる原因および症げ 

Mspn エンジンびかかってい 
■卿 ■ るときに黄色の ABS 
»告むび点なずる。 

A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 A 巨 S の機能び解除されている。 
ESP と巨 AS の機能わ解除されている。 

上記の機能は作動しないび、通常のブレーキ 
時の制動力は確保されている。ただし、急ブ 
レーキ時などにはタイヤび□ックずる可能性 
びある。 

エンジンびかかってい 
■卿 ■ るときに黄色の ABS 
警告灯び点なする。 

A 事故のおそれびありまず 

電圧低下のため、 A 巨 S の機能び解除されて 
し、る。 

ESP と巨 AS の機能わ解除されている。 

バッテ U —び充電されていない可能性びある。 
上記の機能は作動しないび、通常のブレーキ 
時の制動力は確保されている。ただし、急ブ 
レーキ時などにはタイヤび□ックずる可能性 
びある。 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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対応 


► 十分注意して走行してください。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイの故障/警告メッセー 
ジに従ってください。 

► すみやかに指定サービスエ場で点検を受けてください。 


► 必要のない電気装備を停止してください。 

電圧び回復すると、 ABS は作動できる状態になります。 





o 

o 


SRS 


こんなとをは 


トラブルの原因と対応 


トラブル 

考え5れる原因および症状 

対応 

走行中に黄色の ESP 
表示灯び点滅ずる。 

A 事故のおそれびありまず 

タイヤびグ U ップを失いかけているか、車び 
横滑りをしているため、 ESP、A 日 S やトラ 
クションコント□ールなどび作動している。 

► 発進ずるとをは、アクセルペダルを必要政上に踏み込まな 
いで < ださい。 

► 走行中はアクセルペダルをゆるめてください。 

► 路面と天候の状態に合わせて運輯してください。 

► ESP の機能を解除しないでください（雪道などでの走行を 
除< )。 

エンジンびかかってい 
るとさに黄色の ESP 
表示むび点打する。 

A 事故のおそれびありまず 

ESP の機能び解除されている。 

車両操縦性や走行安定性を確保ずることびで 

をない。 

► ESP を待機状態にしてください〔雪道などでの走行を除く）。 

► 路面と天候の状態に合わせて運輯してください。 

走行中にホ色のエアバ 
ツグシステム警告灯び 
点なずる 

A けびのおそれびあ0まず 

乗員保護補助装置に異常びある。 

エアバッグやシートベルトテンショナーび不 
意に作動したり、事故のとさに作動しない巧 
能性びある。 

► ただちに指定ヴービスエ場で点検を夏けてください。 
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こんなとをは 


トラブルの原因と対応 


トラブル 

考え5れる原因および症状 

対応 

VS9W 走行中にホ色のブレー 
キ警告灯び点むずる。 
警告音ち聞こえる。 

ノ（ーキングブレーキを解除しないで走行して 
し''る。 

► パーキングブレーキを辭除して<ださい。 

vesv エンジンびかかってい 

て、パ-キングブレ- 
キを解除しているとを 
に赤色のブレーキ警告 
なび点なする。 

A 事故のおそれびありまず 

U ヴーブタンクのブレーキ液量び不足して 
いる。 

►状況を問わず、走行しないでください 
► ただちに指定サービスエ場に連路してください。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイの故障/警告メッセージ 
(10-7) に従ってください。 

► ブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給し 
てち問題は解消しません。 

エンジンびかかってい 
るときに黄をのエンジ 
ン警告なび点なする。 

し: tf に異萬びある。 

-燃料噴射システム 
-排気システム 
-イグニッシヨンシステム 

排出ガスの成分び基準値を超えたために、ェ 
ンジンびエマージェンシーモードになってい 
る可能性びある。 

► ずみやかに指定サービスエ場で点検を受けてください。 
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トラブル 


考え5れる原因および症状 



ドアを閉じてエンジン 
を始動すると、ホ色の 
シートベルト警告むび 
点なずる。 


A けびのおそれびあ0まず 

運転席または助手席の乗員びシートベルトを 
着巧していない。 


A けびのおそれびあ0まず 



助手席シートに荷物を置いている。 

赤色のシートベルト警 A けびのおそれびありまず 

告なび点滅し、警告音 

も鳴る。 運転席または助手席の棄員びシートベルト 

を着用していない状態で走行し、速度び約 
2己 km/h を超えた。 


A けびのおそれびあ0まず 

助手席シートに荷物を置いた状態で走行し、速 
度び約2己 km/h を超えた。 

■ B 巧> エンジンびかかってい燃料の残量びかなくなっている。 

るときに黄色の燃料残 
量警告なび点なずる。 


こんなとをは 


トラブルの原因と対応 


対応 

► シートベルトを着用してくださし)。 
シートベルト警告灯び消なします。 


► 助手席シートに置いてある荷物を、別の場所に確実に固定 
して < ださい。 

シートベルト警ち灯び消なします。 

► シートベルトを着用してください。 

シートベルト警ち灯び消巧し、警告音ち鳴り止みます。 


► 安全な場所に停車してから、助手席シートに置いてある荷 
物を、別の場所に確実に固定してください。 

シートベルト警告なび消なし、警告音ち鳴り止みまず。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 
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こんなとをは 


トラブルの原因と対応 


警告音 


トラブル 

考え5れる原因および症げ 

対応 

盗難防止警報び作動した。 

盗難防止警報システム*び待機状態のとをに、 
運転席ドアまたはトランクをエマージェンシ 
ーキーで解錠して開いた。 

盗難防止警報システム*び待機状態のとをに、 
車内からドアを開くか、ボンネットの□ック 
を解除した。 

► キーの HI か ra を押してください。 

または 

► エンジンスイッチにキーを差し込んでください。 

警告音び鳴った。 

マルチフアンクションディスプレイに故障/警 
告六ッセージび表示されている。 

►故障/警告メッセージをご覧ください （10-3 〜）。 

警告音が鳴った。 

パーキングブレーキを解除しないで走行して 
し''る。 

► パーキングブレーキを解除して<ださい。 

警告音び鳴った。 

ランプを消なしないでエンジンスイッチから 
キーを抜さ、運転席ドアを開いた。 

► ランプスイッチを DI の位置にしてください。 

エンジンスイツチを吕の位置にずる 
か、エンジンを始動すると、警告音び 
数秒間鳴る。 

A けびのおそれびあ0まず 

運転席の栗員びシートベルトを着用してい 
なし、。 

► シートベルトを着用してください。 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


事故のとを 


トラブル 

考え5れる原因および症状 

対応 

燃料び漏れている。 

A 爆発のおそれびありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクび損傷 
している。 

► ただちにエンジンを停止し、エンジンスイッチからキーを 
振いてください。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないで<ださい。 

漏れた燃料に引火したり、爆発するおそれびあります。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

損傷の程度びわからない。 

または 

損傷箇所び見当たらない。 


► 指定サービスエ場に連絡してください。 


燃料と燃料タンク 


トラブル 

考え5れる原因および症状 

対応 

燃料び漏れている。 

A 爆発のおそれがありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクび損傷 
している。 

► ただちにエンジンを停止し、エンジンスイッチからキーを 
振いてください。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないで<ださい。 

漏れた燃料に引火したり、爆発するおそれびありまず。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

燃料給油フラップび開かない。 

燃料給油フラップび解錠されていない。 

►U モコン操作で解錠してください。 

燃料給油フラップび開かない。 

燃料給油フラップの開閉機構に異常びある。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 
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こんなとをは 


トラブルの原因と対応 


エンジン 


トラブル 

考え5れる原因および症げ 

対応 

エンジンび始動しない。 

エンジンスイツチを3の位置にずる 
とスターターモーターの音びずる。 

-エンジンの電気システムに異常びある可能 
性びある。 

-燃料供給に異常びある可能性びある。 

► エンジンを再始動する前に、エンジンスイッチを〇の位置 
に戻してください。 

►再度、始動操作を行なってください。 

ただし、エンジン始動操作を長時間何度ち巧なラと、バッテ 

IJ 一びあびるおそれびおりまず。 

何度始動を試みてもエンジンが始動しないとき 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンび始動しない。 

エンジンスイツチを3の位置にしてち 
スターターモーターの音びしない。 

バッテ U —びあびっているか、充電されて 
いないため、バッテ U —の電圧びほ<なっ 
ている。 

► 他車のバッテ U —を電源として始動してください（7-23)。 
エンジンが始動しないとを 
► 指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンの回転び滑らかでな<、 S ス 
ファイアち起さている。 

エンジンの電気システム、またはエンジン制 
御システムに異常びある。 

► アクセルペダルを踏みずぎないで<ださい。 

► ただちに指定ヴービスエ場で点検を黃けてください。 

触媒を損傷ずるおそれびありまず。 

:令却水の温度表示び約 ]2 crcL 分上を 
のしてし)る。 

U ヴーブタンクの冷却水量び不足している。 
冷却水の温度び高ずぎて、エンジンび冷却さ 
れていない。 

► すみやかに停車して、エンジンと;令却水を;令やしてください。 

► エンジンと冷却水びをえてからを却水量を点検し、必要で 
あれば;令却水を補給してください（8-6、7)。 

► 指定サービスエ場で点検を壁けてください。 

:令却水の温度表示び約 ]2 crcL 分上を 
のしてし)る。 

冷却水量び正常なとさは、エンジンファンび 
故障している。 

冷却水の湿度び高ずぎて、エンジンび冷却さ 
れていない。 

► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 
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オートマチックトランスミッション 

トラブル 考え5れる原因および症げ 

トランスミッションび正しく変速し トランスミッションオイルび減っている。 

なし)。 

加速性能び悪化している。 トランスミッションに異常びある。 

トランスミッションが変速しない。 


こんなとをは 


トラブルの原因と対応 


対応 

► ただちに指定サービスエ場でトランスミッションの点検を 
受けて < ださい。 

エマージェンシーモードにして、2速ギアか U バースギアで 
走行でをる場合びあります。 

► 停車してください。 

► セレクターレバーを EI に入れて<ださい。 

► エンジンスイッチを0の位置にしてください。 

► ]0秒しソ上待ってから、エンジンを再始動します。 

► セレクターレバーを E 1 に入れまず。 

2速ギアになりまず。 

または 

セレクターレバーを〇に入れます。 

U バースギアになります。 

► ただちに指定サービスエ場でトランス S ッションの点検を 
受けて < ださい。 
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こんなとをは 


トラブルの原因と対応 


パークト□ニック 


トラブル 

考え 5 れる原因および症げ 

対応 

パークト□ニックの赤色インジケータ 
一だけび点なして約 2 秒間警告音び鳴 
り、約 20 秒後にパークト□ニックび 
解除され、パークト□ニックオフスイ 
ッチの表示灯び点なした。 

パークト□ニック*に異常びあり、機能び停 
止している。 

► すみやかに指定サービスエ場でパークト□ニック*の点検 
を菌けてください。 

パークト□ニックの赤色インジケータ 
一だけび点なし、約 20 秒後にパーク 
卜□ニック*び解除された。 

パークト□ニックセンサーび巧れているか、 
付着物などびある。 

► パークト□ニックセンサーを清掃してください （8 -吕9)。 
►再度、エンジンスイッチを2の位置にしてください。 

パークト□ニックのホ色インジケータ 
一だけび点なし、約 20 秒後にパーク 
卜□ニック*び解除された。 

外部の電波や超音波の干渉などにより、機能 
び解除されている。 

► 場所を蜜えて、パークト□ニック*の作動を確認してくださ 

い（日-已8)。 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


へッドランプ/方向指示な 


トラブル 

考え5れる原因および症げ 

対応 

へッドランプまたはドアミラー方向指 
示灯の内側び曇っている。 

が気の湿度び高くなつている。 

►へッドランプを点灯して走行してください。 

しばらく走行すると、へッドランプ内側の量りは取れまず。 

へッドランプまたはドアミラー方向指 
お灯の内側び曇っている。 

へッドランプユニットやドア S ラー方向指示 
灯ユニットび密閉されていないため、水分び 
侵入している。 

► 指定サービスエ場でへッドランプやドア S ラーの点検を寶 
けて < ださい。 


ワイ パー 


トラブル 

考え5れる原因および症状 

対応 

ワイパーび正し<作動しない。 

フ□ントウインドウに障害になる物び付着し 
ているため、ワイパーモーターの作動び停止 
している。 

► ま全のため、エンジンスイッチからキーを振いてください。 

► 障害物を取り除いてください。 

►再度、ワイパーを作動させてください。 

ワイパーび作動しない。 

ワイパーび故障している。 

► コンビネーションスイッチをまわして、別のモードを選が 

してください（已-30、31)。 

► 指定サービスエ場でワイパーの点検を受けてください。 
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こんなとをは 


トラブルの原因と対応 


ウインドウ 


トラブル 

考え5れる原因および症げ 

対応 

ドアウインドウび全開しない。 

A けびのおそれびあ0まず 

ドア内側のガイドレールなどに障害になる物 
び挟まっている。 

► スイッチから手を放して<ださい。 

ドアウインドウびみし開さます。 

► スイッチの開<側を押して、ドアウインドウを開いて<だ 

さし、。 

► 障害物を取り除いてください。 

► スイッチの閉じる側を深<押します。 

ウインドウに挟まれないよラに注意してください。 

運転席ドアのドアウインドウび自動で 
全開しない。 

A けびのおそれがあ0まず 

運転席ドアのドアウインドウを自動で全閉し 
ているときに、ドアウインドウび自動で停止 
してみし開くことびある。 

► ドアウインドウび閉じるまでスイッチの閉じる側を軽く押 
します。 

ドアウインドウがかし開くとき 

► 約己秒凹内に、スイッチの閉じる側を深く押しまず。 

挟み込み防止機能び働かない状態でウインドウび閉じまず。 
ウインドウに挟まれないよラにミ主意してください。 
ウインドウを閉じてから約己秒後に、挟み込み防止機能び 

働 < 状態になりまず。 
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こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


S ラー 


トラスレ 

考え5れる原因および症状 

対応 

ドア S ラーび無理に前方/後方に曲げ 
られた。 


► ドアミラー格納/展開スイッチ （3 -已 4) を、ギアび陋み合 

ラ音び聞こえるまで押します。 


キ— 


トラブル 

考え5れる原因および症状 

対応 

リモコン操作で解錠/施錠でをない。 

キーの電池び消耗している。 

► キーの先端を運転席ドア八ンドルに向け、至近距離から再 
度 IJ モコン操作をしてください。 

リモコン操作びでをないとを 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠/施錠してくだ 

さし、(3-吕4、2已）。 

► キーの電池を点検し、必要であれば交換してください 

(3-13)。 


キーび故障している。 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠/施錠してくだ 

さし、 （3 -吕4、2已）。 

► 指定ヴービスエ場でキーの点検を受けてください。 
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こんなとをは 


トラブルの原因と対応 


トラブル 

考え5れる原因および症状 

対応 

キーのボタンを押してち表示灯び点灯 
しない。 

キーの電池び消耗している。 

► キーの電池を交換してください（3-13)。 

電池は指定サービスエ場で入手でさまず。 

キーを紛失した。 


► ただちに指定サービスエ場に連絡して<ださい。 

新しいキーの入手については、指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 

► ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してくだ 

さし、。 

► 必要であればキーシリンダーち交換してください。 

エマージェンシーキーを紛失した。 


► ただちに指定サービスエ場に連絡して<ださい。 

新しいキーの入手については、指定サービスエ場におにず 
ね < ださい。 

► ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してくだ 

さし、。 

► 必要であればキーシリンダーち交換してください。 

エンジンスイッチびまわらない。 

エンジンスイッチからキーを振かずに〇の位 
置で長時間放置していた。 

►エンジンスイッチからキーを抜を、再度差し込んでくだ 

さし、。 

► バッテ1」一を点検し、必要であれば充電してください。 

► エンジンを始動してください。 
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トラブル 


考え5れる原因および症状 


エンジンスイッチびまね曰ない。 バッテ I 」一の電圧び低下している。 


車を使用しないとを 

トラブル 考え5れる原因および症状 

エンジンを始動しない期間び約巨週間 
じ(上におよぶとさ 


こんなとをは 


トラブルの原因と対応 


対応 

► 必要のない電気誇倫を停止してか S 再度エンジンスイッチ 
をまわして < ださい。 

それでちエンジンスイッチがまわらないとさ 

► バッテ1」一を点検し、必要であれば充電してください。 
または 

► 他車のバッテ U —を電源として始動してください（7-23)。 
または 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 


対応 

► 対応について、指定サービスエ場におたずねください。 
► バッテ U —からケーブルをがしてください。 
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11 .さ < いん 


さ < いん 


1 1-2 



さ < いん 



アームレスト .6-19 


アームレスト .6-19 

携帯電話の接続 .6-20 

雨降りや濃霧時の運転 .1-1 1 

インストルメントパネル .3-2 

ウィンタータイヤ . 8-24、 9-14 

ウォッシャー液 .8-13 

ウォッシャー液を補給ずる .8-1 3 

ウォーミングアップ（暖機運転） .1-3 

エアコンディシ ヨナー .6-2 

コント□—ルパネル .6-3 

通常の使いかた .6-4 

AC モード . 居-5 

送風量の調整 .6-6 

送風口を選択する .6-7 

送風口の開閉 .6-8 

送風□の風向き調整 .6-8 

内気循環モード .6-9 

デフ□スターモード .6-1 1 

U アデフォッガー .6-12 

余熱ヒーター.ベンチレーシヨン •• 6-13 

エアスカーフ .3-19 

エアバッグ （SRS エアバッグ） .2-9 

運転席/助手席エアバッグ .2-9 


ヘッドソラックスヴイドバッグ••一 2-10 


エンジンオイル .8-8 

エンジンオイルの量を点検する .8-8 

エンジンオイルを補給ずる .8-9 

エンジンスイッチ . 已 -2 

ステア U ング□ック . 己-3 

エンジンの始動と停止 . 已 -4 

エンジンルーム .8-3 

オイル•液類 . 日-日 

エンジンオイル .9-9 

パワーステア U ングオイル . 9-1 0 

ディファレンシャルオイル . 9-1 0 

プレーキ液 . 9-10 

冷却水 . 9-1 0 

ウオッシャー液 . 曰-1 ] 

バッテ U —. 9-1 1 

エアコンディショナー冷媒 . 9-1 1 

燃料 . 9-1 1 

才ーディオ . 4-26、（別冊） 

才ートマチック車の運転 . 已 -16 

エマージェンシーモード . 曰-2日 

才ートマチック車の取り扱い .1-12 

才ートマチックトランスミッション-已-巨 

シフト位置表示 . 己-6 

セレクターレバー . 己-巨 

走行モード . 己-7 

テイップシフト . 己-日 


才ーパーヒートしたとき .7-22 

懐中電灯（非常信号用具） .7-3 

ガソリン（燃料） . 9-1 1 

カップホルダー . 6-21 

可変スピードリミッター . 已-已 0 

可変スピード U ミッターの使いかた-己-己2 

寒を時の取り扱い . 8-21 

キー .3-5 

U モコン機能 . 3-6 

施錠時のドアミラーの格納 . 3-9 

□ケイターライティング . 3-9 

エマー ジェン シーキー . 3-10 

U モコン操作でドアウインドウと 

バ U オルーフを開閉する . 3-1 1 

電池の交換 . 3-13 

救急セット .7-3 

クルーズコント□—ル . 已 -4 已 

クルーズコント□—ルの使いかた•’已 -4 己 

グ□—ブボックス . 6-22 

携帯電話の接続 . 6-20 

けん引 .7-19 

フ□ントの取 0 付け位置 . 7-1 9 

U アの取り付け位置 . 7-1 9 
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さ < いん 


けん引フックを取り付ける .7-20 

けん引ずる . 7-20 

故障/警告メッセージ .10-2 

子供を乗せるとき .1-5 

ル物入れ .6-23 

シート後方のル物入れ .6-23 

収納ネット . 6-23 

こんなことにもミち意 .1-14 


シートの六モ U —機能 . 3-1 巨 

シートヒーター .3-17 

シー トべ J レト .2-3 

シートベルトの着用 .2-4 

シー トベルトテン シヨナー .2-6 

ベルトフォースリミッター .2-6 

車載工具 .7-5 

ジャッキ .7-5 



サンバイザー/バニテイミラー .6-16 


事故•故障のとき .7-2 

き故び起きたとき .7-2 

路上で故障したとき .7-2 

車び動かなくなったとき .7-2 

非常信号用具 .7-3 

輪止め .7-3 

救急セット .7-3 

停止表示板 .7-4 

車載工具 .7-5 

パンクしたとき .7-6 

けん引 . 7-19 

オーバーヒートしたとき .7-22 

バッテ U —びあびったとき .7-23 

シート .3-1 曰 

シートの調整 . 3-15 


純正部品/純正アクセヴ U-.9-2 

ステアリング .3-59 

ステア U ング位置の調整 . 3-59 

積載荷物の制限重量 . 日-1已 

センターコンソール .3-4 

走行ずるとき .1-7 

走行ずる前に .1-2 

走巧中に異常を感じた5 .1-9 



タイヤとホイール . 8-14、 9-12 


タイヤ空気圧ラベル . 8-1 6 

標準タイヤ/ホイール . 9-12 

応急用スペアタイヤ . 9-13 

ウィンタータイヤ . 8-24、 9-14 

正しい運転姿勢 .2-2 


チャイルドセーフティシート .2-1 已 

助手席エアバッグオフ表示好 .2-17 

純正チャイルドセーフティシート •• 2-1 9 
チャイルドセーフティシート 

検巧システム . 2-20 

助手席検知機能 . 2-20 

駐車ブレーキ（パーキングブレーキ） •. 已 -3 已 

駐停車するとき .1-10 

定期点検 . （整備手帳） 

停止表示板 .7-4 

電球一 覧 .9-6 

電球の交換 .7-29 

マルチフアンクシヨンディスプレイの 

故障/警告メッセージ . 7-29 

電球の取り扱い . 7-30 

ドア .3-20 

ドアの開閉 . 3-20 

イージーエントリー機能 . 3-22 

ドアごとに解錠/施錠する .3-23 

エマージェンシーキーで 

運転席ドアを解錠ずる . 3-24 

非常時の車の施錠 . 3-2 己 

ドア□ックスイッチ . 3-2 己 

車速感応ドア□ック . 3-27 
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ドアミラー . 3-曰曰 

ドア S ラーの角度調整 .3-55 

ドアミラーの格納/展開 .3-56 

助手席側ドアミラーの 

パーキングヘルプ機能 .3-57 


/V 


f 火皿 . 0-17 

パーキングブレーキ . 已 -3 已 

パーキング□ックの解除 . 已 -21 


盜難防止警報システム .3-38 

けん引防止警報機能 .3-40 

ドラフトストップ . 3-曰1 

トラブルの原因と対応 .10-12 

トランク .3-28 

トランクを開く .3-29 

トランクを閉じる .3-29 

トランクの独立施錠 .3-30 

エマージェンシーキーでの 

トランクの解錠 .3-31 


ナビゲーシヨン 
慣5し運転 •••• 
曰常の手入れ •• 
荷物を積むとき 

燃料 . 

燃料給油口…. 

燃料計 . 

燃料巧量警告灯 


4-吕6、（別冊） 

.1-6 

.8-26 

.1-4 

. 9 - 1 1 

.3-36 

.3-6 己 

.3-66 


パークト□ニック . 已-已已 

パークト□ニックセンサー . 日-日己 

インジケーター/作動表示口 .5-56 

パークト□ニックの作動条件 . 己-己7 

パークト□ニックの作動 . 5-58 

センサーの感知範囲 . 5-59 

パークト□ニックオフスイッチ••-己-巨日 

バッテリー .8-18 

バッテ U- の位置 . 8-1 8 

バッテ U —取 0 扱いの 

—般的なま意 . 8-18 

インジケーター付きバッテリ- 8-20 

VRLA バッテ U—. 8-20 

バッテリーがあがったとき .7-23 

始動のち法 . 7-23 

バ U オルーフ .3-4 已 

ラゲッジカバー . 3-47 

バ U オルーフを開く . 3-48 

バ U オルーフを閉じる . 3-49 

パヮーウインドウ .3-41 

ドアウインドウの開閉 . 3-41 

ドアウインドウび 

自動で開閉しないとき . 3-42 


バ U オルーフスイッチでの開閉 •••• 3-43 

パンクしたとき .7-6 

応急用スペアタイヤ、 

車載工具の取り出し .7-7 

輪止めをずる .7-8 

ジャッキアップ .7-8 

ホイールボルト . 7-1 2 

応急用スペアタイヤの取り付け •••• 7-14 
応急用スペアタイヤに空気を入れる 7-1 己 

ホイールポルトの締め付け .7-17 

パンクしたタイヤを 

トランクに収納する . 7-18 

応急用スペアタイヤを元に戻ず•• - 7-18 

ビークルプレート .9-4 

非常信号用具 .7-3 

非常点滅灯 . 已 -2 日 

ヒューズー覧 .9-7 

ヒューズの交換 .7-26 

ヒューズの位置 . 7-26 

ヒューズを交換する .7-28 

ブレーキ . 已 -36 

SLK 55 AMG のブレーキのミ主意事項 

. 己-38 

ブレーキ液 . 扫 -1 1 

ブレーキ液の量を点検する . 8-1 1 

ブレーキ液の交換 . 8-1 1 

ヘッドランプ照射角度調整ダイヤル •• 已 -27 
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ホイール .9-12 

方向指示 .5-28 

ボンネット .3-33 

ボンネットを開く .3-33 

ボンネットを閉じる .3-35 



マニュアルギアシフト . 已 -12 


マニュアルギアシフト . 曰-1吕 

マニュアルギアシフトの選択 .5-13 

セレクターレバーによるシフト操作己-14 

パドルによるシフト操作 .5-14 

シフトアップ表示 （SLK 己己 AMG) 5-15 
マルチフアンクシヨンディスプレイ ••••4-1 

ステアリングスイッチ .4-2 

メイン画面一 覧 .4-3 

車両情報 .4-4 

車両情報方イン画面 .4-5 

車両情報サブ画面 .4-6 

タイヤ空気圧警告システム画面 .4-7 

冷却水温度画面 .4-1 0 

走わ温度/外気温度表71^画面 .4-11 

方ンテナンスインジケーター画面 •• 4-12 

エンジンオイル量点検画面 .4-15 

AMG 表示 .4-18 

ギア表 • 油温表 71 ^画面 .4- 1日 

ギア表示-電圧表示画面 .4-20 

ギア表术.レースタイマー画面••一 4-2 1 
才ーデイオ .4-2 居、（別冊） 


ナビゲーシヨン. 進行方向方位表示 

.4-2 巨、（別冊) 


故障表示 . 4-27 

各種設定 . 4-29 

各種設定メイン画面 .4-29 

設定グループ選択画面 .4-30 

各種設定項目の初期化 .4-31 

夕ークラスタ .4-32 

速度-距離単位設定画面 .4-33 

ディスプレイ言語設定画面 .4-34 

車両情報サブ画面の表示設定画面 • • 4-34 

ジカン/ヒツケ . 4-3 己 

時刻の設定方ま選択画面 .4-3 巨 

ライト . 4-39 

へッドランプ点灯モード設定画面 •• 4-40 
□ケイターライティング設定画面- 4-41 
車外ランプ消灯遅延機能設定画面 •• 4-42 


ルームランプ消灯遅延機能設定画面 4-43 


シャリョウ . 4-44 

ウィンタータイヤスピード 

US ッター設定画面 .4-4 己 

車速感応ドア□ック設定画面 .4-46 

コンフオート . 4-47 

イージーエントリー設定画面 .4-48 

施錠時のドア S ラー格納 

設定画面 . 4-48 

卜 U ップコンピューター .4-49 

ショートト U ップ方ーター画面—— 4-50 
□ングト U ップ夕一画面 .4-51 


走行可能距離画面 . 

胃 話 . 

メーターパネル . 

各部の名称 . 

エアバッグシステム警告灯 . 

ABS 警告灯 . 

ち向指示表示好 . 

ESP 表示灯 . 

ブレーキ警告灯 . 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 

(車両情報六イン画面） . 

エンジン警告な . 

タコ六一夕一 . 

シートベルト警告む . 

八イビーム表示口 . 

燃料計 . 

燃料残量警告好 . 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 

(車両情報ヴプ画面） . 

時計 . 

スピード方一夕一 . 

U セットボタン . 

六一夕一照度調整ボタン . 

メンテナンス . 


4-52 

4-53 

3-60 

3-60 

3-62 

3-62 

3-62 

3-63 

3-63 

3-63 
3-64 
3-64 
3-65 
3-65 
3-百己 
3-66 

3-66 

3-66 

3-67 

3-67 

3-67 

•扫 -2 


11-5 




































































さ < いん 



ライター .6-18 


ライター .6-18 

ランプ .5-22 

ランプスイッチ .5-22 

へッドランプ . 5-22 

フォグランプ . 5-24 

パーキングランプ .5-24 

へッドランプの下向を/ 

上向きの切り誓え .5-25 

車外ランプ消な遅延機能 .5-25 

コーナ U ングランプ .5-26 


ワイパー . 

ワイパーを作動させる •••• 

レインセンサー . 

へッドランプウォッシャー 

輪止め . 


ルームミラー . 3-曰3 

ルームミラーの調整 .3-53 

ルームミラーの手動防眩 .3-53 

自動防眩機能 . 3-54 

ルームランプ .6-14 

ルームランプの点ロモードの選択 •• 6-14 

読書灯 . 6-15 

乗降用ランプ . 6-15 

を却水 . 8-6 

冷却水の量を点検する .8-6 

冷却水を補給する .8-7 


11-6 


5-30 

已 -3 日 
己-32 
己-34 

7-3 


英字 


A 己 S. 已 -3 百 

ABS の作動 . 5-40 

BAS . 已 -41 

ESP . 已 -42 

ESP オフスイッチ . 5-43 

SRS エアバッグ .2-9 
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